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撃

は

し

が

き

　 一 　̀y～

　

「
淨
世
繪
類
考
」
ほ
淨

世
繪
研
究
上
唯

一
の
典
擦

と

せ
ら
る
援
も

の
で
あ

つ
て
、
何
八
本
淨
世
繪
研
究

の
手

が

か
り
を
得

ん
ど
す
る
に
當

つ
て
は
、
必
ず
參
考

せ
ざ

る
べ
か

ら
ざ

る
文
獻

で
あ

る
。
然
る
に
從
來
、
主
に
窯

本

を
以

て
行

は
れ
、

こ
の
完
本
ぱ
印
刷

に
附

せ
ら
れ
ず
、

一
部

の
み
は
傳

へ
ら
る

乂
本
全
班
に
わ
た
り
し
も

の

は
未
だ
嘗

て
な
か
つ
た
。
依

て
類
考

に
よ
り

た
り
と

い
ふ
も
、
何
本
に
よ
れ
る
か

一
々
明
示

せ
ざ

る
限
り
は
明

か
な
ら
ず
、
各
人
區

々
の
本

に
よ
つ
て
引
用

し
來
り
た
る
を
以
で
類
考

に
ょ
る
と
は
い
ひ
條
、
古
き
類
考

に
よ

り

し
も
の
か
、
薪
し
き
も

の
に
よ
り
し
か
到
明

せ
ず
、
大

に
混
難

を
來

し
來

つ
た
の
で
夙

に
そ

の
底
本

を
作
る

必
要
が
叫
ば
れ
、
現
に

こ
れ
が
作
成

に
着
手

せ
る
人
な
き

に
非
ざ

り
し
も
未
だ

一
も
あ

ら
は
れ
ず
今

日
に
至
り

し
家
第
で
あ

る
。
本
書
ば
そ
の
飫
を
補

は
ん
と
し
、
ま
つ
飜
…刻
本
に
の
み
つ
き
て
編
纂

し
た
る
が
、
そ
れ

に
て
、

は
獪
不
十
分
な
る
を
感
じ
居
り
し
際

、
τ
氏
の
非
常

な
る
厚
意

に
よ
り
冩
本
中
最

良
の
佳
本
を
見
る
を
得

て
之

を
敗
訂

し
、
更

に
類
考
研
究
家
鈴
木
南
陵

氏
の
藏
書

を
借
覽
す
る
の
機
會
を
惠

ま
れ
て
こ
曳
に

一
部

の
編
成
を

終
り
し
も

の
が
即
ち
本
書
な

の
で
あ
る
。

　
元
來
、
浮
世
繪
類
考

は
笹
屋
新
七
邦
歡

の
編

せ
る
所

と
考

へ
ら
れ
、
久
し
く
左
樣

に
思
は
れ
て
來

た
が
、
近

'
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來

の
研
究

で
は
、
類
考
ほ
寛
政

二
年
頃
大
田
蜀
山
人
之

を
撰
し
、
邦
教
は
寛
政
十

二
年
に
附
録
始
系
を
作

つ
た
。

こ
れ
そ

の
原
撰

に
し

て
、
享
和

二
年
山
東
京
傳
追
考

を
附

し
、
交
政
元
年
よ
り

四
年
頃
ま
で
に
式
亭
三
馬
補
記

を
加

へ
、
家
第

に
増
補

せ
ら
れ

た
る
を
、
天
保
四
年
無
名
翕
、
襲

ち
溪
齋
英
泉
以
上

の
三
書

を
集

め
て

一
部

と

な
し
、
更

に
そ

の
考

を
加

へ
て
蕪

名
翁
隨
筆

と
稱

し
面
目
を

一
甎
し
た
。
其
後
弘
化
元
年
齋
藤
月
岑

こ
れ
に
補

記

を
加

へ
て
増
補
淨

世
繪
類
考

と
改
題
す
。
な
ほ
龍

田
舍
秋
錦

な
る
も
の
右

の
數
部
を
改
撰

し
、
慶
應

四
年
噺

増
補
浮
世
繪
類
考
と
題

し
て

一
部
に
行

は
れ
た
。

　
以
上

の
如
く
に
し
て
成
り
た
る
類
考

の
中
明
治
以
.後
刊
行

せ
ら
れ
た
る
は

(
一
)

(
二
)

(
三
)

(
四
)

校
訂
洋
世
繪
類
考

(孚
永
ぶ
ん
こ
)
　

昭
和
七
年
版

無
名
翕
隨
筆

(薪
州石
十
種
　卷
二
の
内
)
　
…明
治
四
十
なナ
版

同
上

(
口
本
轟畳
談
大
」觀
の
内
)
　
大
正
六
年
版

同
上

(
隨
筆
丈
學
選
集
第

一
の
内
)
　
昭
和
二
年
い版

同
上

(
日
本
書
論
大
觀
申
卷
の
内
)　

昭
和
四
年
液

囀
補
淨
世
繪
類
考

(溜
知
叢
馨
第
四
編
の
内
)　

朗
治
二
十
四
年
版

新
増
淨
世
繪
類
考
　
單
行
　
　朗
治
十
三
年
版
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同
上

(
日
本
隧
筆
大
成
第

二
期
卷
六
)

　

四
種

に
し
て
内
、
塘
補
淨
世
繪
類
考

は
無
名
翁
隨
筆

の
改
訂
本

な
る
を
以
て
こ
の
二
つ
を
同
種
の
も
の
と
ず

れ
ば
三
種
あ
る
の
み
と
な
る
。

　
右

の
剛・内
、
校
訂
淨
世
繪
類
考

は
最
善
本
と
せ
ら
る

乂
曳
尾
庵
本
の
う

つ
し
に
よ
つ
た
も

の
で
あ
る
が
牧
容

せ

る
八
員

は
三
十
七
人

に
止
り
、
増
補
淨
世
繪
類
考

は
約

二
倍
ハの
八
十
六
人

に
な

つ
♂、
ゐ
る
げ
れ
ど
默
増
補

は
約

四
倍

の
百

二
十
七
入

に
逹
し
て
ゐ
る
。
同
じ
類
考

と
い
へ
ど
本
初

期
よ
り
末
期
ま
で
は
非
常
な
人
數
の
相
逮

で
、

廣

重

の
如
き
は
新
増

に
至
り

て
初

め
て
出
つ

る
書
家
で
あ

つ
て
、
他

の
い
つ
れ
に
も
載
ろ

て
ゐ
な

い
状
態

で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
ら
全
部
を
網
羅

せ
ざ
れ
ば
完
全
な

る
類
考

と
い
ふ
を
得
な
じ
。

こ
れ
ら
全
部
を
合

せ
て
始

め
て

徳
川
期
全
體

の
浮
世
繪

の
研
究
に
資
す
べ
き
亥
第

で
、
如
偲

に
よ
け
れ
ば
と
て
こ
の

一
部

で
は
十
分

の
用

を
な

す
と

い
は
れ
な

い
の
で
あ
る
。
よ
つ
て
木
書

は
そ
の
全
部

を
.
進

化
し
墸
捕

し
た
順

に
次
第
し
、
如
何
に
原
撰

に
尾
鰭
が

つ
い
た
か
を

一
目
瞭
然

た
ら
し
む
る
に
つ
と
め
た
。

こ
れ
を

一
の
特
徴

と
す
る
。

　
家

に
刊
本
以
外

の
寫
本

に
至

つ
て
は
殆
ん
ど
無
數
で
差
異
が
際
限
な
く
撰
擇

に
苦

し
む
次
第
で
あ
ろ
が
、

ζ

こ
に
特
記
す
ぺ
き

は
從
來
未

だ
知

ら
れ
ざ

り
し
最
悉
、原
撰

に
近

い
と
信

ぜ
ら
れ
る
佳
本

を
丁
氏
よ
り
提
供
さ
池

た

の
で
、
そ
れ
を
底
本

と
し
た
事

で
あ
る
。
そ
れ

は
享

和
三
年
頃
成

つ
た
竜

の
で
、
文
化
十

二
年

の
曳
尾
庵
本

・.　

ウ

:
」乳

4罍

髭̀
署
薯
ー

」量

葦
譜
苳
豸
蕩渠
象
彡
器望
馨

童,要
≧
…
、・

蔘
惣
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よ
り
十
五
年
も
古

く
、
且
類
考

と
始
系
と
を

↓
つ
に
系
統
づ
け
た
も

の
で
あ
り
、
文
章

も
古
體
を
存

す
る
の
で

こ
れ
を
採
用
し
た
。
爾
足

ら
ざ

る
處

.
筍
馬
參
考

と
な

ろ
べ
き
ば
酉
山
堂
本
、
只
誠
本
、
及
び
鈴
木
南
陵

疑
の

故
法
室
本
等
を
校
勘

し
て
取
り
參
考

に
資
す
ろ
事

と
し
た
。

　

で
類
考
原
撰

に
近
き
底
本
は
之
を
五
號
活
字

に
て
組

み
、
「
増
補
浮

世
繪
類
考
し
に
於

て
初
め
て
補

は
れ
た
分

ほ

【
増
】
の
字

㎡、c
示
し
、
京
傳

の

「
追
考
」

ほ

【
泊
9
.
「
新
増
補
淨
世
繪
類
考
」
は

【
新
】
、
「故

法
室
本
し
に

ほ

【
故
凵

の
略
號

を
以

て
區
別
し
、
各
最
初

の
段
落

の
冒
頭

に
示
し
た
。
從

つ
て
或

る
臨
號
は
突

に
別

の
略
號

が
出

ば、
く
る
と
こ
ろ
ま
で
續
く
わ
け
で
あ
る
。
な
ほ
、
増
補
加
筆

の
家
第

は
綴
氏
本
、
【
追
】
【
増
】
【
新
】
の
順

に
築
き
上
げ

ら
れ
た
屯
の
で
あ

る
こ
と
を
念
頭

に
置

い
て
讃

ん
で
頂
き

た

い
と
思
ふ
。
な

ほ
必
要

と
認

め
た
る

部

分
に
つ
ぎ
て
は
聊
か
脚
註

を
施

し
た
。

　
終

に
末
筆
な
が
ら
底
本

を
提
供

せ
ら
れ
た

る
丁
氏
、
及
び
藏
書

の
拜
覽
を
許
さ
れ
た
る
鈴
木
南
陵
氏

に
潔
甚
写

な
る
謝
意

を
表
す
。
若

し
そ
れ
ら
な
か
り
し
な
ら
ば
或
は

こ
の
書

は
生
れ
な
か

つ
た

で
あ
ら
う
。

"

昭
和
十
五
年
十

一
月

ナ鴨梛召

者

.

識
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て
相
國
寺
に
佳
す

(
越
仙
叉
越
溪

と
も
云
出
藍

の
稱
…あ
り
.
明
國
よ
り
秀
交

と
い
ふ
人
來
朝

し
て
寶

を
善
す
、

、　
、ド転葦
羹
～
忌
≠
霆謬
ー

…
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ー
雨
漣

灘

・薩

.曝

毒

野壽
鑞
葦

曝
摩

.嚢
亀
,廃
:

・董

蕁

評旨耋
確
這
∵

耀
詈
・　　
、　
　　
广　　
ー

广ー

ー

鯵

唖　
囁　

脈'

抽
　

飛
騨
鬮

に
住

し
て
曾
我

氏
を

つ
ぐ
唐
人
秀
文

と
い
ふ
後
蛇
足

に
竇
法

を
傳

ふ
、
周
交

と
混
同
す
べ
か
ら
ず
)

蕨

　

勢
正
信

こ
の
入

に
聲
法
を
學
ぶ
、
僭
雪
舟

(
雲
谷
軒
等
揚

と
云
ふ
傭
中

の
入
丹
青

の
妙
世

に
し
る
慮

な
り
)
小

　

栗
宗
丹
倶
に
周
文
を
師

と
す

(
小
栗
宗
丹
は
周
文

の
高
弟
な
り

一
に
宗
覃

に
作
る
、
室

町
家

に
仕

へ
後

に
相
國

　

"
寺

に
入

て
欝

と
た
り
自
牧

と
稱
す
)

正
信

は
宍
丹
に
も
教

を
受
げ
た
り
、
瀦
勢
嫁
如
斯
名
人

に
隨
て
豊
法
を
學

　

得

て
後

に
狩
野

一
家

の
書
法
を
立
た
り
。
然
れ

ど
嵐
漢
査

な
改
ず
、
故

に
雪
舟
正
信
宗
丹

は
各
學
ぶ
所

一
つ
な

　
　
れ

ば
纏
勢
皆
相
似
た
り
、
然
れ
ど
も
其
後
明
應
文
龜
に
至

て
祐
勢

の
長
子
狩
野
四
郎
亥
郎
。藤
原
元
信

、
父

正
信

　

が
書
本
法
意

を
嗣
ぐ
。
其
名

纏
躰
名
)
異
朝

に
耋
で
震
ふ
、
明

の
郢
澤

は
元
信

が
筆
法
を
見
て
師

と
せ
ん
事

を
望

　
　
し

と
そ
、
越
前
守

に
任
ず
、
玉
川
と
號
す
、
強
眼
永

仙
後
世
古
法
眼
と
稱
す

(
足
利
家

に
仕

へ
て
永
祿
年
中
歿

　

す
)
、
元
信
瀞電
道

に
熱

心
に
し
て
大
日
本
繪
を
學
ん
事
を
欲

し
て
、
土
佐
光
信

の
女
ほ
倭
甕

に
妙
手
な
り

け
れ

ば

　
　
元
信
是
を
妻

に
娶

て
猫

蓋
渋
筆
絡
を
學

び
け
り
、
茲

に
お
い
て
自
ら
日
本
甕

の
風
意

を
學
ぶ
人
多
く
、
元
信
も

　

傘

ば
漢
書

を
慶
す
と
云
と
も
、

日
本
に
産
れ

て
何
ぞ
異
國

の
盡
法
風
骨
を
事

と
す
べ
き

、
倭
書

の
筆
格

を
建

つ

　

る

に
は
し
か
ず
と
、

い
よ
～

＼
狩
野
流

一
家
を
な
さ
ん
と
す
。
し
か
れ
ど
鵁
此

こ
ろ
は
諸
國
亂

れ
て
戰
鬪
し
ば

　

ノ
＼

止
時
な
く
、
世

の
中
安
穩
な
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
治
世
を
待
て
世

に
出
ん
と
大
和
和
泉
或
は
紀
州

に
身
を

ひ

　

そ

め
難
を
避

て
、
囓終

に
書
家

一.流

を
な
し
、
商
船

に
寶
を
附
し
て
か
た
じ
け
な
く
も
明
帝

の
詔
書
を
給
り
子
孫



費

に
傳

ふ

一
世

の
苦
心
を
思

ふ
べ
し
。
雪
舟

は
諸
國
に
遁
れ
で
治

世
を
待
り
、
後
明

に
渡

り
張
有
聲
を
師

と
し
て

・草
筆

の
書
法
を
學
び
、
歸
朝

し
て
日
本
に
草
耋

の
筆

を
傳

へ
た
り
謌
或
読

に
雪
舟

は
貢
豊
を
改

て
草
筆

の
唐
晝

を
以

て

一
家

を
な
す
故

に
湊
書

と
い
ふ
。
古
法
瞑
藤
原

の
元
信

は
本
朝

一
派

の
書

法
を
立

て
し
よ
鱈

本
繪
と
呼

ぴ

な

ら
せ
し
に
よ
り
狩
野
流

の
惣
名

と
な
り

し
、
さ
れ
ど
も
筆
意
凡
な
ら
ざ
れ
ば
本
蚕

と

い

ふ
不
レ
如
を
末
書

と

い
ふ
と
記
せ
し
は
、
附
會

の
読

に
て
い
と
受
難
し
、
疑

ふ
ら

く
は
誤
り
な

ら
ん
。
按
ず
る

に
本
餐

の
唱

へ
狩

・野

一
家

に
限
る
べ
か
ら
ず
、
和
漢

と
も
に
本
書
末
書
唱

へ
あ
り
、
事
本
末
有
況

や
畫
法
に
於

て
を
や
、
筆
法
規

,則
得

た
る
を
以

て
是

を
本
鍵
と

い
ふ
是

に
反
す

一43
者
を
末
畫

と
柵
す
。
「
無
墨
點
」
則
是

な
り
。
墨
書
な
く
し

て

瓮
彩

を
ほ
ど

こ
し
分
ち
書
く
蘭
書

の
細
書

の
類
な
り
、
(
阿
蘭
陀
畫
也
硝

子
に
翼
を
寫
し
ま
た
は
銅
板

に
て
貫
を

・窟
す
)
、　
唐
米
南
宮
末
繪
を
以
て
市
街

の
壁

に
貼

し
て
費
る
、
是
本
書
末
書

と
分

つ
の
謂

な
ら
ず

や
、
街
書

と

云
本
是

よ
り
起
れ
り
。
亦
雪
舟
草
筆

を
傳

へ
し
ょ
り
唐
蟲
と
呼

と
云
云
受
難

か
り
、
雪
舟

の
書
風
ば
唐

よ
り
出

ぎ

る
筆
法
な
り
、
雪
舟

の
風
意

は
唐
甕

と
は
異
な
り
、
漢

甕
は
舞
舟

の
み
な
ら
屠
・
往

々
皆
漢
甕

の
寫
眞

を
豊

し

な

ら
ず
や
、
叉
草
筆
を
漢
甕

と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
前

に
も
云
る
如
く
多
く
は
異
邦

の
甕
人

よ
り
傳

へ
し
な
れ

ば
筆

法
書
則
ば
唐
査

に
起
り
て
日
本
繪

に
書

法
を
別

に
建
ず

、
草
筆
は
探
幽
齋

に
至
り

て
大
に
開

け
狩
野
流

一

家

の
骨
法
墨
色

の
濃
淡
を
顯
せ
り
。
(
探
幽
は
右
近
將
監
孝
信

の
長

子
な
り
、
小
名
宰
相
四
郎
家
郎
采
女

と
云
、

辱

蝉

鼕
量
萋
ー

ー

蠡
ー

ー
ー
ー
"ー
ー
ー
鬟
ー

Fー

至
考

ー
埀
ー

ー
　ー

ー

寞詳…
§
蘯

ー
…
ー
ー
さ
ー
ー

ー
ー
ー
ー

-耄
耄
ー
蕁
ー

ま
垂

華
翫

ー
ー

…

・



憾

宮
内
卿

扶
印
藤
原
守
信
、
寛
文

二
年
敍

法
眼
海
内
第

一
の
名
人

と
稱
し
、
多
く
繪

本
を
殘

し
て
後
世
冖の
準
的

と

す
、
狩
野
流

の
豪

傑
丹
青

の
妙
世

に
知

る
が
如
し
)
、
聲
道

に
志
乏

い
へ
ど
も
多
く
ほ
是

を
辨

へ
ず
、
且
大
和
繪

,

と
稱
す
る
者

は
淨
世
繪
師

の
事

と
思

ひ
て
其
差
別
を
知

ら
ぬ
本
有

り
、
續

日
本
紀

に
靈
龜
元
年
乙
巳
從
六
位
下

江
見
押
勝
姓

を
更
爲
倭
寶
師

と
有
り
、
俗
問

の
書
師
猥

に
書
べ
か
ら
ず
倭
書
師
は
姓
也

(
≠
澤
長
秀

俗
読
辨

に

出
)
、　

そ
は
兎
ま
れ
唐

の
繪

容
な
ら
ず
倭
國

の
宮
殿
樓
閣
山
水
人
物
に
至
る
ま
で
寫
し
な
す
は
日
太
繪
…な
り
、

是

を
倭
書

と
い
は
ず

や
、
日
本

の
景
容
を
書

く
を
以

て
稱
す

る
な
れ
ば
、
字
義
通
稱

に
不
拘
訓
瞽

を
以
て
日
本

繪

を
倭
書

と
し
、
叉
大
和
繪

と
俗
に
目
な
れ
て
書
改
し
は
大

和
國

に
住
せ
し
書

工
の
斯
く
書
始

し
も
有
と
云
と

も

、
倭
國

の
風
意

を
寫

せ
し
を
ば

や
ま
と
書

と

一
概

に
唱

へ
來

れ
る
も

の
な
ら
ず

や
、
偏
頗

の
稱

と
思

ふ
べ
か

ら
ず
、
土
佐
流

の
組
と
稱
す
る
は
互
勢
金
岡
よ
り
起
り
、
曾
孫
公
忠
、
弟
公
茂

の
孫
深
江
、
其
子
弘
高

、
常
則
、

爲
成

、
成
光
、
良
親
、
越
由
守
隆
信

、
左
京
大
夫
信

贇
、
伊
豫
守
隆
親

(
其
餘
數

ふ
ろ
に
い
と
ま
あ
ら
ず
)
、
從

五

位

下
土
佐
守
藤

原
經
隆
是
土
佐
氏
聲
祗

と
云
。
經
隆

の
長

子
越
前
守
行
光

、
光
重

(
弾
正
忠
)
、匪
周

(
刑
部
大

輔
)
、
光
信

(
左
近
將
監
土
佐
守
)
、
光
茂

(
刑
部
大
輔
)
、
光
持

(
將
監
)
、
光
高

と
代

々
禁
裡
繪
所
預

と
し
て
、

今
獪
數
代
連
綿

と

し
て
相
續

、
(
刑
部
大
夫
光
持

は
慶
長
年
申

の
人
な
り
女

子
あ
り
、
古
右
京
繪
所
將
監
狩
野
光

信

妻
と
す
、
慶
長

中
秀
吉
公

に
仕
ふ
。
近
代
に
至
り

て
ほ
故
有
り

て
委
敷
記

す
る
事
を
憚

り
、
將
軍
家

に
も
住

.



19

吉
具
慶

を
京
都

よ
り
召
れ
て
土
佐
流

の
繪

所
と
な
し
給

ひ
、
如
慶
廣
通

よ
り
數
代
佳
吉

内
記

と
稱
す
、
住
吉
家

よ
り
板
谷
家

と
稱
…し

て
分
家

ア
粟
閏
口
も
類
族
な
り
)
、
仁
和
寛

羅

の
往
古

よ
り

天
保

の
今
に
至

る
迄
九
百

四

十
餘
年
來
土
佐
流

と
す
、
古
土
佐

に
僞

れ
る
書
多
く
、
東
都
に

て
は
京
傳

と
云
、
下
り
繪
…と
云
、
極
彩
色

の
細

密

な
る
も

の
な
り
。
今
京
傳

と
い
ふ
は
四
條
繪

と
云
も
の
に
て
應
擧
.
南
…岳
、
文
鳳
な
ど

の
寶

の
類

に
て
土
佐

流

に
あ
ら
ず
、
漢
畫
に
近
く
土
佐

に
異
り
。
狩
野
流
及
諸
家
種

々
に
分
れ
て
、

い
つ
れ
か

日
本
繪

な
ら

ぬ
は
な

し
。
皆

丹
青

の
逹
人
海
内
迄
雷
鳴

す
と
は
言
は
で
も

の
事
な
る
べ
し
。
就
申
土
佐
流

の
歌
撰

.
源

氏
等

の
繪

卷

物
、
歌

の
心
、
昔
物
語
、
四
季
雜
體

の
繪

卷
物
、
雲
上

の
東
帶
、
宮
女

の
五
衣
着

て
臈
が
わ
し
き

、
英
雄

の
軍
譚
、

賤

の
農

夫
が
耕

し
草
刈

る
さ
ま
、
樵

夫
の

い
と
な
み
、
漁

夫
の
す
な
ど
り
、
或
は
市
中

の
貴
賤

老
若
物
見
遊
山

の
往
交
さ
ま
、
市
女
笠
き
て
衣
引
ま
と
ゐ
し
容
、
今

見
て
は
質
朴

の
古
風

と
思
は
る
れ
ど
其
書

る
頃
は
時
世

の

今
樣
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
今

の
世
に
俘
置
繪
師
が
流
行

の
光
景
を
寫

ピ
ど
も

二
十
年
來
經
た
る
を
見
れ
ば
其
風

俗

に
違
あ
り
。
爰
を
以
て
思

ふ
べ
し
、
星
霜
は
る
か
押
移
れ

ば
昔
繪

な
り

と
て
其
時

の
時
世
振

に
は
く
ら
べ
が

た
け
ん
、
さ
れ

ば
昔
は
淨
世
繪
も
日
本
繪

に
て
各
書

け
り
、
或
書

に
爲
成
が
倭
…漢
の
抄

の
屏
風

に
漢
蟲
と
や
ま

と
畫

の
淨
世

の
人
物
を
竇
き

た
り
け
り

と
有

と
な
ん
。
土
佐
狩
野
流

の
銘

々
も
先

に
云

へ
る
源
氏
等

の
書
容
を

大

和
人
物
と
唱

へ
貴
賤
質
朴

の
姿
を
雜
人
形
、
或
は
俘
世
人
物
と
唱

ふ
。
ざ
れ
ば
各
得
手
た
る
を
以

て
漢
畫
飾



げ釀

き
、戸
羣

導耄
浬

建瑁
iー

ー

矯凄ー
、

、や駄

倭
竇
師

と
倭
漢
を
分
ち
、
(
又
其
中
に
山
水
聲
師

、
花
鳥
醫
肺
、
武
者
竇
師
、
源
氏
畫
師
、
俘
世
醫
師

な
ど
L
得

手
た
る
人

を
他

よ
り
稱

す
る
の
唱

な
り
、
唐
叢

に
も
梅
書
、
蘭
査
、
竹
畫
、
山
水
書
ぎ
、
人
物

か
き
、
花
鳥
竇
有

り
、
各
得
手

た
る
を
云
、
浮
世
書
は
や
ま
と
ゑ
に
有
)
書
法
筆
意
備
れ
る
は
皆
俗

に
言
本
繪
師
な
り
。
讐
書
家

の
末
蕎

の
人
な
り
と
も
規
則
骨
法
備
ら
ざ
れ
ば
末
書
素
人
書

と
言

ふ
べ
ぎ
也
。
從
來
憙
は
藁
を
寫

す
を
本
意

と

す
、
然
り
と

い
へ
ど
も
筆
法
書
格
倭
漢

と
も
に
建

し
よ
り
是

を
亂

さ
ず
、
墨

の
濃
淡
を
以

て
豊

の
位
を
定
む
、

是
等
を
辨

へ
寫
す
時

は
聲

な
ら
ず

と
い
ふ
事
な
し
。

や

乂
と
も
す
れ
ば
古
入

の
粉
本

に
寄
ら
ず
し

て
書
け
る
を

　
　
あ
ざ
け
る

以

て
誹
謗

族
も
あ
れ
ど
笑
ふ
に
絶
た
り
。
己

が
書
才
に
拙
く
し

て
圖
を
巧
み
筆

法
を
立

つ
る

の
智

な
く
し

て
古

入

の
繪
…本
を
寫
し
溜
、
夫
を
準
・的

に
書

か
ざ
れ
ば
扇

一
本
書
事
あ
た
は
ぬ
愚
者
偏
痴

と
云
ふ
も

の
な
り
。
武
家

に
繪
師
を
置
く
も
軍
用
地
理
を
寫
す

の
爲
な
り
、
す

で
に
張
良
が
蜀

の
棧
道
を
燒
し
も
蕭
何
が
地

理

の
圖
を
奪

ひ
得

て
漢
中

へ
入

ぬ
け
道

の
陳
蒼
道
を
知

れ
ば
な
り
。
夏

の
萬
王
が
洪
水

を
治

め
徑
陸

の
永
衢
∵を
丹
青
を
以

て

分

ち
し
竜
地

理

の
圃

に
よ
る
物

な
ら
ず

や
、
地

理
風
景
人
類
皆
眞
を
寫
な
り
、
(
根
本

に
よ
り
人

の
寫
し
を
亦
寫

し
て
間
違
あ
ら
ば
何

の
え
き
か
あ

ら
ん
)
。
繪
道

を
學
ぶ
者

を
竇
巧

と
云
、
圖

工
と
穉
す
、
人
物
禽
獸
蟲
魚
草
木

を
書
圖

に
假
寫
す
が
故

に
書

巧
と
云

へ
る
所
謂

な
り
。
或
醫
家

の
日
、
古

よ
り
似

て
似
ざ

る
を
本
繪

の
法
な
り

と
云

へ
り

と
、
片

は
ら
痛
く
笑
ふ
に
絶
た
り
。
豊
法

に
曰
く
眞

に
遽
く
靈

に
近

か
れ
と
云
は
筆
法
を
失
は
ず
し
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て
眞

を
寫
す
を
云
に
是

を
思

ひ
誤
り

た
る
も

の
也
。
豊
法
に
托
し
て
斯

云
ん
よ
り
甕

ぬ
と
い
ふ
が
遙

に
勝
也
、

似

て
其
非
な

る
は
犬
書
な
る
べ
し
。
宛
も
萬
物
隨

て
似
ざ

れ
ば
其
物

に
あ
ら
ず
、
漢
聲

に
篤
貫

の
法
有
り
、
其
冒

`
性
を
見

て
生
を
寫
す
そ
專
要
也
、
見
る
事

の
不
能
も

の
は
古
人

の
畫

に
よ
り
て
書
く
べ
き

の
み
、
そ

の
性

を
し

ら
ざ
れ

ば
い
か
で
妙
を
極

む
べ
き
、
和
漢
古
人
ム
是
を
云
り
、
鳶
を
畫

て
な
ら
ざ
れ
ば
犬

に
類
ず

と
馬
援
も

い

は
ず

や
。
巖

の
屈
曲
、
波

の
瀾
文
、
雲

の
凝
り
、
水

の
流
溜

(冨
石
木

の
皺
松

の
茂
枝

は
書
法
に
書
得
難
し
と
云

へ

り
)
、
是
等
は
観
者
惑
ず
波

と
し
岩
と
す
事
を
以
て
其
状
ち
を
寫
す
の
み
、
さ
れ
ど
も
筆
法
規
則

に
そ
む
く
は
聲

道

の
詮
な
き
も

の
な
る
べ
し
、
能
觀
察

し
て
會
得
す
べ
き
事
た
・偽
ず

や
。
且
粉
本

に
よ
り

て
書

る
を
非

と
の
み

云
に
は
あ
ら
ざ

る
べ
し
、
入
物
古
實

の
類

に
よ
り

て
は
新

に
其
圖

を
巧
な
し
其
意
を
失

ふ
事
多
し
。
是
等

は
粉

本
を
乏
し
か
ら
ず
貯
置
を
も

て
其
道

の
逹
者

と
い
ふ
。
往

々
閏
院

に
大
内
を
逕

さ
れ

て
後

、
寄
馬

の
障

子
拜
李

將
軍
、
養
由
基

が
障
子
な
ど
沙
汰
な
か
り
け

る
を
、
四
條
院

の
獅
時
、
西
園
寺
相
國
禪
門
修
理

せ
ら
れ
け

る
時
、

頭

の
申
將
質

季
朝
臣
申
起

し
て
立
ら
れ
た
り
し
、
此
障
子

の
繪
木

ど
も
鴨
居
殿
の
御
庫

に
ぞ
侍
な
る
、
魏
長
造

内
裏

の
時
、
繪
所

の
預
前
加
賀
守
有
戻
繪
本

を
持
ざ
り
け
れ
ば
取
出

し
て
か

乂
せ
ら
れ
け
り

と
あ
れ
ば
是
等
を

も
思

ふ
べ
し
。
規
矩
あ
る
事

は
如
斯

一
偏

の
論

と
思
ふ
べ
か
ら
ず
、
或
書
家

叉
日
、
古

人

の
筆
法
備
り

し
圖
に

よ
ら
ず
し
て
新

に
眞
を
寫

し
圖
を
巧
み
竇
く

こ
と
な
か
れ
書
法
に
反
す

と
。
是

叉
何

の
謂

そ
や
、
琴
桂

に
膠
す
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る
が
ご

と
く
畫
道
を
辨

へ
ざ

る
の
辟
論
嬰
皃

の
ご
と
し
。
凡
書

は
仙
術

に
比
し
目
前

に
人

の
欲
す
る
所
を
現
す

風
流

に
至
て
は
、
そ

の
お
の
れ
を
樂
み
人

を
た
の
し
ま
し
む
、
如
歌
如
詩
。
古
人
も
詩
申
の
書
盡
申

の
詩

と
す
、

詩

は
有
聲

の
書
、
書
は
無
聲

の
詩
、
心

の
欲

す
る
所
に
隨

て
状
ち
を
な
す
は
書
也
、
古
人

の
粉

本
を
寫
す

の
み

な
ら
ば
奚
ぞ
書

の
假
寫

の
徳
あ
ら

ん
や
。
源

氏
物
語

に
紫

の
上
が
源
氏
の
君

の
須
磨

の
留
守
三
年

の
間

つ
れ
づ

れ
な

る
邂
び
に
書

を
か
き
給

ふ
、
今
日
は
け
ふ
の
あ
り

さ
ま
裝
束

御
遊

び
が
た
き
に
た
れ
た
れ
御
か
た
は
ら

に

あ
り

て
日
の
う

ち
は
か

玉
る
遊
び
あ
り
、
夜

に
入
れ
ば
か
ら
う
じ

て
休
給

ふ
か
た
は
ら
に
た
れ
た
れ
そ

ひ
ふ
レ

た
る
あ
り
さ
ま
繪

に
書
き
言
葉
書
な
ど
く
は

へ
給

ふ
と
あ

れ
ば
、
譬
畫

の
正

不
正
は
と
に
か
く
書

日
記

に
て
夫

に
奧
州
を
知
ら
し
給

ひ
、
亦
鳥
嬲
僣
正
が
供
米

の
糠
俵

な
り

し
を
興
書

に
え
が
き
て
供
米

の
不
法
を
訴

へ
、
或

は
法
眼
賢
慶

が
弟
子
法
師

は
師

の
後
家

の
不
行
跡
を
訴

へ
し
も
叢
を
以
て
の
功
な
り

、
和
漢
か

曳
る
例
枚
擧
す

べ
か
ら
ず
、
貞
永

天
福

の
頃
後
堀
河
院

の
御
時
似

せ
繪

を
御
好
あ
り
け
る
、
北
面

の
下
臈
御
隨
身
な
ど
の
影
を

左
京
權
太
夫
藤
原
信
蟹
朝

臣
を
召

て
か
乂
せ
ら
れ
げ
る
と
あ
り
、
花
山
法
皇
の
書
寫
上
人
を
似
貌

に
か
瓦
せ
給

ひ
し
も

畠.
百
濟

の
河
成
が
童

子
の
面
を
寫

し
て
其
人
を
得

、
高
宗
が
夢
中

の
人
を
豊

て
傳
説
を
得

た
る
、
漢

の

武
帝
が
李
夫
人

の
書
姿
を
樂

し
み
將
門

の
首
を
寫
し
て
實
檢

に
備

し
も
員
を
寫
す
の
妙

に
よ
れ
り
。
美
女

の
委

甕

に
あ

こ
が
れ
傾
城

の
書

に
私
語
云
し
和
漢
其
類
枚
擧

し
難
し
、
王
昭
君
が
賂

の
潤
筆
錢
の
吝
嗇

に
よ
り
身

に
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薦
を
か
も

ぜ
し
も
貫

を
寫
す
の
事

よ
り
起
り
、
唐
も
倭
屯
其
頃

は
…別
に
淨

世
繪
緬
有

て
美
女

の
客
色
を

寫
せ
レ

な
ら
ず
皆
名

人
の
書
飾
な
る
べ
し
。
佛
書
、
書
像
、
美
女
遊
女
、
其
艀
世

の
淨
世
容
畫

に
至
る
ま
で
委
し
く
霙

師

の
預

る
と

こ
ろ
な
り
。
其
節
古
人

の
粉
本
を
た
つ
ね
古
風
質
素
を
寫
さ
ね
ば
畫

に
位
な
し
、
下
卑

る
な

ん
ど
、

云
な

ら
ば
何
の
功
あ
り
釜
あ

ら
ん
や
。
近
頃
俳
優

の
面
を
似

せ
畫
き
女
児
の
弄
も

の
と
な
せ
し
よ
り

一
端

の
興

書
天

和
書
師

の
永
く
汚
名

の
基

と
な

る
數

し
き

か
な
。
今
俳
優

の
似
書
戲
場

の
繁
昌

に
隧

て
流
行

し
淨
世
繪
師

の
名

是
よ
り
汚

れ
愚
俗

の
爲

に
廢

せ
ら
れ
し
は
彼
黨

の
罪

な
ら
す

や
、
六
悔

る
と
も
六
日
の
菖

蒲
十
日
の
菊

に

て
朽
を
し
け
れ
。
淨
世
繪
師

を
稱
す

る
は
昔
土
佐
氏

の
高
弟

に
岩
佐
叉
兵
衞

と
云
し
者
、
故
有

て
土
佐
流
を
破

、

門

せ
ら
れ
流

寓
し
て
市
中
に
佳

め
り
、
從
來
倭
書
の
妙

手
な
れ

ば
雑
人
物

の
淨
世
姿

を
養
き
是

を
鬻

で
給
食

に

易

て
僅

に
業

の
た
づ
き
と
す
、
彼
雪
舟
が
兵
亂
を
避

て
筑
前
の
蘆
屋
の
里

に
隱

れ
住
み
釜
の
聲

を
書
き

て
居
り

し
も
、
此
叉

兵
衞
も
相
似

た
り
。
さ
れ
ば
大
津
逍
分
繪
ぽ

夊
兵
衞

よ
り
書
始

し
と
世

に
云
傳

へ
た
れ
ど
も
書
體

の
風
意
は
異
る
も

の
な
り
。
淨
世
人
物
を
書
く

の
妙
手
な
れ

ば
淨
世
繪
又
兵
衞
と
渾
名

せ
し
よ
り
後
世

に
浮
世

繪
師

の
稱
を
殘
せ
り

(
又
兵
衞

が
傳
ば
別
に
藏

せ
り
追
考
)
俗

に
是

を
淨
世
繪

の
濫
觴

と
云
ふ
は
書
曲
演
戲

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　いカ

淨
読

に
起
れ
り
。
前

に
も
云
ふ
如
く
淨
世
繪

と
て
別

に
書
法
あ

る
に
あ

ら
ず
、
霞

洙
委
く
唐
豊
に
起
り
規
則
筆

格
數
種

の
點

法
を
建

て
し
を
、
山
六
草
木

の
書
法
は
古
今

さ
ま
ざ
ま

の
読
も

つ
と
も
多

し
。
本
朝

に
俾

へ
し
《

』丶
,
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ひ
ら
け

て
妙
手
多
く

一
派

の
筆
意
書
體

を
分
ち
其
家

々
に
規
則
有
り
、
好
む
所

の
竇
風
を
肺

と
し
て
是
　

を
學
ぶ
も

の
師

の
法
則
に
從

て
不
改
、
累
代
是
を
崟
く
者

は
其
書
畜

な
る
も
己
家

々
に
霤

の
技
あ
れ
ど
も
反
し

て
守
ら
ず

、
諸
流
混
同
し
て
心

の
欲
す
る
に
從

て
自
ら
筆
意
書
體
を
な
し
て
自
立
す
と
も
竇
法
正
し
け
れ
ば

一

家
を
な
す
べ
し
、
諸
家

の
分
流
み
な
し
か
り
、
淨

世
繪
師

の
み
別
に
在

ら
ず
。
倭
繪

の
總
名
大
和
繪
…な
れ

ば
淨
.

世
繪
を
大
和
鯊
師

と
云
は
勿
論

の
こ
と
な
り
。
書
法
を
守

る
筆

に
自
在

を
な
す
淨
世
繪
師
は
大
和
竇

の
き
ぼ
な

り
、
他

の
不
及
も

の
な
り
、
萬
治
寛
文

の
頃
波
沙
羅
書

と
呼
ぶ
も

の
あ
り
し
、
或
書

に
日
一屍
團
扇
の
ば
ざ
ら
書

に
も
是
を
稱

し
て
出

ぬ
は
な
か
り
し
と
あ

る
は
、
其
頃

ぱ
流
行
の
事

を
書
き
板
行

に
し
て
墨

ば
か
り

に
て
摺
リ
タ

跡

に
て
彩
色
計
り
麁
相
に
し
た
る
な
る
べ
し
、
元
和
寛
永

の
頃
ば
ざ

ら
と
言
ふ
は
あ
ぶ
れ
も
の
黨

を
結
び
男
達

`

を
誉
な
び
、
き

ほ
ひ
組

と
云
て
市
中
ゆ
さ
ん
の
さ
ま
た
げ
を
す
る
も

の
を
云
放
言
也

、
波
沙
羅
繪
…は
末
聲
な
り

、

街
竇

と
云
て

(
筆
意

に
も
賽
法

に
も
か

L
わ
ら
ず
逹
者

に
は
か
行
が
す

る
や
う

に
扇
う
ち
わ
の
仕
入
物
面
白

く

圖
を
巧
み
、
競

ひ
て
書
き
て
な
り
は

ひ
と
す

る
を
ば
さ
ら
書

に
比
し
て
な
づ
け
し
な
り
、
當
時
は

一
廉

の
書

工

是
等
を
書
く

こ
と

」
な
り
ぬ
)
渡

世
の
爲

に
書
法
を
不
學
、
繪
馬

、
祭
禮

の
燈
罷
繪

、
見
世
物
芝
居

の
看
板
、

幟
繪
、
繪
提
灯

の
類
、
子
供

の
持
遊
も
の
な

ど
繪

賣
の
類
な

り
、
書
法

を
辨

へ
ず
規
則

に
反
し
て
蒔
繪
、
縫

箔

の
下
甕
の
如
く
霍
き
、
或

は
草
双
紙

、
俳
優

の
似
面

の
板
行
聲
を
淨
世
繪
師
に
列
し
て
か
く
者
あ
り
、
是
古

の
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波
沙
羅
畫
也
、
今
俗
混
同
し
て
皆
淨
世

と
の
み
唱

へ
來
り
し
故

に
、
ば
さ
ら
ゑ
の
名

ば
言
も
の
な

く
、
誤
り
て

斯
云
に
ゃ
。
'板
刻
の
繪

は
淨
世
繪
篩

の
み
に
限
ら
ず
、
世
に
殘

し
後
世
に
傳

へ
ん
に
ぱ
板
刻
の
外
他
な
し
。
初

學
の
者
聲
道

に
入
の
助
は
尤
釜
あ
り
、
漢
書
に
も
諸
家
の
書
譜
歎
百
部
あ
り
、
笠
翁

の
書
傳
な
ん
ど
を
始
本
朝
-

の
唐
書
師

が
筆
跡
も
數
本
あ
り
、
倭
書

に
狩
野
流

の
諸
名
家
、
沖
眼
春
ト

と
橘
守
國
殊

に
數
百
部

を
發
兌
す
。

　
　
　
　
　
　
鼕
館
が
薯
、
秋
旨
筆
録

雪
舟
家

に
櫻
井
周

山
の
書
則
等

㍉
其
他
諸
家

の
壽
譛
枚
擧
す
る
に
不
遑

.
皆
是
虚
名

を
貪

る
に
あ
ら
ず
委

し
く

書
法
規
則

を
惇

へ
る
爲
な
り
。
今
淨
世
繪

を
書
く
者
小
読

の
繍
換
讃
禾

或

は
遊
女

町
の
傾
城
、
或

ぱ
流
行
美
入

繪

を
梓

に
彫
刻
精
功
を
盡
し
錦
繪

3・」號

し
.
板
刻

の
錦
繪

は
江
戸
を
以
て
第

一
と
し
名
騫

に
鬻
事

と
な
り
し
は
湊

太
李

の
恩
澤
溢
れ
餘
慶
を
蒙
る
の
幸
な
ら
ん
。
爰

を
以
考

見
れ
ば
晝
所

の
各
異
る
と
ま
た
樂
し
み
に
甕
く
と
渡

世

に
竇

く
と
の
差
別
に
よ
り
思

ひ
誤
り
、
別

に
淨
世
繪
…師

と
俗

に
呼
來

る
も
の
也
。
因

に
日
、
世

に
書
難
房

と
.

て
、
書

け
る
を
見
て
是
を
難
し
嘲

る
者
あ
り
.

い
と
古

よ
り

云
事

に
や
、
後
白
河
院

の
御
蹲
繪
難
房

と
云
者
あ

り

て
、
い
か
に
能
書

た
る
書
に
て
も
必
難
を
見
出
す
も
の
也

と
宵
き
書

に
も
見
得
た
り
、
然
れ
ど
も
物

の
錯
誤
い

は
時

々
の
器
財
宮

服
古
實
也
、
能

く
博
識

に
問

ふ
べ
き
も
の
な
り
、
知

ら
ざ
る
を
問

は
法
な
り

、
知

て
問

ふ
は

禮

な
り
、
過

て
繪
き

た
る
は
あ

ら
た
め
難
し
、
俗
書
法
を
辨

へ
尹
手
足

の
長

短
聲
者

の
意
を
思

ひ
誤
り
、　
一
遍

の
見
體
に
て
嘲
る
黨
あ
れ
ど
杢
儘
劇
臨

の
意
あ

る
も

の
な
り
、
是
等
は
取
に
屯
た
ら
ず
女
見
を
欺

く
の
論
な
り
触

ψ

顎
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必
其
者
の
依
情
贔
屓
あ
り
て
云
事
多

く
、
彼
所
は
不
謎
爰

に
難
あ
り
彼
所
に
失
あ
り
目
が
曲
り

口
が

い
が
め
り

な

ん
ど
、
彼
が
他
を
窮

せ
し
な
れ
ば
他
に
比
難
は
も
と
よ
り
有
り
し
と
答

ふ
れ
ば
夫
は
門
弟

が
代
筆

せ
し
な
ら
。

ん
或

は
贋
物
な
る
べ
し
な
ど
、
何
處

が
善

の
か
悪
の
か
書

の
親
ど

こ
ろ
も

し
ら
ぬ
故

に
、
眞
僞

の
賞
鑑
を
差

置
、

い
て
強

て
贔
贋

の
あ

や
ま
ち
を
覆

ふ
事
、
淨
世
繪

の
う

へ
に
は

い
よ

い
よ
多
し
。
面
體

は
師
匠

が
書
き
、
繁
多

た

任

せ
て
弟

子
に
其
餘
は
か

乂
せ
し
な
ら
ん
、
或
は
人
物

は
師
の
輩

き
て
、
草
木
樓
豪

は
弟
子
に
盡
か
せ
し
な

ん
ど
、
愚
俗
書

法
を
し
ら
ざ

れ
ば
是
を
云
ふ
も

の
十
人
に
七
人
有
り
。
書
き
難
き
を
弟
子

に
譲
り
、
書
き
易
き

・

を
師

の
書
く
は
師

よ
り
勝
れ
る
弟

子
な
ら
で
は
い
か
で
是

を
任

せ
つ
と
む
べ
き
。
是
等
ば
繪

難
房

に
あ
ら
ず
贔

貭

を
爭

ふ
に
無
失

を
以

て
論
ず

る
も

の
な
り

,
文
盲
愚
痴

の
僻
事
謂
と
て
痴
呆

の
限
り
を
盡
す
と
云
、
年

に
も

.

堆
ぢ
ず

し
て
珊
瑚

珠
も
ほ

ふ
づ
き
も
松
露
と
思

ふ
、
愚
鈍
度
疑
問
疑
惑

ふ
阿
房

の
孚
も

の
し
り
は
秋

の
落
葉

を
、

拂

ふ
が
如
し
、
論

に
も
不
及
。
書
法
は
和
漢
諸
書

に
委

し
く
出
た
れ
ば
會
得
す
べ
し
。
佩
文
齋
蕃
譜

。
芥
子
園

霾
傳

は
其
論
た
り

し
と
い

へ
ど
も
見

て
釜
多
く

、
古
き
來
舶

の
本
は
人
物

の
部

一
帙
な
く
新
渡
の
華
本
は
全
部

す
、
叉
飜
刻
の
本
も
あ
り
。
倭
聲
を
學
ぶ
に
も
漢
彊
の
規
則

は
す

つ
べ
か
ら
ず
、
往
古

よ
り
の
書
家

の
論
或
に

異
読

を
傳
ふ

こ
と
世

に
多
し
、
書
人
の
業

を
賞

せ
ん
と
し
て
、
事
を
書
に
託

し
て
書
法

に
反
す
る
事
あ
り
、
廼

徳

を
施

し
て
壁

の
書

の
中
に
容

を
隱

し
龍
紙

を
は
な
れ
て
室

に
昇
り
、
雁
拔
出
て
天
に
飛
ぶ
、
寛
準
法
皇

の
御

覧
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所
の
障
子
の
馬
は
草
を
食
ひ
に
夜
な
く

嶺
し
は
金
岡
を
賞
す
る
の
説
、
閑
院
の
障
子
の
難
を
み
て
難
の
蹴
禽

た
り
し
は
成
光
が
筆

の
妙
を
傳

へ
ん
爲

の
話

.
河
成
が
九
相

の
圏

の
悪
嗅

は
飛
彈

の
匠

工
と
巧

の
勝
劣

を
比
べ

ん
の
甓

な
り
、
元
信

が
馬

の
額
は
左
甚
五
郎

を
並
云

ん
と
し
て
河
成
匠
工

の
話
を
附
會

し
、
北
野

の
額

の
郭

公
目

の
聲

を
出
せ
壷
は
、
和
泉
式
部

の
歌

を
賞

せ
ん
の
ま
き
ぞ

へ
な
圦一ソ
、
金
岡
又
は
古
法
眼

の
筆
捨
松
な

ん
ど
呼
ぶ
.

は
松

を
賞

す
る
の
謂

、
松
島

の
読

は
風
景
を
ほ
め
ん
の
意
也

、
大
友
宗
麟

が
豐
後

の
丹
生
・島
に
狩
野
重
信

(
法
レ

眼
永
徳
源
四
郎
宗
秀
之
兄
)
と
、
樹
岩
見
山

(
大
明

の
人
)
畫
論
は
大
亭

の
勇
氣

を
勵
…す

の
傳

な
り
、
臭
正
翕
が

猫

の
書

は
午
時

の
當
推
量
、
(
猫
を
崟
く
に
目
を
丸
く
書
ぐ
ば
法
に
あ
ら
ず
、
糸

の
如
く
に
書
く
は
法
な
り
、
虎
.

を
竇
く

に
牛
を
以

て
す
辟
論
な
り
、
禽
獸
蟲
魚
寫
眞

を
み
て
死
し
た
る
賦
な
り
と
言

し
は
、
死
せ
し
を
寫
し
た
ら

ん
と
思
ふ
は
推
量

に
て
云
ふ
也
み
な
同
じ
)
、
藏
戴
菘

が
鬪
牛

の
誤
り

を
牛
飼

の
難

ぜ
し
類

は
、
黄
筌
が
飛
鳥

の

論

に
類
し
、
夢
中

に
圓
を
得

た
り

と
云
傳

ふ
る
も
紳
靈

を
見

て
状

を
得

た
る
と
云
も
疑
読
也
,
書
難
房
が
柚

の
、

繪

に
木
屑
を
書
落

せ
し
を
見
出
し
た
る
は
、
生
類
を
書
く
に
食
物
を
書
添
ざ
れ
ば
死

畳
と
な
る
な

ん
ど
畫
法
に

反

す
る
の
異
論

(綴
淋
論
)
に
し
て
書

を
不
レ
墨
者

理
窟
を
云
て
難

じ
謗

の

一
癖
な
る

の
み
、
古
今
に
討
論

は
蠡
べ
、

か
ら
ず
却
説

こ
と
あ
り
、
古
人

の
傳
聯
妙
手
を
施
し
た
る
は
筆
意
簀
法
墨
色
備
り
、

一
微

の
物

に
も
性

に
委
し
・・

く
目
撃

す
る
所
宛
も
生
け

る
が
如
く
、
人
物

の
は
た
ら
き
斯
く
も
あ
ら

ん
と
感
興

の
趣
き

を
あ
ら
は
す
は
其
輿
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に
似

た
る
が
故

な
り
、
爰
を
以

て
賞
鑑

の
決
着
自
然
筆
凝

々
、
代

々
贋

正
の
虞
僞

を
覗

る
に
書
法

の
八
活
、
落
川

墨
、
設
色
、
筆
意

、
竇
法
亂
ざ

る
を
看
る
を
旨

と
す
。
臨
墓

し
謄
寫
し
て
畫
く
も

の
は
書
法
筆
法
必
亂

る
、
是
等

の
設

を
聞
誤
り
て
、
板
刻

の
書

は
淨
世
繪

な
り
取

に
た
ら
ず
な
ん
ど
、
牟
學
貌

し
て
本
書
師
漢
査
師
な
ん
ど

乂

直

の
知

れ
ぬ
米
に
命
を
繋

ぎ
、
身
分
職

法
も
不
知
し
て
閑
暇

の
助
に
書

を
學
ぶ
と
も
甕
法

の
式

の

一
端
を
不
辨
、

譽
日
、
事
を
知

て
業

に
疎
け
れ
ば
不
知

に
劣
り
な
ん
と
自
誇
、
韃

輯
繪

を
明
繪

と
心
得

て
、
唐
晋
漢
宋
元
明
を

混
同
し
て
わ
き
ま

へ
ず
.
設
色
法

は
五
彩
を
練

る
加
減

を
も
會
得
せ
ず

し
て
、
市

申

の
者

を
街
書
と

い
や
し
め
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
る

給
食

の
人
を
素
人
繪
…と
嘲
る
、
我
愚
を
不
顧

し
て
人
を
誹
誇

は
、
古
人
守

一
も
書
習
子
供

の
譬
な
り
と
是
を
笑
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ま
ぐ
ざ

へ
り

、
己
瘡
患

て
人
の
疾
を
嗅
き

と
云
ふ
の
類
、
魚
を
喰

て
鮮
嗅
き
を
嫌

ふ
が
如

し
。
當
世
甕

工
板
行
繪
具

の

潤
色

を
不
假
、
墨

一
遍

の
繍

々
に
粉
本
臨
蟇

せ
ず

し
て
、
四
季
雜
體

に
人
物
生
類

の
光
景
、
萌
出

る
草
、
靡
臥
樹

木
、
疎
荒

亦
美
麗
を
蠱
す
、
豪
閣
學
舍

の
物
凄

じ
き
風
雨
霜

雪
.
戰
場
邁
觀

、
其
状
を
寫
し
て
智
斯

も
有
け
ん
、

と
風
情

を
調

へ
、
假
寫
事
畫
法
を
不
辨

し
て
筆

を
下
す

こ
と
は
難
し
、
唯
黒
色

五
彩

を
施
ざ

る

の
み
に
拙
き
か
、

規
則
は
不
知
業

に
の
み
長

た
る
者

が
書

た
ら

ん
は
趣
不
レ
調
、
大
抵

は
可
な
り
と
雖
も
履
を

へ
だ

て

玉
痒
を
撞

如
く
、
情

を
盡
さ
ず
欠
け
た
る
事

の
み
多
く
見
ゆ
。
況

や
才
無

、
筆
動

か
ず
し
て
彼
是
,薙
交
謄
寫

し
て
是

を
聲
.

く
と
も
不
具

に
し
て
拙

し
。
墨

一
篇

の
板
刻
晝

す

ら

如
レ
斯
、
謗
罵
者
是

を
辨

へ
よ
⇔
近
世
聲
を
覗
に
目
を
貴
.



ぱ
ず

し
て
耳
を
貴
ぶ

の
人
情

と
也
、
業

に
勝
れ
た
る
者
を

ば
拙
き
も

の
是
を
妬

猜
さ
ま
ざ
ま
に
潮
り
、
非
を
穿

鑿

し
て
云
を
譯
知

と
稱
し
、

一
犬

の
虚
萬
犬

の
實

に
ひ
と
し
く
、
是

を
傳

へ
て
同
學
輩
風
流

の
餘
情
を
樂
む
は

稀

に
し
て
、
互
に
勝
劣

の
み
競
爭

い
か
に
職
敵

の
俗
語
有

と
い
ふ
と
臨

,
主
親

の
敵

の
如
く
我
同
心

の
族
に
さ

へ
も

、
確
執
あ
り
我
意

に
募
り
依
姑
を
以
て
業

に
は
疎

く
、
心
誇
り
て
唯
高
慢
大
言

を
吐
き
、
己

が
筆

に
不
及

は
代
筆
を
頼
み
自
是
を
匱
言
し
、
軍
中

の
拾
首

し
て
高
名

を
爭

ひ
感
朕

を
望
む
に
ひ
と
し
く
、
書
道

の
本
意

を

失

ひ
古
人

の
法
に
反
す
、
夫

の
み
な
ら
ず
自
誇

に
過
ぎ
古
人

の
名
を
嗣
、
己
が
拙

き

も

不
レ
顧
古
人

の
名
を
以

で
高
名
を
求

め
ん
と
て
、
茶
器
名
刀

の
如
く
古
き
を
奪

び
千
辛

萬
苦

の
巧
を
謎
た
り

し
故
人
に
業

を
以

て
恥

辱

を
讓
り
、
後
世
疑
惑
混
同
し
て
己
が
名
も
發

せ
ず
古
入

の
名
を
汚
す
事
其
罪
甚

し
。
仕
官

の
渚
累
代
家
名
姓
氏

を
嗣
相
續
す
る
は
、
其
族
先
組
を
失
さ
ず
し
て
末
崙

の
勤

る
所
也
な

ん
ぞ
血
脹
も
な
く
線
家

を
あ
な
ぐ
り
も

と

め
歴
史

に
英
名

を
汚

こ
と
古
人
不
レ
悦
憤

に
不
レ
堪
、
爪
弸
き
し

て
忌
嫌
惑
む
べ
し
、
其
愚
に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ざ

る
も

の
な
ら
ん
。
か
か
る
張
情

の
黨

多
け

れ
ば
、
其
猛
威

に
押
倒
さ
れ
て
愚
俗
是

に
惑
ふ
者
多
く
、
近
世

(
文

化
文
政
を
云
)
書
本

の
類

を
梓
行
し

て
市
中

に
發
兌

し
鬻
ぎ
、
板
元
も
是
に
準
的
多
く
古
格

を
失
す
る
者

出
來

り
、
價

を
貪
り
書
工
作
者
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
巧
拙

を
不
レ
辨
、
下
職

と
共
に
扱

ひ
馬
糞
と
饅
頭
を
不
レ
分
、

黒
き

は
犬
糞

と
胡
痲

味
噌

を
同
す
、
麝
香

は
牛

の
糞
な
り

と
思

ふ
、
さ

れ
ど
も
金
錢
を
以

て
昏

じ
め
我
意

を
震

ー
ー

ー
診

ー
・ー
ー

ー
露
」零
達
ー

耋
蕁

舒婁
嵳
毳
彦
書
ー
ー

ξ
`
ー
毳ー

」葺
柔
毳ー

ー
嵳
ー
ー

婁
蕚
孝
昔璽
　
う
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ふ
も

の
か
ら
給
食

に
易
て
業

と
す
る
者

は
是

に
從

ひ
、
止
動

の
間
違
も
馬
が
聞

か
ね
ば
是
非
が
な

い
と
、
此
畜

生

と
心
に
云
ひ
心

に
答

て
金
銀

の
繩

に
繋

る
鳴

呼
嚢

へ
た
り
廢
れ
る
哉
。
書

に
業

を
樂
む
者
は

い
か
で
か

」
る

卑
劣

の
黨

に
近
寄
ら
ん
や
、
遍
擔

の
愚

に
理
論
す
る
は

一
杯

の
水

を
以

て
車
薪

の
火

を
救

ふ
が
如
く
、
病
犬

に

禮
儀
を
歡

ふ
る
に
似

た
り
、

い
よ
く

憤
怒
を
増

て
却

て
患

を
得

べ
し
、
仇

を
以

て
恩

に
報

の
類
な
り
。
愚
翕

も
僅
に
此
業
を
學
び
し
に
、
得
も
知

ら
ぬ
書
人
が
筆

に
予
が
書

名
を
記
し
彫
刻
し
、
世

に
行
ふ
も

の
數
十
部
あ

り
、
夫

の
み
な
ら
ず
同
名

の
奢
諸
國
に
在

て
、
な
り

は
ひ
と
す
る
事

を
朋
友
よ
り
告
來

る
事
數
度

、
浪
花
京
師

の
書
肆

よ
り
發
市

の
小
珊
に
も
僞
名
あ
り
、
呆
る

㌦
事

や
乂
久
し
。
行
程
隔
り
し
國

へ
は
扱
人
板

元

の
購
人
を

欺
き
費
た
る
物

に
や
、
東
都

の
書
賈

は
書
料
を
貪

り
、
書
か
け
た
る
書

の
牛
よ
り
他

へ
あ

つ
ら

へ
僞
物
を
拵

へ
、

一
應
斷
…わ
ら
で
も
な
ん
の
祟
り
か
有

べ
き

と
多
寡

を
括
り
、
欲

に
薄
情
を
以
て
疎
漏

の
亂
暴
を
振
舞
も

の
な
ら

ん
。
亦
繪
行
脚

の
名
を
同
す

る
も

の
は
僕

よ
り
も
業

は
勝
れ
た
る
者
な
り
と
そ
、
同
名
姓
氏
暗
合

せ
る
も

の
か
、

　
　
　
ト
ンヂ
ヤ
ク

是
等
は
貪
惜

せ
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
我
食

を
喰

つ
て
他

の
名
を
弘
む
る
も

一
癖

の
い
か
も

の
好
な
ら
ん
か
。
思

ひ

入
る
心

の
奥

の
隱

家
は
よ
し

や
吉

野
の
山
な
ら
ず
と
も

と
い
ふ
古
歌

に
も

と
づ
き

、只
清
貧
を
樂
む
に
は
不
レ
如

と
今
は
其
業
を
廢
し

て
世

の
流
行
は
し
ら
ず
な
り
に
き
。
日
本
書

の
愚
考
を
朋
友

の
需

に
應
じ
誌
付

る
の
序

で

よ
し
な
き
事
を
書
添

し
に
な
ん
。
　
　
　

　

干
時
癸

巳
東
都
根
岸

の
時
雨
岡

の
於
閑
窓
　
　
無

名

　
翕
　
誌
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〔
無
)

吾
妻
錦
繪
之
考

東
都
第

一
の
名
薤

と
し
て
他
郷

の
奢
江
戸
よ
り
歸

る
に
は
、
江
戸
繪

と
云

つ
て
必
ず
是

を
求
む
る
事

と
な
れ
り
、

世
俗
之
を

一
枚
繪

と
い
ふ
。
先

に
山
東
醒
世
翁

日
、
延
寶
天
和

の
比

の

一
枚
繪

と
い
ふ
物
を
藏
せ
る
人
あ
り

て

み
る
に
西

の
内
と

い
ふ
紙

一
枚
ほ
ど
の
大
き
さ
あ
り

て
、
お
ほ
く
は
武
者
繪

に
て
丹
繰
青
黄
土
を
も

て
と
こ
ろ

ま
だ
ら
に
色

ど
り
、
大
津
繪

の
今
少
し
不
手
ぎ
は
な
る
物
な
り
、
鬢

は
み
な
上
古

の
土
佐
風
に
て
甚

よ
し
。
聲

者

の
名

は
し

る
さ
ず
、
も
と
よ
り
歌
舞
伎
役
者
遘
女

の
類
び

の
姿
を
か

」
ず
、
元
祿

の
ほ
じ
め
よ
り
役
者

の
萎

を

か
き
碁
じ
む
、
丹

と
桷

と
い
ふ
も

の
に
て
色
ど
れ
り

。
江
戸
眞
砂
子
六
十
帖

に
云
、
元
祿
八
九
年

の
頃
元
組

團

十
郎
鍾
馗
に
扮

す
、
そ

の
容
を
書
き
刻
て
街

に
賣
る
價
錢

五
文
、
是
よ
り
役
者

の

一
枚
繪

と
稱
す
る
も

の
數

種

を
刻
す

と
云
、
寶
永
正
徳

の
比
迄
專
ら

に
あ
り
、
享
保

の
始

め
同
朋
町
和
泉
屋
權
四
郎

と
い
ふ
者
紅
彩
色

の

繪

を
賣

は
じ
む
是

を
紅
繪
と
云
。
夫

よ
り
色

々
に
工
夫
し
て
墨

の
上
に

に
か
は
を

ぬ
り
、
金
泥
な
ど
を
.用

ひ
て

う

る
し
繪

と
云
て
大

に
行
る
。
寛
廷

の
比
よ
り
彩
色
を
板
刻

に
ナ
る
事
を
は
じ

め
て
紅
藍
、買
三
遍
摺
な
り
。
明

和

の
は
じ
め
吾
妻
錦
繪

と

い
ふ
も

の
出
來
始

て
、
今

に
至
り
ま
す
2
く
・
花
美
を
盡
せ
り
。
、或
人
云
寛
文

の
比
は

板
刻
繪
な

し
、
大
津
繪

の
如
く
種

々
の
武
漕
繪

を
か
き
書

に
し
て
う
り
ぬ
、
板
刻
に
な
り

し
は
延
鬢

の
比
が
は

ーー
ト　彡重

す…

…

・章耄

,ξ
婁
卜羹
砕湊塗
薯蚤蓬

鬢蕚
奢
一書

婁

書

ー

蕁

皆籌

婁

・委鵬導笹
婁

・粤
骨自.ウ
・垂
-窰
㌃ー

肯弓㌔、.、タ軋辜

..ー=要
,琵
占
↓,,　
・「・
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舘

じ
め
な

る
よ
し
し
か
る
や

い
な
や
を
し
ら
ず
、
享
和
壬
戌
冬
十
月
記
と
あ
り

(
山
東
京
傳
が
蜀
山
人
所
藏

の
淨

世
繪
類
考
校
訂

の
追
考

の
巻
末

に
し
る
し
て
逶
り
し
も

の
な
り
)
。
板
刻

の
書

は
寛

延

の
比
よ
り
起
り

て
、
天
保

の
今

に
至
る
迄

八
十
餘
年

の
も

の
な
り
と
お
ぼ
ゆ
、
亦
摺
込

の
彩
色
繪
多

く
あ
り
し
と
云

へ
り
。
上
方
に
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
カ

今
も
多
し
。
錦
繪

の
精
巧
、
天
明
寛
政
の
頃
蓬

は
京
大
阪

に
て
は
等
閑

の
も

の
な
か
り

し
に
、
今

は
江
戸

に
も

勝

れ
て
佳
製
多
く
な
り

ぬ
。
寛

政
の
始

め
よ
り

金
銀
銅
粉
雲

母
入

の
彩
色
摺
り

を
は
じ
め
し
よ
り
、
後

正
面
摺

き

め
出

し
等

の
工
風

を
な

せ
り
、
近
比
、
狂
欲
春
興

の
摺
物

に
美
を
讒
し
、
春
毎

に
互
に
お
と
ら
じ
と
て
寫
虞

摺
無
地
蜘
摺
な
ど
を
製
し
け
れ
ば
、
再
應
是
を
禁

じ
ら
れ
た
り
、
是

よ
り
江
戸
賣
買

の
錦
繪

に
金
摺
り
は
止

み

た
り
。

　

按
ず

る
に
寶
暦
明
和

の
比
は
今
切
繪
と
云
て
、

み
よ
し
四
つ
切
り

の
三
遍
摺

の
繪
有
、
是
等

の
類
ひ
成

べ
し
、

　

且

は
後
大
奉
書
摺
と
な
り
し
、
奉
書

二
っ
切
を
大
錦

と
云
、
今
は
大
奉
書
中
奉
書

は
不
用
、
イ

ヨ

マ
サ
と

云

　

紙
を
用
ゆ
。
合

に
し
き
竜
最

上
紙
を
用
ゆ
。
L伊
豫
奉
書

ニ
ッ
切
を
合
錦

と
云

へ
り
。

み
よ
し
ご
ッ
切
を
小
合

　

錦
と

云
。
大
錦

の
ニ
ッ
切
り
は
中
錦
、
合
錦

ニ
ツ
切
は

甲
合

と
云
、
伊
豫
奉
書

竪
四
ツ
切

を
き

め
と
云
。
其

　

外
種
種

の
紙
數

品
國
∵産

の
紙
を

(
國
紙
と
云
)

用
ひ
て
樣
樣

の
唱

へ
あ
り
と

い
へ
り
。

草

双
紙
も
文
化

の
比

よ
り
錦
繪

の
表
紙
と
な
り

て
、
合
卷

と
い
ふ
者

に
な
り

ぬ
。
正
徳
享
保

の
頃
赤
本

と
云
紙



/
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數

五
枚
位
綴

た
る
は
、
唐
紙

の
表
紙

な
り
し
を
赤
く
染

た
る
紙

に
な
り

た
り
是
を
赤
本

と
云
、
夫
よ
り
萌
黄
色

の
表
紙

と
な
せ
し
を
青
本

と
呼
ぶ
、
其
後
黄
表
紙

と
な
り
し
を
も
青
本
と

い
ふ
な
り
。

天
明
寛
政

の
比
こ
ん
に

や
く
本
と
て
、
す
き
か

へ
し
の
と
き
色

の
薄
紙
表
紙

を
付
、
牛
紙
ず
り

に
て
袋
入

に
し
た
る
草
双
紙

あ
り
し
、

是

よ
り
今

の
書
表
紙

の
合
卷
を
製
本
せ
し
者
な
り
(
今
吉
原
細

鼠
五
・葉

の
松

の
製
本

の
み
に
其
體
裁
を
改

め
ず
)

　
按
ず

る
に
赤
本

と
云
ひ
し
は
金
李
本
と
云
、
紀
逸
が
黄
昏
日
記

に
日
、
元
祿

年
聞

の
板
な
り
岡
清
兵
衞
は
金

　
夲
本

の
作

者
な
り
と
有
、
夫

よ
り
後
西
遊
記
を
譯
せ
し
桃
太
郎
、
宇
治
拾
遺

の
物
語

よ
り
舌
切
雀
花
咲
爺

の

　

一
期
榮
え
し
昔
噺

し
を
作

り
、
童
蒙

の
弄

と
變
じ
赤

本
と
は
な
撃
け
ん
。
其
後
還
魂
紙

五
枚
づ
エ
綴

て
價
を

　

六
丈
に
賣
り
し
黄
表
紙
と
な
鈴
し
比
は
三
四

へ
ん
摺

の
繪
を
切

て
表
題

に
張

し
が
、
享
和

の
年
聞

に
價
十
丈

　
ヅ

・
に
な
り
た
り
。
此
比
迄

は
昔
話
叉
は
臼
爵
度
作

り
し
草
双
紙
な
り
し
が
京
傳

の
滑
稽
行
は
れ
て
年
毎

に

　
奇
を
あ
ち
そ
ひ
、
童

の
目
を
よ
ろ
こ
ば
せ
ん
と
て
敵
討

の
物
語
と
な
り
、
前
後
篇
を
望

し
よ
り

一
年
、ご
年
と

　
篇

を
次
ぐ
こ
と
に
な

り
て
染
表
紙

の
う

へ
に
錦
繪
を
切
拔

て
張
・シ
け
り
。
此
頃
よ
り
牛
紙
摺
り
と
な
り
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

`

　

ス
ン
コ
と
云
紙

に
て
製
す
、
夫

よ
り
表
紙

一
面

の
繪

を
は
り
、
ま
た
是
を
錦
繪

の
摺
付
表
紙
と
な
せ
し
な
η

　

(
板
元
江
見
屋
の
工
風
よ
り
繪
表
紙

の
合
卷
と
な
れ
り
、
丈
化

ゆ
は
じ

め

な

り
)
、
是

よ
り

い
つ
と
な
く
草

　

双
紙

の
名

は
廢

れ
て
合
卷
と
の
み
呼

び
來
れ
り
、
近
世
は
道
申
双
六
も
さ
ま
み
丶
に
工
風
し
美
を
蠱

し
、
千

罸

纏



代
紙

白
粉
齒
磨

の
袋

ま
で
錦
繪
摺

り
に
な
ら
ぬ
は
な
し
、
美
麗

を
疉
す

の
限
リ
と

い
ふ
べ
き
も

の
な
撃
。



　
　
　

岩

佐

又

兵

衞

叉
兵
衞
父
を
荒
木
攝
津
守
ト
云
、
信
長
公

二
仕

て
軍
功

あ
り
、

公
賞

ノ

攝
津
國
を
給

ふ
、
後
ち
公
命
を
背

て
自
殺
す
、
叉
兵
衞
時

に

二
歳
、
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

母
懐

て
本
願
寺
の
子
院

(
に
)
隱
れ
て
、
母
家
の
氏
を
假
て
岩
佐

と
稱

す
、

　
　
　
　
　
　
　
　

成
人
の
後
織
田
(信
雄
に
仕
ふ
、
書
圖
を
好
て

一
家

を
な
す
)
、
能
く
當

時

の
風
俗
を
寫

ス
を
以
て
、

世
人
呼

て
浮
世
叉
兵
衞
と
云
、

世
に
又
李

と
呼
は
諛
な
り
、
書
所
預
…家
に
叉
兵
衞
略
傳
あ
り
。

藤
貞
幹
好
古
日
録

二
見

ユ
,

*
(

)内

は
好

古

日
録

に
ょ

つ
て
補

ふ

35

【錘

秀
吉
信
長
の
使
と
し
て
荒
木
村
重
が
有
園
の
城
に
來
る
、
河
原
林
治
冬
、
秀
吉
を
殺
と
云

ひ
し
と
て
、
秀
吉
脇
差
を
引
出
物
と
し
て
是
を
稱
す
、
天
正
元
年
四
月
、
信
玄
卒
し
、
義
昭
公

信
長
と
不
和
に
成
、
將
軍
家
譜
代
の
臣
細
川
藤
高
、
茨
木
の
城
圭
荒
木
村
重
爾
人
、
佐
久
間
信
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盛

に
寄

て
信
長

に
降
參
す
、
岐
阜

の
城

に
て
對
面

の
時

、
信
長
刀

の
切
先

に
饅
頭

ニ
ッ
三

ッ
つ

ら
ぬ
き

、
我
芳
志
な
り

と
指
出

し
給

ふ
、
村

重
大

の
口
を
あ
き
切
先

の
鰻
頭
を

一
ヅ

ロ
に
喰

ん

と
す
、
信
長
笑

ひ
玉

ひ
、
其
後
攝
津
を
與
ふ
。
(以
上
類
考

に
無
之
也
)

按

す

る
に
是
世

に

い
は
ゆ

る
浮

世
繪

の
は
し

め
な

る

へ
し

.

叉
大
津
繪

も
此

人

の
書

出

せ

る
な
り

と

い
ふ
。

【無
】
鎌
倉
公
方
持
氏
時
代

の
比
、

常
陸
國

小
栗

の
城
圭
小
栗
到
官
象
氏
、
讒
者

の
爲

に
身
を
亡

　
濃

々

し
老

々
の
後
書

工
と
な
り
小
栗
宗
丹
と

い
ふ
、

五
代
目

の
小
栗
大
六
東
照
宮
御
在
世

の
時

仕

へ

奉

る
、
御
使
番
を
勤

る
、
秀
康

公

へ
の
御
付
人
に
相
成
、
領
知

二
萬
石

に
て
越
前
家
家
老
相
勤

る
、
小
栗
美
作
守
正
矩
是
な
り
、
始

め
五
郎
左
衞
門
と
云
。

　
　
【逅
】
按

に

一
蝶

が
四
季

の
書

の
跋

に
、

越
前

の
琵
と
し
る
し
た

る
を
見
れ
は
、
越
前

に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

て
成
人

せ
し
と
覺
ゆ
、
名
字

は
知

る
人
も
な

か
り
し
に
や
、
た
し
か

に
し
る
し
た

る
も

の

　
　
を
不
見
、
又
兵
衞
が
父
荒
木
攝
津
守

、
名

は
村
重
、
家

士
に
重
郷

(姓
氏
不
詳
)
と
云
も

の

　
　
あ
り
、
俗
稱
兵
久
藏

、
後

に
内
膳

と
改
む

一
翕

と
號

、
狩
野
松
榮
門
人

に
て
、
竇

を
よ
く

*
後
の
併
究
に

依
れ
ば
勝
以

也
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す
、

一
読

に
又
兵
衞
始

め
此
人
を
師

と
し

て
、
繪
を
學
び
.
後

に
土
佐
光
信

(輔
懸
)
の
書

　
　

風

に
傚

て

一
家
を
な
す
、
世

に
光
信

の
門
人

と
云
は
誤
也

、
時

代
同

じ
か
ら
ず
主

調
、
し

　
　

か
る
や
い
な
や
を
不
知
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
　

内遒

岩
佐
又
兵
衞
は
姓

氏
實

に
未
詳

と
い

へ
り
、

見
聞

せ
し
處
、
繪
は
土
佐
流

の
名

手
な
り
、

花
鳥
人
物
共

に
彩
色
筆
意
絶
妙

と
云

へ
し
、

就
中
淨
世
人
物

に
妙
あ
り
、

【新
増
】
土
佐
流

に
て

は
、
市
中

の
さ
ま
、
或

は
花
見
な
ん
ど
書
た
る
を
す
べ
て
浮
世
人
物

の
繪
卷

と
云
、
又
兵
衞

の

み

に
か
き

ら
ず
、

壗

】
土
佐
流

に
て
俘
世

の
人
物

を
さ
し
て
、
雑
人
形
難
人
物

、
淨
世

の
人
物
、

或
は
武
者

人
形
大
和
人
物
な
り
と
の
唱

へ
あ
り

、
土
佐
守
門
弟
な
姿
と
云
、
臼
口
年
聞

の
人
な

む
、
故
有

て
姑
く
勘
氣
を
蒙

り
、
流
浪
し
て
書
を
以
て
渡
世

と
す
、

(今

云
町
繪
師

の
如
く
な

る
べ
し
)
從
來
名

を
好

ま
ず
業

に
ほ
こ
ら
ず
、
何
く
れ
と
な
く
人

の
求
む

る
に
應

じ
て
書
く

と

,
い
へ
と
も
妙
手
な
れ
ば
、
自

ら
世

に
鳴
り
、
用

ひ
ら
れ
し
と
云
り
、
土
佐
流
破
門

の
弟
子
た
れ

ば
と
て
、
今

に
至
る
迄
、
又
兵
衞

の
畫

は
土
佐
家

よ
り
鑒
定

せ
ダ
、

極

を
不
レ
出
、
.添
手
紙

の

み
な
り
、
是

を
折
紙
と
す
、
禁
裏
繪

所
預

は
土
佐
流

な
り

、
將
軍
家

に
て
狩
野
氏

の
繪
を
用
給

ふ
が
如
し
、
故
あ
り

て
詳

に
し
る
し
が
た
し
。
又
兵
衞
書

に
名

印
有

る
物
は
究

て
少
し
、
遊
女

ー

謬
箋
ミ
鑄
竃蕁

妻

至
耋
ー

ー

垂

署

署・・「ー

円ー

鳶ー

ー

篭
ま

毒
蓼董
ー

蓴哩ー

窰
ー
…

ー
…
…

瑳
耄

ー
重羣

を
霪

壽
…
塞戔

蕘

}耋

≠
鬘
-　
耄

・・」
3
嚢
ー
窰

3・;
乳

・三
…

耄
髪
　笠
ー

・…
ー

ー
ー

脅・ー

≦琴

参こ
婁

・睾;
重
ー

ー
ず、窒
重
嚢

¢
霍

ξ
峯

ξ
ド匙
毟
ー

薜
ー

葺"袰
葦
蔑

ー

'潭
、顰ξ
轟唱r,.膏鐸郵ξ長博丁…

…

㌍
　
、、



練　　　'　凾㎞

な
ど
に
は
、
墨
肉

に
て
字
體

分
明
な
ら
ぬ
印
有
も
多

し
。
世
を
逶
る
た
づ
き
と
せ
し

の
み
な

る

性
質

、
是

に
て
た
し

か
な
り
、
當
世

の
入
盧
名
を
む
さ
ぼ
り
、
己
れ
が
未
熟

に
て
及
が
た
き
に

は
代
筆

に
て
亀
名
を
顯
は
し
、
唯
花
押

の
立
派
を
第

一
と
し
て
、
我
物
顏

に
ぼ

こ
る
愚

昧

の
輩

に
反
す

る
事
、
を

の
つ
か
ら
名
人

の
所
爲

、
備
は
る
所

の
妙

と
云
べ
し
。

　
　
　
逼

】
雛
屋
立
圃

壗

】
(立
圃

の
傳
諸
書

に
載

て
人

の
知

る
所
な
れ
ど
爰

に
出
す
)
野

々

　
　
　
　
　
　

口
氏
、
稱
雛
屋
、
俗
稱
紅
屋

庄
右
衞
門

{新
】
或
ば
市

兵
衞

【壌
】
(京
師
人
)
初

　
　
　
　
　
　
名
親
電
【暫

自
松
翕
と
號
す
壗

】
萌

暦

の
頃

の
人
、
寛
文
中
歿

す
、
年
七
十

一
)

霾

】
立
圃
は
書
聲
を
能

し
、
俳
諧

薪

】
(を
貞
徳
翁

に
學

ん
で
)

【墫
】
名

あ
り
、

風
流

の

一
奇

人

と
云

へ
し
、
書
ぼ

土
佐
氏

の
門

に
入
た
り
。

　
　
龜
】
專

ら
浮
世
繪

を
書

た
り
、

醫
師
中
川
寛
口雲
作

の
雙
紙

の
さ
し
繪

、
多
く

は
立
圃
書
げ

　
　
わ
、
許

六
が
歴
代
滑
稽
傳

に
雛

屋
立
圃

は
書

を
能
す
京
童

と
云
名
所
記
、
自
聲
な
り

云
々
、

　
　

上
り
竹
齋

の
竇
も
立
圃
な
り
。

{故
】
男
を
生
白

と
い
ふ
、
鏡
山
と
號
し

、
父
と
共

に
聲
を
能

せ
ケ
。
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菱

川
吉

兵
衛
師
宣

大
和

繪
師

叉
日
本
繪
師

と
も
稱

す
、
房
州

の
人

な
り
。

　
　
　
　
　

【遒

(正
保
の
生
、
正
徳
申
歿
す
、
年
七
十
餘
)
姓
藤
原

(
一
読
)
日
本
繪
師
菱

　
　
　
　
　

川
氏
、
俗
稱
吉
兵
衞
、
後
剃
髪
し
て
友
竹
と
云
、
安
房
図
李
群
郡
保
田
町
の
塵

　
　
　
　
　
　
な
り
。

隅曳
】
菱
川
師
宣
残
年
は
京
傳
が
再
考
に
日
元
祿
八
年
板
本
師
宣
之
遣
墨
姿
繪
百
人

一
首
ノ
序
跋

を
以
テ
考
れ
ば
元
祿
七
年
ナ
リ
、̂

貞
享
元
祿
の
比
土
佐
流
を
略
し
て
書
出
ぜ
り
、
大
和
繪
叉
日
本
繪
な
ど
よ
餐
名
に
記
し
た
る
も

の
も
見
ゆ
。
生
國
房
州
保
田
の
籬
、
元
業
紺
屋
に
て
上

ハ
繪
師
也
。。

　
　

【
逼
】
菱

川
師

宣
傳

菱
川
吉

兵
衞
節
宣

.
剃
髪

し
て
友
竹

と
稱
す
、
初
め
ば
縫
箔
を
以
て
業

と
し
、
上
繪

と
蓉
ふ
も

の
よ
り
甕
を
書
き
な
ら
ひ
て
、
後

一
家

を
な

せ
り
、
英

一
蝶
と
時
を
同

ふ
す
と

い
へ
ど
も
、
十
・



触覧
智　　
「

錘

鱒
　

年
ば
か
り
先
立
て
世

に
行

は
る
。
案

る
に
師
宣
は
土
佐

の
書

風
を
好

て
、
淨
世
又
兵
衞

ン
岩
佐

　
　
氏
)
が
筆
意

に
傚

て

一
家
を
な

せ
り
。

一
蝶
は
狩
野
家

の
筆
意

を
以

て
師
宣

が
甕
風

に
よ
り
時

　

世
粧
を
竇

て

一
家
を
成

せ
り
、
共

に
近
世

の
名
書
な
り
。
　
一
蝶

わ
か
」
り
し
時
、
師
宣
が
書
風

　
　
を
し
た

ひ
し
事

は
、
四
季
の
書
跋

(
一
蝶

の
部

に
出

せ
り
)

と
云
も

の
に
、
岩
佐
菱
川
が
上
に

　
　
た
&
ん
事
を
思

ひ
と
自
ら
か
け

る
を
以

て
證
と
す
べ
し
。
飾
宣

專
は
ら
印
本

の
板
下
と
云
も

の

　
　
を
書
き
て
、
板
刻

の
繪
本
甚
多
し
、
他
國

の
人
江
戸
繪
と
稱

し
て
板
刻
を
玩
ぶ
は
此
人
に
起

れ

　

り
。
み
な
し
栗

,

　
　
　
　
　

山

城

の
吉

彌

む

す

び

も

松

に

こ

そ

　

　
其

角

　
＼
　

　

　

菱

川

や

・つ

の
吾

妻

…挿

　

　

　

　

　

　
　
嵐

雪

　
　
み
な
し
栗
は
天
和
三
年

の
板

な
り
、
此

比
さ
か
り
に
行

れ
た
る
を
見

る
べ
し
。

　

蕪

】
吉
兵
衞
師
宣
は
若
年

の
時
よ
り
江
戸
に
移
居
し

て
、
縫
箔
師
を
業

と
す
。

後
竇
を
□
□
門

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

ぷ

　
　
に
入

て
學
び
後

一
家
を
な
せ
り
、
淨
世
繪

に
妙
手
な
り
、
亦
板
下
書

を
多
く
か
け
り
、
淨
世
板

　
　
下
聲

の
始
祕
と
云
べ
し
。
後
剃
髪
し

て
友
竹

と
云
、
村
松
町

二
丁
目
に
住
す
。

　
　
傾
城
遊
女
を

よ
く
寫
せ
り

、
彫
刻

の
盡
本
多
し
。
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【曳
】
板
に
刻
し
た
る
物

　
　
　
和
國

百
女

　
　
　
大

和

の
大

寄

　
　
　
【壇
】
書
本
大
和
墨

　
　
　
{新
】
香
具
大
全

　
　
　
【遒

訓
蒙
圖
彙

　
　
　
壗
】
床
談
儀

　
　
　

*

三
総

元
碌
八
年
板

一
班

三
珊

天
和
四
年
.旗

再
板
師
宣
耋
貞
享
原

板
ハ
士口田
坐-丘ハ衞
蠱凰

艶

書

軌

範

月
家

の
遊

び

戀

の
み

な

か
み

勇
士
ち
か
ら
草

倭
名
所
繪
盡

【新
】
江
戸
雀

旋
葛
籠

色
雙
子

(吉
左
衞
門
孫
兵
衞
)

子

近
世
大譲
よ暫
せ

懸 騒
言量
籍謙

磐大

一・　兀一

册　祿:册
　　四
　　年
　　板

薪

】
以
上

五
部
、
【遒

共

に
師
宣
書
な
り
と
、
し
か
る
や

い
な

ゐ
来

だ
見
ず
。

〔壌
】
貞
享
元
祿

の
頃

の
板
元
、
江
戸
大
傳
馬
町
二
丁
目
鱗
形
"屋

喰

町
西
村
與

八
な
り
。

其

外

天

和

貞

享

の

頃
め

板

本

多

し

。

　

'
【
追
】
房
州
保
田
村
林
海
山
別
願
院
境
内

に
在

る

今
、
馬

.
*
床
談
儀
以
下
-

　

の
五
部

㌧



　
　
　
　
　
周
廻
七
尺
厚
二
寸
五
分

洪
鐘

一
口
　
口
廣
髭
墾
蔚
班
粉

　
寄
進
施
主

　
　
菱
川
吉
兵
衞
尉
藤
原
肺
宣
入
道
友
竹
刀
祿
七
甲
戊
歳
五
月
吉
日
響

讖

謎

杼

以
上
房
州
保
田
町
醫
師
澁
谷
元
龍
に
問
て
其
實
を
記
ふ㌔

元
龍
は
菱
川
の
親
族
な
り
。

霾
】
天
和
四
年
板
ま
く
ら
大
全
に
、
菱
川
吉
兵
衞
師
宣
と
あ
り
。

貞
享

四
年

の
板

江
戸
鹿
子

二

堺 浮

町 ・ 澄

同横菱 繪
町 師

　 川

吉

兵

衞

吉

左

衞

門

元
髞

二
巳
年
板
江
戸
圖
鑑

二

橿

　

せ

　

　

町
菱

川
吉

兵
衞

師

宣



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周

所
同

吉

左

衞

門

師

房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
荒

町
古

出
太
郎

兵

衞

師

重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淺
　
草

石
鱒

伊

左
衞

門

俊

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遘
鹽
町
杉

村

治

兵

衞

正

高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘

町
菱

顧
川
作

之

亟

師

長

霾
】
元
祿
五
年
板
買
物
調
方
三
合
集
瞥
(横
切
本
一
班
)

43

江
戸
淨
世
繪
師

{
三
】
三
馬
日
、
元
祿
十
年
板
國
家
萬
葉

記
(
七
ノ
下

に
)

大
和
繪
廓

同 同 菱

菱

川

吉

兵

衞

同
　
　
作

之

丞

同
　
　
書
左
衞
門

刀

吉

兵

衞

吉
左

衞
門

太
郎

兵
衞

村
松
町
二
町
目



ーー
ー

・ー

重ー
萋
婁翌
皐袤羣ー

幽

如
斯
出
た
り
。

　
　
按
す
る
に
井
澤
長
秀
が
俗
読
辨

二
國
史
ヲ
引

て
大
和
繪
師
は
倭
書

　
　
師

ト
テ
み
だ
り
に
稱
す

べ
か
ら
ざ
る
事
を
邇

タ
リ
。
江
芦
元
覦
古

　
　
代

一
流
大
和
淨
世
繪
師

の
初
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

　
　
　

　

　
　
　

菱
川
師
宣

娘

生
國
房
州
保
田
ノ
産
　
聟
酒
造
之
亟

　
　
　
貞
享
元
祿

の
頃
　
　
　
　
　
　

彩
色
名
人

.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
傳
馬
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
左
衞
門
い
ろ
ノ
丶
書
出

ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
元

鱗
形
屋
孫
兵
衞

*
此

"
項
本

9

ま
ま

〆

霰

】
探

幽

齋

正

信



叩一 を騨 、嬲曜 榊 噛鰍噺

鹵㌔
、

　

菱
川
同
時

の
人

に
し
て
探
幽
齋
守
信

に
比
し
て
此
號

を
も
う
け
し
か
、
其
師

を
知
ら
ず
。

　
　
　
　
　

川

島

敍

満

　

京
師

の
人
、
正
徳
頃

の
人
、
自
ら
大

和
繪
師
と
稱

す
、
其
傳
を
知
ら

ず
。

　
　
　
　

　
　
冫、し
草

驫
拳
板
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
*鰻幣

草

　
　
　
　
　

菱

川

郎

房

　

師
宣
の
長
男
な
り
。
俗
稱
始
吉
左
衞
門
、
後
に
吉
兵
衞
。
父
と
同
店
。
は
じ
め
聲
師
.
後
に
紺

　

屋
を
業
と
せ
り
。

　
　

姿
書
百
人
一
首
　
元
髞
八
年
板

　
　
　
　
　

菱

川

師

汞

　

師
宣
の
二
男
な
り
。
俗
稱
沖
之
亟

城
顎
輔
謝
織
醐
灘
離
醂
雄
咤
趣
昆
あ
父
と
同
居
、
彩
色
に
妙
を
得

45
　
た
り
。
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菱

川

政

信

飾
宣

の
門
人
な
り

、
宇
守
節
、
よ
く
師

の
書
風

に
似
た
り
⑪

　
　
　
　

菱

川

友

房

師
房

の
門
人
な
り
、
甕
風

は

(師

に
)
似

て
筆
劣
れ
り
。

　
　
　
　

古

山

皹

重

師
宣

の
門
人
な
り
。
俗
稱
太
郎
兵
衞

と
い
ふ
。
江
戸
長
谷
川
町
に
住

せ
り
。
元
祿
年
中

の
人
。

三
合
集

覽
に
菱
川
太
郎

兵
衞

と
あ
れ
ど
、
亠自
則
は
本
姓
な
り
。

　

四
座

役
者
繪

盡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原
源
氏
　
昏
輔
四
年

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

杉

村

正

高

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
*
尨
村
治
信
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
也

・
其
傳
詳
な
ら
ず
。
菱
川
同
時

の
人
な
り
。

俗
稱
治
兵
衞

。
通
油
町

に
佳

せ
り
。



　
　

【新
】
石

川

流

宣

伊
左
衛
「門
俊
之

其
俾
詳
か
な
ら
ず
、

榊散
】
名

ば
俊
之
、
俗
稱
伊
左
衞
門
、
流
舟
と
も
號

せ
り
、
淺
草

に
住
す
、

【薪
】
菱
川
同
時

の
人
也
、
大
和
耕
作
繪
抄
、
江
戸
鬪
鑑
綱

目
、

井

に
江
戸
圖
等
あ
り
。
按
る
に

菱

川
師
宣

に
比
し
て
號

を
設
し
な
ら
ん
。

【故
】
書
家
人
名

略
九
に
日
、
石
川
流
宣
元
祿
武
鑑

の
末
に
繪
國
あ
り
去

々
。

流

宣
は
作
意
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

人

に
て
自
分
薯
作
せ
し
も

の
あ
り
、
盛
紫
記
咄

と
い
ふ
落

し
噺

の
本
は
自
審
筰

な
り
。

*
正
直
咄

　
　

【故
】
杉

村

活

信

.

　
　
　
　
　
　
　
　

其
簿
詳
な
ら
ず
、
杉
村

正
高

の
子
鰍

、
或
は
門
人

な
る
べ
し
と
思

は
る
。

古
今
男
　
矢
和
四
年
板

*
諺
村
正
高
と

鬪
人
也
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菱

川

師

罕

扶
桑
名
書
傳
雜
家
附
ノ
に
此
名
あ
り
。
其
傳
を
記
し
て
日
、
姓
詳
な
ら
ず
。
菱
川
氏
、
名
は
邸
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雫

。
師
宣

の
子
と

い

へ
る
設
も
あ
れ
ど
定
か
な
ら
ず
。
其
書
跡
伊
蓬
家

の
書

工
菊
田
伊
洲

と

い

へ
る
も

の
携

へ
來
り
て
予
に
見

せ
し
こ
と
あ
り
。
書
後

に
菱
川
師
亭
と
あ
り
。
其
筆
風
よ
く
師

宣

の
書

法
を
得
た
れ
ど
、
及
ば
ざ

る
こ
と
遠
し
。
飾
宣

の
男
と

い
へ
る
に
ょ
れ
ば
正
徳
頃

の
人

な
る
べ
し
。

　
按
る
に
此
人
師
宣

の
子
と
い

へ
れ
ど
諾

ひ
が
た
し
。
緬
宣
系
圖
瀞
離
囎
顳
拷

に
嫡
男
師
房
、

二

　
男
師
永

と
見

へ
て
師
罕

な
し
。
も

し

こ
の
二
人

の
う
ち

の
初
名

な
り
け
ん
竜
知

ら
ね
ど
恐
ら

　
く

ば
門
人

の
う
ち
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
東
　
披
　
軒

其
傳
詳
な
ら
ず

、
元
祿
十
三
年
印
本
野
郎
舞
姿
記
評
林

太
和
川
甚
之
助
を
評

す
條

に
曰
く
、
上

略
風
吹
洞
に
う
き
世
繪
か

い
て
鑓
踊
な
ど
彩
色
菱
川
が
な
が
れ
東
坡
軒

と
な

ん
い

へ
る
心
中
も

の
專
ら
此
道

を
う
れ
し
が
り

け
る
と
か
や
云

々
と
あ
り

、
獪
考

ふ
べ
し
。

【追
】
長

谷

川

長

春

、



京

師

の
浮
世
繪
師
な
り
天
和
貞
享

の
頃

の
入
か
、
好
色
族

日
記

に
、
今

の
長

谷
川

よ
し
田
が
筆

に
も
な
る
ま
い
と
か
き

た
る
は
此
人

の
事
か
、
同
時
大
阪

に
長
谷
川
典
之
亟
と
云
あ
り
.
是
は

太
繪
…に
て
雪
舟
が
末
孫

と
云
。

　
　

冖
堰
】
吉

田

孚

兵

衞

　
(貞
享
中

の
人
)
　
俗
穩
　□
□
　
　京
師

の
人
な
る
か
、
{號
姓
氏
共
未

　
　

　
　
詳

無
名
軒
が
序

云
、

い
ぼ
で
の
山

の
岩

つ
-・
じ
、
云
ね
ど
色

に
遖
り
も

の
は
、
吉
彌
結

び

の
長
ぎ

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

吉
　
　
孚

契
り
を
か
は
し
あ
る
は
す
げ
が
さ

の
澳
き
思

ひ
を
し

の
す

」
き
、
ほ
に
出
て
よ
り
も

よ
し
な
か

染

の
う
め
盡
す
と
あ
れ
ば
、
師
宣
同
時

の
人
鰍

と
お
竜
は
る
.。
長
谷
川
長
春
同
時

の
淨
世
繪
師

な
る
べ
し
、
好
色
旅

日
記
に
長
谷
川
吉
田
と
か
き
し
を
見

れ
ば
、
其

比
流
行

の
人

と
お
も
は
る
。
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好
色
訓
曲豕
圖
…彙
　
　
(貞
享
三
年

の
板
、
　
繪
師
吉

田
牛
兵
衞

と
・有
・り

【新
】
其
外
書
…本
數
多

　

　
　
　
し
)

h
堀
】
其
後
江
戸
に
て
再
板

せ
し
は
郎
宣

の
書

な
り
、

其
後
板
刻

せ
し

は
鮪
信
な
り
、
是
を
貞
享



馳
　
翻
蒙

と
い

へ
り

、
後
篇

に
委

し
く
記

す
、
甕
名

は
數
度
見

た
れ
ど
・も
外
題
を
失
す
。

　
　

霾
】當
燈
繪
又
兵
衞

　
　
　
　
同
　
孚

兵
衞

光
祿
五
年
版
買
物
調
方
三
合
集
覽
に
、
京
に
て
當
世
繪
書
、
丸
太
町
西
洞
院
古
又
兵
衞
と
あ
り
。

是
等
も
岩
佐
叉
兵
衞
が
名
を
似
せ
た
る
も
の
な
る
べ
し
、
叉
是
に
な
ら
ば
せ
て
、
四
條
通
御
族

餅
あ
後
牟
兵
衞
と
あ
り
、
是
等
も
京
の
淨
世
絡
師
な
り
、

　
　
　
　

大

津

又

李
　
(大
津
繪
.

一
稱
追
分
繪
)

按

に
元
祿

三
年
版
東
海
道
分
間
繪
圃

に
、
大
津
大
谷
邊

佛
聲
色

々
あ
り

と
記
す
。
昔

は
佛
靈
を

も

つ
は
ら
書

て
、
今

の
如
き
戲

甃
は
そ

の
か
た
は
ら
也
、
飛
州

の
山
中

に
竜
毛
坊
主

と
云
者

あ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
あざ
こ
り

b

、
俗
體

に
て
常

に
は
農
業
木
樵
し
、
人
死
す
れ
ば
導
師
と
な
り

て
是
を
葬

す
。
本
霹
は
石
地

.藏

或
は
大
津
繪

の
十
三
佛
な
り

と
本
覇

俗
諺
志
に
見
ゆ
。
余
大
津
書

の
閻
魔
井
觀
昔
を
藏

す
、

と

も

に
古
靈
な
り
ゅ
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大

津

繪

の
筆

の

は

じ

め

は

何

佛

　

　芭

蕉

今

も
佛
繪

を
彼
地
に
て
賚
ど
も

、
大
津
繪

の
蜜
風

に
あ
ら
ず
、
常

の
佛
繪

を
板
刻
し
、
彩
色

し

た
る
も

の
な
り
。
本
朝
文
鑑

に
、
淨
世
又
兵
衞

は
大
津
繪

の
元
租
』
へ
々
。
此
読
遍
く
人

口
に
あ

れ
ど
、
た
し
か
な
る
證
な
し
。
古
き
淨
瑠
璃
傾
城
反
魂
香

と
云
r
、
土
佐

の
末
弟
淨
世
叉
夲
重

興
と
云
も

の
大
津

に
住

て
繪

を
書
た
る
よ
し
を

つ
く

れ
り
。
是

㌃
り
し

て
ま
す
く

盧
設

を
傳

ふ
。
或
読
に
別
人

に
大
津
又
李

と
云
も

の
あ
り

て
書
始

む
。
享
俣
・の
頃
ま
で
、
共
子
孫
あ

り
し

と
云
。
余
大
津

の
古
書

、
奴

の
槍
を
把

た
る
圃
を
藏
す
。

八
十
八
歳
叉
李
久
吉

と
書

て
花
押
あ

り

師
古
雅
な
る
も

の
な
り
。
彼
又
干
が
子
孫

の
繪

か
。
貞
享
四
年
版
好
色
族

日
記

に
、
大
津
、

逍

分
奴
槍
持

の
い
き
ほ

ひ
の
な
き
繪
を

う

る
が
大
谷
云
々
、
槍
持

の
繪
も
古
き
も

の
と
見
ゆ
。

大
津
繪
も
浮
世
繪

に
類

し
、
且
浮
世
又
不
が
事
を
辨
ぜ
ん
が
爲

に
是
を
記

す
。

　
　
　

　
【琶

大

津

繪

の

佛

像

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
一

元
祿

四
年
芭
蕉
翕
粟
津

の
無
名
庵
に
あ
り
し
時
正
月
四
日
に

　
　
　

　
大

津

繪

の

筆

の

は

じ

め

は

何

佛

か
く

口
ず
さ
め
る
に
て
思

ふ
に
、
古

は
佛
像
を
聲
く

を
專
ら

と
せ
し
を
し
る
べ
し
。
此
頃

は
大

轟

＼



δ2

津
繪
の
佛
像
を
持
佛
に
掛
る
者
多
く
あ
り
し
故
に
、
お
の
つ
か
ら
佛
繪
の
か
た
行
れ
、
戲
聲
は

か
た
わ
ら
に
な
ぜ
し
な
る
べ
し
。

禰
鬮
…骨
内
國

元
祿
十
六
年
印
本

　
　
　
　
前
句

暮
〔
て

ぽ

つ

ノ
丶̀

薪
…
割

家

　
　
　
　
附
旬

追

分

の
繪

佛
に
後
世
を
打
任

せ
　
　

土
山
林

　
　
　

禰
嫡
　
大
津
繪

に
囘
向

し
て
行
鉢

た
玉
き
　
　
一　
雕

癬

諸
轡

龝

鰹

卷
の
八
に
云
・
大
阪
長
町
七
丁
晶

麈

聾

讐

い
薯

あ
り
.

此
裏
店

に
驟
蹴

と
か
や

い
へ
る
七
十
餘

の
老
法
師
有

中
略
問
牛
ば
か
り

の
棚

を
釣

て
大
津
繪

の

旧二
奪

を
…掛

一
首

の
讃

に
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
繪

に

か

く

亀

木

に
き

ざ

め

る

も

彌

陀

は

彌

陀

　
　
　
　

　
　
　

　

未

來

の

こ

と

は

か

つ

て

た

の

ま

ぬ

交
享
保
十

一
年
竹
田
出
雲
が
作

せ
し
伊
勢
李
氏
年

々
鑑

と
云
淨
る
り
に
大
津
繪

の
十
三
佛

と
い

ふ
こ
と
も
見

へ
た
れ
ば
、
寶
永

の
頃
迄
か

の
佛
書
を
用

ひ
享
保

の
頃

迄
も
世

に
散
在
せ
し
も

の

な

る
べ

け
れ
ど
本
、
今

は
た

へ
て
見
る
事
な
し
。



　H

㈹
鬩
蕨

繍
杠

卷
之
三
に
寺
泊
り

の
傀
儡

の
家

の
さ
ま
を
い

へ
る
條

に

「
屏
風

の
押
繪
を
見

れ
ば
、
花

か
た
げ

て
吉
野
參
り

の
人
形
、
板
木
押

の
弘
法
大
師
、
鼠

の
嫁
入
、
鎌
倉
團
右
衞
門
、

多
門
庄
左
衞
門
が
逹
奴
、
こ
れ
み
な
大
津
追

分
に
て
書
し
も

の
ぞ
か
し
、
見

る
に
都

な

つ
か

し

く
思

ふ
云
々
」

か
玉
れ
ば
天
和

の
頃
は
戲

子
繪

を
も
か
き
し
な

る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

国

國
鬮

草
魍

鋼
誘

蘓

繋

舞

於
竜
卷
の
四
に
暴

羅

竹
季

に
書
た
.⇔
鷲

*
嚥

+
五
醸

風
逍

分
繪

の
奴

が
露

の
命
を
君
に
く
れ
べ

い
と
赤
き
丹

に
て
書
き

た
る
所
を
見

て
云

々
」

と
あ

り
、

こ
れ
ら
を
思
ふ
に
今

に
昔

を
失

は
ざ
る
も

の
大
津
繪
…也
餓
漁鄭

話
ぬ
り
筆

き
た
る
女

の
藤

の

花
か
た
げ

た
る
竜
古
き

ふ
り
な
り
。
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【追
】
蒔
繪
顱
源
三
郎

元
祿
三
年
刻
本
人
倫
訓
蒙
鬪
彙
に
此
名
あ
り
、
西
鶴
が
作
の
讀
本
の
さ
し
繪
、

い
へ
ど
も
多
く
は
此
人
の
繪
な
り
。

遍
】
人
倫
訓
蒙
圖
彙

へ源
三
鄭
聲
)　

【新
】
描
金
竇
斧
　
五
班
　
跳
人
嶽
。

名
を
顯
さ
ず

と

ー



騒

　
　
　

【故
】
大

森

善

清

正
徳
の
頃
の
人
な
る
べ
し
。
其
傳
を
知
ら
ず
。

　

繪
…本
新
薄
雪
物
語
　
瓶
黜
穴
年
板

　
　

あ
　
　
　
　
ん

　
　
　

鳥

居

清

信

俗
名
庄
兵
衞

難
波
町
邊
往
居

好
色

大
顧
帳

五
冊

、

元
祿
十
蠢
、板
、

四
座

可
舞

鮫
看

板
書

名

人
。

元
祿

享

保

の
頃

迄
。

　
　
　

ヰ

　

【三
】
三
馬
按
、
庄
兵
衛
…は
元
麗
清
信
俗
稱
也
.
鳥
居
庄
丘
ハ衞
清
信
と
書
た
る
繪
…本
も
有
◎

鳥

居
清

信
は
江
戸
繪

の
租

と

い
ふ

【曳
】
(べ
し
、
ぼ
じ
め
ば
菱
川
ご
と
き
昔
繪
の
風
)

俗
な
り

し

が
、
中

比
よ

り
繪

風

を
書

か

へ
し

也

。

此
後

繪
風

さ
ま
み
丶

に
變
化

ぜ
し

か
と
も
江
戸

哥
舞
妓

の
檜
看

板
は
鳥

居
風

に
書

か
く
事

也
。

　　　　　　*

なのし入清は曳
り註充の信庄尾
　あれ如と兵菴
　りばくを衛本
　レζ記別嫉
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清

滿

、
清

經

、
清

長

ト

モ

一
枚
繪

、
草

双
紙

を

か
け
り
。

　
　
【
三
】
三
匡
剛按
、
山清
經
、
庸揖
長

…供
に
L漕
滿

の
門
人
也
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

お

瀕逅
】
鳥
居
庄
兵
衞
清
信
、

門
人

に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
始
師
宣

の
謹
風
を
か
き
て
後

一
家

を
な
す
。

元
豫

よ
り
享
保
頃
冖の
人
。

ハ新
】
俗
稱
庄
兵
衞

、
始

め
京
師

に
住

し
て
後
江
戸

に
下
る
、
鳥
屡
家

の
元
組
な
り
、

難
波
町
に

佳

す
、
始
は
歌
川
流

の
如
き
似
顏

に
工
み
に
し
て
別
て
市
川
團
十
郎

の
面
を
似
せ
た
り
、
此
頃

は
盃
杯

に
似
顏

面
の
行
る

乂
事
今

の
繪
猪

口
の
如
し
、
後
江
戸
碧
座

の
歌
舞
妓

の
震
板
を
盤
き

て
名
聲
大
に
鳴

れ
り
、
元
祿
享
保

の
人
也
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

酒
三
】
三
馬
按
、
三
芝
居
看
板
を
受
飃

た
る
蠧
之
順

は

　
　
　
　
元
祺

庄
兵
衞
清
信

　
　
　
　

二
代
　
清
倍
　
清
信
男
也

　
　
　
　
三
代

清
滿

藩
倍
男
也

　
　
　
　
四
代
　
瀋
長
　
清
滿

門
人
也

'*
菱

項
肺
宜

の
・

門

人

　　　　　 *

意 ざ書 た看 こ
すろ系 る板れ
べ事 に順 をぱ

し鍵 髦毳
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五
代

溝
峯

清
滿

ノ
孫
也

、
今
清
滿

ト
改

ム
溝
長

ノ
門
人

ナ
リ

　
　

三
代
目
渚
滿
…ノ
實
子

ハ
淨
世
繪

ヲ
不
書

シ
テ
縫

箔
屋
ヲ
業

ト
シ
、
和
泉
町

二
佳

ス
、
仍
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
溝
長
姑

ク
看
板
盡

ヲ
相
續

セ
リ
、
其

ノ
縫
箔

屋

ノ
忰

ア
リ
テ
清

長
門
人

外
ナ
リ
清
峯

ト
名

か
.
醐
離
購
峯
9

　
　

ノ
ル
、
今

二
代

目
清
滿

ト
改

テ
三
芝
居
番

附
繪
看
板

ヲ
書

ク
、
是
邸
三
代

目
満
滿

ガ
爲

藁

　
　

ハ
實

ノ
孫
也
。

霾

】
鳥

居
流

の
繪

ほ
江
戸
大
芝
屠
看
板
番
附
を
書
き

て

一
派

を
な
せ
り
、

今
獪
鬣
風
を
改
め
ず
、

古
き
草

双
紙
等
狂
冒
を
寫
し
、
詞
書

を
加

へ
し
は
鳥
居
流

の
繪
な
り
、
俗
に
鳥
居
瓢
籔
足

と
云

で
、
敵
役

の
手
足

ひ
よ
う
た
ん

の
如
く

に
書
く

は
、
元
租
溝
信

の
比
よ
り
行
れ

た
る
も

の
な

る

べ
し
、
芝
居
看
板

に
は
さ
ま
6

丶
古
實
あ
る
事
な
り

と
そ
、
追

て
別
記
に
委

し
く
出
さ
ん
と
す
。

　
　
　
　
　
　
*
　
　
　
　
　
　
同
所
　
名
人

　
　
　
　
　
　
二

代

目

　

鳥

居

清

倍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.
鳥
居
家
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々

　
　
　
　
　
　
是

よ

ゆ

繪

風

奇

麗

に

な

る

也

　
　
　
　
　
　
三

代

目

　

同

　

清

信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兄
早
世

　
　
　
　
　
　
四

代

目

　

同

　

清

倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
早
世



　
　
五
代
目
　
同
　
清
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
芳
町
住
居
、
後
三
味
線

ひ
き
に
成
る
、

難
波
町

　
　
六
代
目
　
同
　
溝
滿

　
四
郎
子

　
　
哥
舞
妓
看
板
書
其
外

】
枚
繪
多
く
出
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
同
　
清
經

本
材
木
町

　
　
七
代
目
　
同
　
清
長

　
　
當
時
三
芝
居
看
板
其
外

一
枚
摺
草
双
子
等
多
く
出
す
。

　
　
清
長
は
俗
名
關
新
助
と
云
、
近
頃
錦
繪
彩
色

の
名
手
也
.、
七

　
　
　
　
　

　

　
　
代
め
を
繼
。

鋳
弟
四
郎
身

*
な
ほ
溝
長
彎

顎
を
見
よ
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英

　

躪

蝶

按

す

る

に

一
蝶

は
も
と
多
賀

朝
湖

と

云
繪
師

也
、

姓
は
藤

原
、

名

は
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
、
字

は
瞻
雲

、
表
徳

は
和
央
、
翠

蓑
翁
、
北

窓
蓊

と
も
言

。

　
　

呉

服
町

一
丁
目
新
道

に
住

せ
し
比
罪

有

て

元
祿
十

一
寅

年

の
十

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　

月
三
宅
島

に
流

さ
る
、

時

に
年

四
十

六
歳
也

。
寶

永
六
年

丑
九

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぷ

　
　

御

赦
菟

、
江
戸
深
川

に
柱

す
。

(
是
)
謫

よ
り

」歸

り

て
の
文

な
り
。

　
　

享

保
九

辰
年

正

月
十
三

日
歿

す

。

【追
】山央
一
蝶
は
大
阪
の
薤
、
姓
は
蔽
雌原
、
・多
朝買
氏
、
父
は
騾
圃、師
也
、
一
蝶
十
五
撫威
の
時
江
戸
に
來

り
、
狩
野
安
信
の
門
人
と
な
れ
り
、
名
は
信
香
、
一
に
安
雄
,
俗
稱
を
助
之
進
と
云
、
始
朝
湖

と
號
す
。
爨

霽

牛
丸
糶

触

鑒

驫

霧

鑒

…堂

と
も
云
、
舊
草
堂
、
一
蜂
附
人
蠣

砿
に

一
閑
散
人
、
隣
樵

庵
、
鄰
濤
庵
、
北
憲
翁
等

の
諸
號
あ
り
。
【奇
跡
耄

書
を
佐
玄
龍

に
學
び
て
後

一
家

の
風

を
か
き
て
書
名
あ
り

【追
】
俳
諧
は
芭
蕉

の
門
入

に
し
て
其
角
嵐
雪
等

と
友
た
り

。
俳

、諧

の
名

を
曉
雲

と
い
ふ
。
和
央

一作
和
應

と
い
ひ
し
は
花
街

に
於

て
呼
び
し
名
な
り

と
そ
。
元
祿

*
本

の
ま

聖

勢
實
ぱ
四
十
鷲

歳
な
り

柴
後
に
出
せ
る

四
季
維
之
跋
γ

を
指
す
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十

一
年
十

二
月
玩
瞰
凱
鰤
児
す
臭
服
町
二
丁
目
新
道

に
居
佳

の
時
講

せ
ら
る
。
時

に
年

四
十
七
歳
。

講
居
に
あ

る
こ
と
十

二
年
、
寶
永

六
年

九
月
蟹
跡
蜘
静
娃
す
歸
郷

せ
り
。
其
後
英

無
磯
蠏
嬬
膀

一
蝶

と
稱

し
北
憲
翕

と
號

す
。
【奇
跡
考
】
澳
川
長
堀
町
に
住

ぬ

(人
物
誌
)。
【追
】
享
保
九
年
甲
辰
正
月

　
　
　
　
　
　
み

十
三
日
歿
す
。
享
年

七
十
三
。
二
木
榎

日
蓮
宗

(長
蕨
山
∵
承
勲
寺
塔
中
顯

乘
院

に
葬

る
墳
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
辭

世

　
　
　
　
ま
き
ら
か
す
う
き
世

の
業

の
い
う
と
り
も
あ
り
と
癖
月

の
う

す
墨

の
塞
　

一
疊
蝶

　
　
　

霾

】
北
憲
翕
退
筆
塚
記

迸
代
繪

事
之
巧
、
莫

二北
窓
翁
若

一焉

、
其
氣
象
之
豪
放
、
筆
力
、7
遒
勁

、
足
ヨ
以
追

二蹤
於
古
名

入
噛
而
新
奇
洒
落
、
其
所
二獨
得

一者
也

、

翁
姓
多
賀

氏
諱
信
香
、

一
名
朝
湖
、
叉
有
二曉
雲
、

翠
蓑
、
隣
樵
等
之
別
號
刈
考
日
二
白
庵

↓
諱
某

.
京
師
人
也
、
翁
幼
邂
二
江
戸
↓
某
侯

嘗
愛
二其
穎

悟
輔
使
§
之
學
二書
於
牧
心
齋
先
生
↓

居
久
レ
之
蠡
得
二其
筆
法
紬

蒔
叉
戲
倣
一碧

佐
重
起
菱
川
師

信

噛
而
竇
二
時
世
風
俗
唖
有

ご春
蠶
吐
レ
絲
雲
行
水
流
之
委

擁
而
翕
之
名
籍
甚
、
元
祿
申
坐
レ
事
、

配
ご流
於

三
宅
島
殉

或
書

に
日
、
元
祿

の
比
、
五
代
將
軍
家
綱
公

(常
憲
院
殿

と
申
す
、
寶
永
六
年
斃
去
)
好
色

に

　　　　 *
づ嬉ニー享

れ あ と又年
竜 りすはを
非'る 七七

Ψや設+す

*
宜
雲
寺
に
毒

り
是

適
全
夊

に
あ
ら
ダ
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耽
ら
せ
玉

ひ
、
吹
上
御
庭

に
て
御
遊
興

に
美

を
盡

し
玉
ふ
。
第

一
の
御
寵
愛

に
て
三

の
丸

お
簿

,

の
方
と
申
、
君

の
御
心
に
叶

ひ
け
る
。
(阿
傳

の
方

は
至
極

小
身

の
十
五
表

一
人
扶
持
黒
鍬
組
自

須
才
兵
衞
娘
な
り
、
后
年

に
至
り
御
旗
本

に
昇
逕

し
て
、

一
度
朝
散
太
夫
白
須
遠
江
守
に
任
ぜ

ら
れ
た
か
)
此

お
傳

の
方
小
皷

の
上
手
に
て
、
公
御
謠
游

ば
せ
ば
、
御
側

に
て

一
調
を
打

つ
、

或
時
は
吹
上
御
庭

の
池

に
舟
を
う
か
べ
、
公
綽

さ
し
玉

へ
ば
、
お
傳

の
方
は
皷

を
し
ら
べ
て
樂

み
玉

ふ
。

是

不
日
の
事
に
て
不
レ
知
人
は
な
し
。

共

比
多
賀
朝
湖

と
云
盡
師
百
人
女
臈

と
云
繪

を
書

て
、
貴
賤

の
姿
書
…を
寫

し
、
其
申

に
世
上
專
ら
風
聞
ゆ
ゑ
、
舟
中

に
皷

を
打
、
棟

さ
し
謠
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
け

玉

ふ
あ
り
さ
ま
を
う

つ
く

し
く
書
た
・り
。
此
事
誰
か
公

に
謁
奉
り
け
ん
、
立
所
に
奉
行
所
よ
り

召
捕

れ
て
入
牢

す
。
罪

の
表
は
朝
湖
御
制
禁

の
殺
生
を
好
み
、
鳥

を
取
魚

を
釣
け
る
御
咎

に
て

遽

流
仰
付

ら
れ
け
る
、
朝
湖
願
に
よ
り
配
處

へ
繪
具
持
參
御
冤
被
二
仰
付

㎏配
所

に
て

一
子
を
設

け
し
を
島

一
蝶

と
云
。
后
御
赦
冤
あ
り
け
り
。
百
入
女
臈

の
内
、

お
傳

の
方
舟
遊

ひ
の
體

、
至

極

の
出
來
に
て
、
御
咎

に
逢

し
は
、
其
業

に
依

て
刑

せ
ら
る

玉
事
、
本
意

に
も
近
か
る
べ
し
と

憂

ふ
る
色

も
な
か
り
し
と
な
り
。
百
人
女
臈

の
繪

は
、
我
心
に
も

い
み
じ
く
出
來
し

と
思

ひ
し

が
後

に
圖
を
書
改

め
た
り
、
今

は
十
が
七
八
は
傳
は
ら
ず
。
英

一
蝶

と
名
を
改
て
淺
妻
齠
と
云



6i

繪
…を
書
り
、
皷

を
持
、
舞
裝
東

の
白
拍

子
舟

に
乘
た
る
は
、
以
前

の
圖
を

や
つ
せ
し
も

の
な
・り
。

當

時
英

一
蜂
な
ど
專
広
、此
鬪

を
竇
く
、

一
蝶
淺
草

寺
境
内

に
て
千
幅
繪
を
書

し
時
も
人

々
是
を

好

み
け
る
と
か
や
。

《無
名
翁
】
或
書

に
、
於
傳

の
方
實
父
白
砂
才
兵
衞
甲
州
士
甲
賀
同
心
三
十
俵

二
人
扶
持
薪
地
千
石

に
召
出
さ
る
。
甲
賀
與
力
小
山
田
彌
市

、
才
兵
衞
に

い
こ
ん
有
て
討

は
た
し
行
衞
し
れ
ず
、
五

の
丸
樣
御
歎

に
付
御
威
光
を
以

て
下
総
龍

ヶ
崎
に
て
召
捕
、
江
戸
中
引
廻
し

の
上
晶
川

に
て
磔

に
…掛
ら
れ
た
り

。
才
兵
衝
…改
易

と
な
り
、
五
の
丸
樣
御
願

に
て
美
濃

八
幡

の
城
主
遽
藤
…右
松
早

世

に
て
斷
絶

す
。
才
兵
衞
實
子
御
取
立
に
て
双
方
家
名
相
立
、
新
地

一
萬
石
に
て
江
州
三
上
城

主
遠
藤
圭
膳

正
胤
親
と
名

乘
る
、
「
窓

の
す
さ
み
」

に
日
、
山
田
糲
七
郎

と
有
り
。

(此
書

に
寶

暦
七
年

と
あ
り
)

需
綴
淺
妻
舟
賛

に
云
・
(慶
達
が
破

れ
管
笠
し
め
緒

の
か

つ
ら
永

く
傳
り
ぬ
、
是
か
ら
見
れ
ば
近

江

の
や
、)
あ

だ
し
あ
だ
波

よ
せ
て
は
か

へ
る
浪

.
淺
妻
船
め
あ

さ
ま
し
や
、
あ

乂
ま
た

の
日
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

誰

に
契
り
を
か
わ
し

て
色

を
枕
は
つ

か
し
い
塑
は
り
が
ち
な
る
我
床

の
山
、
(
よ
し
そ
れ
と
て
も

世

の
申
)

　
　
　
　

爨

*
高
嵩
谷
の
寫

本
に
て
増
補

到
*
同
上
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後
水
尾
院
御
製

　
　
　
　
今
宥
寢

ぬ
る
淺
妻
韶

の
あ

さ
か
ら

ぬ
契
り

を
た
れ
に
ま
た
か
は
す
ら
む

此

英

一
蝶

が
百
人
女
臈

の
繪
を
も
と

乂
し
て
後
、
洛
陽

の
西
川
鮪
信
と
云
淨
世
繪
師
、
酉
人
女

薦

贔
さ
だ

め
と
云
好
色

本
を
書
き
け
る
と
そ
。

宀
邊

一
蝶

に
老
母

一
人
あ
り
剃
髪

し
て
妙
壽

と
い
ふ
、　

一
蝶
謫
居
に
あ

る
内
友
人
横
谷
次
兵
衞

宗

玻
が
家
に
や
し
な
は
る
。
正
徳
四
年

三
月
三
十
日
歿
。
顯

乘
院

に
葬
す
。
宗
瑕
が
居
檜

物
町

に
在
り
。

三
谷
何
某

一
蝶
が
謫
居
よ
り
母

の
も
と

へ
お
く
り

し
繪
を
藏
す
、
誦
居

の
お
も

む
き
を
こ
ま
か

に
書
き
た
る
な
り
。
横

谷
宗
眠

の
家

に
殘
り
し
屯

の
と
そ
。

{堰
】
一
読

に
日
、　
一
蝶
配
流

せ
ら
れ
、
老
母
を
養

ふ
親
族
な
し
、

官
舍

へ
此
事

を
願

ひ
、
諦
居

よ
り
繪

を
費

る
こ

と
を
赦
さ
れ
て
、
其
價
を
以
て
母
を
養
ふ
。
島

一
蝶

と
は
是
な
り

と
云
。
二
禾

詳

、
誤

な
ら
ん
か
。
横
谷
宗
瑕

へ
謫
居

の
圖
を
母

に
見

せ
度

と
逶
り
し
は
私
の
こ
と
な
り
、

ひ

さ
ぐ
べ
き
書

の
中

へ
λ
て
邊
り
た
る
と
思

へ
ば
、
是

と
す
る
と
こ
ろ
屯
あ
わ
。
)

{奇
跡
考
】
深
川
靈
巖
寺

の
後
、
海
邊
薪

田
に
、
宜
雲
寺
と
い
ふ
禪
院
あ
り
、

一
蝶
歸
郷
し
て
後
、
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し

ば
ら
く
此
寺
に
住
け

る
よ
し
。
寺
申

の
繪
障
子

の
た
ぐ

ひ
、
す
べ
て

一
蝶
が
筆
な
り
、
ゆ
ゑ

匠
世
人

一
蝶

寺
と
云
。
其
繪

ち
か
ご

ろ
の
囘
祿

に
ほ
ろ
び
し
と
、ぞ
..

・湯

原

氏
記

二
云
、
元
碌

七
年

四
月

二
日
、
從
二
桂
昌

院
樣

↓
六
角

越
前
守

御

使

被

γ遘

レ
之
、

　
　
　

　
　
　

金
屏
風

】
双
　
懲
晒
　
　

　

　
多
貧
朝

湖
筆

　
本

願

寺

へ

　
　
　

　
　
　

同

一
双

　

　

大

和
耕
作

　
同

入
筆

新
門

へ

　

英

一
蝶

四
季
繪
跋

・夫
大
和
繪

は

そ

の
か
み

土
佐
刑
部
大
輔

光

信
が
す
・
さ

み

に
、

堂
上

の
う

や

/
丶
敷

よ
り

田
家

の
ふ

つ

丶
か
な
る

さ
ま
、

岩

木

の
た

皮
す

ま

ひ
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

や
り

水

の
め
い
ぼ
く

こ
れ

に
は
じ

ま
り

て
、
末

々
に

な

が

れ

、
予

(
が
)

　
　

　

如

き
(
の
)
っ
だ
な
き
ま

で
是

を
も

と

〉
す
。
近

頃
越
前

の
産

岩
佐

の
某

と

な
ん

い
ふ
も

の
、
歌

舞

臼
拍
手

の
時
勢

粧

を

お
の
つ

か
ら
寫

し

え

て

*
曳
尾
菴
本
に

よ
る

『　
　ー

蕘

ζ
萋

ー

か鼕

,、礒

7耄

尸寒

。嚢

含ー

r導
暮
母
繁
"莖
禦、̀
・・軍
.一τ　
宀鴫・『籌争霄
埀
耳、舞靠
、戔
羣

尸噂
聿誕

4・噺ヤ}》
オ≦「擢歪呂袤

嚢

舞
詫　　
%き
　　駈-苧
築苫

二̀　.ぐ
罵　
　
　軋・葬葦・℃廼・・ー

,罵≧耋

樋匹《,籃箋
峯

季ー

品箆冨聾窶

盛
菖
『『,弋』ま厂、・♂"写",㌃じ,憲霎

芸函羣

墨薹
」婆{
葺ー

偽輩

蓁

蛉否耋

鼕

窪
雪世.弍.̀ぶ卓
女乳、・、ワレ考　冗宇,



世

の
人

う
き
世

又
李

と
あ

だ
名

す
。

久
し

く
世

に
翫

ぶ
に

叉
房

州

の
菱

川
師

宣

と

い
ふ
も

の
江
府

に
出

て
梓

に

お
こ
し
、

こ

ぞ

つ

て
風

流

の
目

を
よ

ろ

こ
ば
し

む
。
此
道
予

が
學

ぷ
と

こ
ろ

に
あ
ら
す

と

い

へ
ど

も
、

　
　
　

　
　

　

君

か
り
し
時

(
あ
だ
し
あ

だ
波

の
よ

る

べ
に

ま

よ

ひ
、
)
時
雨

朝

が

へ
り
　

.
縫

菴
本
に

の
ま

ば
ゆ
き
を

い
と
は

ざ
る

こ
ろ
ほ
ひ
、
岩
佐
菱

川

が
上

に

た

丶
ん
事

を

思

ひ

て
は

し
な
き

う
き
名

の
ね
ざ
し

の
こ
り

て
は
つ

か

し

の
森

し
げ

き

こ
と
草
と

も
な
れ
り
、

さ
る
が
中

に
當

り

て
謫
居

さ
す

ら

へ
し
事
十

と

せ
あ
ま
6
∴廿
と
せ

に
近

き
を

あ
り

が
た
き
御

惠

の
め
で
た
き

も

と

の

都

に
歸

り
來

ぬ
。
あ

る
人
む

か
し

の
筆

の
四
時

の
た

は

む

れ
繪

を

ふ
た

丶
び
予

に
見

す
、
其
頃

は
心

た
く

ま
し
く

眼
す

園
う

に
、
髮
筋

を
千
筋

に
わ
く

る
こ
と
ぐ

さ
も
事

た
ら
ざ
り
け
ら

し
、

し

か

し
今

の
世

の
有
樣

に
く
ら

ぶ
れ
ば
髪

の
ほ
ど
え
り

を

こ
え
す

、

ふ
り
袖

大
路

を

す

ら

す
、

■



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

た

望
あ
ま

さ
か
る
田
舍

お
う

な

の
姿

繪

(
と
も
)
思

ふ

べ
か

ら

ん

。
螢

星
　

.
蝿

菴
本
に

う

つ
り

か
は
り

て
此

一
卷

を
み

る
こ
と
、
浦

島

が
七
世

の
む

ま
子

に
逢

へ
る
た
め
し

に
ひ
き

て
、

か

つ
は
よ

ろ

こ
び
を

そ

ふ

る

の
心

に
す
、

こ

れ

が
た
め

に
跋

す
。
英

一
蝶
書

。

65

【
遑
】
嵐
雪
撰
其
袋

.元
祿
三
年
板

に

一
蝶

か
句
あ
り

　

　

　

花

に

來

て

あ

は

せ

は

を

り

の
盛

か

な

　

　
曉

雲

　

　

　

朝

寢

し

て

櫻

に

と

ま

れ

四

日

の

雛

　

　同

自
書
贊

の
句
あ
ま
た
あ
り
枚
擧
す
べ
か
ら
ず
。

一
蝶

は
小
歌

の
作
多

し
、
元
祿
六
年
印
本
松

の
葉

に
の
す
る
し
の
』
め
と
云
小
唄
は

一
蝶

の
作

な
り
。
洞
房
語
園

に
は
、
み
じ
か
夜

の
早
歌

一
名
か
や

つ
り
草

と
な
づ
け

て
、
是
を
の
せ
た
り
。

淺
妻
船

の
贊
も
其
比
節

を
付
て
う

た

ひ
け
る
に
や
、
松

の
葉

の
端
歌

の
部

に
載

た
り
。
寶
永

の

比

の
窩
本
吉
原

つ
れ
く

草
と
云
物

に
、
か
や

つ
り
草
な
ど
の
朝
湖
が
歌

こ
そ
、
叉
あ

は
れ
な

る
事

お
ほ
か
ん
め
れ
云

々
。
或
読

に

一
蝶
讎
よ
く
て
自

ら
も
小
唄

を
よ
く
う
た
ひ
け
る
よ
し
、

ー

ー
ー

ー

萋
ー

ー

耋

ー
毒
ー

耋
ー

ー

ー
ー

ー

ー

耋

ー

モー

垂

享
ー

ー

萄　
妻
萋

ー

ー

ー

・
ー

ー
勤

-

-

-

ー

・



薹
釜

:、㍉
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老
人

に
な
り

て
も
紀

國
や
丈
左
衞
門
な
ど

に
登

、
、
花

街
に

の
み
暮
し
た
る
と
な
れ
ば
左
も
有

べ
し
。

【塘
】
一
蝶
.の
耋
、
狩

野
安
信

の
門
人
な
れ
ど
も

、

狩
賻
氏
に
て
是
を
鑒

定
せ
ず
、
骨
董
書

と
い

や
し
め
て
不
レ
用
、
町
甕

と
な
り
し
ゆ

ゑ
な
り
、
土
佐

の
又
兵
衞
是

に
同
じ
。

　
　
　
　
【漫

宮

州

長

春

專

ラ
師
宣

ノ
書
風
ヲ
カ
キ
タ
リ
、
門
人

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
正
徳
享
保
中

ノ
人

、
版
本

ノ
竇

ヲ
見

ス
、

最
營

川
幾

輩

鄭

百
、
羅

尾
張
國
宮
川
村
人
、
覆

蒲

、
江
戸
爾
國
廣
露

に
住
、

土
佐
守
門
人
・
菱
川

の
風
を
慕
ふ
。
長
春

は
狩
野
家

の
下
講

に
て
日
光
御
用

を
勤

む
、
狩
野
某

甚
宜
か
ら
ぬ
入

に
て
手
問
料
を

一
自
遣

は
さ
ず

.
宮
川
立
腹

、
度

々
催
促
に
及
び
、
逾

に
口
論

と
な
り
・
宮
肝

を
多
勢

に
て
打
擲
し
・
其
上

に
荒
繩

に
て

い
ま
七
め
芥
溜

に
入
置
く
。
宮
川
方

に
て
は
歸
宅
せ
ざ

る
ゆ

へ
、
其
子
緡
蕁
ね
て
父
を
芥
溜

よ
り
た
す
け
麟

る
、
性
命
別
條
な
し
と

い

へ
ど
も
、
老
入
の
事
故
、
足
腰

を
い
た
め
難
澁

に
及
ぶ
。
其
子
大
に

い
が

り
、

一
刀
を
提
げ

て
狩
野
方

へ
き
り
こ
み
、
當
人
は
勿
論
、
外
門
人

三
人
き
り
こ
ろ
す
。
依
之
、
、
其
子
は
死
罪
、



　
　
　
　
　

9

長
春

は
流
罪
、
狩
野
某
は
欠
所
な
り
。
其
後
、
年
を
經

て
寶
暦
萌
和

の
頃
、
宮

川
春
水

と
い
ふ

門
八
あ

れ
ど
も
、
宮
川
は
上
に
憚

る
氏
な
れ
ば
、
勝
宮
川

と
號

せ
し
と
そ
。

【
只
誠
本
】
予
見
し
も

の
に
寛
保

ご
年
長

春
六
十

一
歳
自
霞
有
り
。
柏
州
市
場
觀
世
音

の
額

に
婦
人

の
戲
す

る
處

を
聲
き
し
も
長
春

の
筆

に
七
て
寶
永

三
年

四
月
日
と
あ

る
よ
し
衛
畝
翕

の
調
布
日

　
　
　
　
　
*
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

*
寶
腰
三
年
搬

記

に
あ
り
。
卒
年
不
詳
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
津
一戯
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西

踊

韜

借

　

　

京

都

　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
り
比
名
人

京

都

に

住

す

、

中

興

俘

世

繪

の

祕

と

い

ふ

べ

し

、

繪

本

あ

ま

た

窮

、

中

に

も

繪

本

倭

比

事

す

ぐ

れ

た

り

。

名

人

ふ・磊
枕

繪

を

書

初

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
【堀
】
西
川
蕨
信

(元
祿
よ
り
寛
延
ま
で
歿
年
口
[
…)
俗
稱
右
京

(初
肪
助

京
師

の
人
な
・り
。

　
　
　
　
姓
藤
原
、
西
川
氏
、
號
自
得
齋
、

一
號
文
華
堂
、
稱
大
和
繪
師
、
世

に
西
川
流

と
云
。

京
都

に
佳
、
始

め
狩
野
永
納
門

に
入
て

(法
眼
永
眞

、
延
寶

の
比
安
信
門
人
、
縫
殿
助
永
納
…字

伯
受
、

一
陽
齋

、
梅
岳
堂

、
西
邑
居
翕

と
號
す
)
聲

を
學
び
後

一
家

を
爲

し
、
寶
暦
、
明
和
、

安
永

の
比
大
に
世

に
行

は
る
、
中
興
刻
本
仕
女
大
和
繪

の
組

と
云

へ
し
、
上
梓

す
る
繪
…本
數

百

歳

羣

广ー

ー
峯

五ー
萋

毫
毒
耄
套
ー

鬘
糞
ー

ー

蠡
ー
ー

ー
ー

ー

ー
『
ー
ー
"
耄
ー
・ー
ー

ー

ー
を
ー

ー
萋
ー
ー
勇
耄

ー
ー
萋
藁
暑
ー
畢
義
凌
ー

耄
肇

屮・厂奏
摩婁
靉
萋
萋
塾
辞ー

セ・
乱寿茸
ミ
ー・奨
ー
x…

ー
-
,・琴
,



部
あ
り
、
古
今
比
類
な
き
妙
手
な
り
、
淨
世
繪

師

の
名
譽
な
る
べ
き
か
、
春
寶

は
此
人
よ
り
風

俗
大
に
ひ
ら
け
た
り

、
【新
】
後
英

一
蝶
が
百
人
女
臈

の
繪
を
も
と

玉
し
て
、
【堀
】
「
百
人
美
女
」

と
て
雲

上
高
位

の
奪
き

よ
り
賤

の
い
や
し
き
迄
、
各
共
時
世

の
風
俗
を
寫
し
分

た
り
、
後
叉
是

を
春
鬣

に
か
き
し
か
ば
罪

せ
ら
れ
し
と
云
、
筆
意
骨
法
、
狩
野
土
佐

の
二
流

を
は
な
れ
ず
、
悉

く
竇
法

に
か
な
ひ
し
淨
世
繪
師

は
此
人

に
限
れ
り

。
(或
人
の
藏
書
に
茄
信
婁
の
事
に
て
罪
せ
ら
れ
し
事
を
書

衷
る
竜
の
を
見
距
り
し
が
書
名
を
忘
れ
た
り
、
酋
川
の
事
委
敷
あ
り
し
、
な
ほ
後
に
し
る
す
べ
し
)

　
　
繪
本
百
人
美
女

　
　
同
貝
歌
仙
　
三
班

　
　
同
士
農
工
商
　
三
紛

　
　
同
好
色
百
人
美
女

(西
川
肪
信
筆
)

　
　
同
有
磯
海

　
　
同
翼
葛
ケ
原
　
三
溺

京
翊
二
重
大
全
卷
の
三
、
諸
師
諸
藝
の
部

　
　
　
　
　
　
大
和
露
師

柳
馬
場
綾
小
路
下
ル
町

　
　
同
倭

比
事
　
【新
】
+
肌

　
　
同
都
草
紙
　

三
班

　
　
【遒
同
好
色
玉
舞
鶴

鞆
鰯

助
)

　
　
【新
】
同
千
代
見
草

　
三
班

　
　
同
龜

の
尾
山
　
三
溺

　
　
清
水
之
池
　
三
溺

延
享

二
年
板

　
　
　
　
西
川
肪
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
駄
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9

同
女
貞
木

同
筆
津
花

同
河
名
草

同
十
寸
鏡

同
勇
者
鑑

同
和
泉
川

同
寢
覺
種

同
糸
櫻

同

同
淺
香
山

同
花
紅
葉

同
千
歳
山

同
池
の
蛙

同
海
士
幸

三 ・同 同 同 同 同 三7一
紛 　 　 　 　 　 册 ご

　 　 　 　 　 　 　 嘉

こ:二 同 同 同 同

剏

同
後
編
喩
草
　

三
筋

同
玉
か

つ
ら
　
詞

同
清
水
池

同
池
の
心

同
勇
武
鑑

同
徒
然
草

同
雙
の
岡

　
し
のぶ

同
垣
衣
草

同
都
鳥

i司 一 轗 同 詞 罎
　 甥

　
　
　
　
同

同
東
わ
ら
べ
　
両

同
輻
祿
壽
　
同

同
雪
月
花
　
筒

同
花
の
鏡

嗣

同
小
松
原
　
二
醗

憲
f亨誉



71)
驚

　
　

同
朝
日
山
　

三
珊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
薄
紅
梅

　
二
珊

　
　

同
女
俗
玉
鑑
　

二
珊

其
爾
作

此
頃
甕
本

の
體
載
は
紺
紫

の
裘
紙

に
金
泥
書
あ
り
、
或
は
行
成
紙
も
あ
り
、
大
本
小
本
横

切
本

等
也

。

汽霞

其
他

【新
】
上
梓
せ
る
繪
本
數
百
部
あ
り
、
鬱

】
枚
擧
す
べ
か
ら
ず
、

亦
彩
色

の
妙
手
な
ぴ
、

肉
筆

の
繪
…卷
物
等

.
世
人
専
ら
珍
重
す
、
近
世
東
都

に
て
は
師
宣
よ
参
も
…茄
信

の
書

は
價
貴
、し

・ζ
云
。　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
,

　
　
按

に
板
刻
本
は
夥
飾敷
あ
り
、

八
文
字
屋
本

に
て
鮪
信

が
初
心

の
頃
竇
き
し

と
見
ゆ
る
も

の

　
　
多

し
。
書
名
ぱ
記

さ

ゴ
れ
ど
も
此
入

と
見
ゆ
。

或
書

に
日
、
西
川
蕨
信

は
淨
世
繪
枕
聲
好
色
本

の
逹
人
と
云
れ
し
、
あ

る
年
百
人
女
臈
品
蹇

と

い
ふ
大
内

の
隱

し
事
を
鬣
き
,
其
後
好
色
雙

ヶ
岡
と

い
ふ
雲
上

の
す
が
た
の
枕
繪

を
板
刻
す
。

百
人
女
臈

の
つ
が
ひ
繪

は
や
ん
事
な
き
方

々
の
枕
席
密
通

の
體
.
清
涼
殿

の
妻
隱

れ
、
梨
壷

の

隱

し
妻
、
萩

の
戸
紬
め

別
れ
路

、
夜

る
の
殿

の
妻
む
か
ひ
な
ん
ど
種

々
の
玉
簾

の
中

の
隱

し
事

を
甕
し

こ
と
.
公
廳

に
も
れ
て
嚴
敷
御
咎

を
受
、
板
行
禁

せ
ら
れ
て
斷
絶
し
け
る
と
か
や
世

の



○

人

の
知
る
所
な
り
、
其

比
よ
り
以
後
好
色
本
曹
ハ買

を
止
め̀
玉

ひ
し
を
、.

ひ
そ
か

に
商

ふ
こ
と
に

ほ
成
し
、
砧
信
も

一
蝶

が
跡
を
踏
て
、
斯

の
如
く
成
こ
と
を
云
簿

へ
し
と
云
々
。

　
　

　
　

　

《遘

或
書
に
西
川
誌
尹
と
あ

る
は
蕨
信

の
男
歟
。

垂

繪
馬
鑑
卷
之

醗

馨

祗
園
の
就
釣
狐
の
額
の
緑
に
、
廷
享
甲
子
年
五
日
β.
西
川
右
京
蕨

信
行
年
七
十
四
歳
筆
と
あ
り
。
さ
れ

ば
砧
信
は
寛
丈
十

一
乍

辛
亥

の
生
れ
な
り
。
寶
擬

元
年
歿

す
、
享
年
八
十

一
歳
な
り
。

*
譲
儒
の
嫡
男
、

也
獪
藤
ヂ
の

條
を
見
よ

.　　　　
躍

　
　
　

【新
】
西

川

鮪

笋

丈
華
堂
蕨
信
の
男
に
て
.
甕
を
父
に
學
ん
で
熊
す
、
歿
年
不
詳
.
板
行
の
繪
本
煮
多
あ
り
と
い

へ
ど
も

一
ご
を
あ
ぐ
。

　
　
繪
本
鏡
百
首
　
六
册
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
玉
椿
　
二
無…

　
　
同
花
見
鳥
　
二
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
面
美
鏡
　
議
細

　
　
同
氷
面
鏡
　
三
班

71
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【墫
】
野

々
村
治

兵
衞

　

【新
】
姓
俗
と
も
未
詳

、
【域
】
刻
板

の
繪
本
世

に
多
し
。

　

.
【数
】
大
坂

の
人
な
り
、
按
る
に
西
川
鮪
信
よ
り
少
し
後

の
人
哉
と
も
思

は
る
。

　
　
　

雛
形
染
色

山
　
三
册
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雛
形
音
翊
瀧
　
三
班

　
　
　

雛
形
立
田
川
　
三
班
　

　

　
　

　

　
　

　

繪
本
通

し
る
べ
　

三
珊

、

　
　
　
　
申

路

定

年

孵

々
村

氏
同
時

の
人
哉

、
其
傳

を
知
ら
ず
、
京
師

の
人

な
り
。

竇
本
鬪
貨
　
三
懸

畫
本
必
用
　
三
班

繪
本
三
幅
鍬

三
珊

　
　
　
　
繪

菱

忠

七

野
々
村
氏
同
時
の
人
、
京
師
に
佳
す
。

　
　
雛
形
母
子
艸
　
三
珊

雛
一形
瀧

の
皿流
　
三
母
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雛
形
瀧

の
糸

三
班

伊
逹
絞
花
結
　
三
册

　
　
　

橘

守

國

　
大

坂
俊
乘
町

　
　
　
　
　
享
保
之
頃

是
叉
町
繪

な
れ
ど
も
よ

の
常

の
淨
世

繪
な

ら

・ず
.
世

に
所
傳

の
繪

本
通

寶
志

、
繪

本

古
事

談
、
謠

曲

内畠
(養
)
史
、
繪

本
寫
寶
袋
等

を
見

て
知

る

ぺ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　

夏

【堀
】橘
守
國

(享
保
比
の
人
、
延
享
中
歿
す
)
俗
稱
惣
兵
衞
、
浪
花
の
痊
な
り
、
姓
橋
□
信

號

後
素
軒
。

《新
】
姓
橘
、
…楢
村
氏
、
名
有
税
、
俗
稱
宗
兵
衞

【故
】又
辨
次
「と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
カ

霾
】狩
野
探
山
の
門
に
入
て
業
を
受

(探
山
守
信
鶴
澤
氏
、
探
幽
門
人
、
大
坂
の
入
な
り
)

【藝

探
山
は
鶴
澤
氏
、
名
守
見
、
叉
良
信
、
初
め
幽
泉
と
號
す
。
夊
探
春
齋
と
も
云
、
探
幽
の

門
人
、
大
坂
に
住
す
。

【堰
】後

一
家
の
甕
法
を
以
て
世
に
雷
名
す
、
狩
野
流
の
骨
法
を
失
は
す
、
刻
板
の
聲
に
妙
を
得



蹇
ー
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た
り
、
精

密
奇
巧
此
入

よ
り
起
る
、

門新
】
寛
廷
元
年
卒
す
七
十
歳
、

{塘
】
刻

す
る
所
數
種
、
天

保

の
今

に
至

る
迄
盛

に
世

に
行

は
る
、
書
寶

と
も

に
善
す
、
文
學
も
博
識

の
秀
才
な
り
。
故

に

世

の
書
師

の
爲

に
廣
く
甕
溲
を
博

へ
、
粉
本

に
乏
し
か
ら
ざ
ら
し
め
ん
と
て
、
精
力
を
費

し
圖

を
工
み
、
傍

に
其
意

を
記
し
て
是
を
板
刻
せ
し
む
、
晝
本

の
薯
述
古
今

に
比
類

な
し
」
其
名

手

世

に
知

ろ
處
な
り
。
狩
野
土
佐
を
始
.
倭
纃

の
名
家
多

し
と
い
へ
と
屯
、
其
業

を
己

に
知

る
の

み
、
陶寸
國
ば
悉
く
人

の
爲

に
ぜ
し
故

に
、
板
…刻
疑
孅
の
汚
名

を
受
た
り
、
默
鼻
遘
に
士
ゆ
さ
し
右
卩ど
も
、

書
籍

を
見
ざ
る
俗
家

の
も

の
玉
爲

に
は
、
笠
翕
が
書
傳

を
も
委

し
く
亭
假
名
に
し
る
し
て
其
意

,

を
得

せ
し
む
、
倭
漢
謫蝨
法
の
輿
義
を
極
め
.
其
業

に
逑

し
て
書

本
を
あ
ら
は
し
.
諸
職

の
助

と

な
し
、
是
が
爲
に
世
上

に
其
黍

の
力
を
得

る
驚
幾
ば
く
な
ら
ん
、
皆
此
翁

の
丹
誠

に
依

れ
り
。

尋
常

の
淨
世
繪
師

に
列
す
る
人

に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
,
板
刻

の
鍵

に
名
を
得

た
れ
ば
、
姑
く

爰

に
擧
ぐ
、
阿
人
多

し
。

霰

】
守
國
佳
所
は
大
坂
願
慶

町
四
丁
目
と
竇
典
邇
考

の
奧
書

に
見

え
た
り
。

門
襟

守

図
筆
繪
本

　
　
繪
本

通
寶
志
　
【新
】
+
懸
　
　
　
　
　
　
　

同
玉

の
壷
　
五
溺



同
書
志
　
三
珊

同
詠
物
選

五
懸

【書

同
寫
寶
袋
　
【蠱

+
紐

同
扶
桑
諱
譜
　
五
研

同
謠
曲
査
志
　
醗
棚
三
近
編

　

　

{默
】
同
野
山
草

　
五
溺

【総

同
故
事
談
　
【新
】
+
溺

同
畫
典
通
考

　
+
班

霾

】
同
直
指
賽

　
【新
】
+
班

同
遐
筆
種
聲

　
三
珊

同
本
朝
{書
翻
苑
　
　
穴
撚
…

鬥糞

同
鶯
宿
梅
　
霧

】
ヒ
艇

南
都
名
所
圃

嘉

同
萬
歳
武
勇
糟
鑑
　
三
班

有
馬
勝
景
國

　

嘉

【鷺

唐
土
訓

家

鬮
彙
　
図琶

+
五
懸

汽只
】
ロ
ハ誠
按
ず
る
に
享
保
時
代
刻
板

の
密
聲

は
唐
土
議
蒙
鬮
彙

に
始

れ
る
成
べ
し
。
夫
よ
り
以

前
か

曳
る
細
…密

の
板
本
を
見
る
事
な
し
。

*
繪
本
野
山
草

は
偵
賎
の
著

75

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

・

【
追
】
懷
　
月
　
堂
　
霾

】
(淺
草
諏
訪
町
居
住
す
)
俗
構
《
故
】
岡
崎

霾

】
源

七
.號
安
慶

【迢
】
享
保
申

の
入
、
世
事
談

に
見
ゆ
、
姓
名
つ

ば
ら
な
ら
ず
。

今
折

々
共
繪
を
見
る
に
懐

月
堂

と
の
み
あ
り
。

　 　　 　　 *
べ渡 見落 れは安
しのすさ款 ど見度

　誤 、あ宍 るの
　 な慶 る慶鎹落
　 るはをのな款

書

勤

ー
奪
ー
i
ー
:
毫
蕁
翌耋
妻
ー
壽
ー

畢
凄
竃
鬘
害耄

董

ー

毳
三
ー
…
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門壇
】
正
徳

四
年

の
三
月
、
奧

女
中
江
島
殿

一
件

に
て
、
生
島
薪
五
郎
遶
島

の
時
、

豆
の
大
島

に
誦
居
す

と
云
。
木
挽
町
山
村
座
欠
所
と
な
り
し
は
此
時
な
り
。

【螫

世
事
談

に
云
、
現
在
は
懐
月
堂
、
奧
村
政
信
等

な
り

云
々
。

共

に
暫
く
伊

　
　

　
　
霰
】
鳥

居

溝

倍

清
信

の
男
な
り
、
正
徳
享
保
元
丈
頃

の
人
、
父

に
劣

ら
ず
名
人
に
て
池

の
端
辨
天
の
就

に
助
六

の
看
板

に
筆
殘
り
し
が
今

は
絶
て
な
し
、
壹
枚
繪
あ
り
。

鳥

居

清

經
　
清
滿
門
弟

　
　
　
　
(鳥
居
)
清
忠

浮
繪
彩
色
能
書
也
。

　
同
斷

米
澤
町
角

*
臻

鷁

循



　
　
　
(鳥
居
)
清
重
　
三
代
目
清
信
門
弟

市
川
海
老
藏
似
顏
能
く
書
也
。

(鳥
居
)
清
勝

(鳥
居
)
清
次

(鳥
居
)
清
久

(鳥
居
)
清
定

(鳥
居
)清
廣

五
代
目
清
信
門
弟

　同
所

日
本
は
し
小
松
町

花
房
町

堺
町

　

小
柳
町

高
砂
町

零
小
網
町
か

*
高
砂
短
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(鳥
居
)
溝
房

(鳥
居
)
瀋
時

　

　

　

一
本
二
之

(
鳥

居

)
溝

定

　
　
　

(鳥
居
)
清
政

幸
四
郎
、
富
十
郎
、
宗
十
郎
似
顏

を
能
く
書
也
。

　
　
　

古

幽

師

政

　
門
弟

米
澤

町

需
∴川
海

老
藏

其
外
役

者
似
顏
名

人
、
似
顔

繪

の
初
。

〔故
】
古
山
師
重
が
男
な
り
、
俗
稱
新
九
郎
、
慂
稱
を
文
志
と
い
ふ
。
書
…法
を
師
宣
に
學
ぶ
、
爾

國
江
市
長
屋
に
住
す
、
寶
永
頃
よ
り
享
保
頃
の
入
な
り
。
此
入
に
至
り
て
菱
川
の
聲
風
を
失
ふ



と
世
事
談

に
見
ゆ
、
此
人
市
川
海
老
藏

の
似
貌

を
書
出
す
と
。

　
　
　
　
近
藤
助
五
郎
満
春
　
元
祗
溝
信
門
弟

霰
】
江
戸
の
産
に
し
て
　
赤
本
金

牛
繪
本
な
ど
書
く
、
三
徳
享
保
の
頃
也
。

　
　
門
三
】
三
馬
按
、
惰
蓉
は
吉
原
飆
…H見
記
、
弊
芝
居
狂
言
本
等
.
自
書
鬟

に
て
數
多
開
板
せ
り
、

　
　
此
簿
委
く
ほ
別

(
に
)
記
録
す
.、

【新
掴
類
考

に
元
組
鳥

居
滞
后
旧
の
門
弟

と
い
ふ
ほ
魂
寒
な
り
、

奧
冖村
岬膜
U信
、
}四
村
重
喜
ハ、
近
沖縢
清
春

の
三
人
は
各
獨
立
也

、
此
矇
代

の
淨
世
繪
は
す
べ
て
鳥

居
の
畫
風
を
慕

ひ
し
畜

の
也
。

月
岑
子
按
に
、
享
保

の
頃

の
板
刻
に
議
藤
清
信

と
い

へ
る
あ
り

.
翦
考

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

【整

江
戸
名
所
百
人

一
首

　

一
柵
自
靈
作

　
　
道
外
百
入

一
首

*
肖
露
作
也
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【故
】
近

藤

溝

信

享
保
頃

の
板
刻

に
此
名
あ
り
、
清
春

の
男
か
、
考

ふ
べ
し
。

鋒

㌻慝遲
鞋

膏・電ミ診頒宰'曇

誓
欧ー

鳥薈董
萋
莠

ぎ蠧

馬7霎
ー

.遜

丁

塁イζ睾
膳
ア彗
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璽
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ξ
ー
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ー

耋

号
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鬘
ミ
金
・諱
ー

ー

耄

ー

磁舞凄

尹ー

至舜ー

寒㌦ξ

曲.耄

世鼕
ー

や豊
蕁

櫓̂
、蔓
..、「、邸
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奥
村
文
角
政
信
　
通
油
町
本
屋
也

鍾
以旭
の
繪
名
人
目
玉
丸
く
金
筋
を
置
、
肄
俘
繪
紅
綸
帽
の
始

め
、
枕
繪
上

手
。
う
つ
し
繪
日
本
繪
師
、
志
道
軒
繪
等
出

ス
。　
　

8
印
押

　

　
　
　
【
壌
】
奧

村

政

信
　
(享
保

の
比
)
俗
稱
本
屋
奧
村
源

六

薪

】
或
は
源

八

霾

】
(江

　

　
　
　
　

戸
通
鹽
町

に
佳
す
、

一
本

に
油
町
書
肆

な
り
)
號
文
角

(お
や
ま
繪
師
と
か
た

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

親
ノ
謖

　

　
　
　
　
　
が
き
あ
り
)
内新
】
觀
妙

【壌
】
芳
月
堂

.
丹
鳥
齋

交
角
政
信
は
自

ら
日
本
繪
…師

と
か
け
り

、
朱

に
て
瓢
鹽

の
印
を
用

ゆ
、
漆

書
た

竜
多
し
、
-淨
縛

と
云
て
名
所
其
外
牧
狩

の
圖

、
曾
我
十
番

切
等
、
遶
景

の
奧
深
く
見
ゆ

る
圖
を
、
板
行

に
せ
し

な
り
、
其
比
は
大

に
流
行

す
、
紅
豊

の
始

め
な
り
、
淺
草

【新
】
(寺
境
内
)
に
出
し

【新
】
(講
釋

肺

深
井
)
志
道
軒

の
容
を
繪
く

に
妙

な
り

と
云

へ
り
。

【只
誠
本
】
月
岑

云
、
政
信
重
信

が
頃

の

一
枚
繪

に
三
枚

つ
づ
き

の
も

の
多

し
、
和
歌

三
騨
、
三
夕
、
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三
幅
野
な
ど
名
付
し
物
な
り
、
彩
色

は
紅

と
萠
黄

の
み
な
り

。
門故
】
雜
司
ヶ
谷
に
草
摺
引

の
額
あ

り

。

.

《新
】
繪
本
新
吉

原
千
本
櫻
。
迸
聲
式

數
諞
0
繕
跡
艢
齪
軈
徹
知
網
綣
鶸
勲
麟
罐
脳㎜
鰤
麟
隙
捷
縮
嗾
を

　
　

【故
】
要
石
　
二
紛
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

き
ほ

ひ
さ
く
ら

　
　

江
戸
紫
裳
紺
　
二
班
　
　
　

　
　

　
　
　

　
繪
本
江
戸
繪
簾
屏
風
　
二
溺

　
　
煖

め
鳥

　
二
肪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繪
…本
金
剛
力
4.山　

二
班

　
　
砦
草
源
氏

　
　
　
　
奥

村

利

信

　
　
　

霾

】
寛
延

一一
年
巳

の
新
板
疱
瘡
除

の
末

に
鶴

月
堂
奥
村
文
全
利
信

と
あ
り

。　
　
　

　
　
　
　

　

*
此
項
淨
世
繪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
年
史
に
依

【新
】
一
枚
繪
あ
り

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

る

　
　
　
　
【壌
】
奧
村
交
志
政
房

薪

】
文
志
と
號
す
、

一
枚
繪
、
草

双
紙
等
多
く
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
`
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【
ミ
】
年
玉

ひ
ま
ち
咄

と
云
稗
史

に
江
戸
諸

々
□
賣
物
其
外
物
も

ら
ひ
流
行
物
等

の
始

り

を

甕
記

し
、
中

に
享
保
十
年
よ
り
初
今
專
ら
行

は
る
エ
と
記

た
る
所
あ
り
、
通
町
奥
村

と
上

は
書
あ
り
、
丈
角
門
人
奧
村
文
志
政
房
書
と
あ
り
。

　
　
　
　
【故
】
暴

川

重

利

　

　

　

　

、

此
人
自

ら
大
和
繪
…師

と
い

へ
り
。
享
保
頃

の
人
歟
…と
思
ば
る
。.
う

る
し
繪
有
を
見
た
り
。
其
繪

に
は
せ
川
町
ゑ
さ
う
し
お
ろ
し
根

元
あ
う
み
や
九
兵
衞

の
新
板

と
あ
り
た
り
。

　
　
　
　
【芭

藤

田

秀

棄

　此
頃

の
人
鰍
、
赤
本

の
桃
太
郎
有

を
見
た
り
の

*
享
保
頃

　
　
　
　

【故
】
井

村

勝

吉

其
傳
詳
な
ら
ず
、
京
師

の
入
な
り
。

　
　

丹
前
雛
形
　
寶
永
元
年
刻



　
　
　
　
吉

川

盛

信

其
傳
詳
な
ら
ず
、
京
師
の
人
な
り
、

　
　
近
士
忠
義
太
干
記

俗
稱

牛
弐

と
い
ふ
o

　
　
　

西

村

重

長

同
町
(
遖
油
町
)
地
圭
後
神

田

へ
移

ル
本

屋

二
成

ル

淨
盡
、
紅

繪
、

書

本
、
哥
舞

妓

役
者
繪
等
出

ス
。

　

　

酌新
】
仙
花
堂
と
號
す
、
享
保
の
頃
、
通
油
町
に
佳
す
、
一
枚
繪
竇
本
等
多
く
露
け
り
、
此
頃
の

　
　
　
　
　

　

一
枚
繪
に
西
村
孫
三
郎
と
書
た
る
あ
り
、
重
長
俗
稱
歟
。

　
　
繪
本
江
戸
土
産
　
初
編
三
筋

重
長
書

　
　
{故
】
今
檬
職
人
蠱
百
人
一
首
　
毒

*
影
花
堂
と
も

*
孫
三
郎
は
重

信
な
り

83

　

　

　

橘

　

保

國

*
二
代
目
守
國

と
同
人
か



'
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守
國
が
男
な
り
、
竇

法
を
父

に
學

ん
で
能
く
せ
り
、
號
後
素
軒

と
云
、
印
章
も
父
守
國
と
同

じ

く
勝
字

の
印
及
び
橘
有
税

の
印
章

二
顆
を
押

せ
る
は
父
子
と
も

に
名

の
み
異
に
し
て
號

は
同

じ

か
り
し
如
く
覺
ゆ
れ
ど
も
、
父
存
生
中

に
同
號
同
印
章

を
用

ひ
し
に
は
非

ず
、
父
歿
後
に
繼

た

る
た
り
。
保
國
法
眼

に
敍

せ
ら
れ
て
寛
政
四
年

に
卒
す
、
享
年
七
十
六
歳

な
り
。

　
　
野
山
草

　
寳
暦
五
年
板

　
　
　
　
　

ネ

ニ

代

目

　

橘

　
　
　
　
天
明
よ
り

守
　
國

*
二
代
目
守
國

ぱ
保
國
と
同

人
か

　
　
　
　

【追
】
女
龍

　
【堰
】【新
】
阿
リ
う

【追
】
享
保
申

の
名
書
也
、
版
下

を
か

&
ず
。
略
傳
世
事
談

に
見
ゆ
。
山
崎
氏

の
女
也
。

【漸
】
下
谷
長
者

町
御
旗
同
心
山
崎
文
右
衛

門
娘

に
て
芝
紳
開
前

の
境
内

へ
出

て
繪

を
轡
け
り
。

【故
】
近
世
逸
人
聲
史

に
云
。
女
龍
は
下
谷

の
人
、

鬢
を
菱
川
師
宣

に
學

て
其
書
風

一
工
夫
あ
り

て
奇
趣
あ
り
。
業
卒

の
湟
槃
像

の
奇
圖
を
作

る
。
實

に
女
子

の
英
傑

な
る
者
な
り

。



　
　
　
　
【
逼
】
川

枝

豊

信

箔

】
京
師

の
人
、
享
保
十
六
年
版

【新
】
(三
國
)
【
追
】
朗
詠

狂
舞
蘯
と

い
ふ
本

の
燮
者
也
。

h新
】
享
保
年
申

の
人
、
俗
稱
號

と
も
未
詳
。

霰

】
洛
下
亭
と
號
す
。
西
川
風

の
美
人

を
能
し
、
當

時
の
風
俗
を
寫

し
て
多

く
繪
本

に
行

る
。

85

　
　

　
　
躄

】
羽

川
珍
重
沖
信

享
保
申
、
江
戸

の
人
、
芝
居
繪
本
、
吉
原
細

見
記

の
さ
し
繪

、

赤
本

の
繪
等

お
ほ
く
か
き

ぬ
。

{新
】
本
姓
奠
申

氏

【故
】
(
繪
情

齋
、)

武
藏

國
塔
玉
郡
川
口
材

の
人

也
、
俗
稱
太
田
辨

五
郎

と

云
踏

默

名
は
沖
信

三
同
と
號
す
、
弱
冠
よ
り
江
戸
に
出
て
羃

鳥
居
清
信
に
肇

・
心
さ

ま
老
寰

に
し
て
言
行
を
愼

み
、
邂
山
翫
水

に
杢
肩
衣
を
腕
事
な
し
、
享
保

の
頃
世
に
行

れ
て
芝

居
繪

本
、
吉
原
細
見
記

の
さ
し
繽
、
赤
本
読
經
淨
瑠
璃
本
等

の
指
繪
多
く
竇
き
ぬ
、
老
袤
し
て

　
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

購二
同
宜
觀
居
士

と
號
す
、
寶
暦
四
年
七
月
廿

二
日
…葛
飾
郡
川
津
間

の
星
藤
…浪
氏

の
家

に
病
死
す
、

享
年

七
十
餘
歳

、
池

の
端
東
圓
禪
寺

に
葬
り

ぬ
。

　
辭

世
　
た

ま

し

ひ

の

ち

り

際

も

今

一
葉

哉

*
藤
浪
氏
ぱ
麟

沼
氏
の
誤
、

藤
沼
氏
の
妻

は
珍
重
の
蛭
.

也

(燕
石
趨

誌
に
ょ
る
)
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【追
】
谷
中
感
應
寺

の
天
井
龍

と
天
人
は
嬲
川
藤
永
と
書
名
あ
り
、
珍
重
門
人
か
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

{
三
】
三
馬

云
、
珍
重
門
人

に
挧
川
和
元
あ
り
、
附
録

云
珍
重

は
曲
亭
翕

の
伯
父

の
よ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
【
菎

粥

川

藤

水

霰

】
珍
重
門
人
な
り
、

谷
申
感
應
寺

の
天
井

の
龍
と
天
人

ほ
此
人

の
筆

な
り
、
師

と
同
時

に
芝

居
繕
本
吉
原
細
見
記
上
る
り
本
赤
本
等

の
さ
し
繪
多
く
聲
さ
、・
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
冨

川

房

信
　

俗
名
小

松
屋

三
右
衞
門
、
吟

雪

と
も

、
後
百
龜

　
　
　
　
　
　
　
　
と

云
、
享

保
寛

保

の
頃

。

一
枚
摺

草
双
紙

な

ど
あ
り
、

つ
た
な

き
方

也
。、

{追
】
大
傳
馬
町
三
丁
目
山
本
九
左
衞
門
と
云
繪
研
子
問
屋
の
生
人
な
り
、
家
お
と
ろ
へ
て
後
に

繪
師
と
な
れ
り
、
房
信
の
子
を
長
兵
衞
と
云
、
版
本
を
摺
て
業
と
す
、
叉
娘
二
人
有
り
兄
弟
三

人
と
屯
今
存
生
す
、
此
山
本
九
左
衞
門
は
古
き
本
屋
に
て
、
貞
享
板
江
戸
鹿
子
に
も
見
ゆ
、
房

*
珍
重
の
事
轟

石
襍
志
に
詳

し
、
馬
琴
の

伯
父
に
あ
ら

挙
祗
父
の
駆

父
な
う

*
羽
川
藤
永
の

誤
か
、
珍
軍
.

の
項
參
照

*
房
信
と
百
亀

と
は
別
人
、

爾
者
を
混
同

せ
る
は
何
か

の
誤
也



、
.

信
が
代

に
斷
絶

せ
り
。

汽巉
】
(摺
職
人

に
山
本
長

兵
衞
あ
り
、
本
所
横
網
町
)

h故
】
吟
雪
が
繪
ぽ

鳥
居
風

に
似

て
少

し
異
な
る
。

豆
繪

と

い
ふ
も

の
此
人
並

に
溜
經
頃

よ
り
は

じ
ま
る
。
寛
保
寶
暦

の
頃
本
郷

に
住
す
。
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冒
ハ誠
本
】
春

川

秀

蝶

按
す

る
に
春
川
秀
蝶

と
い
へ
る
も

の
あ
り
、
江
戸
愛
宕
山

に
祇
菌
會

の
細
圖

の
額

を
延
享
四
卯

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

マ　
へ

年

に
書
て
掲
け
た
り
、
見
る
に
は
有
し
が
惜
戴

蔀
永
三
年
戌

の
火
災

に
亡
び

た
り
。
潔
川

八
幡

宮

に
も
此
秀
蝶

が
竇
き
た
る
境

内
の
圓
額

に
書
き
た
れ
ど
不
爵

來
な
り
、

　薗

の
春
川
は
時
代

は
る
か

に
隔

た
れ
ど
も
若
く

は
こ
れ
が
餘
類

か
。

　

　
【邉
】
下

渮

邊

拾

水

薪

】
天
明
頃
　
京
師
雙

丘
佳

　

　
　
　
　

　

お

【追
】
西
川
砧
信

と
同
時
京
師

の
人
、
聲
本
板
刻
も

の
多

し
毒

　　*

な春春
さ拝i川
す五煢
　七山

等'

*
肺
信
よ
り
時

代
少

し
下
る
.、

朗
和
よ
り
寛

政
に
到

る

ー

ー
註
ー
豊
ー
凄
ー

ー
妻
～
7享
爭
ー
ー
頓糞
ー

ー
璽
羹

簍
ー

ー

ー

ミ弓
…

噛萋

ー
ー

書
ー
ー

……
ー
…
ー
ー
三
ー
ー

ー

ー

ー
ー
ー
ー

冷葦
ー
庵ー睡
量
ー

耋
ー

霧善

ー

萋
萋
ー

ー

鼕
ー
羣
ー
ー
"…
、
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翁

】
此
人
狩

野
家

の
書
風

を
學
ぴ
て
近
世

の
上
手
な
り
、

砧
信
守
國
が
刻
本

の
筆
意

に
似
た
り

と
い
へ
ど
も
大
同
小
異
あ
り
。

　
　
壌
補
頭
書
訓
蒙

圖
彙

【新
】
大
成
　
【堀
】
+
册

　
　
繪
本
や
し
な
い
興
覊
轟
輙
報
窺
靉
獵
媚
孀)

　
　
繪
本
を
し
へ
艸

其
他
多
し
、
聲
名
わ
す
れ
た
り
、
遉
て
書
加
ふ
べ
し
。

　
　
薪
】
伊
呂
波
歌
繪
抄
　
三
册
　
　
　
　
　
　

教
庭
訓
　
婦剏
　
贈
螻
舮
鞭
飯

　
　
姫
蠢

都
織

顛

輔
　

　

　

京
の
水

二
班

齷

籬

　
　
繪
本
福
緒
縮
　
二
柵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繪
本
高
名
鑑
　
二
研

　
　
繪
引
節
用
集

韆

籬

　
　
霰
】馨

魁
響

三
粉
　

　

百
ム

驚
課
蕗

講

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
【新
】
門

人

國

雄
　
門堰
】
皎

天
齋

俗
稱
酢
屋
李
十
郎

、
霰

】
寛
延
頃

の
人
、

【書

此
人
名

を
好
ま
ざ

る
が
故

に
、

世

に
し
ら
れ
ず
、

*
守
國
門
人
の

意



生
涯
を
困
窮
し
て
絡

れ
り
、
落
欸

し
て
世

に
遺

せ
る
謎
も
な
け
れ
ば
、
人
其
名
を
し
ら
ず
、
古

來

か

』
る
類

の
後

世
に
傳
ら
ざ
る
も

の
多
か
る
べ
し
、
世
入
み箜
～
は
目
を
賤

み
耳
を
貴
べ
る
こ

と
歎

か
は
し
き
事
な
ら
ず

や
。

　

　
毛
詩
鬪
譜

(皎

天
齋
國
雄
竇
)
刻
本
世
に
行

れ
た
り
。

　

　
　

【故
】
三
代
目
　
鳥

居

嵐
們
滿

俗
稱
牟
三
、
清
信

の
二
男
或

は
清
倍

の
男
と
も
。
芳
町

に
佳

し
て
三
味
線
職
を
業
と
す
。
弟
有

し
が
早
世
な
り

。
壹
枚
繪
、
双
紙
等
有
り
。
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田

村

貞

信

年
暦
詳
な
ら
ず
と
雖
も
享
保
よ
り
後

の
人
な
る
べ
し
、

　
　
　

勝

川

輝

重

貞
信
同
時
の
人
な
る
べ
し
、
一
枚
繪
あ
り
。

一
枚
緯
あ
り
。
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石

川
豐
儒
秀
葩

　

重
長
門
弟
　

小
傳
馬

町
地

主

寶

暦

の
は

じ
め
紅
繪
多

し
、

小
傳

馬
町

【芭

族
人
宿

ぬ
か
や
七

兵
衞

と

い

ひ

し
も

の
也

、

一
生
倡
門

酒
樓

に
遊
す

.
し

か

る

に
よ
く
男

女

の
風

俗

を
寫

せ
り
。

一
枚

繪
多

し
、
書

本
も
あ

り
。

　
　
　
　

　

　
　
【薯

號
開
篠
堂

汽新
】
初
名
西
村
重
保
、
狂
歌
師
冖六
樹
園
飯
盛
の
父
な
り
。
天
明
五
巳
年
五

月
廿
五
日
残
す
。
【故
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

年
七
十
五
歳

薪
】
淺
草
榧
寺
に
葬
す
。

　
　
狂
歌
万
載
集
　
二
班
　
脳
劃
　
　
　
　
　
　
　
繪
本
宋
摘
花
　
一嘉

　
　
　

飯
盛
が
父
の
死
し
け
る
と
き
、
い
し
か
は
し
う
は
を
と
ふ
ら
ふ
と
い
へ
る
十
二
の
文

　
　
　

堂
、を
上
下
の
句
の
上
に
お
き
て
よ
み
て
つ
か
ほ
し
け
る

　

四

方

赤

良

　
　
　

O　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
ど
け
ト
モ　
O

　
　
　
　
い
し
ぶ
み

を
た
つ
る
飛
脚
の
ゆ
き
こ
玉
け
　
し
ら
ぬ
根
の
く
に
底
の
く
に
ま
で

　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
か

し
つ
き
し
父
の
み
ひ
と
り
先
た
て
玉
　
　
は
&
と
そ
ば
か
ら
氣
を
や
い
た
む
る

*
明
は
阻
の
誤

*
淺
萱
黒
舟
町

鋲
覺
寺
の
俗
「

稱



　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む

　

　

　

　

し

て

の
山

こ

へ
て
七

日

に
な

り

ぬ
れ

ば

　

　
う

ち

は
な

み

だ

の
川

つ
か

へ
か
な

　

　

　

　

む
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　む

　

　

　

　

ば
て

し

な
き

涙

や

の
り

を

こ

へ
ぬ
ら

ん
　

　

を

ひ
た

る

と
し

に
不
足

な

け

れ

ば

　

　

　

　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

と

よ

の

ぶ
と

か

き

し
紅

繪
…の
摺

物
屯

　

　

　

ふ
で

の
あ

と
さ

へ
か

た
み

と

そ
な

る

　

　

　

　
む
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　む

　

　

　

　

ら

い
せ

に
は

蓮

の
う

て
な

を

つ
き

置

て
　

　

ふ

し

ん
竜

い
ら
ず

す

ぐ

に
極

樂

　

　

　

月

岑
按

、
同

時

代

石
川

豐

雅

と

い

へ
る
浮

世
繪

師

あ

り

、

一
枚

す
り

を

見

た
り

、
豐

信

　

　

　

　

が

男
歟

。

(只
誠
本
ご
叉
日

、
柳

宀島
春
慶

寺
普

賢

堂

の
額

に
歌

川

豐

春

七

十

一
の
豊

に
豐

信

補

霆

と

有

り

、

此

豐

信

に
し

て
豐

春

は

們

人

な

る

べ

し

.
欝

可
尋

。

　
　
　
　
【
故
】
石

川

豊

雅

此
時
代
に
壹
枚
繪
あ
り
、
豐
信

の
男
哉

。

*
寶
騒
頃

91

　
　
　
　
春

川

師

宣

賓
暦
の
頃
の
淨
世
繪
師
な
り
、
梵
(傳
…詳
な
ら
ず
、
,…菱
川
師
宣

の
筆
意

に
似
た

れ
ど
も

い
た
く
筆



92

'

劣
れ
り
。

　
　
繪
本
列
仙
竇
典
　
二
班

　
　
　

長

谷

川

光

信

大
坂

　
　

*
享
保
之
頃

是

叉
同
斷

、

士
農

工
商

。

　
　
【新
】梅
峯
軒
永
春
と
號
す
、
叉
松
翠
軒

　

英
勇
書
譜
縄
顯
健
齲
古
屋
　
一劫

　

【整

日
本
山
海
名
蓬
圖
會

　

繪
本
御
伽
姿
名
鑑
　
三
班

　

繪
本
武
勇
力
艸
　
三
班

　

倭
繪
英
雄
鏡
　
二
珊

　
　
　

【菖

寺

井

重

房

、㌔耄

。

淨
世
漫
霆
　
三
珊

繪
本
ゑ
く
ぼ
の
ち
り

繪
本
家
寶
御
伽
　
三
珊

三
珊

*
守

國

の
條

　
「
町
繪
な
れ

ど
竜
よ
の
浮

世
繪

な

ら

す
」
を
指
す



長
谷
川
光
信
同
時
の
人
な
り
、

　
　
蜜
本
勇
者
艸
　
三
班

其
傳
を
知
ら
ず
。

繪
本
國
見
山
　
三
勝

　
　
　
　

【増
】
鳥

山

石

燕
　
俗
稱
日
ロ
　
豐
房

鳥
山
石
燕
は
一
時
の
聞
人
な
り
、
繪
本
あ
ま
た
出
せ
り
、
委
き
傳
追
て
考
べ
し
。

【琶

名
豐
房
、
狩
野
玉
燕
周
信
の
門
人
な
れ
ど
淨
世
繪
に
等
し
き
畫
也
。
塵
塚
談
に
寶
暦
の
頃
、

,淺
草
觀
膏
堂
の
申
、
定
香
爐
の
脇
な
る
桂
に
歌
舞
妓
女
形
申
村
喜
代
太
郎
の
狂
言
之
似
顏
を
長

サ
ニ
尺
四
五
寸
、幅
八
九
寸
の
額
に
竇
て
奉
納
せ
し
を
諸
八
珍
敷
事
に
沙
汰
せ
し
也
囎
驗
麗

甜
駄

氷
川
冠
に
樊
喰
一門
破
、
湯
し
ま
に
草
摺
引
、
…雑

司
ヶ
谷
鬼
子
栂
紳
に
大
森
彦
七
等
の
額
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胥
ノ
饌

　
　

【
遒

繪
本
百
鬼
夜
行

(三
篇
迄
)

+
玉
班
　
　
【新
】
繪

本
比
編

　
　

【
増
.
新
】
水
滸
瀞宜
潜
臨見
　
三
册

　
　
《
新
】
鳥
山
彦
　

購
鵬
摺
　

誠
転
磯
榊
畆
驍
蔗
鰰
凱
勤
贓
斯
跣
瑚
線
谿
隊
薮
伝
破
咏

　
　

霰

】
石
燕
書
譜

　

嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
圖
勢
勇
談
　
室
笳
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霾

】
眠
　

江
　
【暫

橘
姓

【故
】
名

正
敏
、
號

玉
一樹
軒

　

　
【追
】
寶
暦
明
和

の
比
、
【
故
】
(
元
縫

箔
師

、
後
淨
世
繪
師

と
な
る
、
五
文
字
點
式

、

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
此
人

の
書

な
り
、)
職
人
蠱
繪
本

に
摺
込

の
彩
色

を
工
風
し
て
大

に
行
は
る
。

お
ほ
く

*
正
し
く
姪
彩

鬣
職
人
蔀
類

　
　

　
　
【新
】
山

本

義

信

俗
稱

不
七
郎
、
江
戸

の
佳
、
寶
暦
年
中

の
人
也
。

【
一
本
】
供
按
、
淡
嶋
系
圖
の
狂

葺
本

【故
】
青
本

門
未

】
を
竇
く
、
寛
延
寶
暦

の
間
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

【新
】+
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【新
】丹
下

　
　

　
　
【追
】

月

岡

丹

下

霾

】
(天
明
六
年

の
頃
歿
、

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

年

七
十
七
歳
)
　

俗
稱

日
口

(浪
花

　
　

　
　
　
　
人
な
り
、
江
州

の
薤
)
【暫

本
姓
は
木
田
氏

《逼
】
名
昌
信
、
號
雪
鼎
、

一
號
信
天
翕
、
高

田
敬
甫
門
人
。
【新
】
(敬
甫
號
竹
隱
齋
法
眼

に
敍

す
、

初
め
書

を
狩
野
家

に
學
び
後

一
家
を
な
す
。
元
江
州

日
野
藥
店
な
り
、
寶
暦
中
歿
す

八
十
歳

、)

《
追
】
天
明
六
年
終
于
大
坂
、
春
繪

の
名
人
、
叉

印
刻

の
書
本
多
し
。



凶
垉
】
按
る
に
丹
下
彩
色

の
春
書
天

卷
物

を
見
た
り

し
が
、
妙

手
な
り
、

内
故
】
安
永

四
年
板
本
浪
花
郷
友
録

に
月
岡
丹
下
鹽

町
心
齋
橋

に
佳

す
と
有
り
。

　
　
　
　
ヒ角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
雛

【新
】
繪
本
源
氏
物
語

同
諸
禮
訓
　
三
遜

同
和
歡
園
　
三
懸

同
名
取
川
　
三
朋

同
勇
見
山
　
三
珊

同
操
艸
　
三
彫

伺
宇
治
渡
　
三
溺

浪
花
往
古
圜

古
今
百
人

一
首

同
商
馨
待
　
五
溺

同
諸
禮
數
訓
文
庫
　
髭
冊

同
和
貅
n周
四詞
の
花
　
颪
冊

同
武
著
競
　
二
濁

伺
源
氏
山
　
二
勝

同
富
±
牧
狩
　
叫懸

同
女
武
者
勇
粧
競
　
三
滞

縮
本
束
鴎
名
勝
志
　
五
研

歌
納
掛
　
一班

費
暦
十

一
蕪
・正
月
板 同

姫
文
庫

玉
珊

同
潔
見
草

　
二
珊

同
太
夲
樂

　
三
班

同
武
者
團

　
三
珊

同
百
將
全
傳

籖
册

同
壽
艸
　
三
班

同
高
名

二
葉
艸

、
§
珊

　
　
　
　
　
　
　
【故
】

汝
月
百
入

一
首

　

一
班

*
刊
本
新
堰
に

よ
る
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勝

川

春

章
　
勝
川
春
水
門
弟
　
人
形
町
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明

和

の
比

哥
舞

妓
役

者
似
顏
名

人
　

叉
勝

宮
川
氏

と

も

是
も
明

和

の
比
哥
舞

妓
役

者
似
顏

を
ゑ

が
き

て
大

に
行
わ

る
、
【故
】寶
暦
+

一
年
五
人
男

の
繪
を

は
じ

め
と
す
、
其

比
、

入
形
町
林

屋
七
右
衞

門

と

い

へ
る
も

の
方

二
寓
居

し

て
、
書
名

も

な

か
り

し

か

ば
林
屋

の
請

取
到

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
　　
は　
　
　
　
　
　
　

や
　タ
　

壷

の
内

に
林

と

い

ふ
文

字
あ

り
し
を
押

手
と

せ
り
、

入

呼
て
壼

ゑ

と

い

ひ
弟

子

春
好
を

小
壺

と
い

丶
き
、

武
者
繪

を
も
能
く
書

し
也

。

　
　
【三
】
三
馬
按
、
春
章
號
旭
朗
井
、
一
號
酉
爾
、
俗
稱
蕨
助
、
書
書
を
よ
く
す
、
門
人
數
多

　
　
あ
り
、
傳
及
系
圖
等
委
く
は
別
記
に
あ
り
。

【新
】始
勝
宮
川
と
書
す
。
李
林
春
章
と
書
る
も
有

幡
贈
初
緲
緻
碗
磯
収
鰭
臣
%
撹
頑
緲
搬
幡
廂
伽
細
叉
嵩

谷
に
も
學
び
て
一
蝶
風
の
草
甕
を
書
し
と
云
、
寛
政
四
年
十
二
月
八
日
歿
す
淺
草
西
幅
寺
に
葬

す
。

　
　
【故
】
法
名
　
勝
譽
春
章
信
士

碑
の
右
側
に
辭
世
彫
付
あ
り



　
　
　
　
枯
ゆ
く

や
今
ぞ

い
ふ
こ
と
よ
し
あ
し
も

【新
】
此
時
代
よ
り
彩
色
摺
大
に
ひ
ら
け
板
木
師
摺
師
共
に
精
巧
を
極
め
し
か
ば
吾
妻
錦
繪
と
て

海
内
の
名
薤
と
は
な
り
ぬ
。

　
　
繪
本
百
人
一
首
　
膨
鈍
髀
嬾
入
本
　
　
　
　
同
威
武
貴
山
　
三
懸
　
武
耋
笨

　
　
同
簔

扇

鯲
締
顏
　

　

　

同
夏
の
富
士

離
蔽
絅
嘱
饕
鷂
膣
渡

　
　

　

【曳
】
小

松

屋

酪
邂
孺

蒲
哨
後

【
曳
】
.明
和

の
比
大
小

の
ず
り
物

の
繪
多
く
小
松
屋

の
書

る
也
、

を
か
け
り
、
元
飯
田
町
中
坂
藥
舖
也
。

【新
】
鹿

子
餅
落
咄
し
本
大

に
行

わ
る
.。

西
川
氏

の
筆
意

を
學

び
て
春
寳

97

鈴

木

春

信

名
人

西
村
重
長
門
弟



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

　

【
纔

(明
和
頃

の
人
な
り
)
門故
】
本
姓
穗
積

【堰
】
(居
住
兩
國
米
澤

町
角
)
続
湖
龍

　

　

　

　

　

齋

(江
戸
逢
な
り
西
村
雷
萇

門
入
と
云
)

【遒

鈴
木
耨
信

ぱ
淨
世
爽
人
書

に
名
あ
り

て

一
時

の
撒
人
な
り
。

吾
妻
錦
繪
と
稱

す
る
も

の
の

組

と
す
。
書
本

小
本

の
差
聲
等
多
し
。
此
頃

の
聲
本
は
細

か
き
蹴

の
葉

の
表
紙

に
紅
唐
紙
め
外

・
題
を
は
・り
、
袋

入
な
り
。

　　*
な儒湖
りと龍
　は齋
　別と
　人春

篤

明

和
め

は
じ

め
澄
、

吾
妻

錦
繪

を
晝
出

し

て
、

今
・に
是
を
灘

と

す

。

是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は
其
頃
、
初

赤
大

小

躄
】
(の
V
摺

物
大

に
流

行

し
て
、
五

六

へ
ん
摺

初

メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

て
出
來

せ
ら
。、
騨由謡
(夫
よ
り
)
工
夫

し

て
為
、の
錦

蠡

と
は

な
れ
り
。
春

信

一

生
歌
舞

妓
役
者

の
繪

を

か

丶
す

て

い

は

く
、

我
は
大
和
繪

師
也

、

何
ぞ

河
原

も

の

丶
か
た
ち

を
書

く

に
だ
え

ん
や

ト
也

。

其

心
ざ

し
か

く

の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
　
み
す

と
し
。
明
和

六
年

の
頃

、

湯
島

天
神

に
、

泉

州
石
津

笑
姿

の
開

帳

あ
り

し
時

、

二
人

の
巫

女
み

め
よ
き
を

ゑ
ら

び
て
舞

し

む
。

名

を

お
浪

お
、、、

*
初
期

の
作

に

役
学
繪

あ
り
、

必
す
廴
竜
此

處
に
云
ふ
所

の
如
く
な
ら



　　　　　　騰
纛

滞

・鸞
驚
鰭

.

.新、麟

鬢

蕎

曇

薪
】ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
同
噛化
か
つ
ら
　
内薪
】
ミ

　
　
　
　
　
　
　

曇

孕

代
の
餐

誓

　

　

触竰殉同
さ
い暑

藝

　
　
　
　
　
　
　

奮

裂

の
錦

薪
】
こ
　

　

《瀚細鐔

涯萎

《新
芝

　
　
　
　
　
　
　

霧
】同
い
ろ
籔

　

　

　

,
【填
蜘禦

イ.」臨氏草

霧
】
ミ

　　　　　　　蘿
蕪

ぎ
欝

郵

　鑑
新】ミ

　
　
　
　
　
　
　
《塘】
か
さ
も
り
お
せ
ん
、
飴
費
土
李
艫

鬢

ー

銀
萋

じ
と
い
墓

夛ー

呈ー

ヂ

ー

ー

～

～

歪
～



蓴

8

蔭

1◎o

,

草
な
り

。

【三
】
三
馬
按

に
、
此
門
人
某

橋
本
町
に
在

て
二
代

目
春
信

と
な
る
。

後
年
長
崎

に
至
り
、

蘭
書
を
學

び
て
、
再

び
江
戸

に
歸
り

て
大

に
行

る
。
所
謂
司
馬
江
漢
是
也

。
元
祕
春
信

の

　
　
　

簿
井
鏡
書
の
事
等
別
記
に
記
せ
り
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.
蝦
蠡

豢

　
　
　
　
霰

】
吉

川

定

野

春
信
同
時
の
人
、

一
枚
繪
あ
り
。

　
　
　
　
湖

　
龍

　
齋

　
爾
國

や
け

ん
堀

　

*
*
　
　
　
　
*同
時

右

同
斷
、
後

に
浮
世
繪

を

か

丶
す
、
下

手
。

　
　
【三
】
三
馬
按
、
湖
龍
齋
姓

ハ磯
田

【故
】
名
正
勝

【三
】
俗
稱
庄
兵
衞
小
川
町
土
屋
家
ノ
浪

　
　
人
ナ
リ
、
傳
委
ク
ハ
別
記

エ
ア
リ
。

内漸
】
西
村
重
長
の
…門
人
と
な
り

　 　　 　　　 　 *　　　*

受 り弛者俗 る調の*　 す明
くしな盡幕「の一同
の髫と舞男條筆斷
旬方竜坡女に齋は
をなつ役風あ:交前

和
頃
旋
さ
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【壇
】
東
都
藥
研
堀

の
隱
士
と
書
名
を
記
せ
・り
。

按
る
に
、
錦
繪
を
細
長
く

つ
ぎ
、
吉
原
遊
女
書

な
ど
を
ゑ
が
き

て
表
具
し
、
俗

に
柱
か
く
し
と

云
、
聯

の
如
く
に
し
た
る
繪

多
し
、
此
頃
專

ら
流
行

せ
し
竜

の
な

る
べ
し
。
、
薪

】
後
法
橋
と
な

る
。

　
　
混
雜
倭
草
書
　
三
朋
　
板
本
な
れ
ど
頗
筆
力
見
ゆ

　
　
　
　

網
筆

齋

文

調

象
井

町
、

　
　
　
　
　
　
明
和

の
頃

男

女
風
俗
歌
舞

妓
役

者
書

と
も

つ
た
な
き
方
也

、

二
代

目
八
百

藏

似

顏

　
　
　
　
　
　
　

ネ
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　
　
ま

を
能
く
す

【増
】
石
川
幸
元
門
人

【琶

門
人
に
岸
文
筴
と
い
ふ
あ
り
。

　
　
　
　
【故
】
菊

川

秀

信

萌
和
頃

の
人
な
り
、
細
繪
あ
り
。

　　　*　　　　*
と歌此*る 編此
云名名繪　年條
ふをあ双　.史淨
　頭 り子　に世　光狂に　 依繪
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柳

　
文

　
調

　
日
本
ぱ

し
南
油

町

　
　
　
　
　
　
.
蒋

　
　
　
　
　

右

同
斷
、

二
代

臼
十
町

似
顏

を

よ
く
す
、
豊

後
節

常

盤

津
朝

　
　
　
　
　

太
夫
弟

子

に
て
淨
瑠
璃

を
よ
く
語

、
上

手
。

　
　
内三
】
三
馬
按
、
p柳
文
朝
門
人
(に
)
文
康
あ
り
、
俗
稱
安
五
郎
人
呼
て
丈
康
安
と
い
ふ
、
老

　
　
人
に
て
今
倚
存
す
。

ハ故
】
號
南
龍
齋
、
佳
居
通
油
町
南
新
道
或
は
南
油
町
と
も
い
ふ
。

【無
】
狩
野
流
の
聲
を
學
び
浮

世
繪
を
か
け
り
。
【堀
】
明
和
の
末
よ
り
寛
政
の
比
。
"深
川
靈
巖
寺
に
碑
あ
り
。

*
朝
の
誤

同
噂
は
明
和

の
比

*
*
同
斷
は
前

の
舶簍
齋
文

調
の
條
に
あ

る

「男
女
風

俗
誓
舞
妓
役

鰹
盡
と
嬬
っ

海
な
き
方
な

り
」
な
さ
す

ゴ琳亭

　
　

　

【堰
】
珠
　
雀

　
齋
　
(年
暦
姓
氏
未
詳
)

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
齋

麓

】
始
系
、

一
實

に
正
似
顏
書
書
　

　
珠
雀
女

【漸
】
よ
く
役
者
繪

の
似
顏
を
竇
く
。

　畢



iα3

　
　
　
　
　
　
内増
】餐

蠶

靂

よ
寛

姜

輩

鍵

ナ

　　　　　　　　勲簿

擁

難
轄
　屋　麟
・纏
糶

靉

靉
爨
鑄
騰

覊
綜
擁
雑

、　
　

《鏤
繪
本
物
見
ヶ
岡
　
ミ
班
　
薪
嗣江
芦
名
庚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
】同
武
勇
金
剛
力
±

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繕
本
也

唱

鼻

ー

ー
ー

茎

ー

ー

ー

晝

ず
垂ー

、ー

、～

ぎ耋～

ー
～

!

～

～

～

～

ー
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【
三
】
一二
馬
按
、
痞
旧長
俗
稱
」新
助

騨一
非
ズ
、
市

兵
亠衞
ト
云

ヘ
リ
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

{散
】
北

川

豐

章

安
永
頃
よ
り

の
人
、
鳥
山

石
燕

の
男
な
り
、
小
本
等

に
差
緡
あ
り
。

　
　

　

霰

】
申

村

慶

子

歌
舞
妓
役
者
女
形
申
村
富
十
郎
な
り
、
書

を
善

し
て
英
慶

子
と
聲
名
す
、
安
永
三
年

の
評
到
記

に
極
上

々
吉

拉
殿
蔀
市
川
海
老
藏

と
並
び
有
。
俳
優

に
て
板
刻

の
聲
本
有

は
珍

ら
し
、
故

に
姑

く
爰

に
擧
ぐ
。

　
　
霰

】
慶
子
竇
譜

　

扁
珊

　
　

　

門

牛

齋

欷

童

安
㌦永
頃

の
人
、
畿
円
本
あ
り
o

　　　　*
也歌男 り此
　鷹に'の
　の非石設
　前ず燕非
　嶺'の な



》 隔 一_

　　

藝

ユ06

　
　
　

谷

久

和

ホ同
前

　
　
　

卸
川
友
幸

案

頃
の
人
、
葉

多
疉

け
-
、
友
幸

は
蠱

作
の
物
多
し
.

圭*

2　 ・
此
頃
の 奥 笑
人鰍

秀 丸
Q

鑑

肇

糴

蠶

鋳

轟(ー
*
隷

譖

人
ヤ

*
菱
㎞川
の
談

か

*
安
永
頃

も

悔

導ー

ー
ヨ
ー
ー

、ー

～

夢ー

ー
ー

ー

～

ー

ー

曜̀



畔…
ー

ー

～

ー

～

-
～

ー

ー

ー

ー
ー

,

.lo5

靆

懸
鞍
讐

.議
襲

鴫
難
驫

韈
羈
灘
嚢
難
灘

難
糠
雛
鬱
鶴

悪

鐸

露

驚

韃

蠶

'羣

袤

に豐
信
補
釜
と
あ
る
も
し

く
は
石
川
豐
風

門
人
に
黐

鷲

へ
し
と
奮

。

　
　
　
　

州新
】
押
上
春
慶
奪
碑

.
髄
理
黝

綱
藤
逕

讐

醸

鬱

ノ三
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〔 一 　　　　　　ゴ

ネ丈
化
十
一
戌
春

行
年
八
+
才

元
組
歌
川
昌
樹

　

歌
川
妙
葛

祐

は
根

に

　
名

は
櫻
木

に

　

普
賢
象

　

　

の
・り
の
う

て
な
も

　

　

　

妙
法

の
聲

帖7
牧
目

歌

川

豐

春

歌 歌 歌 大 歌

川 川 川 聾 川

豐 豐 豐 規

廣 國 秀 行 貢

内薪
】
后
年
豐
春
と
名

の
り
し
者
あ
り
文
政

の
頃
な
り
し
。
門整

翫
脈

の
者
か
。

其
後
寶
名
を
不

、見
◎

{新
】
京
師
板
行

の
讀
本
に
歌
川
豐
秀

と
云
者
あ
り
、
豐
國

の
門
人
な

る
か
未
詳

。

　

【新
】
車
櫓
翻
猟物
語
　
甲
」賀
三
郎
巖
物
語

　
聚
義
雜
法
磊談
麓
守
也
、
尤
も
拙
な

し
。

　　　*
て:年を新
訂皮孝孚堰
すに世の
　よ艪震己　

り編載
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ホ

　
　
　
　
【壇
】
法

橋

關

月
　

(天
明

よ
り
享
和
年
申
)

俗
稱

ロ
ロ
大
坂
人
な
り

.
姓
蔀
　

法

　
　
　
　
　
　
橋

に
敍
す
。

　
　
　

ホ

　
　
【三
】
三
馬
按
、
伊
勢

【新
】
參
宮

【葺

名
所
圖
會

【琶

(
八
珊
)
【
三
】
は
月
岡
丹
下
門
人
法

　
　
橋
關
月
が
筆
な
り
、
關
月
ば
高
手

の
書

工
な
り
、
山
海
名
産
圓
會

と
此
書

と
を
竇
き
、
壯

　
　
年

に
し
て
歿
す
、
惜

む
べ
し
。

　
　
　

　

薪

】
名
は
徳
蘯

、
字
は
子
濫

、
霰

】
叉
阮
。
通
稱
原

二

霰

】
始
め
月
岡
雲
鼎

の
門

に
入
て
學
び
、
叉
後
和
漢

の
書
法
を
學
ん
で
入
物
山
水

に
長
じ

扁
家

を
な
す
。
叉
詩
書
を
能
く
せ
り

と
。
郷
友
録

に
佳
所
は
堂
嶋
中

二
丁
目
と
有
。
寛

政
九
年
十
月

二
十
日
歿
す
。
歳

五
十

一
歳

。

　
　
　
　
【新
】
蔀

關
　
牛

【堰
】
關
月
が
實

子
、
天
俣
申
大
坂

に
佳
す
、

【薪
】
竇

を
よ
く
し
、

又
刻
本

の
文
を
筆
耕

な
せ
る

あ
り

と
い
ふ
。

{
故
】
名

は
徳
風
、
字

は
子
偃
、
葵
揚
齊

と
號
せ
り
、
讀
本
を
曁

け
る
も
あ
り
。

*
享
和
よ
り
以
卩

前
寛
致
九
年

に
歿
せ
り
。

*
*
俗
稱
源
二

郎
。

*
此

の
條

一
夲

に
な
し
。

.
*
穗

基
の
誤



　　　　　　　　　　　　　　
　

鑢

ぎ

ー
ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

　
　
　
　
　
　
【新
】
笈

春
朝
饗

故
撮

鬆

杏

新
】
名
鑾

、
浪
花
の
会

軌

【故
勗

拶

齋
と
い
ふ
.

　
　
　
　
　
　
【新
】
一
派
の
名
人
也
。

「

　
　
　
　
　
　

霾
】
秋
里
籬
島
と
交
り
深
て
、
五
畿
内
及
諸
國
の
名
所
圖
會
の
刻
本
を
骸
く
出
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
霧
】都
名
所
圓
會
　
一
大
和
名
所
圓
會
　
　
和
泉
名
所
騷
會
　
　
攝
津
名
所
圖
會

寄
合
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

ザ　
　
　
　
　
　
　

【新
】
竹
原
春

7
齋

　
　
　
　
　
　
　
　
【三
】
三
馬
按
、
春
朝
齋
の
男
春
泉
齋
あ
り
、
父
に
繼
て
名
所
圖
會
を
曁
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【薪
三

+
四
輩
順
蹇

會

覊

　

　
東
海
道
名
所
圖
會

講

　
　
　
　
　
　
　
　
飆
纏
胡
蝶
の
夢

嘉

亀　

嫻　

　

　

　

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　ー

ヒ

*
名
所
記
は
髱

所
圖
會
の
事

也
。

累
坂
本
春
汐
齋

春
卜
門
人
。



ー

鏨
襃
鼕
ー

ー

戔
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
曩…

、

ユ童0

　
　
　
門故
】
赤
松
亭
秀
成

聶

よ
り
駿

頃
の
人
、
其
傳
を
知
ら
ず
、
墾

あ
り
。

　
　
　
劵

蝿

蕪

春
需

弟

羣

氷
頃
よ
り
寛
政
頃
の
人

【堰
x
明
和
よ

　
　
　
羅

り
姦

ま
で
の
衾

鰯

と
改
む
、
窶

・左
宅

故
彙

鬣

、
中
婪

.

鳥纛

繋

鑑

纛
轡

・…

【暫

役
者
繪
も
あ
れ
ば
森
章
、門
人
歟
。

　
　
　
榮
　
　
之

遊
女
の
姿
鍵

饗

妙
也
、
齢

多
し
.

*
湖
ぱ
潮
の
誤



町

ー

醫

號
鑑

鳥
文
ー

後
本
所
ー

佳
ー

納
(戸
)役

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
勤
仕

せ
し
人
な
り
。
頸
露

天
鸚

よ
り
・寛

政

の
問
淨
世
繪

の
凧
俗
を
能
寫

し
て
錦
繪

に
傾
城
美

人
攀

し
、
專
魯

に
下
る
。
職只
誠
本
蓙

羇

支

の
話
に
髮

齋
と
顰
⇔
藻

篷

も
と

塀

欝

の
弟
子
に
て
喬

し
が
羅

繪
蠡

き
し
髪

靆

に
毳

び
.簷

風
の
羅

繪
を

黌
疑

鸚

嚢

謹

難

鋭鰍

又齋
と號
せし
よ
し
い
へ勉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

鑛

麟
難
麺

磊

験

襟

難

鍵

鞍故在.姑く筆

-

龍
灘

懲

閥
墾
、
ー

毳
、.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
m
護

は
近
來
錦
書
の
羣

也
、
婁

馨

武
姦

毒

刻
板
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
ー

ー
…
ー

ー

萋
ー
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ー

髭讐

兮

畑
　
字

を
能
く

か
け
り
。

　
　
　
　
　
　
【増
】
本
姓
北
白
田
(江
戸

の
窿
な
り
)

【遒

北
尾
重
政
は

薪

】
始

め
書
林
須

原
屋
茂
兵
衞

が
家

に
勤
し
奉
公
人
也
、
須

原
屋
が
本
店
紀

州

に
あ
り
。
そ

の
所

の
地
名
を
北
畠

と
云
が
故

に
茂
兵
衞
が
姓
も
北
畠

と
す
。
重
政
本
叉
同
姓

を
用
ゆ
と

い
ふ
。
簸

】
書
聲

と
も

に
善
す
、
就

中
板
下

に
妙
な
り

、
武
者
書
花
鳥

に
委
し
、
蕪

】

(壯
年

の
頃
は
鳥

居
風

の
書
を
か
げ
り

、
其
時
代
は
す
べ
て
鳥
居
風

を
慕

ひ
し
な
り
。)

【櫓
】
近

來
江
戸
書
肆
繪
雙
紙
問
屋
藏
板

の
庭

訓
、
或

は
往
來
物
、

百
人

一
首
法
帖

の
類

【
只
誠
本
】
(悉

く
翁
が
筆
な
り
)

最

】
叉
暦

の
板
下

は
重
政
老
年
迄
も
書
き
し
也
。

板
下

の
筆
耕

は
、
其
比
三

都

に
重
政
が
右

に
出
る
も

の
な
か
り
し
。

薪

】
丈
政

二
年

二
月
卒
す
、
八
十

一
歳

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
門薪
】

【堰
】
花
鳥

の
寫
翼
、
武
者
書
本

【
無
】
(軍
談
)
數
百
部
を
筆

す
、

錦
書
雙
紙

の
繪
尤
多
し
、
【無
】

名
手

の

一
人

と
云
べ
し
。

　
　
【遒

繪
本

子
育
草

跡
嚇
　
　
同
譽

の
魁

【新
】
三
班
　
　

同
江
戸
欝

猛
騨
焔
所

三
紐

*

「江
戸
爵
」

と
「調
の
花
」

は
幕
麿
作
の

誤
か
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同
鏡
草

三
勝

　
　
同
四
季
交
加

二
珊

　
　
泉
親
衡
物
語

五
珊
慰
玳
儲

　
　
霰
】
狂
歌
百
人

一
首

　
　
菅
聖
廟
糎
傳
記
　
五
研

　
　
繪
本
八
+
宇
治
川

　
　
繪
本
武
將
略
傳
　
三
班

　
　
繪
本
百
福
壽

'

　
　
武
者
鞋
　
二
珊

　
　
繪
…本
淺
む
ら
さ
き
　
二
班

　
　
　
　
　

攻
州無
扁

【堀
】後
年

(丈
化
の
刧
頃
か
)

物
町
の
川
岸
、

政
の
門
入
也
。

　同
詞

の
花

二
剏

近
江
縣
物
語

勅
嬲
園
作

　
　
　
　
　

ぬ　
につ

忠
臣
水
滸
傳

劇
飜
作

吉
原
美
人
姿
繪
　
三
鷽

繪
本
高

麗
嶽
　

三
舩

繪
本
武
將

一
覽
　
三
溺

繪

本
武
將
記
録

　
三
册

縛
本
嬉
見
童
　
三
笳

縮
'本
さ
か

へ
～草

　
哨一窃

同
吾
妻
袂

聴
暢
粧
鞦
本

安
積
沼
鯑

作

繪
本
藻
鹽
草

二
珊

春
章

合
鬣

　
　
　
　
　

二
代

目
北
尾
璽
政

と
稱

せ
る
者

ぼ
孳
丸

と
言

し
人
な
り
。

(萩
乘

俗
稱

□
□
)
四只
誠
本
】
そ

の
業

い
た
く
劣
れ
り
、
式
亭
柳
郊

と
い
へ
る
も
初
代
重

ぎ

ー

華
F}
…

ー
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戀

川

春

町

俗
名

倉
橋
壽
李

　
　
　
　
　
　
明
和
よ
り
夫
明

小
石
川

春

日
町

二
住
、
勝

川
春
章

の
名

を
も
ち

り
繪

も
叉

一
流
、

雅
也

、

草

双
紙
數

多
、

し
や

れ
本
等
有

り
、

當

世
大

通
人

の
姿

を
草

双
紙

に
書

出

せ
し
初

の
筆

者
也

、
書

す

る
所

お
か
し

き
姿

の
み
當
時

の
通
人

か
。

　
　
【三
】
三
馬
按
、
二
代
目
戀
川
春
町
と
唱
た
る
聲
工
あ
り
し
が
、
近
年
改
て
二
代
目
歌
麿
と

　
　
な
る
。
倉
橋
春
町
と
歌
麿
と
共
に
鳥
山
石
燕
門
人
な
り
。

　
　
　

　
　
明
和
の
頃
よ
り
天
萌
の
頃
ま
で
。
天
萌
(に
)病
死
。
鱗
形
屋
孫
兵
衞
方
の
草
双
紙
を
書
直

　
　
し
、
作
の
風
を
改
る
は
此
人
也
。
松
夲
丹
後
守
家
中
。
繪
も
叉

ご
流
新
な
り
。

肖新
】
名
は
格
、
字
は
壽
甼
、
壽
山
人
と
號
す
。
松
挙
丹
後
侯
の
留
主
居
也
。
自
聲
作
の
滑
稽
青

本
あ
り
、
狂
歌
を
能
す
狂
名
酒
上
不
埓
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

智
ハ誠
本
】
只
誠
云
、
初
代
春
町
は
寛
政
元
年
七
月
七
日
歿
す
、
市
ヶ
谷
淨
覺
寺
に
葬
す
。
【故
】法

名
、
寂
靜
院
廓
譽
湛
水

(居
士
)
【只
誠
本
】
辭
世
詩
。
、
生
涯
苦
樂
　
四
十
六
年
　
即
今
脱
却

*
此
の
條

一
本

に
な
し

　　　*

覺傳 一片

捧竈 上
るは繪鳶
　威師の
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喜

多

川

歌

麿

紳

田
辨

慶
橋

久
右
衞
門

町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗
名
勇

助
　
名

人

は

乃

め
は
鳥

山
石
燕
…門

人

に
て
狩
野
家

の
繪
を

學

ぶ
、

後
男

女

の
風

俗

を
畫

て
繪
草
紙

問
屋
蔦

屋
重

三
郎

方

二
寓

居
す
.
錦

繪
多

し
。
今

辨
慶

橋

に
住
居

す
。
千
代
男

女
風
俗
繪
種

々
工
夫
し

て
當

時

双

ぷ
方

な

し
、
名
人

。

簸
】
居
始
辨
慶
橋
、
叉
久
右
衞
門
町
、
後
馬
喰
町
三
丁
目
、
號
紫
屋
【無
】(江
戸
ノ
産
也
)
【遒
自

云
、
生
涯
役
者
繪
を
か
玉
ず
、
劇
場
繁
昌
な
る
ゆ
へ
老
若
男
女
贔
屓
の
役
者
あ
り
、
是
を
曁
き

て
名
を
弘
む
る
は
拙
き
業
な
り
、
何
ぞ
俳
優
の
餘
光
を
假
ん
や
.
我
は
日
本
繪
師
な

【無
】
(り
)

霤
】淨
世
繪

一
派
を
以
て
世
に
名
を
轟
す
べ
し
と
言
る
と
な
り
。
其
意
に
逹
は
ず
、

其
名
海
内

に
聞
ゆ
、

一豪
傑
と
云
ふ
べ
し
。

P、.盾奪
,.耄

袰
鮭
艀屮斎
選

葦

峯

{耄

曼ξ
ー

.、串鵠堕.



116

　
因

云
、
清
朝

の
人
歌
麿
が
名
を
知

て
、
其
商
艢

よ
り
長
崎

の
人

へ
多
く
錦
繪

を
求
た
う
、

　
唐

ま
で
竜
聞

へ
し
淨
世
繪

の
名
人
な
り
、
殊

に
春
鬢

に
妙
を
得

た
り
、
此
入
淺
草

の
水
茶

　

や
難
波
屋

お
き
た

の
姿
繪
を
出
せ
り
、
か
さ
も
り

お
せ
ん
、
を
ぐ

ら
や
お
ふ
じ
、
な

に
は

、

や

お
き

た
、
三
人
狐
拳

の
繪
あ
り

、
繪
本
太
閤
記

の
圖

を
出
し

て
、
姑
く
咎
め
を
受

た
り
、

　
獄

屋
に
入
し
が
、
出

て
間
も
な
く
病
死
す
、

お
し
む
べ
し
。
　
　
　
　
　
　

・

　

丈
化
年
間
、
奥
州
岩
城

よ
・り
來
れ
る
も

の
あ
り
、
此
人
淨
世
繪
を
好

む

一
癖
あ
り
、
元
江

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
は

　

戸

の
者

な
り

し
が
、
業

ひ
を
族
申

に
の
み
し
、
南

部
、
出
挧
、
加
賀

、
能
登

に
往
來
す
、

　

其
比
江
戸

に
て
は

一
陽
齋
豐

國
の
役
者
書
專

ら
行

は
る
、
此
人

云
、
遠
國
他
郷

に
往

て
は
、

　

江
戸
繪

の
名
人
は
歌
麿

と
の
み
言

て
、
豐

國

の
名
を
し
る
人

は
稀

に
も
な
か
り
し
と
云
り
。

　

的無
】
(流

行

の
役
者
繪
は
白
雨

の
降
が
如
し
、
其
用
る
處

の
み
な
り
し
)

【馨

歌
麿
が
高
名

　

な
る
、
是

に
て
し
る
べ
し
。

　

役
者
繪

に
、
市
川
八
百
藏
が

一
世

一
代
、

お
は
ん
長
右
衞
門

の
狂
蕎
を

せ
し
時
、
桂
川

の

　

繪
詐
對

に
て
求
ざ
る
人
な
か
り
し
、
歌
麿
は
美
人
繪

に
て
お
は
ん
長
右
衞
門
道
行

の
繪
を

　

畠

し
て
是
に
贊
を
書
り
、
近
世
淨
世
檜

か
き
、
蟻

の
如
く

に
這

ひ
出
し
、
む
ら
が
れ
る
趣
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を
悉
く
嘲
弄

し
て
書
た
り

、
今
藏
す
る
人
多
く
有
る
べ
し
。

歌
麿

に
門
人
多
し
、
浮
世
繪

の
み
に
あ

ら
ず
、
花
烏
虫
魚
寫
眞
等

、
精
巧
細

密
の
彩
色
摺
聲
本

多
し
、
此
人

の
傳
に
奇
読
多
し
と
い

へ
ど
も
、
委

し
く
は
別
記

に
し

る
す
。

　
　
吉

原
年
申
行
事
さ

い
し
き
摺

二
燈

(十
返
舍

一
九
狂

区
入
)

　
　

繪
本
百
千
鳥

(極
彩
色

狂
文

入
)

　
　

同
虫
撰

(極
彩
色
狂

歌
入
)

　
　

【新
】
同
駿
河
舞
　
　三
班
　
江
戸
名
所
狂
歌
入

　
　

【故
】
繪
本
和
歌
夷
　

嘉

　

　
　

　
　
　
繪
本
數
寄
屋
釜

　
　

繪
本
吾
妻
遊

、三
勝
　
　
　
　
　
　
　

潮
干

の
つ
と
　

一
懸

　
　

繪
本
詞

の
花

　
二
舫
　
　
　
　
　
　
　

繪
本
銀
世
界
　
三
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薪
増
ナ
シ

壗

】
其
他
枚
擧
す
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
世

の
知
る
所
な
り
。
難

嘱
(歌
麿
云
吉
原
年
中
行
事

は
大

に
流
行

す
)、
霾

】
作
者
十
返
舍

一
九
が
云
、
吉
原
年
申
行
事

ほ
古
原

の
事
を
委

し
く
書

し
文
章

故

に
行

は
れ
し
と
云
け
れ
ば
、
歌

麿
は
繪
組
ゆ

へ
に
行

は
れ
し
と
、
互

に
あ
ら
そ
ひ
、
大

に
取

合

と
な
り

し
事
あ
り
し
と
そ

、
是
を
以
て
其
氣
質
を
察
す

る
に
、
大

に
ほ
こ
り
し
人
な
り
と
み

.蠢

～
3
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ー
ー
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ー
ー
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ゆ
。
歿
前
繪
雙
紙
問
屋

云
あ
は
せ
、
歌
麿
此
度

は
必
ず
病

死
す
べ
し

と
て
、
各
錦
繪

の
板
下
を

頼

み
込
、
一夥
敷
書
物
な
り
し
と
そ
、
其
比
は
外

に
書
者
な
き

が
如
く
、
錦
繪
…の
板
下
を
の
み
さ

せ
た
り

と
、
或
繪
…双
紙
問
屋

の
老
人
も

の
が
た
る
。

　

　
内
三
】
三
馬
按

に
冩
麿
門
人
菊
麿
今
月
麿

と
改

む
。

式
麿
秀
麿
等
あ
り
。
二
代
目
歌
麿
初
號

　

　
春

町
、
別
記

に
傳
あ
り

。

　

　
歌
麿
門
人
　
行
麿
、
千
代
女
　
鬟
稗
愛
婁

閃騨}　　巨窄　　　　晒翠觀 叩～喚 婬覧町府

　
　
　

宙
劒　
樂

　
・齋
　
【曳
】東
洲
齋
寫
樂

　
　
　
　
　

【新
】
俗
稱
齋
藤
十
郎
兵
衞
、
八
丁
堀
に
住
す
。
阿
州
侯
の
能
役
者
也
。

こ
れ
は

哥
舞

妓
役

者

の
似
顏

を

う
つ
せ
し

が
、

あ
ま
り
眞

を
書

か

ん

ζ

て
あ
ら

ぬ
さ
ま

に

か
き
な
せ
し
故

、
長
く
世

に
行

は
れ
す

一
兩

年

に
而

止

ム
。

餐
】
し
か
し
な
が
ら
筆
力
雅
趣
あ
り
て
賞
す
べ
し
。

φ



　
　
窒

】
三
馬
按
、
寫
樂
號
東
周
齋
、
江
戸

八
町
掘
に
佳

す
、
は

つ
か
串
年
餘
行

は
る
玉
而
巳
。

　
　
《無
】
五
代

目
白
猿

幸
四
郎

(後
京
十
郎

と
改
)

牛
四
郎

菊
之
丞
、

富
十
鄭

廣
家

　
　
助

五
鄭

　
鬼
治
　
仲
藏
…の
類

を
傘
身

に
書
…た
る
を
出

せ
し
也
。

　
　
　
　
　
　
キ　
ラ

【新
】
囘
り
雲
母
を
摺

た
る
も

の
多

し
、
俗

に
雲
母
繪
と
鬚
。

*
刊
本
「新
壗
翫

に
よ
る

ヱ19

　
　
　
　
勝

川

春

英

春

章
門
弟

　
　
　
　
　
　
【整

俗
稱
久
家
郎

壗
】
(住
居
新
和
泉
薪
道
)
號
九
徳
齋

初
め
春
章
門
人
な
り
、
後

一
家
を
な
せ
り
、
武
者
繪
に
妙
を
得
た
り
、
寛
政
享
和
の
比
、
專
ら

錦
繪
多
く
發
行
せ
り
、
操
芝
居
の
看
板
聲
を
か
け
る
は
世
の
知
る
處
な
り
、
自
然

一
家
の
筆
意

を
あ
ら
は
し
、
甕
道
の
妙
を
得
た
る
こ
と
は
一
蝶
嵩
谷
に
匹
敵
す
べ
し
、
然
る
に
生
涯
淨
世
繪

に
絡
り
し
ば
お
し
む
べ
き
こ
と
な
り
、
又

一流
の
狂
畳
を
か
き
て
九
徳
風
と
云
、
彩
色
摺
聲
手

本
、
武
者
書
手
本
、
繪
雙
紙
數
種
あ
り
、
近
世
の
名
人
に
て
春
章
歌
麿
も
不
及
飃
多
し
、
初
代

豐
國
は
此
書
颪
を
本
學
び
た
り
、
【新
】丈
政
二
年
己
卯
七
月
昔
六
日
歿
す
五
十
八
歳
、
淺
草
本

*
+
の
誤

貸
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願
寺
申
善
照
寺

に
葬
る
。
、　
　
　
　

.

　
　
門堰
】
繪
本

弓
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　{薪
}
芝
居
訓
篤豕
鬪
[彙
　
式
亭
三
馬
作

ハ堰
】
忠
臣
藏
十

一
段
續

の
屏
風
、
火
事
場
火
淌
は
た
ら
き

の
甕
卷
物

、

其
他
人

の
書
か
ざ
る
も

の
を
多
く
か
け
り
、
因

云
、
麹
町
な
る
山
田
某

に
逗
留

し
て
屏
風
繪
卷
物
を
書

け
り
、
竇

法
に

脊
巧
あ
り
し
人

に
て
、
古
き

を
た
つ
ね
て
新

し
き
國
を
工
む
こ
と
妙
な
り
、
文
儀
太
夫
節
を
よ

く
語
り
、
三
絃

を
も
よ
く
ひ
け
り
。

　
　
ぷ

{故
蠱

き
し
顰

深
川
八
幡
に
有
。
世
に
名
高
し
。
饕

寺
に
爲
朝
素
讙

馨

額
。
柳
島
妙

.
譱

難

し

見

に
亠清
正

に
虎
の
額
、
共
外
獪
有

べ
し
。

　
　
　
　
　

戛

牛
島
長
命
寺

に
碑
有

,
六
樹
園

の
文
な
り
。
上
に
勝
川
春
英
翁
略
傳

と
有

。

久
徳
齋
勝
川
蓉
英
翁

は
、
大
江
戸

和
泉
町

の
人
な
り
、
r
世

々
聞

へ
た
る
繪
師
な

る
こ
と
は
、
人

の
知

る
所
な
れ
ば
い
わ
ず
.
父
は
磯
田
次
∵郎
、兵
衞

と
い
ふ
、
母

は
某
氏
と
か
、
は
や
う
勝
規
春

章

子
が
弟
子

と
な
り

て
、
そ
れ
が
氏
を
繼
ぬ

、
子
二
入
あ
り
、
女
子
は
先
ち
て
う

せ
ぬ
、
男

子

は
斧

『

今
世

に
あ
り

、
翁
明
和
五
年
戊
子

に
生
れ
て
、
文
政

二
年
己
卯
十
月
十

六
日
、
年

五

十
八

に
て
身
ま
か
り

ぬ
、
淺
草
本
願
寺
な

る
善
照
寺

に
墓
あ
り
、
翕
本
性
す
な
を
に
て
、
飾

る
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隻

こ
と
い
み
き
ら
ひ
て
、

い
つ
こ

へ
行

に
も
、
け

の
服

の
ま

」
に
て
出
で
ぬ
、
か
く
て
ば
み
ぐ
る

し
、
か
さ
ね
て
は
う
る
は
し
き
衣
き
て
來
り
玉

へ
と
、
あ
そ
び
が

い
ふ
を
き

玉
て
、
後

の
日
、

又
か
し
こ
に
至
り

ぬ
、
禺
あ

へ
る
竜

の
ぞ
、
つ
ち
た
ふ
れ
て
笑
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な

し
、
翕

猿
楽

の
裝
束
、

こ
と

に
き

ら
ノ
＼

し
き
を
う
ち
着

て
》
ま

め
だ
ち
を
り

て
、
み
つ
か
ら
は
、
を
か
し

と
も
思

は
ぬ
け

に
て
ぞ
有
け
る
、
あ

る
時

こ
ろ
を
過

し
て
.
家

に
歸
り
き
て
、

と
の
か
た
に
た

ち
ゐ

て
、

い
か
に
瀞
英

の
や
ど
り
は
是

れ
か
と
、
た
か
や
か
に

い
ふ
を
、
妻

を
ど

う
き
て
戸

ひ

き
あ
け

て
い
れ
つ
、
何
と
て
"
ま

の
ほ
ど
、
き
は
ゐ
＼

し
く
は

の
た
ま

ひ
そ
と
い

へ
ば
、
日
を

へ
て
歸
り
き

た
れ
ば
.
も

し
此
家
あ
だ
し
人

の
物

に
や
な
ハ
ン
ぬ
ら
ん
、
さ

て
は
案

内
せ
で
は
あ

し
か
ら
ん
と
思

ひ
て
、
さ
は
云
た
る
な
り

と
、
す
べ
て
翁

の
L
.わ
ざ
.
顧
蔓
康

の
風
あ
り
と
、

皆
な
人
ほ

い
ひ
け
り
、
お
ほ
か
た
江
戸
繪

と
と
な

へ
て
、
太
・に
ゑ
り

て
す
り
た
る
も

の
は
、
翁

の
右

に
出
る
も

の
な
し
と
そ
、
北
.尾
何
某

は
い
ひ
け
り
、
翕
な

く
な
り

て
、
七
と
せ
に
な
り

ぬ

と
て
、
ま
な
び
を
う
げ
た
る
入

々
、
か
た
ら
い
あ
わ
せ
て
、
か
く
さ
ま
の
石
を
立
て
玉
、

お
の

れ
を
し

て
、
聊
な

る
つ
た

へ
こ
と
を
し
る
さ
ぜ
つ
、
あ
わ
れ
か
か
る
人

の
、
む
そ
じ
に
も
た
ら

で
、
を
わ
り

を
と
り

ぬ
る
、

か

へ
す
が

へ
す

お
し
み

て
も
、

お
し
む
べ
き

こ
と
な
り
か
し
、

背

面

に
春

徳

・
春
童

春春春春茨::
雄柳陽幸齋
ご　　　や　　　ゆ　　　り　　　り

春春春春英
和馬勢景章

罵
場
氏
の
名

旋
彫
ウ
弛
り

ヂ
ー
ー

-ー
…
・ー
・
霧
…

ー

萋
薫
ー
ー
ー
ー

ー
ー

耄
ー

ー
ー
ー

璽
饕
塞

羣
ー
ー

ー
ー

ー

跖ー

・…

ー

壼
　
ー

ー

鬘
葦

彦
ー
ー

ー

萋
ー

要
ー
ー
ζ;

『

鷺…

～

畢…
…
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文
政
八
年
乙
酉
十
月

ふハ
謝
盟
園
石
川
雅
望
謙礑
脚

　
　

　

門曳
】
歌

舞

妓

豐

門新
】
艶
鏡

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

と
　
　
　
　
け
れ
ぬ
　
　
　
　
に
ご
　
ほ
れ
ゴ

【曳
】
役
者

の
似
顏

の
み
書

た
れ
共
甚
拙
く
牛
年
斗
行
は
る
。

【新
】
…寛
政
年
t甲
の
入
。

　
　
　

霰
】
紀
　
吉

信

姓
藤
井
㍉
寛
政
頃
の
人
、
其
傳
を
知
ら
ず
。

　
　
　

政

　

演

　
重

政
門

弟
　
京

橋
銀
座

丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

俗
名
京

屋
俾
治

郎

所
謂
京

簿
也

、
葎

齋

と
云
、

し
や

れ
本
其
外
草

双
紙
戲

作

に
其

名

高
し

。

　
　
霾
】
北
尾
政
演

(重
政
門
弟
、
文
化
申
歿
す
)
俗
稱
京
屋
傳
藏

(佳
居
京
橋
南

一
丁
目
)
姓

*
傳

議
を
正
し
で

と
す



　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

拜
【無
】

　
　

岩
瀬
、
字
伯
慶

内
故
】
酉
星

壗

】
本
姓
友
田

【壌
】
文
號

【暫

甘
谷
、
菊
亭

、

醒
齋

【
鸞

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

幼

　
　
醒

々
老
人
、
號
葎
齋
、
作
名
山
東
庵
京
傳
、
初
名
甚
太
郎
、
【
無
】
江
戸
深
川
木
場
之
塵

霾

】

　
　
(兩
國
囘
向
院

に
墓
あ
り
、
淺
草
寺
筆
塚

の
碑
銘
、
家
弟
京
山
人
撰
文
)

飛
増
】
山
東
京
傳

は
書
聲
と
も

に
善
す
、

戲

作
に
高
名
な
る
こ
と
、
、
世

に
知

る
所
な
れ
ば
爰

に
し

る
さ
ず
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

お

肖新
】
文

化
十
三
丙
子
年

九
月
七
日
歿
す
、
年
五
十
六
歳
。
扶
名
は
知
譽
京
傳
信

士
と
云
。

　
　
【
故
】
狂
歌

五
十
人

一
首
　

一
避
　
　
　

吉
原
後

日
姿
繪
　

蹴
紛

　
　
古

今
狂
歌
袋
　

嘉

*
戲
作
者
考
補
、

逡
に
は
辨
爨

智
海
京
嬉

㍉

123

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
手
　
　【曳
】

　
　
　

政

美

重

政
子

濱

町

へ
つ
い
が
し

　
　
　
　
　

俗

名

三
次
郎

杉
皐

、
後
慧

齋

と
號

。
落
髪

し

て
淨
世
繪
…を
や

め

】
種

の
盡
を

な
す
。

矯
】
北
尾
政
美
(重
政
門
弟
文
化
申
歿
す
)
(居
初
小
網
町
、
後
佳
吉
町
裏
川
岸
、
後
お
玉
が
池
に

.ー

§、、ー

ー
柔
ー

ぎ
ー
囗宅ー
ー
ー
.珪ー
ー
葦
毳
ー

釜
箋
藍
薯
塗
耄

奪ぎ
ー

痿萋
蕚

ナ耄
ー

鼕
耋
蕚
・還
喜
鷹拝戛
溺壽、ξ
ー
浅語、"
荏雨



124

佳
す
)
姓
鍬
形
氏
　
號
杉
翠
　
後
號

薫
齋
紹
虞

と
改
、
政
美
近
世

の
名
人
な
り
、
狩
野
家

の
筆

意
を

【新
】
學

び
、
叉
光
琳
或

は
芳
中
が
聲

法
を
慕

ひ
、
略
書
式

の
工
夫
世

に
行
れ
て
【
遒

一
家

を
な
す

【只
誠
本
】
若
き
頃
切
く
み
燈
龍
あ
ま
た
鬢

け
り
。
吉
原
俄

の
圜
、
葛
西
太
郎
庭

申

の
處
、

芝
居

の
燈
籠
な
ど
あ
・り
し
◎

{故
】
皃
輩

の
玩
ぶ
組

上
燈
籠

は
、
元
大
坂

の
も

の
な
り

ー
.》。

夫
故

は
じ
め
は
京

の
生
洲
、
大
坂

の
天
滿

祭

の
躅
杯
を
重
板

せ
り
。
寛

軟
、
享
和

の
頃
政
美
多
く
霾

け
り
。
夊
北
齋
も
續

て
餐

け

り
。
丈
化
に
至
り
、
歌
川
國
長
、
同
豐
久

、
此
技

に
工
夫
を
こ
ら
し
、
數
多
く
竇
き
出

せ
り

。

名
所
眞
景

の
圖

を
寫
す

に
工
み
な
り
し
が
、
京

の
横
華
山
が
花
洛

一
覽
圃

に
な
ら
ひ
て

【堰
】
東

都

の
寳
鬪
を
委
敷

一
と
眼
に
見

る
や
う

、
か
く

こ
と
を
工
風
し

て
、
大

に
世
人

に
も

て
は
や
さ

る
。
黐
田
明
黐

に
其
江
戸
聲
圖

の
額
を
奉
納

せ
り
。
諸

識

の
爲

に
甕
手
本

と
な

る
べ
き
物

を
あ

ま
た
竇
け
り
、
近
年
繪
手
本
は
多
く
此
人

の
筆
な
り
、
是
よ
り
世

に
薄
彩
色
摺

の
竇

手
本
大

に

流
行
す
、

一
時

の
聞
人
な
り
、
門
整

政
美
青
本
を
書
く

こ
と
は
寛
政

八
年

に
止
む
。

　
　

汽垉
】
略
{書
一式

(人
物
鳥
獸
山
水
花
鳥
草
木
六
珊
)
略
{書
…苑
　
【新
】
弗早
照化
隲
酬轟蟹
…式
、
【
故
】
一
剏

　
　

翁

】
薫
齋
略
甕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
職
聲
鑑
　
【薪
ご

紛

那



筆

惹
齋
麁
竇

繪
本
険
分
勇
者
　
二
研

同
曾
我
物
語
　
二
班

奪
氏
勳
功
記
　
五
珊

叢
】
江
戸
名
所
東
鑑
　
三
册

教
訓
鄙
都
言
種
　
前
二
珊

魚
貝
略
竇
式

同
大
江
山
　
コ
柵

同
武
隈
松
　
三
剏

俳
家
奇
叢八
談
　
　竹
内
玄
々
、

棄
海
道
名

所
圖
會

一
編

　
　
霾

】
購
囎

繪
手
本

(此
外
刻
本
多
く
あ
毎
)

後
松
不
越
前
侯

の
藩
申

に
在

て
、
板
行
發
市

の
繪
を
止

め
鍬
形
紹
眞

と
改
め
落
髮
す
。

【新
】
文
政
七
年

三
月
廿

一
日
歿
す
。

冖遒

實

子
は
赤

子
と
呼
ぶ

賞

誠
本
】
(
一
號
紹
意
)

壗

】
今
獪
蔵
蒲

侯

の
藩

申
た
り
、

門
人

に
羹

丸

と
い
ふ
も

の
あ
り
し
が
、
故

あ
り

て
政
美

の
師
重
政
が
名
跡

を
繼
が
し
む
。
但
鬟
風

は
大

ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
れ
ラ
袖無
】

に
異
り

て
、
豐
國
が
流
な
り
、
名

を
相
續
し
て
反

て
絶
る
に
し
か
ず
。

125

窪
　
俊
　
滿
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龝
井

町

に
住
、
狂

歌
摺

物

の
書

を

の
み

か
く
、

左
り
筆

也
、
尤

一
枚
摺

大
繪

も
出

ス
徇

左
堂

と
云
。

【譽

俊
滿
は
狂
歌
を
能
す
。

　
　
【三
】
三
馬
按
、
俊
滿
戲
作
あ
り
、
名
を
南
陀
伽
紫
蘭
と
號
。
青
樓
通
油
汚
、
玉
菊
鐙
簫
辯
、

　
　
各
小
冊
、
其
他
草
双
紙
四
五
種
あ
り
。

蹇

俗
稱
易
兵
衞
と
云
。
始
め
書
を
楫
取
魚
彦
に
學
ぶ
、
罐

蘇

朔
顯

歡
地
鸛

驪

覊

踊
鬱

腕
鍵
嚇
矯
鞭
覿
胙
蹕
雛
躯
耀
掩
齷
伽
吃

魚
彦
よ
り
春
滿
…と
い
へ
る
書
名
を
あ
た
へ
し
が
、
勝
川
春
章
と

い
へ
る
淨
世
繪
師
の
門
人
と
人
の
云
を
い
と
ひ
て
俊
滿
と
改
め
し
と
い
へ
り
、
後
淨
世
繪
を
重

・政
に
學
び
て
、
狂
歌
慴
…物
繪
寫
眞
〔の
{蘯
に
妙
な
り
。

　
　
【芭

兩
國
大
雫
云
、
淺
草
黒
飴
町
榧
寺
に
葬
。
同
人
の
長
男
及
び
孫
安
兵
衞
も
摺
物
職
と

　
　
な
り
我
家
へ
勤
め
し
と
。

　
　
朧
月
夜
物
語

齣
齲
侮
珊

-
声

が
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冒
ハ誠
査

榮

松

齋

長

喜

始
子
興

　
　
　
　

　
　

鳥

山
石
燕

の
門
人

に
や
詳
な
ら
ず
、
北
齋

の
書
風
を
似
せ
た
り
。

鹸
故
】
寛

政
享
和
よ
り
文
化

の
始
頃

の
人
。

青

本
を
多
く
寳
き
た
り
、

り

、
門
入

に
長
松

と

い
ふ
有
、
錦
贅
有
ど
拙

し
。

　
　
奈
古
曾
關
　
　
四
班
　
鬼
武
作

叉
此
人
筌
耕
せ
し
も
の
あ

*
石
燕
門
人
也

猶
浮
世
給
男

慧
ノ
ニ
に
楢

崎
宗
重
氏
の

罫
細

な
る
研

究
あ
、

　
　
　
　
勝

川

春

好
　

春
章
門
弟

、
長

谷
川
町
.

哥
舞
妓

役
者
似
顏

至

て
し

ん

に
上
手
。

霾
】
春
章
の
門
人
に
て
小
壷
と
云
り
、
淨
世
聲
役
者
書
多
し
。

　
　
【三
謡
三
馬
云
、
春
好
早
世
に
あ
ら
ず
、
四
十
五
六
歳
の
比
.
中
風
を
患
て
業
を
廢
す
、
後

　
　
年
麻
布
な
る
善
幅
寺
に
遁
世
し
て
在
し
に
、
焉
馬
翕
の
需
に
應
じ
て
市
川
白
猿
の
省
像
を

　
　
左
筆
に
て
鬣
た
る
事
あ
・り
、
』其
圖
は
今
日
歌
白
猿

一
首
に
見
ゆ
。

【雹

二
代
目
勝
川
春
好
は
春
扇
な
り
、
別
に
記
す
。

捏7
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門漸
】
蘭

徳

齋

春

童

【散
】
寛
政
享

和
頃

の
人
、
名
蓉
道
、
勝
川
春
章

の
門
人
な
り
、

餮
風
變
化
せ
り
。

青
本
多
く
靈
け
り
、
此
人
申
頃

　
　

　

【遘

田

中

盆

信

霰

唾
善
辰
齋
と
號
す
.
自
聲
作

の
草
紙
あ
り
、
三
馬

云
五
代
目
栢
莚

の
似
顏

上
手
な
り
し
と
云
、

兩
國
米
澤

町
に
佳
し
、
寛
延
頃

よ
り
享
和
頃

の
人
な
り
。

冒

藤
供
奮

龍
聯

ソ

に
ヘ
ト
云
稗
更

甲一
三
味
線
佐

々
木
幸
八
太
夫
宮
古
路
文
字
太
夫

ト
ア
リ
、
男

ノ

マ
ゲ
高

ク
引
上
ゲ
山
本

卒
七
郎
義
信

ノ
甕

二
似

タ
リ
、
鳥
居
家
書
風

ヨ
リ

ハ
古

シ
。

　

　
　

・
【漸
】
古

川

三

蝶

霰

】
自
竇
作

の
草
双
紙
あ
り
。

薪
】
金
　
　
長
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【
散
】
此
人
も
釜
信

三
蝶

と
同
時
な
り
。

　
　
　
　
【竰
】
堤
　
等

琳
　
號
深
川
齋
　
雪
山

江
戸

の
瀧

な
り

【遘

始

深
川

に
佳
す
、
後

に

　
　
　
　
　
　
常
盤
町
に
佳
叉
米
澤
町
川
岸

と
も

云
。
寛
政
よ
り
天
保
年
聞

の
入
。

　
　
　
　
　
　
瓔

】
叙
注
橋

鬥只
誠
本
】
惣
髪
也

薪

】
三
代
目
也
。

【堀
】
二
代

目
等
琳

の
門
入
な
り
、
雪
舟
十
三
世

の
書
蕎

と
稱
す

、　
一
家

の
畫
風
骨
渉
を
立

て
、

雪
舟
流

の
町
書
を
興

せ
し
は
元
組
等
琳
を
以
て
始
組

と
す
。
安
永

天
明

の
比

よ
り
此
聲
風
市
中

に
行

は
れ

て
幟
書

、
祭
禮

の
繪
燈
籠

に
は
こ
れ
を
よ
し
と
す
。
富

時
の
等
琳
は
登
風
筆
力
勝
れ

て
妙
手
な
り
。
摺
物
團
扇
交

張
の
板
刻
あ
り
、

仍

て
此

に
列
す
。
難

扁
筆

の
逵
者
尋
常

の
板
刻

畫

師
と
時
を
同
し
て
論
じ
が
た
し
。

【遒

淺
草
寺

に
韓
信

の
額
あ
り
、

秋
月
と
云
し
を
三
代

目
等
琳

と
数
名

せ
し
時

の
筆
な
り
、
今

猶
存
す
、
雪
舟

の
竇
法
に
は
似
ず
と

い
へ
ど
も
彩
色
骨
法

一
派

の
筆
力
を
以
て
名
高
し
、
書

く

所

の
筆
意

、
墨
色

の
濃
淡

、
.絶

妙
比
類
な
七
。
未

だ
京
大
坂

に
此
書
風
を
學
ぶ
も

の
な
し
。
門

人
あ

ま
た
あ
り
、
繪
馬
や
職
人
、
幟
寶
職
人
、
提
燈
屋
職
人
、
總

て
書
を
用

る
職

分
の
も

の
は
、

ー

臣ー

羣

ヨ

ー

袰

萋
4

馬ぎξ撃"蠡簧
、舮,耽ε塗孔g
"て3
.、ド蚕
h「ξ
.亳
羲防、r拶　

.▼...

.為エ}
}
塾}.『孟垂
ー

.7萋

壁毳

亡駄¢ー

套
な,砿「
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皆
此
門
人

と
な
り

て
竇
法
を
學

ぶ
も

の
多
し
。
門
人
潔
遠

幽
微

の
書
法
を
會
得

せ
ず
、
徒

ら
に

筆
の
達
者
を
示
さ
ん
と
し
て
師

の
筆
意
を
失
ふ
も

の
多
く
、
其
流
儀
を
世

に
町
繪

と
賤
し
め
て

職
書
…と
云
ふ
に
至
り

し
は
　歡
か
し
き

こ
と
な
り

。
雪
山
ぱ
貝
細

工
等
種

々
の
奇

巧
を
造
り

て
見

世
物
と
し
た
る
事
あ
り
、
(大
坂
下
り
申
川

五
兵
衞
籠
細

工
の
作
な
り
)
諸
堂
祗

の
彩
色
も
多

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
ぶ

此
人

の
請
負

に
て
出
來

し
所
あ
り

(堀

の
内
妙
法
寺

、
圭
富
店

祺
師
堂
、
玉
姫
稻
荷
、
其
他
多

く
見
ゆ
)
近
世

の

一
名

工
な
り
。

【新
】
丈
政
申
淺
草
寺
境
内
に
て
茶

番
細

工
と
い
へ
る
見

せ
物
を
工
夫

し
て
出
せ
し
こ
と
あ
り
。

　
　
　
　
【書

法

橋

中

和

【新
】西
村
氏
、
【餮
京
師
の
人
也
、
【芭

佛
光
寺
烏
丸
西
に
入
町
に
佳
す
、
【新
】刻
本
多
く
書
け

り
、
字
士
遶
、
梅
溪
と
號
す
。
【遒

保
元
夲
治
、
叉
前
太
挙
記
、
源
夲
盛
嚢
記
等
名
所
圖
會
を

餮
く
。
霰
】
法
橋
に
叙
す
、
寛
政
よ
り
文
政
頃
の
人
な
り
。

　
　
【暫

紀
州
名
所
圖
會
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮴
瀚
名
所
圖
會
　
　
　繪
本
年
代
記
　
五
册

　
　
義
紹
勳
功
圖
會
　
+
紛

黻
黼
齣
細
敏
　
　
　
　
楠
正
行
戰
功
圖
會
　
燈
鴫
嫐
人
作



　 　 　 丶郵.避伊一馬　 胛呪P巾

』

霰
】
繪
本
曾
我
物
語
　
+
爺

都
林
泉
名
勝
躍
會
　
七
班

　
　
　
　
【整

司

馬

江

漢

　
　

　

春

信
門
人

に
て
二
代

目
鈴

不
春
信

と
な
る
、
橋
本
町

に
佳

す
、
學
識
も
有

し
人

に
て
、
後

年
長
　

、
燃
春
重
と
い

崎

に
至
り
、
蘭
聲

を
學
び

て
後

再
び
江
戸

に
歸
り
司
馬
江
漢

と
名

を
改
む

憐
娘
聯
嬢
離
縮
罷
灘
唯
臆

江
漢
名
は
峻
、
字
君
岳
、
號
春
波
樓

、
夊
不
言
道
人
、
皇
朝

に
て
銅
板

を
草
創
す
る
こ
と
此
人

よ
り
初

む
、
大

い
に
行

れ
た
り
。
丈
政
元
年
戊
寅
十
月
十

一
日
歿
す
、
行
年
七
十

二
歳

。

　
　

書
圖
西
遲
談
　

厳
冊
　
　

　

.
地
球
全
圜
略
説
　

二
冊

江
漢
將
に
死
な
ん
と
す

る
に
望

み
、
自
像

一
葉

を
書
き
其
上
に
辭
世

の
歌

を
か
き
附
た
り
、

　
　

江
漢
年
が
よ

つ
た
て
死
る
な
り
淨
世

に
の
こ
す
淨
.繪

一
枚

此
書
像
今

は
美
濃
大
垣

の
醫
師
江
馬
活
堂
氏

の
家

に
存

せ
り
。
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【遒

法

橋

玉

山
　
(天
明

よ
り
文
化

の
入
)
　

俗
稱

…〕
U
大
坂

の
人
な
り
。
【默
】
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

は
術
友

。
【堰
】
姓
は
石
田

、
法
橋

に
叙

す
。

*
岡
田
の
誤

ゆ

.
…

～
、、斈
鬢養

蓐垂
螽
玉
茎
毒
萋
毫
耋

聿
唾饕

暴
壕妻
罫
蓼
馨
、竃
凌
書
盗萋
。箋

蓼
真儒髫

満暮
萋

答

蒡蕚
。境夸
養
。.萋
1
7
ー

.参

-,気Y、hー
に、ー
蓐

隔、奪ぎ
寿
彗
,,
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近
世
板
刻

【琶

の
【遒

鬟

の
開
祗
馨

。
【芭

月
岡
霈

の
門
人
な
り
.
羸

難

繝
載

鑼
褊糠
㌔
継
鷺
櫨
鹸
瞑
触
瀦
鸞
響
響
郵絶
羅
磁

板

刻
書

は
悉
く
此
人

な
り
、

一、時

の
高
名
妙
手

と
云
ふ
べ
し
。

【故
】
文
化
九
年
卒
す
、
七
十

六
歳

。

　
　
曇

蠻
尖

閤
記

(初
篇
よ
り
七
篇
ま
で

(新
茖

+
二
册

霾

大
に
世
に
行
は
る
)

　
　
唐
土
名
所
圖
豊

蒹
豊

板
、
薪
麦

化
糶

岡
田
轟

と
あ
り
、
東
野
、
熊
岳
と
合
筆
、

钁

氤
鰭

な
り
)
　

繪
衾

離
新的　

　

共

　
　

【琶

住
吉
名
勝
圖
會

焉

　

　

繪
本
國
姓
爺
A・戰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
篇
、
前
鰾…は
春
泉
齋…の
筆.也

　
　

二
十
四
輩
順
拜
圖
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
編
は
松
島
の
圖
最
よ
し

　
　

繪
本
楠
公
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繪
本
伊
勢
物
語
鬪
會

　
　

繪
本
琉
球
軍
記

前
編
嘉

、
富

南
北
作

霾

】
其
他
枚
擧

す
ぺ
か
ら
ず
世

の
知
る
處

な
り
、
門
人
多

し
。



　
　
　

　
【新
】
丹

朋

桃

溪
　
名
ぱ
元
國

{故
】
靖
申
庵

と
號

せ
り
。
大
坂

の
人
、
上
手
な
り
、
寛

政
よ
參
文
化
頃

の
人
。

P
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薪
】
河
内
名
所
圃
會

紙
漉
重
簑
記
　
嘉

蜻
蛉

の
卷

量

藷

亭
(鬼
卵
)作

　
　
　

【堰
】
勝

川

春

事

(寛

政
享
和
文
化

の
間

の
人
)

　
　
　

　
　

【故
】
山
口
氏
、
名
長
十
郎

薪

】
號
松
高
齋
又
勝

汲
壷

門故
】
戲
墨
庵

壗

】
(居
和

　
　
　

　
　

泉
町
)

春
英

の
門
人
な
り
、
武
者
繪
を
善
す
、
淨
世
書
役
奢
綬

一
時

に
行

は
る
、
艸
雙
紙
を
多
く
齧

く
、

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

き

繪
本
も
三

ご
種
あ
り
し
。
壯
年

に
し

て
病

の
爲

め
に
業

を
廢
し
、
其
居
所
を
知

ら
ず
、
惜
む
べ
し
。

　
　
按
る
に
、
春
亭

は
春
英
が
高
弟

な
る
べ
し
、
世

に
發
行
す
る
處

の
草
雙
紙
錦
繪

、
同
時
の

　
　
も

の
多

し
。
後

に
豐

國
の
書
風
を
甕
き

て
、
役
者
錦
繪
も
歌
川
風

に
か
き
し
な
り
。

　
　
{新
】
歌
舞
妓
年
代
記
　
焉
馬
作
　
　
　
　
　
此
日
証
阻質
屋
庫
・　
五
冊
　
馬
琴
作

,.f妻
・̀
…
ー
ー

ー
ー

晋㌻ー

戔
ー

}穿を
.茎
・ー

ー

万ー

薯

妻
,窒
蕁
華
ー

鼕

岬奪
き
豸
転垂
ー

ー

耄

鐸
ー

翆κ器茎
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【整

風
俗
巫
山
夢
　
五
珊
　
蝸
九
　
　

　

常
夏
草
紙

　
五
册

馬
琴

　
　
初
夢
富
士
見
曾
我
　

二
冊

焉
馬

【
只
誠
本
】
焉
馬
が
編

の
高
舞
妓

年
代
記
全
部

の
竇
尤
丹
精

を
こ
ら
し
た
る
と
見

へ
て
よ
し
。

　
　
　
　
豐

　

廣

　

豊

國

門

弟

は

り

ま

ぜ

小

サ

キ

一
枚

摺

墨

繪

な

ど

か

け

り

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

癈
の
誤
か

　
　

【三
】
三
馬
按

に
、
豐

廣
號

一
柳
齋
、
俗
稱
勝
竣
郎
、
當
時
芝
増
上
寺
片
門
前

に
佳

、

寛
政

　
　

の
末

よ
り
草

双
紙
を
畫
く
、
當
時

に
い
た
る
ま
で
讃
本

の
挿
耋
あ

ま
た
豊
が
け
り
。
傳
は

　
　
別
記

に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

　

壗

】
寛
政

の
末
よ
り
文
政
十

一
年

の
頃
歿
す
。
江
戸

の
塵

な
り
。

始

め
豐
春

の
門
人

な
り
、
常
　
　*
醇
年
五
+
六

に
儀
太
夫
節

を
好

て
三
昧
ぜ
ん
尤
妙
手
な
り
、
後

一
家

の
書
風
を
な
し
、
筆
意

雪
舟
、
或

は
明
書

の
趣
あ
れ
と
も

、
元
よ
り
土
佐
狩
野

の
書
風

を
學
べ
り
。
、草
筆

の
墨
繪

を
板
行
し

て
張
交
盡

と

す
、
尤
妙
な
り
。
草
双
紙
敵
討

の
讃
物

の
繪

此
人

よ
り
始
り

,
初
代
南

仙
笑
楚
滿

人

の
作
な
り
、
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世

に
行
は
る

乂
讀
本
數

十
部

を
書
く
。

内新
】
豐
廣
筆
繪
本
枚
擧
し
て
審

る
に
あ

ら
ず
、
依

て
讃
本
の
み
記

。

俊
一寛
{島
物
証
韻
　
馬
琴
作
　
十
冊

解

繍
石
魂
録

同

三
冊

括
頭
巾
縮
緬
紙
衣
　
同

雲
妙
間
雨
夜
月
　
同

黼
麟
秋
七
種
　
同

六
冊

旬
傳
實
々
記
　
同

+
冊

夢
惣
兵
衞
蜩
蝶
物
語

同

+
矯

朝
比
奈
巡
島
記
　
同

州懲
脚
ホり
六
迄

糸
櫻
奉
蝶
寄
縁
　
艷
清
飢
舗

浮
牡
丹
全
傳

京
薄
作

四
冊

　
　
繪
本
西
遯
記

に
編
い
駒
繍
瞰
陳
溺
嘩
練
"
絃
怫
・

　
　
復
鯔
冨御
伽
物
猛阻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
の
談
　
　京
由
作

　
　
【整
播
州
舞
子
濱
　
】
九
作
、
着
色
摺
　
　
馬
の
楢
章
　
二
瓣

　
　
勲
石
皿
山
の
記
　
四
撮

馬
琴
　
　
　
　
江
戸
名
所
幅
茶
脊

　
　
桃
茂
流
水
　
五
冊

京
山

簸
】
そ
の
筆
力
奇
巧
は
近
來
同
時
の
竇
工
に
並
ぶ
も
の
な
し
。
彩
色
書
も
妙
手
な
り
。

し
o

門
人
多

窪
ー

ーー

蓐

Fー

ー
ー
ー

ーー

諺ー

蚤
"～
ー
ー

:
皐

、
:
:

;
ー

3
羣
蝕ー

彙
薪

ミ

ー
ー
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門故
】
向
島
堤
に
今
の
獲
重
の
建
し
碑
有
。
豐
匿
翕
辭
世
を
彫
す
。
明
治
二
十
年
四
月
建
設
せ
し

な
り
。

　
　
　
　
死
ん
で
行
く
地
獄
の
沙
汰
は
兎
屯
角
も
跡
の
始
末
は
か
ね
次
第
な
る

　
　
　
　
【故
】
古
川

【薪
】
鬼
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

【故
】
明
和
頃
の
人
書
本
多
し
、
其
傳
詳
な
ら
ず
。

　
　
繪
本
和
歌
海
　
三
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
繪
本
花
見
車
　
二
冊

　
　
　
　
豐
　

國

　
豐
春
門

弟

　
　
　
寛
政
よ
り
掌
和

當

時
哥
舞

妓
役

者
似
顏

の
上

手
。

{曳
】
錦
繪
を
よ
く
す
、
黒
と
紫
斗
に
て
彩
色
の
錦
繪
を
書
は
じ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
【無
】

簸
】
歌
川
豐
國

(寛
政
よ
り
文
化
年
中
歿
す
)
俗
稱
熊
吉
(居
始
芝
三
島
町
、
芳
町
、
堀
江
町
、

上
槇
町
川
岸
、
油
座
に
住
す
)
號

一陽
齋

(江
戸
芝
三
島
町
の
産
な
り
、
人
形
師
を
業
と
す
る

人
の
男
)
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初

め
豐
春

の
門
人
な
り
、
後
英

一
蝶

の
書
風
を
學

び
狩
野
家

の
筆
意
を
旨

と
す
、
.淨
世
繪

は
玉

山
九
徳
齋

が
書
法
を
慕
ひ
、

一
家
の
筆
法
を
な
す
、

一
時
豐

廣
と
共

に
行
は
る
、
當
世

の
風
俗

を
寫
す
事
に
妙
を
得
た
り
、
豐
國

の
書
、
始

て
の
板
元
は
、
紳

萌
前
問
屋
和
泉
屋
市
兵
衞

に
て

(泉
市
と
云
)
役
者
切
書
な
り
、
美
人
繪
拜
役
者
似
顏
、
此
人
よ
り
行

は
る
、
中
興

の
祺
と
云
べ

し
。
草
雙
紙
合
卷
讀
本
錦
書
數
百
部

、
世

に
も
て
は
や
せ
り
..
一
流

の
書
颪

を
以

て
江
戸

に
雷

鳴
す
、
門
人
夥
し
。
、
【
只
識
本
】
文
政
八
年
正
月
七
日
五
十
七
歳

に
し
て
終

る
、

實
彩
靈
毫

(信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

士
)
と
號
す
。
三
田
聖
坂
功
蓮
寺

に
葬

る
。

【聖

一
陽

齋
筆
書
本
彩
色
摺

　
　

書
手
本

年
玉
筆
　

　
　

　
　

役
者

合
鏡

　
　

　
　

　
　
擁
此
手
柏

【琶

焉
馬
作

、薪
】
時
世
姿

姦

　

　
似
顏
鬻

ガ

　

　

馨

三
階
興
暑
】
三
馬
作

【暫

同
筆
讀
本

　
　
櫻
姫
全
傳

京
傳
作

五
冊
　

　

雙
蝶
記

同

+
珊
　
　
　

　
稻
妻
表
紙

同

霰

】
玉
瓣

　
　
　
　
　
　
呷

　
　
氣
】
本
朝
鑾

鍵

同

+
冊

.疑

,恵

義
傳

同

六
姆

穫
枝
鳩

馬
琴
作

疑

　
　
四
天
王
剿
盗
異
録

同

+
冊
　
三
國
一
夜
物
語

同
五
冊
　

阿
古
義
物
語

馨
鵬
酢
貞
廠
翻

*
弘
蓮
寺
の
誤

葺

籌

著

習7ー

霪

κ舞

圭
5,f論

{螽
ー
}
夷、ー

・
下・
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敵
討
松
山
話

焉
馬
作

六
冊
　

四
季
物
語

振
鷺
昌
作

+
珊
　
梅
花
氷
裂

京
傳
作

四
冊

　
　
【故
】
戲
子
名
所
圃
會

一一海

馬
琴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
霜
物
語

六
珊

京
傳

【新
】
豐
國
粹
菩
提

の
口
繪

に
遊
女
を
書
き
、

一
枚

の
紙

を
上

れ
ば
髏

骨
と
成
る
圖
を
書
り
、

此

圖
杉
田
氏

の
解
體
新
書
を
見
て
書

し
は
尤
な
れ
ど
誤

て
小
兒

の
骨
を
寫
す
、
笑
ふ
べ
し
。

門霞

此
人

の
傳
多

し
と
云
と
も
、
姑
く
爰

に
略
す
、
別
記

に
患
す
。

文
化
文
政

の
問
、
此
人

の

似
顏
書
大

に
行

は
る
。
爰

に
於

て
豐
國
筆
塚
碑

(柳
島
妙
見
境
内

に
あ
り
、
門
弟

よ
り
建
レ
之
)

　
　
　
　

篆
額

山
東
京
出
撰
文
井
書

な
り
。

奪

】
黌

國
痙
筆
碑
銘

　
　

一
陽
齋
歌
川
豐
國
本
姓
は
倉
橋
父
を
五
郎
兵
衞

と
云

へ
り
、
寶
暦

の
頃
芝
紳
明
宮

の
邊

に

　
　
佳
し
木
偶
彫
刻

の
技
業
を
以
自
ら

一
家

を
な

せ
り
。
曾

て
俳

優
の
名
人
市
川
栢
筵

の
省
像

　
　
を
作
る

に
妙

を
得
た
り
き
。
明
和
の
初

こ
乂
に
豐

國
を
生
り
、
幼
名

を
熊
吉

と
稱
す
。
性

　
　
賚
を
嗜

か
故

に
歌
川
豐
春

に
就

て
淨
世
繪
を
學
し
む
、
依

て
歌
川
を
氏

と
す
。
頗
出
藍

の

　
　
才
あ
り
。
長
ず

る
に
及
て
俳
優
者
流

の
省
像
を
瓷

に
妙
を
得

て
生
氣
活
動
神

在
が
如
し
。

　
　
或
又
美
人
時
世

の
嬌
態

、
梓
本
彩
筆
、
諸

國
流
行
し
、
華
入
蕃
客
も
珍

と
し
求
む
。
茲
を

ぎ
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以
て

一
陽
齋

の
號

日
の
昇
が
如
く

、
豐

國

の
名

一
時

に
獨
歩

し
、
書
風
自

ら

一
家
を
成

し
、

　
　

朱
門

の
貴
公
子
も
師

と
し
學
ぶ
。
門
入
蚕
業

の
徒

に
於

て
良
才
乏
し
か
ら
ず
、
實

に
近
世

　
　

淨
世
繪
師

の
冠
た
り
。
惜
哉

一
陽
齋
享
年
五
十

七
歳

に
し
て
沒

せ
り
。
時
に
文
政
八
年
酉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ

　
　

正
七
日
也
。
三
田
聖
坂
弘
蓮
禪
寺

に
葬
る
。
法

名
を
蟹
彩
靈
毫
と
云
、
遺
愛

の
門
人
等

一

　
　

陽
齋

の
義
子
今

の
豐
國

と
量

て
亡
師

の
遺
筆
數

百
枝
を
埋
め
碑
を
營
み
亡
翕

の
友
人
等

も

　
　

爲

に
力

を
助
け
、
櫻
川
慈
悲
成
子
を
し
て
余
が
蕪
辭

を
需
む
、
余
も

ま
た
亡
翕

、の
奮
識
た

　
　

り
、
故

に
固
辭
す
る
事
あ
た
は
ず
.
其
事
を
記

て
其
乞

に
答

ふ
。

　
　
　

文
政
十

」
年
戊
子
伸
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狂
歌
堂

四
方
翼
顏
撰
　
窪
世
祥
鐫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
東
庵
樵
著
京
山
書
井
篆
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

冒
ハ誠
本
】
碑

陰
門
弟

並
門

々
弟

の
逋
名
あ

れ
ど
略
す
。

-

.【新
】
豐
國
歿
後
出
板
な
し
た
る
追
善

の
繪

に
辭
世

の
句

と
て
、

　

燒

筆

の

ま

玉

か

お

ぼ

ろ

の

影
}
法

'師

と
艶

せ
る
は
他
人

の
句

に
し

て
辭
世

に
あ

ら
ざ

る
事
明
か
也

。

*
麗

と
竜
あ
り

*
淨
世
繪
編
年
史

に
は
之
を
出
せ

ち



140

　
　
造
善
省
像
聲

國
貞
筆
井

に
讃
。

こ
の
月
七
日
師
た
る
人

と
長
き
わ
か
れ
と
は
な
り
ぬ
、
然

　
　

る
に
喪

に
こ
も
り
し
あ
さ
な
み
だ
と
と
も

に
、
す

曳
ら
ば
や
粥

の
七
種

の
佛
の
座

{壇
】
或
人
云
、

豐
國
は
其
骨
法
豐
廣

に
及
ざ

る
事
遶
し
、
寶
法
劣
る
と
い

へ
ど
も
、
流
俗

の
眼

を
悦
し
む
る
に
妙
を
得

た
り
、
劇
場
流
行
の
時
に
逢

る
も
の
な
り

。
后
年
迄
春
竇

は
か

L
ざ
り

し
が
、
物
故

二
三
年
前

よ
り
數
部
め

奉
寳
を
出

せ
ー3
・。

霰

】
瀬
川
仙
女
追
善
集

に
豐

國
狂
歌
あ
り
、

　
　
　
　
俤

は
泪

の
露
に
墨
す
り

て
か
く
似
貌
繪
…に
殘
り

お
し
さ

よ

　
　
　
　
【漸
】
歌

川

豐

秀

初
代
歌
川
豐
春

の
門
人
也

。

　
　
　
　
佐

久

間

草

縷

名
は
顯
M、
掌
・は
叔
徳

、
山忌
ρ師

の
人
、

月

二
日
卒
す
。

聲
を
松
村
莫
春

に
學
び
、
法
橋

に
叙
す
。
文
化
十

一
年
十
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【故
】
石

田

友

汀

幽
汀
の
長
男
な
り
・
霪

を
父
に
學

ぴ
て
能
く
せ
り

・

　
　
　
　
【暫

奧

村

丈

鳴

{整

姓
は
源
名
は
貞
章
字
は
万
禳
、
【薪
】
京
師
の
人
、
霾
を
應
擧
に
學
ぶ
、
霰
】
名
所
圖
會
の

差
繪
有
。

　
　
【新
】草
偃
以
下
は
淨
世
繪
師
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
何
れ
も
名
所
鬪
曾
の
さ
し
甃
あ
る
が

　
　
故
に
爰
に
録
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
春
朗

　
　
　

【曳
】
二
代
目
　
　
　自
示
　
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
手

こ
れ
ま

た
狂

哥

は

い

か

ゐ
等

の
摺
物
盡

に
名
高

く
、
淺
草

大
六

天
神

の

脇

町

に
住

。
す

べ
て
摺

物

の
【
曳
】
書
は
錦
盡

に
似

ざ

る
を
奪

ぶ
と

そ
、
寛
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O

政

十

午

年

の

頃

北

齋

下

改

ム
。

　
　
【
三
】
三
馬
按

三
代
目
宗
理

ハ
初
メ

ニ
宗

ニ
ト
呼

ベ
リ
、

後
年
俵
屋

ヲ
改

テ
菱
川
宗
理

ト
名

　
　

ノ
ル
。

　
　
　
　
門曳
】
春
　
朗

小

に
し
き
な
ど
に
あ
り
、
草
双
紙
も
ゑ
が
け
り
。

　
　
【
三
】
又
云
、
蓉
朗

ハ
勝
川
春
章

ノ
門
人
也
。
俗
稱
鐵
訳
郎

、
後
年
破
門

セ
ラ
レ
テ

ヨ
リ
勝

　
　
川
ヲ
改

メ
叢
春
朗

ト
云
。
其
後
俵

屋
宗
理

ガ
跡
ヲ
續

テ
ニ
代
目
宗

理
ト
ナ
ル
。
後

二
故

ア

　
　

リ
テ
名
ヲ
家
元

二
歸

ヘ
シ
北
齋
辰
政

ト
改

ム
、
其
名

ヲ
門
人

三
讖
テ
雷
震

ト
改

メ
、
再

ビ

　
　
門
人

二
與

ヘ
テ
戴
斗

ト
改

ム
。
是
ヲ

モ
門
人

三
讖
リ
テ
當
時

ハ
爲

一
ト
改

ム
。
本
所

ノ
産
、

　
　
住
居
數
多
カ

バ
レ
リ
。
御
用
鏡
師

ノ
男

ナ
リ
、
委

ク

ハ
別
記

ニ
シ
ル
ス
、
門
人
枚
擧

ス
ベ

　
　

カ
ラ
ズ
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幼
名
寺
太
郎
後
鐵
二
郎
【無
名
】

　
　
　

【堪
】
葛
飾

爲

一

(明
和
に
生
れ
寛
政

よ
り
天
保

の
今

に
至
る
)
俗
稱

□
口

(居
始

め
本
所

　
　
　
横
網
町
后
數
十

ヶ
所

に
轉
宅
す
、
今
淺
艸
寺
前
に
佳
す
)

江
戸
本
所

の
産
な
り

、
數
號

　
　
　
あ
り
改
名
左

に
記

す
。

類
考

に
、
宗
理

と
春
朗
と

こ
人

の
や
う
に
蝨
殱き

列
ね
た
れ
ど
嬉

と
嬉

に
こ
耽
北

齋

が
初
名

に
し

こ

聯
人
な
り
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,霾

】
始
め
は
業

を
椦
川
春
章

に
受

て
勝
川
春
朗

と
書
名

す
、

故

有
り
て
破
門

せ
ら
れ
、
叢
春
朗

.
と
云
り
。
古
俵
屋
宗
理

の
跡
を
續

て
、
一
一代
目
菱
川
宗
理

と
な
り

た
る
比
、
書
風
を
か

へ
た
れ

ど

(宗

理
の
頃
は
狂
歌

の
摺
物
多

し
錦
.書
は
か

&
ず
)

未
だ

一
派
を
な
さ
ず

(堤
等
琳

の
書
風

を
慕
ふ
)
亦
門
入
宗

二
に
宗

理
を
讓
り

蕪

】
(
三
代
目
宗
理
と
す
)
蠹
儡
名
を
家
元

に
返

せ
り
、

干
レ
時
寛
政
十
午

の
末
。
爰

に
至
り

一
派

の
書
風

を
立

て
、
北
齋
辰
政
雷

斗
と
改

む
、

(
一
読
北

辰
妙

見
を
信
ず
、
故

に
北
齋
と
改

め
し
と
云
。

【無
】
其
頃
ほ
東
都

に
明
書

の
風
大

い
に
行

は
れ
、

畫

心
有
も

の
は
唐
書
を
學
ぶ
事
專

ら
流

行
す
。
俗

に
從

ひ
て
霆
風
を
立
し
ほ
世

に
出

る
の
時
な

り
。
【遒

後
雷
斗

の
書
名
は
重
信

に
ゆ
つ

る
)
北
齋
流
と
號
し
、
明
畫

の
筆
法
を
以

て
淨
世
繪
を

か
く
、
古
今
唐
聲

の
筆
意

を
以

て
書
を
工
夫
せ
し
は
、
北
齋
を
以

て
開
組

と
す
。
爰

に
お
い
て

世
上

の
鍵
家

(俗
に
云
本
書
師
)
其
書

風
を
奇
と
し
て

蕪

】
(世
俗

に
至
る
迄
)
門遒

大

に
も

て
は

や
さ
れ

一
時
に
行
れ

て
門
人
多
く
、
高
名

の
妙
手
と
稱

せ
ら
る
。
從
來
書
を
讚

み
學
才
あ
れ
ば
、

戲
作

の
繪
雙
紙

多
く
、
草
雙
紙

の
盡
作
を
も
板
行
す
、
作
名
を
時
太
郎

可
候

と
云
わ
、
叢
春
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
ノ
誤

の
頃
は
役
者

の
錦
繪

を
出

せ
し
が
、
北
齋

に
至
り

て
錦
繪
の
板

下
を

か
乂
ず
、
狂
葺
撫
物
聲

を

多
く
か
け
り
、
錦
書

の
風
な
き

を
以

て
、
悉
く
北
齋

の
寳
風
を
用
ゆ
。
{無
貿
摺

て
奇
巧
な
り

し
)

暫誓
至

否蘿
耋
蠢
暑
重
耄
婁
,蕣墨

鐔塁
h蠶
峯
著
を
萋
韆
互
萋
齶譲
晝冨
蕁
垂
呂
〒耄
冓

r霆
妻
鵞善
き
、『咫・}
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【餮

但
書
狂
人
の
號

は
門
人
北
黄

に
ゆ
つ

る

(北
黄

は
板
下
を
か

玉
ず
)
。
專

ら
畫
狂
人
萬
飾
北

齋

と
曁
名
し
て
雷
鳴

す
。
書
風
錦
繪
草
雙
紙
等

の
尋
常

に
あ
ら
ず
、
繍
像
讀
本
の
差
書
を
多
く

か
き

て
世

に
行
は
れ
、
繪
入
讀
本
此
人

よ
り
大

に
開
げ
た
り
。

(此
頃
聲
入
讀
本
世

に
流

行
す
。

、
竇
法
草
雙
紙

に
似

よ
ら
ぬ
を
以

て
貴
し
と
し
、
讃

本
書

と
て
別
に

一
種
あ
り
、
杏
花
園
藏
書
淨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
ノ
誤

世
繪
類
考

に
云
、
北
齋
宗
理
ほ
狂
言
摺
物

の
書

に
名
高

し
、
淺
草

に
佳
す
。
す
べ
て
摺
物
書
は

錦
繪

に
似
ざ

る
を
貴

と
す
、
と
云
)
京
師
大
坂

よ
り
雷
名

を
慕

ひ
門
人
多
く
學
ぶ
者
あ
り
し
故
、

尾
州
名
古
屋
を
始

め
と
し
て
、
京
師
大
坂

に
至
れ
ど
も
、
匹
敵
す
る
書
家
絶

て
な
し
。
板
刻

の

密
書

に
妙
を
得
當
世

に
獨
歩
す
、
刊
本
枚
擧
す

べ
か
ら
ず

。
漫
書

と
題

し
て
書
手
本
を
發
行
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

ぷ

大

に
世

に
行

ぱ
る
、
數
篇

を
出

せ
り

(始
板
元
江
戸
麹
街
角
丸
屋
茜

助
な
り
し
が
、
故
有

て
后
　

*
北
齋
漫
書
+

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
編
あ
も

尾

張
名
古
屋
永
樂
屋
東
四
郎
藏
板

と
な
れ
り
)再

た
び
名
を
門
人

に
讓

り

て
錦
袋
舍
戴
斗

と
改

め
、
前
北
齋
戴
斗

と
云
、
(二
代
目
北
齋

は
本
所

の
藻

な
り

し
が
、
後

は
吉
原
仲
の
町
龜
屋

と
云

茶
屋

な
り
、
兩
國
囘
向
院

に
ヤ
大
書
布
袋
を
か
げ
り
、
錦
袋
舍
名
弘
め
書
書
會
あ
り
、
大
霞

は

十
六
聞
四
方
、
十

八
間
四
方
、
名
古
屋

に
て
ば
釋
迦
出
山

の
圖
を
か
け
り
)
是
を
も
文
化
の
末
、

門
人
北
泉

に
讓
り
與

へ
て
、
前
北
齋
爲

一
と
改
名
す
。
門
人

に
臨
本
を
與

ふ
る
に
遑
あ

ら
ず
、
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是
が
爲
め
に
書
手
本
を
板
刻
し

て
數
十
膀
世

に
行

は
し
む
、
生
灑

の
面
目
ば
、
書
風
公
聽

に
逹

」

「し

て
、
御
成
先

に
於

て
席
霞
上
覽
度

々
あ
り

、
稀
代

の

門新
】
甕
穡

霾

】
妙

手
と
云
べ
し
。

　

板
刻
書
手
本
標
目

北
齋
漫
聲

(自
初
篇
至
十
三
篇
)

【
露

地
丈
雛
形

北
齋
謎
叢

一ご
鼬
賦讃
坦齟
指
　
四新
】
一
珊

凶新
】
畫
本
魁
　

一
局

官
田
獄
百
見
黒
　
三
矯

淨
瑠
璃
絶
句
　

一瓣

　
　
戴
斗
書
譜

　

櫛

霾

喜
世
留

獲

雛
形
韜

蘿

ノ

北
齋
畳
鏡
　

　

　
輩
杰
禦
墜
弧
羅
初
孀
枳
り

一
筆
聲
懿
胆
　
　

　
　
書
工
全
午
引

　
二
冊

　
　

　

　

　
　

ル

門鸞

爲

一
讃
譜

　
　
　
北
齋

寫
眞
書
譜

薪

】

折
本
U
渮

武
藏
鐙
　

一
冊
　
　
　

北
齋
晝
譜
　
三
冊

霊
本
女
今
川
　

一
冊
　

同
庭
潮
往
來
　
三
冊

隅
田
川
兩
岸

一
覽

独
謝
彬
み笆

鼡
堀
】
書
手
本
數
部
、枚
擧
す
べ
か
ら
ず
、僅

に
共

一
二
を
爰

に
し
る
す

の
み
、委
く
は
別
記

に
讓
る
、

【新
】
讃
本

目
録

　
椿
論
弓
張
月
　
馬
琴
作

三
+
卷

　
墨
田
川
梅
柳
新
書
　

同

六
冊

」新
田兼
解
脱
物
語

同

五
冊

辭

南
柯
の
夢

同

六
冊

丶

丶

广
羣

耋

　　　
广　
　　　
　　
　　
　　
　　广奏ー

蚤穿ー

ー

こX霧

富・ミ乳う毛F、耄F・=
㌦こ
吊二
勢オ・二　
　了暈帖.霊
羹

ηー

ー

晝
華
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南
柯
後
記

同

八
冊

欝

の
雪

同

薫

　
水
滸

鬣
傳

同

　

賄
勘
々
郷
談
　
　同
　
六
冊

　

鑢
手
本
後

日
文
章

　
同

蕊
紛

　

東
嫩

の
錦

同

五
冊

　

橋
供
養

同

五
珊

　

新

田
功
臣
録
　
同

+
冊

　

阿
波
鳴
門

同

五
冊

　

國
字
鵺
物
語
　
葛
藥
亭
作

五
瓣

σ
　

濡

衣
草
紙

同

五
冊

懿

戀
鑠

蟹
擁
三
澱

北
越
奇
談

禦

綴

毒

　

山
莊
太
夫
　
谷
峨
作

五
渇

敵
打
裏
見
葛
葉
　
同

五
珊

鯛
豪
怪
鼠
傳

同

+
蒲

糶

模
稜
案

同

+
冊

忠
孝
潮
來
節
　
焉
馬
作
　
玉
澱

玉
丱洛
穗

　
　小
枝
繁
作
　
十
珊

菘
王
物
語
　
同

六
冊

小
栗
外
傳
　
同

+
八
冊

怪
談
霜
夜
星
　
種
彦
作
　
五
冊

　

わ

勢

田
橋
龍
女
本
地
　
欄
に
跚
叢
也

雙
蝶

々
白
糸
双
紙

　
同

五
澱

鴃
n歓
艙軅
北目
由
円　
振
鷺
…喜
作
　
六
冊
冖

覇
ハ
騾騨
膵
貼
物
號
鸚　
　六
銅樹
園
作
　
六
冊
一

百
A
口
稚
埜
居
鷹
…　
萬
亭
叟
馬
作
　
五
冊

繪
本
三
図
志

覧
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漢
楚
軍
談

此
外
中
本
草

双
紙

の
類
殊

に
多
け
れ
ば
こ

x
に
し
る
さ
ず

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
ぺ無
】

幽璽

傳

に
日
、
爲

一
翁
ぼ
曲
寳

を
善
す
。
(升
玉
子
徳
利
筥
す
べ

て
器
械

に
墨
を

つ
け
て
寳
を
か

く

、
左
筆
も
妙
な
り
、
下
よ
り
上

へ
書
き

上
ぐ
る
邀
聲

を
か
け
り
、
中

に
も
爪

に
て
墨

を
す
く

ひ
か
く
書
は
勝

れ
て
妙
な
り
、
筆

に
て
書

た
る
が
如
し
、
書
く
處

を
み
ざ
れ
ば
其
實

を
し
る
べ

か

ら
ず
。
【新
】
叉
俳
諧
を
好

み
川
柳
風

の
狂
句
を
よ
く
す
、
【増
甥
剤
A
の
春
書
を
よ
く
か
け
り
、

一
派

の
風
あ
り
て
情
深
し
)
彩
色

に
工
風

を
こ
ら
し
て

一
派
の
妙
を
極

め
た
り
、
總

て
惣

身
に

書

法
充
滿

し
た
る
人

に
て
、

一
黯

の
戲

墨
も
聲

を
な
さ
ず
と
云
事
な
し
、
稀
代
の
名
人
な
り
。

倭
漢
の
書
法

に
委
し
、
骨
法
自
ら
宋
明

の
筆
意
あ
り

て
、
尋
常

の
疂
風

に
ひ
と
し
か
ら
ず
、
虞

を
寫
す
に

一
家

の
筆
法
書
體
悉
く
具

る
と
い
へ
ど
も
、
能
其
員

に
御
た
り
。
　

(狩
野
流

に
て
も

似

て
似
ざ

る
を
書
法
の
第

一
と
す
。

書
申

不
レ
全
し
て
謖
を
な
す

を
以
て
善

と

す
)
自
ら
云
、

數
年
諸
流
の
竇
家

に
入
、
其
骨
法
を
得

て
、

一
派

の
筆
法
を
試
み
書
道

の
業

に
於

て
會
得

せ
ざ

る
こ
と
は
な
し
と
云
り
。
香
具
師

の
看
板
聲

よ
り
劇
場
操

の
看
板
、
油
畫
蘭
叢

に
至
る
迄

、
往

往
新
規
の
工
風
を
出
し
、
刻
本
の
細
密

、
定
規
引
き

の
奇
巧
な
る
、

一
家
の
書
法
を
起
せ
し
は



ー
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尤
妙
な
り
。
他
郷

に
至
る
も
書
者
皆
門

に
入
て
業
を
學
ぶ
、
京
師
浪
花
は
悉
く
翁

の
書
風

を
學

び
て
名

を
改

め
ず
と
い

へ
ど
も
、
門
弟

に
な
ら
ぬ
は
な
し
。
(爲

一
翁
轉
宅
す

る
こ
と

一
癖

な
り
、

數

十

ケ
所

に
佳

を
替
た
り
)
浪
花
發
兌
の
繪
本

を
見

て
こ
れ
を
知
る
べ
し
。
紅
毛
よ
り
の
需

に

應

じ
て
二
三
年
の
間
數
百
枚
を
逶
り
し
に
、
蘭
人
も
大

に
是

を
珍
重
す
。
然
る

に
故
有

て
是
を

ば
禁

ぜ
ら
れ
た
り
。
天
保
の
今

に
至
る
ま
で
六
十
餘
歳
筆
法
少
も
衰

へ
ず
、
老
年

に
及
び
て
彌

筆

に
潤
ひ
あ
り

、
近
年
錦
繪

を
多
く
出
せ
り

(諸
國
山
水

、
花
鳥
盡

し
、
三
十
六
富
士
、
百
鬼

・夜
行

.
【只
誠
本
】
張
交
甕

内
壌
ヤ
琉
球
八
景
、

内
只
誠
本
】
諸
國
瀧

廻
り
等
其
外
色

々
の
珍
書
あ
り

し

と
云
ふ
)
壗

】
肉
筆
彩
色
ば
他
に
勝

れ
て
見
事

な
り
。
別

に
爲

一
翁
が
盡
傳

を
誌
す
、
委
し
く

は
其
書

を
見

る
べ
し
。

h
只
誠
本
畑
只
誠
按
ず

る
に
群
馬
亭

と
號
せ
ろ
狂
歌
の
摺
物

を
見
た
り
。
擺
鮴
敬
糀
ゆ

　
　

ロ
バ誠

云
、
爲

一
翁
宅

を
轉
ず
る
事

一
癖
な
り

、
數
十

ヶ
所

一
二

ヶ
月
斗
し
て
易
る
事
幾
度

　
　

と

い
ふ
を
知
ら
ず
、
予
が
ま
み

へ
し
寛
塑
永
元
申
年
な
ゆ
.
其
居
望
天
町
に
佳

め
り
、
是
迄

　
　

に
九
十
三
度

目
と
云
き
、
于
時
嘉

永
二
酉
年

四
月
十
三
日
九
十
歳

に
し

て
葬
す
。
淺
草
八

　
　
軒
寺
町
誓
歡
寺
に
埋
す
。
法
名
南

惣
院
奇
譽
北
齋
信
士



噛

辭

世
。

人
た
ま
で
行
氣
さ
ん
じ
や
夏
の
原

摯

　

　
　

【
故
】
二
代

目
歌
粥
豐
國

號
後
素
亭

叉

一
瑛
齋

と
號

す
、
本
郷
春
木

町
に
佳
す
、
…俳
優
似
貌
繪
美
人
繪
等
有
、
護
本
は
か

か
ず
、
元
墾

國
の
門
人
な
り
、
後
に
師
家
の
肇

と
な
る
覊

鏤

縫

後
豐
重
と
改
む
艷

緬

い
め

上
手

に
て
有

し
が
早

世
な
り
。
明
治
四
、
五
年

の
頃

二
代

臼
豐
重
と
靈
名
あ
る
錦
竇
を
見

た
り
、
何
人
か
知

ら
ず
。

　
　
　

m新
幅
歌

州

豊

溝

俗
稱
金
藏

、
豐
廣

の
實
子
也
。

【故
】
父
の
業

を
繼
月ぐ
聲
遘

じ
憲
し
深
く
、

【薪
】
父
並
に
豐
國

に

學
ん
で
よ
く
す
。

【整

交
化
八
年
十

六
歳

に
て
東
.内
庵
南
北

が
作

の
合
卷

、
女
合
法
戀
執
行
者

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

名
か

を
聲

く
、
是
初
筆
な
り
。
此
年
豐
廣

が
師
豐
春

よ
り
豐
清

と
書
風
を
邊
ら
れ
し
な
り
。

【斬
】
錦

繽
草
雙
紙
等
多
く
、
讀
本

ご

一部

あ
り
。
上
手
に
て
あ
り
し
が
早
世

せ
り
、
惜

む
べ
し
。

玉49

、
蠡
」蕣

7誓
郵
妻
蠶

3
曳ー

ー

…

阜
ー,嵳

醜宣
1ー

妄
冒ー

歪
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霾

】
辰
　
齋
　
俗
稱

【只
誠
本
】
牟
家
郎

【薪
】
名
政
之
、

號
柳

々
居
、

神

田
小
柳
町

二
丁
目
に
佳
し
て
家
守
役
を
勤

む
。

【
増
】
摺
物
中
本

の
牘
本
等
を
畫
き
た
り
。
北
齋
辰
政

と
云
し
頃

の
門
人
な
り

.
狂
歌
摺
物
井
月
並

の
詠
草
差
聲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

等
多
く
此
人

の
筆
な
り
、
錦
竇
は
甕

か
ず
、
【琶

號
滿
納
牛

二
。
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

*
剛
憐
嘱

壗
愉

{覚
誠
本
】
謾
本
は
月
宥
鄙
物

語
　

四
方
藁
顴
作

　
　
　
　
覈

】
北
　

　
嵩

嶋

氏
、
名
重
宣
、
本
郷

に
佳
す
、
號

を
蘭
齋
、
渠
醉
醒
纏
、
閑

々
樓

と
も
號

せ
り
。
讃
本
草
紙

等

多
し
、
后

に
淨
世
繪

を
廢
し

て
唐
繪

を
か
き

て
蘭
居

と
號
す
。

　
　
黷

八
犬
奇
談

薫

鼕

　

　

　
金
花
夕
映

蠢

嚢

　

　

　

　

　

　

　

　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
　

　

　

淺

間

嶽

面

影

草
紙

　

+
渦

種
葦
　

　
　

　

　

同

後
篇

執
着

譚

　

五
舟

同

　

　

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

高

野
利

刀
　

二
冊

小
枝
　

　

　

　

　

　

　

　
加

之

久
全

傳

香
籠

草

　
七
畑

谷
峩

北

濤

*
三
飛

と
竜

*
*
正
し
く
綜

逢
州
執
着
譚

*
*
*
高
野
薙
、

髪
刀

*
*
*
*
鸚
驥
'

畫
と
毛
云
、

六
鶏



,
昇
亭

と
號
す
、
姓
不
知
、
名

一
政

、
兩
國
藥
研
堀

に
佳
す
。
草

双
紙

を
竇
き
し
も
有
、
此
人
浮

一緡
の
上
手

に
て
錦
繪
山
水
の
遶
景
多
く
出
せ
り
。

　
　

嫐
轗
青
葉
笛
　

五
矯

蘭
山

　

　
　
　
北
　

　
岱

盈
齋

と
號
す
、
淺
草

に
佳
す
、
摺
も

の
護
本
多

し
。

　

　
古
能
花
草
紙

　
四
冊
　
小
枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
宙駘
榮
利
"化
　
葺
冊

　

　
愛
護
サ石
乱岬
擾
傭
冊
　
二
冊
　
小
枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　被
　
　背早
姪脳
　
潼
　川
亭

器
水

*
六
珊
と
蚤

151

　
　
　
　
【新
】
鳥

居

瀋

峯

霾

】
清
峯
は

【新
】
俗
稱
庄
之
助
と

い
ふ

【
故
】
三
代

目
清
滿

の
孫
な
り
。
涛
長

の
門
人

と
な
り
て

燮

を
學
ぶ

【堀
】
文
化
の
始

よ
り
文
政

の
始

め
迄
凡
八
九
年

の
間

、
錦
繪
草
雙
紙

(合
卷
と

い
ふ
、

繪
衷
紙

の
三
十
丁
も

の
、
丈

化
三
四
年
比
よ
り
專

ら
流

行
す
)

の
類
、
淨
世
美
人
繪
等
多
く
板

刻

し
て
世

に
知

る
處
な
り
。
歌
川
豐
國

の
竇
風

に
倣

へ
り
。
溶
長
物
故

し
て
よ
り
芝

居
の
看
板

苳
萋



*
欝
は
蘆
趨
磁

　
　

幽
薪
蓬

山

蘆

渊

羈

博

英齋継

囃

・出・亀

　
　
　
　
.新
麟

.竰
潔
果
齢

(野
比
斑
時
の
入
鳬

ゆ
日
竣

の
へ

釜

に
佳
す
婬

触新
㎏
齷

と
い
ふ
、
護

内
霧

響

の
編
あ
亀

餮

喬の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　
　ず　
　
　
み
コせ
ぐ

塰
蕩

響

　

　

漿

西
識

ウ初編嘉

　 　 　著i書な坂人す
和天

難 毓泰鍵
り名せて良を り
編數し大の指享

1δ2

鍵

鱒

濃

聾

露

吐
た
鬼
【薪、簷

舞

新
和泉
町

謬

羅

钁

難

庸

國貞簗

芒
に書

響

姿
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京
覧

新黥

し譌

叢

量

籍

義
実

馨

川
憂
も
號
せ
り
、

蝋薪
】
豊
黠駒
の
門
人
也
。

　
　
　

薪
】
青
矚
齋

蘆
國

奮

、淺
山
氏
・
芦
洲
門
人
鰍
、
俳
優
似
鶉

多
し
◎

　
　
轟

蒐
篝

薫

藜

　

　

金

口犠

.譚

　
　
忠
孝
貞
嬬
傳
　
六
班

歌
爾

玉
驚

鬼
卵

　
　
　
　
門新
】
闘
峯
驫
欝
馬

圜

量

大
坂

の
人
、
讃
本
多
く
あ
り
。

　
　
東
鑑
鑠
物
語
　
五
無

金
文

　
　
金
鱗
化
粧
櫻

毒

.罵

繪
六
蕣
科
草
紙



ユ54

漫
甕
百
女

石
井
物
語

通
紳
書
譜

一
無

玉
珊
　
小
鹽

輔
珊

【
芭

物
草
太
郎
　

+
珊

西
淵

…峯
の
雪
吹
　
五
冊

夊
丸

　
　
　
　
門新
】
松
窮
齋
孚
兵
衛

{故
】
浪
花
の
入
、
氏
未
詳
。

　
　
ケ
ン

　
　
擧
會
角
力
圓
會
　

二
鷽

,
浪
花
侠

夫
傳
　
六
珊

鬼
卵

　
　
　
　

薪

癇
遽

昆

癒

】
春
瞹
齋

　
俗
稱
ロ
ロ
　
大
坂

の
人

ハ漸
】
一
に
速
水
氏

と
い
ふ
.
名
恒
章

、

遘
耨
彦
三
郎
、

【壌
繍
刻
板

の
繪
入
覦
本
を
多
く
強
り
・。

内新
ど
又
文
を
よ
く
し
て
自
作
の
護
本
多
し
。
【埆
騙
能
く
法
橋
玉
山

の
寶
風
を
學
び
た
り
、
【新
】
文

政

六
年
七
月
十
日
歿
す
。

　
　
【新
】「繪
本
忠

臣
藏
　
二
+
澱
　
　
同
雪
鏡
談
　
主

蕪
　
　

　
　
同
金
花
談
　
+
二
燭

　
　
同
聴
出
譚

　
+
涌
　
　
　
　
　

同
牽

憑
傳
　
+
冊
　
　
　
　

同
顯
勇
録
　
+
燭



同
誠
忠
傳
　
+
姆
　
　
　
　
　
同
合
邦
辻
　
+
冊

同
夜
船
譚
　
六
册
　
　
　
　
　

同
甲
越
軍
記
　
こ
+
濔

同
彦
山
靈
驗
記
　
+
冊
　
　
　

同
金
毘
羅
聯
靈
記
　
+
箭

同
淺
草
靈
驗
記
　
+
冊
　
　
　

同
箱
根
山
靈
驗
記
　
祠灣

都
風
俗
化
粧
簿
　
三
珊
　
　
　

年
中
行
事
大
民姨
　
六
題

扁
覦

範

二
冊
難
轄

鬻

のの
難

㌧
、

同
李
泉
實
記
　
+
二
矯

同

一
休
話
　
【故
】
六
冊

同

二
島
冖英
勇
扁記
　

+
瓣

同
伊
賀
越
孝
勇
傳

　
七
冊

暮
曉
齋
が
筆

の
書
本
忠
臣
藏
の
指
竇
義
士
泉
岳
寺

へ
趣
く
駈
を
薫
齋
政
美
が
竇

る
東
海
邁
名
所

圓
會

に
よ
つ
て
甕
り
、
こ
の
故

に
江
戸
を
向

ふ
に
な
し
品
川

の
方
を
手
前

に
し
て
義

士
晶
川
の

方

よ
り
高
輪

に
い
た
る
所
の
圖
を
聲
り
、
此

の
如
き
誤
り
外
に
も
有
べ
し
。

痂

.

　
　
　
　

【新
】
流

光
齋

霰

】
如
毫

{暫

役
者
竇
多
し
。

【故
】
大
坂
の
人
、
俳
優

の
省
像
を
聲

く
に
名
あ
り

て
、

當
時
藻

花
に
て
は
有
名

の
人
な
り
し
・

彩
色
繪
も

密
な
り
、
竇
風
月
岡
氏
の
筆
意
を
學
び
し
か
と
思
は
る

N
所
あ
り
。



齢

め6

芝*櫓
居 本をゑ　き　　　賞4匕

史 菖

　 蒲

嘉 一　 驀

且セ同
ノ子一 し 　蓼,プ出

二二や 　を一

費 は語i三た

備ひつ
　 み
二
帰　 獄
　 　 毎

*
正
し
く
は
劇

場
書
史

　
　
　
　
〔毬

二
代
目
森
饒
齋

【故
】
速
水
氏
、
名
恒
茂

.
俗
稱
民
之
助
、
初
號
春
民
、
葬
墜
齋
の
男

な
り
。

歿
後
春
曉
齋

の
名
を

つ
ぎ

二
代
目
と
な
る
。
京
師

の
人
な
り
。

父
と
同
居
し
て
父

　
　
　
　
搬琶

北

遡

菊

麿

寛
政
よ
り
文

化
文
政
の
人
、
叢

】
名
潤
字
子
達
、
墨
亭
叉
觀
雪
齋
と
號
す
、
【遘

後

月
麿

と
改
む
、

稱
六
三
郎

な
り
。
馬
喰
町
に
佳
す
、
丈

化
申
小
傳
馬
町
廐

や
新
道

に
住

し
家
守
と
な
る
。
板
刻

の
草
雙
紙
等
あ
り

覆

】
歌
麿
に
學
び
後
、
門薮

一
流
な
り
、
後
年
淨
世
繪

を
か

玉
ず
、
名
を
觀

雪

と
改
む
、
此
年
柳
島
妙
見
宮

へ
鯉

の
額

を
納

む
。

　
　
【憩

菊
麿
筆
美
人
書

の
落
款

に

　
　
　
文
化
元
甲

子
春
三
月
末

□
喜
多
川

ご
流
倭
書
司
筆
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15学

右

の
如
く
有

、
喜
久
麿
敢
　
正
名

月
麿
圖
口
口

然
れ

ば
月
麿

と
.敬
め
し
は
此
.時
な
る
べ
し
◎

　
　
　
　
叢

】
蹄

齋

北

馬
　
(文

化
文
政
頃
の
人
)
俗
稱

資

誠
本
謡
五
郎

八

【無
名
翁
M
有
坂

氏

　
　
　
　
　
　
矯

潔
居
始
瀰
田
、
・後
下
谷
三
筋
町
)
江
戸

の
騫

北

齋

に
書
法
を
受
て
狂
歌
摺
物
書

を
多
く
か
く
、
蕎
本
の
密
畫

に
妙

を
得

て
數
十
部

の
板
刻
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

世

に
行
は
る
る
ほ
人

の
知
る
處

な
り
。
左
筆
の
曲
晝
を
よ
く
す
.
後
落
髪
す

(川
柳
風

の
狂
句

亀

よ
く
す
)。
繪
本
三
國
妖
婦
傳
は
玉
山

が
繪

の
大
木

よ
り
竜

一
二
年
先

に
賚
出

せ
り
。
卆
家
物

藷
、
鎌
倉
見
聞
志

(星

月
夜
顯
晦
録
)

の
類

、
軍
毒
hの
繪

入
も
の
多
し
、
(高
井
蘭
山
編
)
新
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
讃
本
は
枚
擧
す
る

に
い
と
ま
あ
ら
ず
。
(門
人
逸
齋
遊
齋
等

多
く
あ
り
)
畫
風

に

一
派

の
筆
意

あ
り

て
、
後

に
土
佐
繪

を
慕

ひ
て
多

く
其
趣
を
書
き

,
師

の
書
風

と
は
大

に
異
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　

【新
廳
石
脅
q遺
艷
臨
　
馬
琴
作
　
五
齎
　
　
　
　
　三
國
辞夙
婦
傳
》　
高
井
蘭
山
作
　
十
五
冊

　
　

孝
子
嫩
物
語
　
瀰
訓
維
説
鵝

五
班
　
　
　
柳

の
諒

　
小
枝
繁
玩祥

五
姆

　
　

堂
…世
"物
菰
鸚
　
馬
琴
作
　
五
冊
　
　
　
　
　
　
　
　田
冒村
嘘屠
物
覿禧
　
川
上
老
人
作
　
六
冊

職

*
逸
馬
、
遊
馬

の
誤

　　索

る数懸
法數

　室 は
1本す

　にべ
　よて



萋

寧
誓看

1δ8

　
　
那
智
の
白
糸

　
蘭
山
作

五
冊
　
　
　
　

自
來
也
物
語
　
鬼
武
作

+
弼

　
　
鬣

七
變
化
物
語

振
饕

作

薫

　

尼
城
錦

葛
飾
尖

編
作

三
珊

　
　
催
馬
樂
奇
談
　
小
枝
繁
作

六
冊
　
　
　
　竹
馬
手
綱
　
騏
麟
撻
貅
入

三
冊

　
　
俊
徳
麿
謠
曲
演
義

振
鷙
亭
作

五
珊
　

星
月
夜
顯
晦
録

蘭
山
作

+
冊

お迸
年
美
人
聲
を
多
く
書
た
り
、
彩
色

竜
の
又
席
上
の
略
書

に
妙
な
り
。

　
　
　
　
釁

】
戴
　
　
斗
　
(文
化
文
政

の
入
)
俗
稱
俘
右
衞
門
　
遠
藤

氏

(小
笠
原
家
浪
人
な

　
　
　
　
　

序
り
)
始
は
北
泉

、
(居
往
麹
町
李
川

町
天
聯
前

に
あ
り
し
が
後

は
不
レ
知
)

北

齋

の
門
人
な
り
、
名

を
讓
受
て
二
代
目
戴

斗
と
云
、
書
颪

師

の
筆
法
を
能
く
學
び
得

た
り
。

藁

僞
や

」
も
す
れ
ば
不
レ
知
、

【新
】
世

に
犬
北
齋
と

い
ふ
。

【
埆
】
浪
花

の
刻
本

を
多
く

聲

け
り

《
大
坂
北
齋

と
云
、
か
く
所
の
も

の
、
能
似
す

る
を
以
て
な
り
)
。

　
　

武
者
鏡

(板
元
浪
花
)
　
　

　

繪

本

(同
上
)
　
　

　
　

　
　

二
代
目
戴
斗
書
譜

　
　

小
紋
雛
形
　
　
　
　
　

　
　
　
【
鵡

花
鳥
書
傳
　
二
濁
　
　
　

英
雄

鬪
會
　

一
珊

　
　

繪
本
通

俗
三
國
志
　
　

　
　
　
萬
職
圖
考
　
五
珊

*
美
保

の
末
よ

り



鹸
墫
】
其
他
讀
本
類
七
八
種
あ
り
枚
擧
す
べ
か
ら
ず
。

溺

「

　
　
　
　

泉

専

一

(寛
政

よ
り
文
化
中
歿
す
五
・γ
餘
歳
〉

俗
稱
吉
兵
衞

泉
氏

(居
本
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ

　
　
　
　
　
　

一
丁
目
)
號
壽
香
亭

(江
戸
殘
な
リ
リ
冒
吉

〉
.穢

す

(俗
中

の
渾
名
な
り
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
め
は
古
等
琳
の
門
人
な
り
、
后
狩
野
探
信
門
人
と
な
り
守
の
孚
を
ゆ
る
さ
る
、
翻

齦
鷯
瞰
鮒

蕨

霧
錨

轄
論
吋
藪

轟
餓

警

警

讃

蟻
襟

瀦

繋

し

遘

町
聲
に
は
可
レ惜
名
筆
な

わ

。
武
者
書
を
善
か
け
り
◎
へ父
ほ
泉
義
信
と
云
ろ
狩
野
流

の
門
人
に
て
聲
工
な
り
。
守

一
は
俗

穩

の
目
吉

を
以

て
書
名

と
す
。
本
郷

の

一
侠
客

た
鯵
。
能
狩

野
流

の
書
法
を

學
び
墨
書
…の
蠶
龍

鍾
馗

の
繪

に
妙
を
得
た
り
、
戲
、れ
に
摺
物
甕

、
花
鼠
、の
團
協
壹
等
を
出
せ
り
。
泉
吉

兵
衞
は
諸

踊蔵
御
並
口
戴
繭
の
修
復
彩
陌色
御
用
を
一鋤
む

(
日
ぬ兀
久
能
山
h祥
↑戸
爾
・山
の
麺
燃)
町
繪

職

人
〔
の

頭
『な

翫リ

〈齋
藤
源
左
衞
門
請
負
な
り
)
親
吉

兵
衞

よ
り
續

て
二
代
勤
む

ハ
三
代
目
吉
兵
衞
は
門
人
林
之
助

と
云
し
者

な
り
、
實

子
女
聟

に
て
相
續
す
)。

生
涯
名
を
不
レ
好
そ
の
書
き
し
は
王
子
權
現
に
爲

朝
の
額
あ
塾
.

叢

】
上
野
清
水
堂

に
日
蓮
上
人
龍

の
口
御
難

の
.圖
、

門塘
】
本
郷
弓
町
天
脚

に
五

郎
時
宗
の
額
あ
り
、
湯
島
天
瀚
胛
に
は
童
子
遊
び
の
圖
あ
り
、
暴
も
額
な
り
、
其
他
爾
多

し
。
門

　 　　 　　 *　　　*
べ年道後あの探 云器

し褒(の ら翼信
)天 探す守は

な保信 し致操

　る:六守てに幽

香齋

と
略



xゆ.

ヤ
射
寧
琶

際
船

吋

愚
醜

竃

糖

曳
㍉

、
㌦

.燕

無

爺　 識 玄

　 蕊 橇
毬

焦

氏

客
す

く

セ

騰
寒洩

熟

夛

＼



噸麟懸賦飜韆 覇噺 簿孅 趣攜醐 鱇麟聯 …幽職 一　

161

　
　
　
　

金
右
衛
門

【
堰
】
(居
始
四

ッ
谷
鮫

が
橋
、

後
赤
坂
永
井
町
代
地
)

號
拱
齋
　
葵
岡

　
　
　
　
　
　
(姓
氏
の
如
く
用
ゆ
)
江
戸

の
人

な
り
。

始

め
は
狩
野
養
川
院
門
入

に
て
書
を
學
び
、
後
北
齋

の
弟

子
と
な
り

て
淨
世
繪
師
と
な
る
。
四
ッ

谷

の

門新
】
松
亭
志
州
侯

の
用
逹

の
　
【堰
】
魚

屋
な
り
、
仍
て
書
名
の
傍
に
魚
屋

と
記

し
た
り
。

.摺
物
書

は
勝
れ

て
妙

手
な
り
、
北
齋

の
高
弟

に
て
書
法
能
く
師

の
傳
を
得
た
り
、
讀
本
張
交

の

錦
竇
等
あ
り
、
役
者
美
人
書

は
か
曳
ず
。
【新
】
後
魚
を
商
は
ず
聲
を
以

て
業
と
す

黶

】
彩
色

の

密
竇
も
亦
名
手
な
り
門
人
多
し
。
(彫

刻
の
聲
な
け
れ
ば
名
不
レ
出
)

　
　
麓
の
花

(毳

難
纛

】
　

　

蓁
少
蠡

驫
謳

攀
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
ご
ナ
シ

　
　
吉
原
十

二
時
　
(六
樹
園
作
)
【
故
】
二
珊
　
　
　

江
尸
名
所
附
　
(彩
色
摺
)
【新
】二
冊

　
　
霧

】
北
溪
漫
書

　

】
班

銘
點
齷
板

　
　
虫円
山
立
法
寺
中
碑

　
　根
府
川
石

　
　
　
翕
諱
辰
行
、
善
繪
事
、
工
予
時
世
様
、
逾
武

於
菱
川
宮
m
川
諸
名
流

、
嗜
學
藏
審
數
千
卷
、

　
　
　

一
生
行
實
無
愧
忠
信
篤
敬

四
字

　
　
葵
岡
老
人
北
溪
君
之
墓
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あ

つ
く
な
く
さ
む
く
な
く
ま
た
う
ゑ
も

せ
ず
う
き

こ
と
き
か
ぬ
身

こ
そ
や
す

け
れ

　

　
　

【壌
解
春

川

榮

山

　

　
　

　

　

【
只
誠
本
翻
俗
稗
□
日

偉
追
而

可
考
。

居

中

鴦
賛
、町

、

脅

　

　
　

門露

春

想

五

七
　
(薪

】
初
名

霰

】
聯
屋

【暫

蓬

州

門遒

江
戸
小
石
川

の
人

覈

】

　

　
　

　
　

御
家
入
の
白
な
り
)

簽

】
文
化
の
末

よ
り
京
都
に
住
す
、
榮
山

の
門
人
な
る
べ
き

か
未
詳

。

京
小
原
八
坂

の
邊
り

に

佳
げ

る
に
や

内散
扇
俗
稱
を
覊
助

と
云
、
自

ら
瓷
き
自
ら
書
、
夊
彫
刻
も

せ
し

と
そ
。
芙
,遞
の
も

の
、
天
線

斎
遇

三
湿

口
八
町

中
本
此
外
な
ほ
あ

る
べ
し
。
戲

れ
に

一
絃

の
琴

を
引
り

。

【堰
】
江

戸

に
在
り
し
比
は
役
者

の
細

か
き
繪
を
書
き

、
板
刻
せ
し
と
見

へ
た
れ
ど

ご

一種

に
温
ぎ
ず
.

其

後
鬢

名
を
見
ず
。

ρ
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【故
】
喜
多
川
式
麕

歌
麿
門
人
な
り
、
俗
稱
東
海
林
李
次
看
衞
門
と
云
。
小
石
川
水
道
端
牛
天
聯
下
に
佳
す
。
錦
書

有
。
文
化
年
中
歿
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

萬
門新
】

　
　

　
　
【増
】
菊

川

英

山

(文
化
文
政

の
比

【只
誠
本
】
よ
軽
ソ
天
保

に
至
る
)
四壌
】
俗
稱

爲
五

　
　

　
　
　
　
郎

　
市
谷
の
産

(麹
町

に
住
)
號
重

九
齋
、
名
俊
信

始

め
父
英

二
に
畫
を
學
び
た
り
。
(英

二
は
狩
野
流

の
東
舍

と
云
人

の
門
人
な
り
、
板

刻
の
書

は

か
玉
ず
、
菊
川

一
家
の
淨
世
糟
師
な
り

。
造
り
花

を
業

と
す
、
沂
江
屋

と
云
)
北
溪
は
幼
年
よ

り

の
友
な
り

し
か
ば
、
其
書

法
を
慕

ひ
北
齋

内薪
】
滌

【
塘
】
の
書

を
か
け
り
。

古
歌
麿
歿
し
て

後
、
自
立
し
て
歌
麿

の
書
風

に
似

せ
て

一
家

を
な
し
、
板
刻

の
美
人
霊
を
出
し
て
大

に
世

に
行

れ
た
り
、
豐

國
春
扇

と
並
び
行

れ
て
、
浮
世
美
人
繪
中
興

一
家
の
祕
な
り
。
始

め
ば
役
者
繪
も

書

け
り
、
(文
化
三
四
年
の
頃

、
堀
江
町
の
團
扇
問
屋

、
故
有

て
悉
く
豐
國

の
新
板
繪

を
不
レ
出
、

一
年
英
山

の
役
者
寶

の
團
扇

ば
か
り
出
せ
し
事
あ
り
、
其
翌
年

の
頃

よ
り
國
貞
も
初

め
て
歌
右

衞
門

が
猿
廻
し
與
亥
郎

の
書
の
團
扇
を
か
き
し
な
り
。
夫
よ

つ
英
山
は
團
扇
書

に
役
者

を
止

て
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か

&
ず
、
美
人
書

を
多
く
出
せ
り
。
國
貞
よ
り

三

ご
年
も
早

く
世

に
行
は
れ
た
り
。
)
錦
餐

は
麹

　
　
　
　
(傳
右
)門無
】

町
三
河
屋
清
左
衞
門
と

い
ふ
繪
雙
紙
問
屋
板
元

に
て
始

て
英

山
の
竇
を
出
し
、
大

い
に
賣

れ
し

と
云
。
歌
麿
歿
し

て
美
人
鰲
絶
た
る
に
、
英
山
時
に
逢

て
、
役
者
書

は
豐

図
、
美
人
竇

は
英
山

と
並
行

は
れ

(豐
國
の
役
者
養
の
上
表
紙

に

一
陽
齋

の
聲
像
を
英
山
鑑
き
、
英
山

の
聲

に
豐
國

寄
合
鬣
き
等
あ
り
、
交
深
く
互

に
懇
意
な
り
し
か
ば
、
諸
茨
方

へ
も

二
人
に

て
席
甕

に
出
、
絹

地
彩
色
書
竃

兩
人

へ
命

ぜ
ら
れ

【
舞
】
〔
た
り
、
年

の
字
菊

の
字
、

織
物
煙
草
入
な
ど

へ
ち
ら
し

に
付
た
る
を
持
り
、

現
に
在
り
、

英
山

は
南
嶺
の
門
人
な
り
能
く
寫
意
を
學
べ
り
〕
隅増
】
し
と

云
)
、
草
雙
紙

四
五
種
あ
り

(竹
塚
束
子
作
大
鸚
塚

三
馬
作
板

元
西
村
是
始

め
な
り
、
橋
本
徳
瓶

作
、
一
剛
三
年
續

て
出
せ
り
)
【無
】
讀

本
は
不
甕

【増
】
美
人
淨

世
風
俗
は
狂
言
振

と
不
レ
似

、
や

は
ら
か
に
當
時

の
風

俗
を
か
き
、
遶
國
迄
も
名
高
く

一
時
の
妙
手
な
り
。
錦
繪
は
夥
敷
開
板

せ

り
、
文
政
の
末

よ
り
故
あ
り

て
、
多
く
板
下
を
不
レ
霆
、
門
人
多

し
、
菊
川
流

と
稱
す
。

　
　
菊

川
英
山

門
人

　
　
英
章

(淺
野
氏
錦
竇
團
扇
あ
り
)　

英
泉

(別
に
記
す

　

　
英
里

(錦
甕
あ
り
冬
木
氏
)

　
　
茣
信

(摺
物
豊
多
し
安

五
郎
)
　

光

一
英
章

(謇
靈
本
あ
り
狂
言
作
者
な
り
名
章

三
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魁

　　　 　　　　 　　 ホ
照ミ(八 卒其1六しヨ岡晩)ノ醤+饗旱驟 雑

　八繪輔行於六三寄娘毛　參
界歳集てβ年;寓ト藤



　
　

英
蝶

(摺
物
書
あ
り
)

其
他
數
十
人
あ

れ
ど
も
板
刻

の
聲
を
か

玉
ざ

る
も
の
は
爰

に
の
せ
ず
。

因

に
云
、
英

山
は
聲
才
あ
れ
ど
竜
讀
本
艸
雙
紙

を
諜
く
事

に
は
甚
疎

な
り
、
十
返
舎
二

九
作

の

貧
編
論

の
さ
し
ゑ
は
此
人
の
書

な
り
、
艸
雙
紙
も
徳
瓶
が
作

の
姉
川

頭
巾

と
い
ふ
雙
紙
の
聲
は

豊

國
の
入
物
の
中

に
、
己
が
女
寶
を
書
加

へ
し
ゆ

へ
、
其
頃
評
制弗
も
よ
か
り
し

に
、
北
嵩
も
是

に
倣

て
聲
き
し
艸
雙

紙
讃
本
多
く
あ
り
し
な
り
。

16S

　
　
　
　
艀

川

春

扇
　
(享
和
よ
り
文
化
文
政
ま
で
に
て
狡
N↓

俗
稱
残
治
郎

(居
始
麹
町

　
　
　
　
　
　
貝
坂
、
淺
草
御
門
前
、
叉
棘
明
町
へ
移
る
)
號
は
始
春
琳
と
云

(等
琳
門
人
)

　
　
　
　
　
　
春
扇
と
改
め
又

(二
代
目
)
春
好
と
改
む
、
【薯

號
可
笑
齋

{鵯
】
始
め
雪
山
堤
等
琳
門
弟
な
り
し
が
、
後
春
英
に
學
び
て
春
扇
と
改
む
、
文
化
の
始
め
、
東

西
葬
南
北
と
云
作
者
、
源
五
郎
鮒
と
題
せ
し
雙
紙
を
作
り
、
春
扇
始
て
草
雙
紙
の
下
燮
を
造
り
、

(板
元
芝
瀰
明
前
山
田
屋
三
家
郎
初
て
の
板
元
な
り
〉
大
に
行
は
る
。
是
よ
り
し
て
一
途
に
淨
世

聲
役
者
書
、
草
雙
紙
を
書
り
。
此
比
聯
明
前
の
繪
雙
紙
問
屋
、
彼
を
取
立
ん
事
を
挑
あ
ら
そ
ひ
、

騰Ψ
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新
板

日
々
に
多

く
發
行
す
。
僅

の
間
な
れ
ど
も

、
豐

國
大

に
嚢

へ
し
こ
と
あ
り
し
。
讃
本
も

一

二
種
書
か
げ
り
。

二
代
目
奉
好

と
改
名
し
、
板
下
書

を
止

め
て
芝

沸
明

町
に
移
れ
り
。
妻
も
風

流

の
者

に
て
、
草
雙
紙

の
作
を
年

々
に
發
行
す
、
作
名
月
光
亭

笑
壽

と
云

へ
り
。

　
　
按
る
に
、
繍
像
讀

本
は
束
里
山
入
作
源
単
染

分
草

と
云
し
五
舫
、
、縫
山
翕
作
、
橋
供
養

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

み

　
　
編

五
珊
な
り
、
後
陶
器

の
燒

付
蠧

を
か
き
て
板
刻
書

を
げ
書
ず
、
其
比
は
酒
杯
繪
猪

q
と

　
　
云
し
も

の
流
行
の
始

め
に
て
、
專

ら
に
是
を
の
み
業

と
せ
り
。
門
八

に
扇
里
と

い
ふ
も
の

　
　
あ
り
ぎ
。

*
丈
政
の
頃

　
　
　
　
　

　
　
　
　
歌

川

國

貞
　
(文
化

二
年
頃

よ
り
天
保
の
今

に
至

る
)
俗
稱

門新
】
角
田
庄
藏
…
矯

】

　
　
　
　
　
　
庄
五
郎

、
(居
本
所

五
ッ
目
、

後
龜
井
戸

内新
】
天
滿
宮
門
前

に
佳

し
叉
柳
島

へ

　
　
　
　
　
　
移
る
)
琶

葛
飾
郡
西
葛
西
の
産
、
號
轟

齋
、
薪
首

波
鏤

継

噸
北
梅
戸

　
　
　
　
　
　
富
望
山
人
、
富
眺
庵
,

一
陽
齋
、
晩
年
香
蝶
櫻
,
琴
雷
舍
、

【遒

一
に
五
渡
亭

、

.　
　
　
　
　

桃
…樹
園
の
數
號
あ
り

図
貞
は
本
所

五
ッ
目
渡
場

に
住
す
、

薪

】
渡
船

の
株
式

は
家

に
有

に
、

【堀
】
依

て
五
渡
亭

の
號

*
三
代
目
黌
黶

恥
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あ
り

(蜀
山
人
此
號

を
贈
り
し
と
云
)、
若

年
の
頃
よ
り
淨
世
畫
を
好
み
自

ら
師
な
く

し
て
役
者

、繪

を
書

く
、
豐

國
門
人

と
な
り
始

て
藍
本

を
あ
た

へ
し

に
そ
の
濤
書
を
見
て
豐
國
驚
し
と
云
り
。

豐

國
が
門

に
入
り

程
な
く
文
化
の
始

(
二
三
年
の
比
)
に
草
錠
紙

の
板
下

を
書
け
り
。
(山
東
京

山
始

め
て
の
作
、、
國
貞
始

て
の
書

な
り
、
妹

脊
山

と
云
、
江

見
屋

の
板
)
、
夫

よ
り

年
毎

に
聲

ぐ
、
錦
繪
は

【
散
】
文
化

五
年
戊
申

【増
】
中
村
歌
右
僧
門
大
坂
よ
り
下

り

し

比

(在
原
系
固
、

樽
若
狂
言
切
狂
冒
、
於
旬
傳

兵
鵆

、
猿
廻
し
堀
川

の
段
、

二
番
目
狂

蕎
富
岡
志
山
關
出
村
玉
屋

新

兵
衞

【新
】
の
段
是
歌
右
衞
門
が
目
見

へ

{
螻
】
の
狂
言
也
)
數
品

を
書

て
發
行
す

(門新
】
一
読

に
國
貞
始
め
て
の
板
元
は

【
餮

馬
喰

町
西
村
與
八

【遘

な
り

と
い
ふ
。)

【鸞

國
扇

繪

(歌
右

衞
門
猿
廻
し
盥
ハ才
(郎
の
書

.
團
扇
繪
…を
初

て
聲
き
し
な
り
)
草

雙
紙
大

ひ
に
行
れ
て
、

お
さ
お

さ
師
豐
國

に
お
と
ら
ず
、

一
時
聞
人

と
な
り

、
終

に

一
家

を
な
せ
り
。
雷
風

は
よ
く
騨
爾

の
骨

法

を
學
得
た
り

。
後

に

一
派

の
筌
意
を
以

て
、
　
一
蝶
.
鷽

谷
が
筆
法
を
慕

へ
り
。
師

歿
し
て
後
、

彌
自
立
し

て
、
淨
世
繪

役
者
似
顏
書

に
名
高

く
、
數
百
部

の
脊
卷
草

双
子
を
出

せ
り
、
讃
本
は

鳳.二
二
部

に
遏
ず
、
繪
手
本

の
類

は
未
出
ず
、
當
世

の
風

俗
を
宣
…す

に
妙
あ
る
事
、
よ
く
豐
國
が

聲
法

を
學
び
得

た
り
。
門
入

多

し
、
委
し
き
傳

は
別
記
に
誌
す
。
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門新
】
文
役
者
似
顏
繪

は
師
豐
國

に
ま
さ
り

て
俳
優
の
故
實

を
正
し
、

當
世

の
美
人
繪
ぽ
殊

に
工

夫
を
こ
ら
し
、
花
街
娼
妓

り
風
俗
を
深
川
、
品
川
、
四
ッ
谷
、
新
宿

、
千
佳
、
根
津
、
辨
天
、

松
井

町
、
新
地

、
常
盤
町
、
於
族
、
谷
申
、
三
田
、
三
角
、
其
餘

の
賤
妓

に
至
迄
風
俗
を
分
ち

曁
き
出
せ
し
か
ば
、　
一
時

に
其
名
を
轟

し
三
」都
片
鄙

萢
賞

し
あ

へ
り
。
天
保
四
年
よ
り
英

一
桂

の
(英

一
桂
は
柳
し
ま
住
、
九
十

六
歳

に
し
て
卒
す
、
辭

世
に
百
迄
は
な
ん
で
も
な

い
と
思

ひ
し

に
九
十
六
で
は
あ
ま
り
早
死
)
門

に
入
て
英

一
…蹄
と
號
す

(
一
読

に
嵩
谷

の
崙
嵩
綾

の
門
人
也

と
も
云
)
、
叉
香
蝶
樓

と
號
す

(
一
蝶
が
蝶

と
、

一
蝶

の
實
名
信
香

の
香
を
と
り

て
香
蝶
褸

と
號

せ
り
)
天
保
十
五
辰
年
春
、
師

の
名

を
繼

て

一
陽

齋
豐
國

と
號
す

(
二
世
豐

國
と
名
書
を
記
す
)

按

る
に
二
世

に

は

あ

ら

ず
三
世

な
り
、
管
ハ誠
本
】
國
貞

の
書
天
保
の
末

よ
り

や
&
蓑

へ
た
り
、

【暫

改
名

の
頃

何
人

の
狂
歌

に
ゃ

　
　
　
　
歌
川

を
う
た
か
わ
し
く
も
な
の
り
得

て
二
世
の
豐

國
僞

の
豐

國

聲
風

は
豐

國
の
骨
法
を
學

び
、
叉

一
蝶
嵩

谷
が
筆
意

を
慕

ひ
し
か
ど
、
似

る
べ
う
も
あ

ら
ず
、

讀
本
を
甕

る
も

の
は
尤
少
く
出
來
宜
し
か
ら
ず
、
弘
化
二
巳
年
薙
髪

し
て
省
造

と
號
す
、
翌
年

柳
島

へ
移
佳
な
し
聟

國
貞

に
繼
弁
戸

の
居
を
讓
れ
り

。

【故
】
文
久

二
年

よ
り
喜
翁
と
號

す
、
天



保
以
來
頗

る
世

に
聞
え
、
元
祺
種
彦
が
作
の
田
舍
源
氏
の
草
双
紙

の
書

な
ど
實

に
絶
妙

な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

{漸
】
元
治
元
年

子
十

二
月
十
五
日
に
歿
す
、

七
十
九
歳

、
龜
井
戸
村
光
明
寺

に
葬
す
、
漲
名
豎

國
院
貞
匠
書
僊
信

士
、
省

像
分
錦
繪

に
辭

世
の
歌

と
て
あ
り

　
　
　
　

一
向

に
彌
陀

へ
ま
か
せ
し
氣

の
安
さ
只
何
事
も
南
無
阿
彌
陀
伸

　
　
　
　

紺
毛

の
切
れ
て
こ
と
し

の
別
れ
か
な

　
　
霾
】
繪
本
役
者
夏
の
富
士

韆

嫐
糠

貌
【整

一蕩

　
　
〔新
】
侠
客
傳
　
馬
琴
作

　
　
繪
本
戲
場
顯
微
鏡
　
彩
色
摺

　
　
玉
石
童
子
訓
　
馬
琴
作

　
　
騨

奎

編
合
九
卷

臨
霧

作

　

　

*
天
俣
三
四
五
七
年
合
本

　

　
芝

居
細

見

焉
馬
作

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
量

融
蘿

多
氣
競

九
研

慧

霾
】
其
他
數
枚
擧
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。

最
】
得
者
似
顏
早
稽
古
　
【芭

一羝

阿
真

覇

語

臨

酢
筆
毒

ネ小
櫻
姫
風
月
奇
觀
　
京
山
作

四
艇

コ
蔀
俳
優
水
滸
傳

難

僣
二
珊

よ芝

M居
鯒綱
見
　
二
燻
升
作

ぎ里
見
八
犬
簿
　
蟷
囎
瀞
黔
焉
馬
作

雛
髄
世
湯
壽
　
一班

京
由

*
刊
本
新
堀
に

依
る

*
刊
本
新
壌
に

依
る

*
蠅
図
、
國
貞
.

合
筆

*
以
下
刊
本
新

堰
に
依
る

*
*
六
班
と
奄

瑚
　
按

る
に
、
近
頃
國
貞
は
英

一
蝶

の
聲
印
を
用

る
を
変

々
見
た
り
.
五
渡
亭
國
貞

と
竇
名

を
書
き
、
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花
押

は
英

一
蝶

と
あ
り
、

い
か
な

る
事

に
や
。
嵩
浴
b

斎
嵩
陵

と
か
云
人
の
門

に
入

て
、
故
人

の
名

跡
を
望
む

に
や
、
役
者
似
顏

の
錦
繪

に
は
似
付

か
ぬ
聲

名
を
慕

ひ
し
こ
と
な
り
。
・

言
ハ誠
本
】
只
誠

云
此
頃
の
川
柳
點

に
や
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
.

　
　
　

　
葭

が
ば
び
こ
り

て
渡
し
場
の
邪
魔

に
な
9

　

よ
し
は
國
芳
か
、
渡

し
場

は
國
貞
な

る
べ
し
。

　
　
　
　
【故
】
二
代
目
喜
多
川
歌
麿

馬
喰

町
に
佳
し
て
二
世
戀
川
春

町
と
云
し
人
な
り

。
北

川
氏
、
俗
稱
鉄
五
郎

と
云
。
書

を
よ
く

し
、
故
歌
麿
が
妻
に
入
夫

せ
し
人

な
り
。
錦
繪

を
霊
き

し
が
捫
き
方
な
り
。
文
化

よ
り
天
保
年

申

の
入
。

【壌
】
柵

蝿

重

信
　
(文
化

よ
り
天
保
三
年

に
歿
す
年

五
十
餘
)
俗
稀
[U
口

鈴
.・不
氏

　
　
の
男

薪
勢

を
志
賀
理
齋
、
響

と
い
ふ
。
羅

江
戸
の
会

り
、
號
讐

斗

　
　
(居
始
本
所
柳
川
町
、
后
根
岸
大
振
村
)

*
理
齋

の
三
男

　

　
潮
坊
せ
ん

に
て
翻
川
と

よ
む
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北
齋

の
門

に
入

て
甕

法
を
受

て
北
齋

の
聟

と
な
り
、
其
娘
を
妻
に
す
。
雷
斗
の
名
を
續

て

(始

め
本

所
柳
川
町
に
居

し
ゆ

へ
、
柳
川
を
以
て
姓

氏
の
如
く
す
)
板
刻
の
密
書

に
妙
手
な
り
。
師

の
書

法
を

よ
く
傳

へ
て

一
派
の
風
趣
を
書
く
。
彩
色
豊

に
其
風
大

に
異
な
り
、
浪
花

の
玉
山

が

筆
伝
を
慕

ひ
、
亦
國
貞

Q
俘
世
繪

を
似

せ
た
り
。
苴
雙
紙

を
多
く
甕
り

(柳
亭
種
彦
初

て
の
作
、

重
信
始

て
の
蠡
、
京

一
番
娘
殞
子
板

、
西
村
輿
八
板
、
文
化
凹
五
年

の
比
な
り
)、
讃
本
螂
出
せ

り
、

(柳
亭
始

て
の
作

、
奴

の
小
ま
ん

申
本
、
文
字

于
摺
昔
人
形

大
本
、
山
崎
甼
八
と
云
書
林
板

元
)、
草
双
紙
讃
本

と
も

に
大

に
世

に
行
は
れ
て
數
十
部
を
發
行
す
、

一
家
を
な
し
て
世

に
重
信

風

と
云
ふ
。
浪
花

に
至

て
頗

る
用
ら
れ
し
が
、
僅

に
し
て
歸
郷

す
。
常

に
人
形
細

工
、
上

の
製

作

に
奇
功
あ
り
。

ま
た
南
嶺

が
草
聲

の
筆
法
を
鬣
く
、
天
俣

=
年
ナ

一
月
荻
す
、
門
人
重
山
績

て
其
業

を
な

せ
り
。

　
　

【新
M
綟
手
摺
昔
入
形
　
柳
亭
種
彦
作

五
懸
　

七
隅
士
傳

　
鵝
靱
鰆
瓢

合
作

　
　

　

　
　
濡
燕
柄
傘
雨
談

讓

作

嘉

　

　
里
見
八
犬
傳

靉

辭
筆

　

　

　

　

*
無

驀

の

　
　

　
　
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

【
故
】
日
本
百
將
傳

一
夕
話
　
+
二
溺
　
　
　
繪
本
水
滸
簿
　
二
班

　
　

ヰ

　
　

繪

本
烈
戰
功
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
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霰

】
歡

川

豐

久

豐
春
門
人
な
り
。
堺

町
に
佳

せ
り
。
錦
繪
多
く
あ
り
、
又
芝
居
狂
冒
本
を
も
書
け
り
。
文
化
の

頃
組

上
燈
鑢

の
甕
多
く
聲

け
り
、
尤
其
霞

に
妙
を
得
た
り
。

　

　
　
　
北

尾

美

丸

政
美
が
門
人
な
り
。
新
乘
物
町
川
岸

に
佳
す
。
文
化
の
末

よ
り
歌
川
美
丸

に
改

め
た
り

し
が
、

故
有

て
政
美
が
師
重
政

の
名
跡
を

つ
が
し
め
、
二
代
口
と
す
。
花
蘭
齋

と
號

す
。
竇
風
の
大

い

に
異
り
豐
國
が
流
な
り

。
其
業
も

い
た
く
劣
り
し
方
な
り
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ホ
　
ヤ

　
　

　

【糟
】
歌

川

國

長
　
(文
化
の
末

よ

り
。
文
政

に
歿
す
、
四
十
餘
歳
4
俗
稱
栂
干
之

　
　

　
　
　

助
(居

【
只
誠
本
】三
田
、

後

【
壌
】
紳之
口
一二
丁
目
、　
後
薪
橋
金
亠ハ
町
)　
眦號
一
鹽
蝋齋

　
　

　
　
　

江
戸

の
薤
な
り

霓

を
豐
國

に
學

び
淨
世
繪

を
能

す
、
草
雙
紙

二
三
種
あ
り
、
組
上
燈
籠
或

は
こ
ま
か
き
細

工
物



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【無
】湖㈱
量鳳に
誤
ル

に
組
立

る
錦
繪
多
く
出
せ
・り
、

其
工
風

に
妙
を
得

た
り
、

淨

需
蕊

繪

と
名
付

た
る
名
所
の
遠

景
多

く
竇

け
り

、
壗

】
門
人
國
宗
、
其
餘
多
く
あ
る
べ
し
、
板
下
燮

を
不
レ
見
。
此
人
常

に
遊
囈

を
好

み
て
暑
曲

に
妙
な
り
、
酒
席

に
興
を
添

る
事
を
能

す
、

一
奇
人

と
云

へ
し
、
櫻
川
善
孝
、

甚
幸

な
ど
玉

一
時
の
友
人
な
り
。

1?3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
治
【新
】

　
　
　
　

歌

川

國

丸
　
(文
化
よ
り
文
政

の
末

に
協
す
年
三
十
餘
)
俗
稱
□
[U

(居
　
始
本

　
　
　
　
　
　
町

二
丁
目
、
後
淨
世

小
路

一
號

ご
圓
齋

、
江
戸

の
産
な
り

燃
鵬
峨
駄
賦
繝
五
彩
樓
、

　
　
　
　
　
　
飜
蝶

庵

鬣

】
輕
雲
亭

、
彩
霞
樓
と
い
ふ
、
俳

諧
を
鶯
笠
庵

に
學
ん
で
、
【新
】
龍

　
　
　
　
　
　
尾
と
號
す

【
増
】
此
人
書
書
を
善
し
頗

る
才
あ
り

、
豐
國
の
門
人

と
な
り
、
闘
安

と
並
び
行

は
る
。

淨
世
繪

役

者
甕

と
も

に
多
し
、
草
雙
紙
合
卷
錦
聲
、
世
人

の
知
る
所
な
り
。
竇
法
ば
師

の
筆
意

を
よ
く

守

れ
り
。
亦
風
流

に
邂
ぴ
諸
名
家

と
の
交
り
深
し
、
俳
諧
を
た
の
し
み

て
鶯
笠
庵

の
門
葉

な
り
。

　

　

【新
】
文

化
七
年
三
馬
作

一
封
男
時
花
歌
川
口
上
三
馬
書
入

に
前
髴

の
省
像
あ
り
、

文
化
八
年
京

山
作
出
世
櫻
譽
之
詠

歌
岫
瞞
拡

*
刊
本
薪
瑠
に

依
る
。
猴
此

外
文
化
六
年

+
五
戯
に
て

勅
筆
の
挿
繪

あ
り
。
三
馬

ロ
上
を
遞
ぶ
、

此
の
類
か



戔

174

　
　
　
　
門
故
】
激

川

國

滿

號

一
翁
齋
、
元
組
豐

國
門
人
な
り
。
俗
穉
熊
藏
、
飯

窟
土
器
町
、
檜
物
町
、

所
町
等

に
佳

せ
り
。
彩
色

に
妙
を
得
た
り
。
錦
霞
草
双
紙
多
く
あ
り

。

芝

ロ
ニ
丁
目
、
口

　
　
　
　
霾

】
歌

川

國

安
　

(文

化
の
始

よ
り
天
保

に
至

て
歿
す
、
年
三
十
餘
)

俗
稱
安
五

　
　
　
　
　
　
郎

居
大
門
遞
村
松

町
、
叉
本
所
扇
橋
)
號

一
鳳
齋

、
江
戸

の
産
な
り

幼
年
よ
り
豐
國
の
門
人

と
な
り
、
師

の
傍

に
契
生
た
り
、
文
化

の
始
錦
聲
を
出
す
、
(中
村
歌
右

衛
門
千

本
擲
恵

信
道
行

の
甕
あ
り
)
其
後
故
あ
り
て
西
川
安
信
と
改

め
し
が
、
亦
改
て
國
安

と

い
ふ
。
艸
草
紙
錦
聲
世

に
多

し
、
甕

法
は
よ
く
師
豐
國

の
笋
意
を
學

べ
り
、
役
奢
聲

か
き

の

一

入

な
り
、
門
人
多

し
。

　
　
門
入
安
信
　
安

(多
吉
)
.な
ど
な
り

按
る

に
、
二
代
目
の
國
安

と
稱
す
る
者
あ
り

て
板
刻

に
見
ゆ
。



17δ

　
　
　
　
歌

川

國

直
　
(丈

化
の
比

よ
り
天
保

の
問

に
至
る
)
【
故
】
吉
川

氏
、

俗
稱
…四
郎

兵

　
　
　
　
　
　
衞

、
霾

】
鯛
藏

(居
始
麹

町
よ
り
所

々
に
移

る
、
后
田
所
町

に
佳
す
)

號

一
烟

　
　
　
　
　
　
齋

四
故
】
一
揚

齋
…
【壌
解
信
濃

の
箆

な
り
、
　
一
に
淨
世
庵

　
椰
烟
樓

.
門故
】
柳
烟
堂

、

　
　
　
　
　
　
寫
樂
翕

網
総

始

め
明
書

を
學
び
、

叉
北
齋

の
畫
風
を
も
好
し
ぶ
、
壯
年

の
比
豐
國
の
門
人
と
な
り
、
文

化

の
末

よ
・9
艸
變
紙

を
出
せ
り

(式
亭
三
馬
推
擧
し

で
取
立
た
り
、
三
馬
作

の
雖
多

し
)
其
後

錦
欝
讃
本
世

に
多
く
出
し
、
國
貞

に
匹
敵

せ
り
。
豐

國
の
畫
法
を
離
せ
し
か
ど
、
從
來
明
書
を

好

む
ほ
ど
の
書
才
あ

る
人
な
れ
ば
、

一
派

の
書
風
を
立
ん
と
し

て
暫
く
こ
れ
を
廢
せ
り
。
後

天

保

の
始

よ
り
雙
紙
申
本
な
ど
を
多
く
出
す
、
淨
世
繪

一
家

の
上
手
な
り
。
門
人
多

し
、
書
く
所

板
刻

に
出
ざ

れ
ば
爰

に
載

せ
ず
。

因

に
云
、
門
人

に
竹
庵

龍
子
と
云
し
も
の
あ
り
、
粕

璽
宿

の
逢
た
り

、
艸
雙
紙
役
者
書
な
ど
出

せ
し

こ
と
あ
り
、
丈

化
年
申
な
る
。へ
し
、

薪

】
八
王
子
に
て
歿
肆
り

、
∴
遒

其
比
は
國
芳
な
ど

も
國
直

が
家

に
塾

生
の
如
く
居

て
板
刻

を
學
び
た
り

し
。
近
頃

國
芳

が
書
風
は
總

て
取
合

せ
の

器
財
艸
木

な
ど
、
國
直

が
筆
意

に
の
み
よ
り

て
書

も
が
、
當

時
は
紅
毛
繪

の
趣

を
基

と
し

て
盤

眺

竃
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く

と
見
ゆ
、
北

齋

の
書

風
を
慕

ふ
は
、
國
直
が
鬟
風

に
よ
り
そ

學
び
し
ゆ

へ
な
り
。

　
　
【薪
】
暑
①
病
外
傳
　
　小
枝
繁
作
　
十
王
珊
　
　
　
双
玉
傳
　
富
田
南
北
作
　
十
玉
珊

　
　
大

内
興
隆
十
杉
傳
　
五
研

春
水
　

　
　

幼
稚
燮
手
本

　

一
剏

(
只
誠
本
】
二
代

目
歌
川
國
直

は
本
癰

三
丁
目
に
住
す
。

　
　
　
　
國

　

　

政

　

豐
國

門
弟

門曳
】
歌
舞
伎
役
者

の
似
顔

を
う

つ
す
事
を
よ
く
す
。

壗

】
歌
川
國
政

(寛

政
の
宋

よ
り
文
化
の
始

ま
で
の
入
)

　
　
【三
】
三
馬
按
、
俗
稱
甚
助
、
奥

の
會
津

の
産
、
俾
別
記

門櫓
】
號

一
壽
齋

(居
始
芳
町
、
堀

　
　
江
町
、
后
市

ヶ
谷
左
内
坂
に
住
)

豐

國
の
門
人
な
り
、
豐
國
の
高
弟

に
て

二
代

目
國
政
と
云
、
竊
は
遙

か
後

に
見

へ
た
れ
共
板
下

を
見
ず
。
始
め
紺
屋

を
業
と
す
。
性
質
芝

居
を
好
む
の

一
癖
あ
り
、
僅

の
"

と
ま
あ
れ
ば
狂
言

を
見
物
す
、
元
よ
り
俳
優

の
面
を
似

せ
て
寶

く
こ
と
甚
妙

な
り

.
紺
屋
の
圭
豐
國

と
交
り
潔

か

り
し
か
ば
其
故

を
物
語
り
、
豐

國
傍

に
招
き
て
か
玉
し
む
る
に
、
面
體
の
癖
を
似
す
る
事
豐
國



の
及
ぼ
ざ

る
こ
と
多
し
、
則
需

に
應

じ
て
門
人

と
な
す

。
或
時
中
山
富
主
郎

(世

に
ぐ

に
や
富

と
異
名
す
)

の
似
顏

を
書
く
、
其
人

を
目
前

に
見
る
が
如
し
、
其
頃
專

ら
似
顏
牛
身

の
團
扇
繪

流

行
す
、
團
扇
問
屋
是
を
見

て
板
下

に
か

&
し
む
、
市
中

に
畠
費

ス
に
世
人
面
部

の
似
た
る
甚

奇
な
る
を
も

て
は
や
し
、
不
計
利
潤
を
得

た
り

し
か
ば
、

夫
れ

よ
も
・し
て
多
〉
＼
團
湯
繪

を
書

し

む
。

そ
の
.師
豐

國
是

に
及

ば
ざ

り
し
ゆ

ゑ
國
政

が
聲
く

と
こ
ろ
を
以

て
規
矩
と
し
專
ら
役
者
書

を
國
政

に
似

せ
て
ゑ
が
き
け
り
、
因

て
世
人
は
反

て
國
政
が
門
人
な
ら
ん
と
云
し
と
そ
。
後
錦

{聲
に
も
多
く
出
し
が
、
書
道

に
深
く
不
レ
入
、
學

ぶ
所
拙
げ
れ
ば
人
物
全
く

不
レ
備
、
…僅
三
四
年

に
し
て
止
む
。
後
似
顏

の
假
面
を
作
り

て
、
童
子
の
爲
め
に
費

り
げ
り
、
歿
年
を
不
知
。

　
　
　

【新
】
二
代
目
國
政

と
云
、
聲
名

は
る
か
後

に
見

へ
た
れ
共
板
下
を
見
ず
、
何
八
か
知
ら
ず
。

*
}
譌
に
二
代

國
宗
文
政
中

二
代
麟
政
を

名
乘
り
し
と

云
ふ

　
　
　
　
霰

】
歌

川

國

次

元
組
豐
國
門
人
な
り
。
俗
稱
幸
藏

と
云
、
銀
座
四
丁
目

に
佳
す
。
錦
繪
草

双
紙
等
多
く
あ
ら

。

177

歌

川

國

信

ぐ燦鱒一野鰰 ド
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元
祺
豐
國
門
人
な
り
。

一
譲
齋

、
後

一
陽
齋
と
號
す
、
文
號
陽
岳
堂

。
金
子
氏
惣
家
郎

と
弐
。

天
保
年
申
御
小
人

目
付
を
勤

め
、
蕩
島

三
瓶
町

に
住

せ
塾
。
聲
作

の
草
双
紙

多
し
。
作
名
を
志

滿
山
人

と
い
ふ
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
歌

川

國

宗

山
下
氏
、
俗
稱
勇
藏
號
長
文
齋
。
屠
芝
居
町
、
錦
響
三

三
種
あ
り
。
豐
國
門
人
也

。

　
　

　
　
【新
】
二

代

昌

交

朝

【堰
】
今

二
代
目
柳
文
朝
は
尾
張
町
の
邉

に
居
佳
す
と
い
ふ
、
呉
服
屋
仕
入
物

な
ど
に
竇
名
見
ゆ
、

交
化
文
政

の
頃
な
り
。

　
　

　
　
【
新
】
中

井

藍

江

名

は
直
、
孚
は
伯
養

【故
】
叉
師
古

と
號
す
、
通
稱
奏
藏
と

い
ふ
、
【暫

浪
花

の
人
、
關
月
の
門

人

な
り
。
【整

後

ち
竇
風

一
變
ぜ
り
、

門
人
數
多
あ
り
、
詩
文
を
中
井
竹
山
に
學

ん
で
能

し
及

寧
二
代
目
か
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ぴ
茶
道
を
嗜

め
り
。
天
保
元
年
七
月
二
十

三
日
撲
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　

》

　
　
【薪
】
括
州
名
所
圖
會
　
繍
劫
輜
熄
巌

　
　
　
　

二

代

翻

玉

山

【埆
ご

一代

目
玉
山
岡
田
整
徳

門数
廳
字

ぱ
子
秀

【新
】
法
燈

に
敍
す
.
踊.堪
】
文
化
文
政
の
比

、
江
戸

融
田

汽新
】
紺
屋
町

【
塗

に
住
せ
し
事
あ
り
、
板
行

の
霧
は
か

鼠
ぎ
り
し
。
融
由

明
紳

に
爲
朝

の

圓
を
鬢
き
し
額
あ
り
、
初
代
玉
山
の
聲

を
よ
く
學
び
得

た
る
も
の
な
り
。

【甎
扁
或
日
家

を
出

て

　
　
　
　
　
　

　
　
初
.筏
玉
山

其
行
鵆
を
知

ら
ず
、
倫
友

に
綾

て
上
手
也
、
惜

む
べ
し
。

　
　
　
　
【漸
】
石

田

玉

峯

元
閥
玉
山
の
高
弟
也
、
溏

正
虞
傳
記
の
跋

を
證

と
す
、
【故
】
浪
花

の
人
蓼
華
齋

と
號
す
。

文
化

文
政
頃

の
人
。

　
　
霧

】
繪
本
蘆
芽
雙
紙

　
【
芭

+
紛

鐵
格
子
　

薪

】
菅
原

簧
記
　
衛
囓
漁
齪
"
搬
励

　
　
霰

】
繪

本
室

の
八
島
　
六
班

中
纏
人
　
　

復
讐

云
逵

ヶ
原
　
六
剏

*
石
田
の
誤



丁轟

理

18◎

　
　

不
知
火
草
紙

　
　
【新
】
鳶

目
語

の
筆
に
似
た
り
、
考
る
に
語

癒

の
先
名
な
る
葉

詳
●

　
　
　
　
松

川

宇

山

霧

堂
と
號
す
.
大
坂
に
佳
す

垂

檗

詳
謎

奪

多
く
譯

り
.

【新
】
繪
森

螢

記

驪

宮
田
南
北
作

左
刀
護

【奎

册

手
馨

作

【故
】
鰍
喜
漣
靈
霪

和
訓
響

三
班

函
慰鰯

功
記

　
　
正
信
偈
訓
讃
圃
會
　
三
燈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繪
本
石
出
軍
記
　
卅
剏

　

地
口
行
燈
　
こ
班

　
　
　
　
【新
】
探

月

齋

《
磬

共
傳

を
知
ら
ず
、
浪
花

の
人

な
り

。

【琶

谷

本

月

磨
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【故
】
京
師
伏
見

の
人
、

　
　

　

　
　

越
路

の
文

　
六
珊

　
　

　
　
北
　
　
明

北
齋
門
人
な
り
・
覆

稱
共
に
未
詳
・
賚
狂
入
と
號
す

蠱

本
を
聲
げ
る
も
の
多
く
鬘

　
　
復
讐
初
瀬
物
語
　
七
班

鬼
卵
　
　
　
　
　
同
幸
物
語
　
六
舩
　
同
上

　
　
　
　
　

　
　
　
　
浪

齋

重

春

浪
花
の
入
な
り
。
山
罠

、
其
師
未
轟

讎

嬬

一
號
柳
亭
、
讀
本
を
多
く
書
き
た
り
。
毳

餮
も
有
。
文
化
文
政
頃
の
人
。

　
　
復
讐
琴
松
譚

六
珊

種
春
　

　

都
鄙
物
語

五
懸
　

　
本
朝
春
秋
外
簿

五
班

蒐
月

　
　
俳
優
三
國
志
　
三
冊
　
　
　
　
　
　
月
霄
鄰
物
語
　
後
四
懸

蠶千
丸

　
　
總
本
忠
孝
二
見
浦
　
+
剏

南
塁
亭
　
扶
桑
皇
統
記
圃
會
　
+
規

好
華
堂

*
柳
齋
と
も

　　　　 *
と北「三品「
あ衂井年k北
ゾ廴と版文明
筆鳶)化 子」
女に十霪

　　 *
讃塚志正
木兎路 し
　月のく
　作章は　

の季古

夛
　　曳
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北

堂

墨

山

浪
花

の
佳
、
北
齋

の
門
入
な
り
。

　
　
繪
本
鬼
娘
傳
　
筑
遜

鬼
卵

　
　
　
　
驍

鐘

成

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ま

此
人
懿
入

に
は
非
ざ

れ
共
、
甕

を
能
く
し
、
書
作

の
者
多
く
あ
り
、
俵

て
妨
く
列
記
す
。

　
　

芝
観
百
人

一
首
　

廟
珊
　
　
　
　
　

鎭
西
菊
池
軍
記
　

弐
珊

　
　
　
　

　

　
　
　
　

繍
陽

齋

正

信

　
　

復
讐
棗
物
語
　
六
珊

金
太
樓
　
　

　

繪
本
三
山
弾
紙
　

鉱
舩

鸛
鳴
堂

　
　
　
　

憙

曖

齋

政

信

一
陽
齋
正
信
と
此
人

と
ば
別
入
歟
、
考

ふ
ぺ
し
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
お

　
　

現
渦
思
廼
橋

　
五
班

種
春
　
　
　

　
繪
本
忠
孝
美
蒋
録
　
+
剏

東
籬
亭

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

鳥　　　瓶

*
金
出
羅
參
詣

名
研
圖
會
天

傑
澄
名
研
闘

魯
滑
稽
漫
竇

等
あ
争

濃
一
に
輔
揚
齋

に
作
る

寧
署
名
に
東
都

譽
曉
齋
と
あ

り
,
江
戸
の

人
か

撃
¢



　
　
　

{新
】
桂
向
亭
畏
丸

裁
】
大
坂
の
会

り
・
雋

実

と
驫

せ
り
。
審

文
化
頃
の
入
。

　
　
昔
物
語
松
虫
墳
　
六
剏

聽
雨
軒

　

　
　

【新
】
東

春

嶺

〔
数
】
浪
花

の
人
、
東
氏
。

　
　
異
本
楮
生
談

六
舫

轟

　

【新
】
幅

知

白

瑛

{新
】
亠ハ
々
狂
.歡
…仙
　
　彩
色
褶

鵬

　
　
　

【芭
森

川

保

之

京
師
の
人
・
其
師
並
に
壁

ハ巣

詳
。
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黛

　
　
貧
幅
太
李
記
　
三
班
蜷
や
屋
　
　
　
　
　
明
月
清
譚
　
五
珊

東
籬
亭

　
　
鎌
倉
太
夲
記
　
東
籬
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

　
　
　
　
三

木

探

齋

文
政
頃
の
人
。
浪
花
の
佳
。
其
簿
未
詳
。

　
　
　

菖

飾

爲

齋

北
齋
翁
晩
年
の
門
入
な
り
。
筆
意
師
の
風
に
能
似
せ
た
り
。
醇
櫻
軒
と
號
せ
り
。
浪
花
に
至
う

し
が
後
歸
り
て
江
戸
淺
草
藏
前
に
佳
せ
り
。
明
治
の
始
頃
存
せ
し
が
、
後
不
知
。

　
　
朝
比
奈
巡
島
記
　
七
八

+
柵

金
水
　
　
　
　
千
丈
松
　
兎
艇

　
　
蠶

安
方
忠
譲

騨

衾

　

　
鰰
勵
三
韓
退
治
圖
會

盡

　
　
日
蓮
上
入
一
代
記
圓
會

.五
珊

　
　
　

六

花

事

富

雲

*
ご
、
蠶
転
蛇



浪
花

の
人
。
氏
、
俗
稱
未
詳

。

一
號
千
錦
亭
、
又
線
華
亭

と
號

せ
り

。

　
　
復
讐
岩
見
英
勇
録
　
三
　
七
珊

　
　
　
　
【薪
】
重
　
　
山
　
【故
】
(二
代

目
柳
川
重
信
)

霾

】
按
に
、
重
山

は
師
重
信

の
聟

な
り
、

馬
琴
作

の
侠
客
傳

二
篇

五
の
卷

の
末

二
丁
重
信
病
お

も
り

し
時
、
重
山
續

て
書

し
も

の
な
り
(初
篇

は
英
泉

竇
な
り
、
八
犬
傳

は
重
信
英
泉
兩
書
な
り
)

其
他
讃
本
あ
り
、
彩
色
摺

に
て
藤

ば
か
ま
と
云
甕
本
あ
り

(麹
購
衆

星
閣
角
丸
屋
甚
助
板

、
小

　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

枝
繁
翕
作

な
り
)
薪

】
一
一世
重
信
根
岸

に
佳
す
。

*
刊
本
に
依
る

'

185

　
　
　
　
【増
】
岳
事
春
信
　
俗
稱
斧
吉

(江
戸
青
山
の
人
、
狂
歌
を
善
す
、
窓
の
村
竹
め
門

　
　
　
　
　
　
人
な
り
、
掘
川
太
郎
春
信
と
云
り
)
號
を
八
島
定
岡
と
云

北
溪
の
門
人
と
な
り
狂
歌
摺
物
莫
雙
紙
讀
本
等
を
書
げ
り
【薪
】
楠
辮
媽
胸
厭
庭
礫
酌
初
塒
嘱
の

【故
】
初
め
竇
を
堤
秋
榮
僻
鴨
輌
艦
離
昼
三
に
學
び
、
後
北
溪
の
門
に
入
り
、
又
北
齋
に
隨
從
す
。

佳
居
後
大
傳
馬
町
。
此
人
戲
作
の
讃
本
多
し
。
水
潜
太
亭
詑
、
俊
傑
肺
稻
水
滸
傳
。
狂
歌
奇
人
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傳
。
猿
署
聞
集
。
其
外
多
し
。

　
　

幽
老
寶
譜
　
嘉

　
　
鹿
島
名
所
圖
會
　
二
遜

息

孝
氷
水
川
　
三
班

靈
作

繪

本
白
冖壁
背
}紙

　
六
珊
　
東
毘
山
人

　
　
　
　
ネ

　
　
　
　
菱

川

清

春

　
　
　
　
門
人

　
　
　
　
月

川

輝

重

畿
ハ
に
京
篩

の
人

。

*
嵐
峽
花
域
奇

讃

(+
剏
.

瀬

、
櫃
屡
)

屏
風
態
霾
四

餐
怪
談

(十

瓣
比
肩
庵
主

人
)
等
に
雛

溪
齋

【無
】
英
泉
　
(文
化
文
政
よ
り
天
傑

に
い
た
る
)

　
　
俗
稱
善
突
郎
後
里
介

(居
住
江
戸
數

ケ
所
に
轉
宅
し
て
佐
所
不
定
、
始
番
町
後

　

.
根
岸
新
田
村

【新
】
根
津

.
池

ノ
端
、
坂
本
町

一
丁
目
)

　
　
蕪

】
姓
藤
原

、
本
姓
池
田
氏

曄
舮
攜
馳

　
　
名
義
信

一
に
茂
義

【
故
】
字
混
麗

　
　
【罍

號

溪
齋
,

一
號

一
籔
庵
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別
號

無

名
翁

　
　
　
　
　
　

可
候

　
戲

作
の
名

な
り
、
戯

作
の
叢
磁
焚
紙
中
本
、
春
寳
本
等
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葺
州漸
層

{無
】
始

め
幼
年

の
頃
狩
野
白
桂
齋

の
門
人
と
な
り

て
甕

を
學

ぶ

(白
桂
齋

は
赤
松
某
侯

と
云

へ

ち
、
狩
野
榮
川
法
印

の
高
弟
也
)
後
獨
立
し

て
淨
世
續
を
か
け
り

(國
春
櫨
又
北
亭

と
云

へ
り
)

菁
雲

の
志
あ
り

て
仕
官

に
あ
り

し
が
、
壯
年
に
し
て
流
浪
す
、
從
來
宋
明

の
唐
耋
を
好

み
書
を

讀

の

～
癖
あ
り
、
通
霄
眠
る
事
を
忘
る
、
戲
作
を
樂
み
と
し
て
近
世
草

双
紙
、
申
本
、
奉
叢
、
好

色

本
を
多
く
出
ぜ

り
λ
薄
彩
色
摺
の
春
聲

に
工
風
せ
う
、
甕

作
の
枕
文
庫
勝
れ
て
行
れ
た
り
〉當

時
流
行

の
繪
風

に
倣

て
淨
世
美
入
繪

を
多
く
竇
き

一
時
大

い
に
継

に
行
れ
た
り
、
北
齋
翁
の
鞏

風
を
慕

ひ
書
鋤
骨
法
を
受

て
後

一
家
を
な
す
。
膏
樓

(新
罍
口
鱇

を
云
)
遊
女

の
姿
を
寫
す
に
委
く
、

　
　
　
　
　
　

う
ち
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
本
に
あ
ら
は
に

其
家

々
の
風
俗

襖

姿

を
讖
く
に
役
者
の
狂
言
振

じ
似
せ
ず
,
時
世

の
形

饐
を
薪
た

に
書
τ

は

此
人

に
起
れ
り
。
近
頃
國
貞
も
傾
城
聲

は
英
泉

の
賞
伽慧

に
似

せ
て
蠡
し
者
也
、
役
者
書
ぼ

か
玉

ず
浮
世
繪
師

の
見
識

を
慕
し
と
見
ゆ
。
草
双
紙
合
卷
申
本
、
繍

像
讃
本
數
十
部
を
聲
く
。
此
人

僅
文
化
の
末

よ
り
文
政

の
間
大

い
に
行

れ
た
れ
ど
も
、
筆
す
る
所
の
讀
本
錦
霤
夥
敷
板
刻
せ
り

へ團
扇
竇
も
多
し
、
近
世
藍
摺
の
錦
甕

は
此
人

の
工
瓜
よ
り
流
行
す
)。

京
大
坂
の
書
肆

よ
り
讀
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本
多
く
出
板
す
、
三
都
の
刻
本
を
江
戸
に
在
佳
し
て
甕
く
は
北
齋
と
此
人
の
み
也
、
門
人
も
多

く
あ
り
し
。

　
　
淨
世
霆
譜
禮
手
　
自
初
編
至
+
編
、
尾
州
名
古
屋
本
町

一
丁
目
書
林
東
璧
堂
永
樂
屋
東
四
郎

　
　
　
板

　
　
容
艶
曁
史
議
鮴
磁
の
江
戸
書
肆
合
刻

　
　
錦
袋
聲
叢
鸛
鵄
初
大
坂
心
齋
橋
博
郎
町
北
へ
入
群
玉
堂
　
河
内
屋
菎
兵
衞
板

　
　
繪
本
初
心
竇
譜

馬
喰
町
二
丁
目
　
西
村
屋
與
八
永
壽
堂
板

　
　
竇
本
　
芝
紳
明
前
、
甘
泉
堂
和
泉
屋
市
兵
衞
板

籖

】
武
勇
魁
鬮
會
　

二
剏

永
樂
屋

通
俗
排

悶
録
　
+
二
柵

六
樹
園
作

繪
本
應
仁
記

【芭

ご
+
班
【漸
】高
井
蘭
山
作

フ
リ
ワ
ケ
ガ
こ

嫩
髫
蛇
物
語
　
五
剏

全
亭
作

好
文
士
傳

舜
氷
春
水
作

黼
黼
侠
客
傳
　
馬
琴
作

甕
本
錦
之
嚢
　

嘉

河
内
屋
茂
兵
衞
板

松
風
村
雨
物
語
　
+
珊

交
東
陳
人

金
鈴
橘

草
紙
　

五
舩

全
亭
作

水
滸
太
李
記
　
岳
亭
作

皀

總

猿
僭
語

瀬
川
如
鼠
作

【故
】
繪
本
水
滸
傳

　

職
班
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ら

　
　
鰍松
喜
」鞨
仔筆
甲　
二
紐
　
金
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　玉
の
露
　
　五
珊
　
小
枝

　
　
鼎
臣
録
　
如
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辨
慶
異
傳
　
五
册

柳
魚

　
　
七
小
町

【無
】
此
他
數
本
あ
る
ぺ
し
、
枚
擧
す
る
に
遑
あ
ら
ず
、
別
記
に
出
す
。

　
　
溪
齋
英
泉
門
人

　
　
英
春

(俗
稱
大
木
民
、
小
石
川
、
春
竇
錦
寳
多
し
)

　
　
鞠
抛
階
州
英
笑

(京
の
人
也
h
在
江
戸
歿
す
、
草
双
紙
錦
甕
あ
り
)

　
　
鮴
花
英
之

(俗
稱
源
次
郎
、
麹
町
、
申
本
讀
本
に
多
く
出
せ
り
)

　
　
麒
泉
壽

(俗
稱
伊
三
郎
、
錦
書
申
本
よ
み
本
多
く
あ
り
、
浪
花
に
在
佳
し
て
名
を
改
む
)

　
　
勲
泉
晁

(俗
稱
吉
藏
　
靈
岸
島
、
草
双
紙
錦
書
多
く
あ
り
)

　
　
とも　ぺ

　
　
毅
,泉
橘

(俗
稱
仙
吉
　
向
島
、
申
本
多

く
竇
作
を
出
せ
り
筆
耕
を
業
と
す
)

　
　
泉
隣

(俗
稱
井
村
氏
、
櫻
田
、
中
本
さ
し
ゑ
あ
9
)

　
　
麟
泉
里

(俗
稱
彌
吉
　
麹
町
、
申
本
さ
し
ゑ
あ
り
)

板
刻
の
竇
を
見
ざ
る
は
爰
に
の
せ
ず
、
英
の
字
を
靈
名
と
す
る
淨
世
繪
夥
敷
あ
り
、
英
山
門
人



ー

鬘
ー

1go

と
況
同
す
、

一
時
の
人

な
れ
ば
也
。

　
　
略
傳

に
云
、
　
一
筆
廃
英
泉

は
星
岡

り
琵
也

、
父
母
存
在
の
申

は
遠
不
出
冖
(父
は
池
田
茂
晴
、

　
　
養
山
不
言
齋

の
門
人

に
て
書
を
能
す
、
讃
馨
を
好
み
、
俳
諧
を
嗜

み
、
千
家

の
茶

の
湯

を

　
　
樂
し
む
、
不
白
抔

と
友
な
り
)
。
母

は
泉

六
歳

の
時
残
す
、
…繼
母
な
り
し
が
更

に
其
心
な
く
、

　
　
双
親

に
仕

て
至
孝
な
・り
、
尤
家
貧

し
か
り
げ
り
。
文

化
の
始

め
父
は
夏
歿

し
、
母
は
冬
歿

　
　
す
。
幼
き
妹

三
人
を
養
育

せ
し
に
讒
者

の
舌
頭

に
か
L
り
、
流
浪

の
人

と
な
る
。
水
野
家

　
　
に
血

脈
多
く

し
て
撫
育

せ
ら
れ
し
が
世

の
な
り
ゆ
き

を
獣
じ
志
を
廢

し
て
…淨
世
繪
師

と
な

　
　
れ
わ
。
齢
場
狂
言
作
者
、
初
代
篠

田
金
治

(後
並
木

五
瓶
也
)
の
門
に
入
、
千
代
田
才
市

の
名

　
　
を
續

て
作
者

と
な
り
し
が
、
再
竇
工
菊
川
英

二
が
家

に
寓
居
す

(英

二
は
英
山
の
實
父
也
、

　
　
【
只
誠
本
】
土
佐

の
門

に
入
て
よ
り
近
國
を
偏
歴
す
る
事
三
四
年

に
し
て
東
都

に
露
り

た
り
、

　

【無

其
頃
英
山
有
れ
て
諸
侯

の
召
に
應

じ
彩
色
叢

多
く
あ
り
し
が
、

肥
州
侯
命
ぜ
ら
れ
、

　
　
門
人
不
殘

の
聲
を
集
給

ふ
、
其

列
に
入

て
英
泉

と
聲
名
を
し
る
し
出

せ
し
よ
り
是

を
名

と

　

す
、
英
山
門
人
と
云
ふ
始

め
な
り
)
元

よ
り
名
を
不
レ
好
、
飄

々
と
し

て
住
所
を
不
レ
定
、

　

醉

る
が
如
く
凧
を
甕
き
、
谺
子
板
織
繪
を
彩
り
、
需

に
從

つ
て
辭
す
る
こ
と
な
し

(此
頃



期

凧
を
書
て

竜

の
は

一
日
二
百
文
な
り

し
を
英

泉
七
匁
五
分
づ

乂
取

り

し
な

り
、
是

よ

り

以
後
他
人
も
今

に
至

つ
て
三
匁
と
定
り

し
と
云
、
職

分
筆
の
達
者

の
人

は

二
入

分

を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
元
則蛎
棚

す
)、
板
刻

の
聲

を
牟

か

き

て
行

所
を

知

ら
ず
、

發
客
迷
惑

し
て
行

所
を
尋
れ
ば
娼
門

酒
襖

に
辞

て
死
せ
る
が
如
し
、
漸

に
其
後

を
豊

て
是
を
與

ふ
、
芝

金
杉

の
濱

に
碇
屋
六
兵

徹

と
云
し
魚
問
屋
有

(是
後
に
巴
屋
仁
兵
衞

と
云
る
板

元
な
り
)

此
入
從
來
錦
繪
共
外

の

板
元

を
業
と
す
る
事
を
好
む
が
故

に
、
泉

を
携

で
家

に
養

ふ
、
泉

衣
類

を
た
つ
さ

へ
出

て

不
麟
、
圭
人
漸

に
行
先

を
知

て
霾

ぬ
れ
ば
、
人
の
衣
類

を
酒
食

に
換

て
醉

て
本
性
な
し
。
虎

鰒

を
生
な
が
ら
鰈

と
共

に
煮

て
之
を
喰

ひ
、
猪

を
好
て
喰

し
、
須
織

を
着
し
、
下
駄

を
は

き
、
近
邊

に
出

し
と
思

へ
ば
夜
船

に
乘
じ
て
上
總
木
更
津

に
至
る

(木
更
津

よ
り

五
里
程

入
周
准
郡
に
池
田
氏
の
苗
家
あ
れ
ば
な
る
べ
し
)
、
か

乂
る
放
蕩
無
頼
の
入

と
い
へ
ど
も
、

更

に
是
を
不
レ
悪
、
入
衆

の
板
元
の
す

玉
め
に
㌃
り
、
居
を
新
橋
宗
十
郎

町
に
定

め
た
り

、

食
客

を
集

て
曁
夜
門

に
錠

を
不
用
、
家
圭
後
難

を
恐
れ

て
大

い
に
迷
惑
す
。
如
此
の
行
欺

な
れ
ど
も
親
族
他
人
に
金
銀
を
少
し
屯

不
借
、
只
己
が
業

に
よ
り
其
あ
た

へ
を
取

て
捨
る

如
く

に
遣
ふ
の
み
。
其
後
妻

を
む
か
へ
、
子
無
き
が
ゆ

へ
に

一
女
子
を
養

ふ
。
是

よ
り
後

丶

昏
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人

に
競
り
て
板
刻

の
繪

に
精

を
抽

て
・夜
を
不
レ
寢
、
書
夜
門
外

に
不
レ
出
、
拾
有
餘
年
の
間
、

　
　
彫
刻
發
布

の
繪
本
錦
繪
、
衆

人
に
勝

れ
て
筆
す
る
事
夥
く
世

に
發
布
す
。
爰

に
お
い
て

一

　
　
家
を
な
し
門
人
を
多
く
置

て
業

と
す
る
に
苦
心
し
て
志
を

と
げ

ず
遣
憾

と
云
ふ
べ
し
、
因

　
　

に
是

に
記
す
【薪
】
天
保

の
頃
よ
り
筆

を
止

て
云
、
盛
り
あ
れ
ば
衰

ふ
人

に
哢
ら
れ
ん
よ
り

　
　
哢

る
に
し
か
じ
と
、
需

る
に
不
應
し
て
根
岸
時
雨

里
に
隱
れ
、
根
津
花
街
等

に
娼
家

を
せ

　
　

し
事
も
あ
り
。

【
只
誠
本
】
只
誠
云
、
英
泉
が
傳
自
身
に
己
が
行
状

を
誌

せ
り
、
世

に
聞
人

の
傳
數
多
あ

れ
ど
も
、

己
が
傳
を
作
り
た
る
を
き
か
ず
、
根
津
門
前
な
る
木
村
長
右
衞
門

が
到
を
盜

み
て
押

し
、
事
露

け

ん
し
た
る
時
亡
命

せ
し
事
を
漏

せ
り
、
惜

む
べ
し
。
此
后
日
本
橋
東
坂
本
町
貳
丁

目
火
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

の
向
側

へ
移
り

て
嘉
永
元
申
年

八
月
十
六
日
歿
す
、
五
捻

九
歳

。

辭
世
、
か
ぎ
り
あ

る
命
な
見
せ
ん
お
し
か
ら
ぬ
只

か
な
し
き
は
わ
か
れ
な
り
け
り

此
傳
の
内
に
蓮
名
數
多
あ
れ
ど
煩
は
し
く
よ

つ
て
は
ぶ
く
。

　　 *
老歿・七
が の月

如方廿
し正コ
　 し日

【新
】

剛
立

齋

廣

重
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八
代
洲
河
岸
定
御
火
淌
屋
敷
同
心
也
、
俗
稱
安
藤
徳
太
郎
、
後
十
右
衞
門
、
叉
徳
兵
衞

と
改
む
、

同
藩
與
力
岡
島
林
齋

叡
縢
綱
陥
稱
　
に
狩
野
家

の
晝
風
を
學
び
、
叉
豐
廣

の
門

に
入
り

て
淨
世
繪

を
竇
く

。
居
住
大
鋸

町
、
弘
化
三
年
常
盤
町

へ
移
り
.
叉
丗舜
永
二
酉
年
夏

の
頃
申
橋
狩
野
新
道

へ
移
佳
す
。

【故
】
文
政
の
頃
迄

は
人
も
知
ら
ざ
り

し
程
な
り
し
が
、

靈
岸
島
竹

の
内
と
い
ふ
繪
双
紙
問
屋
の

註
文

の
横
寳
、
東
海
道
五
十

三
家

の
圓

を
靈
き
大

い
に
流
行

し
、
夫

よ
り
名
所
繪
多
く
書
き
し
。

天
保
年
中
書
く
處

の
山
水

の
錦
竇
流
行
す
。

【新
】
叉
安
政

三
辰
年
よ
り
江
戸
名
所
百
景

一
枚
摺
續
繪

野
谿
噸

誘

跡
田

夥

し
く
板
行

し
、
天
保

以
來
世
に
行
れ
た
り
。

霰

】
童
子
が
書
手
本

に
な
る
べ
き
樣

の
本
多
く
出
板
し
是
叉
行

れ
た
り
。

草

双
紙
も
多
く
書
き
た
り
し
。

【新
】
后
薙
髪
す
、
安

収
五
午
年
九
月
六
日
歿
す
六
十
二
歳
、
淺

草
新
寺
町
東
岳
寺

に
葬
す
。
辭
世
、

　
　
東
路

へ
筆
を
殘

し
て
族

の
室
西

の
み
く

に
の
名
ど
こ
ろ
を
見
む
　
　
　

　
　

、

　
　
【故
】
狂
歌
江
戸
名
所
　
+
五
班
　
　
　
　

江
戸
土
産
　
+
研

　
　
廣
董

追
善
省
像
畫

監
獸
目

に
天
明
老
人

の
讃
あ
り
丶

左

に
記
す
。　

　
　
　
　

r「　
　

:

*
重
の
誤

槻
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立
齋
廣
重
子
は
歌
川
家

の
元
組
豐
春

の
孫
弟

子
に
し
て
豐
展

の
高
弟
な
り
げ
り
。
今

の
世

の
豐

國
、
閥
芳
.
と
も
に
淨
世
繪

に
て
此

三
人

に
か
た
を
な
ら
ぶ

る
者
な
し
。
…常
に
山
水
の
け
し
き

を
好

み
、
叉
安
政
三
辰

の
年
よ
り
江
戸
百
景
を
か
&
れ
、
目
の
前

に
其
け
し
き
を
見
る
如
く
、

獵
叉
狂
歌
江
都

名
所
鬪
會

を
撰

み
此
鬮
を
頼
み
七

よ
・り
其
月
ノ
ー＼
に
あ

ら
は
す
、
出
板
摺
本
の

躅
取
見

る
人
筆
の
は
た
ら
き
を
描
吟

せ
り

、
然

る
所
此
菊
月

の
六
日
、
家

の
跡
し
き
納
り
方
迄
、

書
殘

し
、
辭

世
ま
で
よ
み

お
か
れ
行
年
六
十
二
を
此
世
の
別

れ
、
死
出
の
山
路

へ
族

立
た
れ
、

鶴

の
林

に
こ
も

ら
れ
し
こ
そ
な
ご
り
お
し
げ
れ
。

　
　
　
　
寅
路

へ
筆
を
の
こ
し
て
族

の
そ
ら
西

の
み
閣
の
名
ど
こ
ろ
を
見
む

　
　
　
　
《控

歌

川

國

蒡

　
(文
化
よ
り
天
保

の
今

に
至

る
)

　
　
　
　
　
　
俗
稱

【新
】
弁
草

門増
】
孫
三
郎

【新
】
嶼
師
獣
郎

(門遒

居
始

【新
】
本

【
堀
】
白
銀

町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
本
三
長
谷
彗
町

　
　
　
　
　
　

二
丁
目
、
後

に
爾
國
米
澤
町
)
【新
】
叉
新
和
泉

町
北
側
新
道
里
俗
玄
冶
店

【増
】

　
　
　
　
　
　
號

一
勇
齋
…
内新
潔
X
朝
櫻
櫻

【竰
】
江
戸

【
只
誠
本
卸
紳
田

【
塘
】
の
藻
…な
り

【
壇
】
豐

國
の
門
人

な
り
、
交
化
の
比
、
錦
書

=

囲種
出
し
が
、

暫
く
止
む
。
丈
政

の
末

よ
り
水
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濤
傳
百
八
入

の
錦
聲
を
出

し

(板

元
爾
國
加
賀
屋

吉
右
衞
門
)
大

に
行
は
れ
て
、
錦

書
草
紙
年

年
發
行
す
。
饂
九
徳
齋
が
書
風
を
學
び
、

一
流

の
筆
法
あ
り
、
門
入
多
し
。

　
　
【増
】
按
る

に
北
齋
…が
書
風
を
も
慕

ひ
し
故

か
、
近
世
蘭
甕

の
趣
意
を
基

と
す

と
見
ゆ
。

薪

】
京
紺
屋

の
男

に
し
て
幼
年

の
頃

よ
り
上
繪

を
よ
く
し
淨

世
繪

を
好
む
が
故

に
つ
い

に
豐
國

の
門
人

と
な
り
國
直

が
家

に
塾

生
の
如
く
屠
て
板
遡
繪
を
學

び
た
り
。
故

に
.闘
芳

の
書
風

は
總

て
取
合

璽
器
財
草
木
抔
も
國
査

が
筆
意

に
の
み
よ
つ
て
甕

し
が
、
後
は
紅
毛
聲

の
趣
を
基

と
し

て
書
と
見
ゆ
、
北

齋
の
晝
風
を
慕

ふ
ほ
國
直
が
書
嵐
、に
よ

つ
て
學
び
し
故

な
り
。
文
化
の
頃

よ

・り
紫

さ
う

し
と

い

へ
る
本

三
冊

祚
謎
を
甕
く

と
い

へ
ど
も
、
甚

だ
不
禺
來
に
し
て
評
あ
し
か
り

し
ゆ

へ
鐫
,繪
の
板

下
を
頼
む
人
も
な
く
世
に
知

ら
れ
ざ
り
し
が
.
文
政

の
始
、
馬
喰

町
錦
集
堂

東

屋
大
助

と
い

へ
る
地
本
問
屋
に

て
李
知
盛

が
亡
霪
を
書
き

し
三
枚

つ
ゴ
き

の
錦
繪

毘
板
す
、

同
じ
年
相
州
大
山

艮
辨
が
瀧

の
鬪
三
枚
續

の
錦
繪
出
板
、
皆
國
芳

に
騫

か
玉
せ
た
り
し
に
、
皆

詐
到

よ
く
、
其
後
銀
座

に
川
ロ
庄
藏

.
叉
日
本
橋

に
川
口
長
藏

と
い

へ
る
繪
草
紙
問
屋
あ
り

て

、役
者
繪
似
顏

を
國
芳

に
霾

か

玉
せ
板
刻
す
と

い
へ
ど
も
、
師
豐
圜
叉
は
國
貞
あ
る
が
故

に
人
み

な
國
芳

を
嫌

ふ
。
文
政

の
末
水
滸
傳
豪
傑
百

八
人
の
内
智
多
星
臭
用
、
九
紋
龍
史
進
.
行
者
武
松
、

P

・鰍 篳1彎

ー

導
蛭ー

ー

語『隻
み竃
馬ρ、染
孕.学,尋
窄壽
薹

耄

ー

鬘
華

裂
ピ伽葦
量

霍
診餮
ボ,.ゾ「占ド曇

,免
昌蕊
"婁
.毒

,ー

渇、吭書

垂

彗
芝
.ち「2
、、.尊
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鋤

黒
旋
風
李
逹
、
花
和
爾
魯
智
潔
の
五
人
を
錦
繪
に
妻
き
て
禹
板
す
贓
凱
齲
調
誅
驪
階
大
い
に
行
れ
、

引
續
百
八
人
殘
ら
ず
禺
板
な
し
た
り
域
砥
転
欄
讐
齢
謝
譜
磚
恥
把
轍
灑
躙
概
淋
壕
翻
竡
圦
献
効
炉
幟
鋭
嫻
け
綱
臨

旗
囎
廊
嬾
槭
惻
諮
勤
百
夫
よ
り
錦
繪
草
雙
紙
年
々
發
布
す
、
狂
聲
は
九
徳
齋
春
英
が
書
風
を
學
ぴ
、

一
家
の
風

を
な
す
。
甕
く
所
故
人
の
規
則
を
放

れ
新
奇

の
工
夫
を
な
し
書
る
も

の
こ
と
く

く

珍

ら
し
け
れ
ば
、

天
保
よ
り
次
第

に
行

れ
て

賢

誠
本
】
錦
繪
草
双
紙
數
多
蹇

け
り
、
弘
化
に
至

り

て
釜

辷
盛

に
し

て
就
中
嘉

氷
年
淺
草
寺
觀
世
晋
開
帳

の
砌
り

一
ッ
家
姥

の
圖
の
額

を
甕
き

て

よ
り
、
其
名
海
内

に
轟
き
、
淨
世
繪

の

一
人

と
稱
す
。
後
申
風

を
う
れ

ひ
て
其
業

を
廢

せ
り
。

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

【漸
】
文
久
元
酉
年
三
月
四
日
卒
す
。
六
十
五
歳
。
淺
草
薪
寺
町
日
蓮
宗
大
仙
寺
に
葬
す
、
法
名

澳
修
院
法
山
國
芳
信
士

　
　
【只
誠
本
巌
や
き
筆
の
け
ふ
り
と
き
え
て
筆
洗
の

　
　
　
　
　
　
水
は
手
向
と
な
れ
る
は
か
な
さ
　
　
　
　
秋
屋

　
　
【芭
或
誂
に
　
國
は
甲
州
に
て
勝
川
春
亭
に
始
學
び
し
と
云
、
實
否
を
知
ら
ず
、

　
　

一
勇
書
譜
　
励冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
臣
銘
々
傳
　
一珊

　
　
鬟
國
英
勇
鬢
傳
　
一珊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甎
編
笠
松
鬼
聯
傳
　
+
剏

琴
調

*
刊
本
に
依
る
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墨
堤
三
圍
の
瓧
内
に
碑
あ
り
。
井
草
其
英
甘
ハ外
門
人
よ
り
是
を
建
る
。

先
生
諱
國
芳
。
號

一勇
齋
。
文
號
朝
櫻
樓
主
人
。
井
草
氏
。
稱
孫
三
郎
。
江
戸
入
。
以
寛
政
丁

巳
十
一
月
十
五
日
。
生
於
銀
街
第
一
坊
。
文
久
辛
酉
三
月
五
出
。
歿
於
新
和
泉
街
。
享
歳
六
十

五
。
葬
於
淺
草
八
軒
街
大
僊
寺
。
考
柳
屋
吉
右
衛
門
。
妣
柏
谷
氏
。
先
生
幼
而
聰
慧
。
僅
七
八

歳
。
好
見
繪
本
。
愛
玩
北
尾
重
政
所
書
武
者
鞋
二
卷
。
同
政
美
諸
職
書
鑑
二
卷
。
頓
悟
甕
人
物
。

十
二
歳
時
靈
鍾
馗
提
劔
圖
。
其
歌
貌
猛
壯
。
行
筆
秀
勁
。
如
老
成
者
。
當
是
之
時
。
一陽
齋
歌

川
豐
國
。
所
謂
淨
世
繪
師
之
亘
攣
而
名
於
時
。
嘗
見
此
圃
。
大
竊
歎
賞
。
以
爲
不
易
得
之
才
。

稱
揚
特
厚
。
先
生
邃
爲
之
弟
子
。
研
窮
有
年
。
先
是
豐
國
乏
門
有
國
政
・
國
長

・
國
滿

・國
安
・

國
丸

・
國
家
・
國
直
等
數
子
。
皆
於
繪
事
許
稱
歌
川
馬
。
受
以
偏
名
國
字
。
於
是
歌
川
書
技
傳

播
都
鄙
。
豐
國
既
歿
。
數
子
前
後
相
繼
。
凋
落
殆
盡
。
先
生
輿
國
貞
濟
美
齊
名
。
砦
轡
靈
光
。

巍
然
長
存
。
其
業
雁
行
。
國
貞
巧
於
閏
第
美
入
仕
女
蜿
淑
之
像
。
先
生
長
於
軍
陣
名
將
勇
士
奮

武
之
圖
。
雖
嬰
矮
童
無
不
知
其
聲
價
者
。
先
生
娶
齋
藤
氏
生
二
女
。
長
名
鳥
。
早
世
。
家
名
吉
。

配
田
口
其
英
。
以
爲
嗣
。
先
生
與
梅
屋
鶴
諄
情
交
尤
密
。
恰
如
兄
弟
。
鶴
壽
贊
成
其
業
四
十
年
。
.

亦
如
一
日
。
可
謂
眞
友
矣
。
今
茲
癸
酉
。
正
當
十
三
年
忌
辰
。
其
門
人
及
其
英
相
謀
。
爲
逍
薦

ぜ
夢
ー

ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー

耋
ー

、凖
穿弩
ー

ミ
.島
ー

葦萋
ー

ー

乱π叢

旦劵
、塾遜
喜
・玉



丶
鼕

ー

墓ー

竃野

亀

198

會
。
以
余
與
先
生
有
舊
。
講
製
碣
文
。
而
墓
石
有
限
。
不
得
顯
縷
。
以
余
之
所
識
。
塞
其
責
蓉
。

　
　
明
治
六
年
癸
酉
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
人
　
　
東

條

信

耕

撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
原
螢
書
井
篆
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
轤
年
鐫

　
　
　
　
【堰
】
長

谷

川

雪

旦
　
(文
化
よ
り
天
鶴
の
今

に
至
る
)
雪
旦
の
子
聖

旦

(瀰

田
)
臓故
】

　
　
　
　

(
彫
物
大
工
後
藤
茂
右
衞
門
と
あ
り
)

　
　
　
　
　
　
名
は
宗
秀
、
巖
岱
齋
、

一
陽
齋

霾

】
俳

名
五
樂

霰

】
下
谷
三
枚
橋

叉
瀰
田

に

　
　
　
　
　
　
住
す

【
遒

江
戸

の
人
な
り

始
め
狩

劈
家

の
門
入
と
な
り
、
、雪
舟
の
欝
風

を
學
び

て

一
家

を
な
す
、
淨
世
繪

に
あ
ら
ず

と
い

へ
ど
も
、

一
蝶

の
書
風

を
か
き
、
或

は
唐
聲

の
筌
意

も
能
す
。

　
　
按

に
長
谷
川
等
伯

(始
久
六
、
法
眼

に
敍
し
、
雪
舟
五
代
と
書
す
)

の
書
畜
を
續

し
竜

の

　
　
な

る
べ
し
、
書
法

一
家

を
な
し
て
板
刻
の
繪
本
多
し
、
殊

に
江
戸
名
所
圖
會
勝
れ

て
よ
し
。

　
　
摺
物
鱠
…に
艸
筆

の
も
の
多
く
竇
け
り
、　
一
派

の
名
手
な
り
。

　
　
　
雪
旦
-

虹

雪
堤



巌　

、

　
　
　

按

る
に
、
東
都

に
雪
舟
の
竇
裔

と
稱
す
る
も

の
多
し
。
川
島
雪
亭

(田
安
食

の
霞
師
な
り
、

　
　
　

雪
舟

の
甕
孫
な
り
、
雪
舟
と
少

し
異
な
れ
ど
本
名
手
な
り
、
寛
政
頃

よ
り
天
保
の
今

に
歪

　
　
　

て
存
す
憂

鼎

齷

と
云
入
あ
り
実

明
寛
　以
の
頃
の
会

り
・
雪
舟
の
甕
孫
と
稱
す
)

　
　
　

本
郷

に
佳
す
、
(聲
則
も
珊
を
板
刻
し

て
霞
論
を
出
せ
り
)
長
州
侯
の
藩
申

に
雲
谷
の
書
裔

　
　
　

,
有
り
、
當
代

は
准
レ
學
レ
書

と
い

へ
り
。
町
繪
師

に
堤
等
琺
と
云
も

の
あ
り
、
雪
舟
十
三
世

、

　
　
　

の
書
裔

と
稱

す
、
曁
法
大

い
に
異
な
り
別

に
艶

す
、
各
混
同
し
て
誤
傳

ふ
。
其
外
諸
國

に

　
　
　

雪
舟
流

の
書

を
慕

ふ
も
の
有
り
、
自
立
し
て
竝
書
…裔
と
稱
す
、
元
組
雪
舟

(雲
谷
軒
等
楊
)

　
　
　

稀
代

の
名
聲
な
れ
ば
、
其
莫

名
を
慕

ふ
が
故

に
類
族
多
き

な
る
べ
し

(佛
家

に
や

&
も
す

　
　
　
　
れ
ば
塞
海

の
作
佛
、
惠
心

の
作
佛
と
云
あ
る
ボ
如
し
、Y
些
籌
旦
翁

は

一
派

の
妙
手
な
り

、

　
　
　

俵
屋
宗
逹
、
光
琳

の
筆
意

に
倣

ふ
て
竇
き

し
も
の
竜
あ
り
、
明
霧
體

に
寫
せ
し
山
水
な
ど

　
　
　
　
も
見
ゆ
。
其
善
ぎ

を
採

て
書
く

ば
名
入
の
所
爲
な
の
、
浮
世
盤

に
列
す
る
竜
の
に
あ
ら
ず

　
　
　
　
と
い
へ
ど
も
、
板
刻

の
聲

多
く
あ
れ

ば
姑
く
爰

に
載

す
,
法
橋
玉
山
抔

の
類
な
り
。

　
　
【故
】
天
保
十
四
年
.正
月
十
八
日
卒
・す
。
歳

六
十
六
羲
。
淺
草
幸
龍
寺
に
葬
す
。

剏

、　
　

東
都
歳

時
記
　
　
　
　
　
・　
　

江
戸
名
所
圖
會
　
廿
班

φ

」諧
,脊

尸ー
モ
ー

ー

ー

婁
佐韋

象
ー

耋
竃

短↑

萋

ー

梦
蕁
薹

婁ー

を
婁ー

襞

耋

↓ー
{ー

蕘
ー

垂

鼕
鼕
ー

ー

ー

・鬘

重寥
ー

袰
毳
蕚

ー
賓
暮轟
掛r羮

耋

ー

書爵景
。堯
彗
ー

婁
毳

肇
羹

ρ。鷺

婦ー

塾

耄
茎
蓴

筆ー

,昏
ー

,ζー
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江
戸
花
暦
　
二
班

利
蓮
談
　
五
班

　
　
　
　
【故
】
長

谷

川

雪

堤

者
は
宗

一
、
字
松
齋
、
雪
堤
と
稱
す
、
又
梅
紅

と
も
稱

す
。
雪
旦
の
男
な
り
、
父
と
同
居
、
畫

を
學
ん
で
雲
谷
風
を
能
く
す
、
筆
力
父

に
劣
ら
ず
上
手
な
り

し
。
畫
本

の
挿
繪
有
り
、
明
治
十

五
年
三
月
十
五

日
歿
す
。

　
　
　

　
喜

多

武

溝

谷
文
晁
の
門
人
な
り
。
號

可
庵
、
文
、

五
清

堂
、

一
柳
齋
等

の
號
あ
り
。
字

子
愼
、
八
丁
堀
竹

島

に
住
す
。
京
傳
作
の
優
曇
花
物
語
の
差
繪
を
書
く

と
雖
も
、
唐
叢
師
故

に
俗
客

の
目
を
樂
し

ま
し
め
ず
。
爲

に
行
れ
ず
。
京
傳
後

に
是

を
悔
た
り

と
い
ふ
。
安
政

三
年
十

二
月

二
十
日
卒
す
。

歳

八
十

一
歳

。
武
清
翕
も
淨
世
繪
師

に
非
ず
、
板
刻

の
蜜
本
有
が
故

に
姑
く
擧
ぐ
。

　
　

繪
本
黝
功
草
前
集
　
+
紛
　
　
　
　
可
庵
書
籔

　
　
　
　
歌

仙
繪
抄
　

一
紐
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【新
】
大

石

眞

虎

尾
張

の
人
な
り

内故
】
尾
張
國
名
古
屋
本
町
通
り
門
前

町
醫
師
小
泉
隆
.助

の
二
男
な
り
、

寛
政
四
年
の
生
れ
に
し

て
幼
名

は
門
吉
太
郎
、
叉
、
衞

門
七
、
小
門
太

と
も

い

へ
り
.、
或
時
は
壽
太
郎

と
も
云
し
。
俗

稱
…順
李
。
初

め
甕

を
月
樵

に
學
び
、
樵
谷

と
號
す
。
後

に
武
家

の
故

實
を
研
究
し
渡
邊
周
溪

に

就

て
學
び
、
貢

虎
と
稱
し
、
剃
髮

し
て
入
道

前
翼
虎

と
落
欸

せ
し
も
有
。
書
風
は
四
條
よ
り
入

て
土
佐
を
出
で

一
家
を
な
す
。
初

め
聲
風
は
文
鳳

ゲ
似

た
り
、
中
頃

は
北
齋
風
も
交

れ
り
。
月

樵

に
學
び
し
折
未

だ
幼
き
頃
瓦
の
欠

を
拾

ひ
て
砂

の
上

に
馬

を
耋
き
筆
を
持
出
し

て
板
圍

ひ

へ

人

の
形
を
晝
き
し
徒

ら
な
ら
ず
。
十
五
六
の
頃

に
至
り
て
ほ
師

の
月
樵
も
其
筆
有
る
驚
き
し
程

に
な
り
し
と
。
夊
俳
諧
の
發
句
を
能
し
た
り
。
其
性
風
流
洒
落
、
且

つ
頓
智
頓
才
あ
り
。
傳
別

に
有
り
。
或
年

の
五
月
節
句
前

に
床

店
や
う

の
所
を
借
り

て
腹
掛
傘
纒

に
て
幟

の
繪
を
か
き
多

く

の
錢
を
得

て
皆
酒

に
か

へ
て
遊
し
と
言
ふ
。
此
昧
、の
繪
は
常

の
格
を
外
し
、
少
し
屯
有
職
氣

な
く
北
齋
を
其
儘

に
霞

け
り

と
そ
。
江
戸

に
來
り
で
潔
川

一
色

町
網
打
場
邊

に
住
し
事
有

。
天

保
四
巳
年
四
月
十
四
日
歿
す
。
名
古
屋
大
順

の
眞
輻
寺

に
葬

す
・い
生
前

の
逡
言

に
よ
り
、
墓
石

に
大

和
繪
緬
大
石
翼

虎
之
墓

と
の
み
記
す
。
行

年
四
十

二
才
.

ー

.髪
ー

妻

πー

よ欲、彦
,虞訊ー

舞ぼ薯
藷,煙,,



塚丶

ー

亀
多
、
,

、、メ

鯉

法
名
　
阿
閼
遊
林
信
士

麁
蜜
圖
風
　
二
珊

　
名
家
書
譜
　
三
冊

　
紳
事
行
燈

麁
書
百
物
　
一題

花
鳥
百
家
發
句
集

百
人

一首

一
夕
話

九
珊

尾
張
名
所
圓
會
　
七
飛

永
暦
大
雜
書
　
　刷研

嚴
嶋
名
所
圖
會
　
五
珊

　
　
　
　
雪
　
　
麕

北
川
月
麿
門
人
な
り
、
墨
川
亭
と
號
す
、
高
田
侯
藩
中
に
て
通
稱
田
中
善
三
郎
と
い
ふ
。
後
に

霞
を
廢
し
て
戲
作
者
と
な
れ
り
、
讀
本
草
双
紙
等
の
著
多
し
。

　 　 　 叩 曜、　 殉　　　　　　　呼甲甲　　而

　
　
　
　

二
代

目
　
北
　
齋

本
所
の
産
な
り
し
が
、
后

に
吉
原
仲

の
町
の
龜
屋

と
い
ふ
茶
屋

に
成
し
と
。
爾
國
囘
向
院

に
て

大
竇

の
布
袋
を
書
り
。
錦
袋
舍
名
弘

の
會
あ
り

し
。
大
甕

は
度

々
な
り
。
十
六
問

四
方
、
十
八

間

四
方
等
あ
り
。
名
古
屋

に
て
は
出
山

の
釋
迦
を
書
け
り
。

　
　
類
考

に
云
、

二
代

目
北
齋
は
深
川
海
邊
大
工
町
、
橋
本
喜
三
郎

と
云
し
が
、

い
か
な
る
事



　 　 　 　 　 　 　 町　　"}唾胤　購　 　 　 　 　 　 騨f、　　　　　噌　 　 　 　笥　　㌃　跚　 　 　 四再鳩嘲{一　　"一　　　隔冨惘卵　彫

に
か
業

を
止
め
、
後
早
世
と
有
。
文
天
保
頃

の
或
書

に
、

二
代
目
北
齋
は
爲

一
門
人
、
名

は
辰
政
、
俗
稱

は
橋
本
庄
兵
衛
…と
云
。
…淺
草

三
谷

に
住
す

冫
有
。
類
考

に
早
世
と
記
す
を

見

れ
ぼ
此
人
ほ
別
人

に
し

て
三
代

目
か
と
思

は
る
れ
ど
未
詳
、
龝
考

ふ
べ
し
。

　
　
　
　
春

齋

英

笑

初
春
川
五
七
門
人

に
し
て
春
川
英

笑
と
云
、
春
齋

キ
號
す
、
京
師

の
入
な
り

し
が
江
戸
に
て
歿

せ
り
、
溪
齋
英
泉

の
門
入

と
な
り
、
英
蝶

と
改
む
、
文
政
頃
鈴
餮
草
双
紙

を
鬟
け
り

。

　
　
　

　
歌

川

貞

秀

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

お

橋
本
氏
、
名
玉
蘭
、
俗
稱
豢
家
郎
、
叉
象
吉
共
去
、

五
雲
亭
夊
玉
蘭
齋

と
も
號
す
。
叢
作
の
草

双
紙
有
。
三
代

目
豐
國
の
門
入
な
り
、
草
双
紙

、
錦
書
多
く
あ
り
、
繼
井
戸

に
佳

せ
り
。

　
　
赤
穗
義
士

一
夕
話
　
五
班
　
　
　

　
　

歓
飃
釋
迦
簑
鎌
　
筑
鬱

谷
峩

　
　
忠
壷孝
臨
門佐
倉

日
記

　
　十
五
懸
…
金
・氷

*
臻
と
も

嬲
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四
代
目
　
歌

川
豐
國

三
代

目
豐
國
門
人

に
て
、
初
名

一
壽
齋
國
政
と
云
ウ
、
後

に
二
代
目
國
貞

と
な
り
、
櫻
蝶
樓
、

一
雄
齋

と
號
す
。
又
師

の
養
子
と
な
り

て
四
代

目
豐
國
と
な
る
。
龜
井
戸

の
古
居

に
住
せ
り
。

俳

者
似
貌
繪
、
艸
双
紙
等
多
く
あ
り
。
明
治
十

一
年

の
頃
竇

名
擒
見
え
た
り
。

　

　

　

歌

川

貞

房

小
島
氏
、
俗
稱
庄

五
郎

.
號

五
龜
亭
叉
橘
蝶
縷
共
號
ぜ
り
、

し
。

目
白
蘯
に
住
す
。
草
双
紙
錦
繪
多

　
　

　

歌

川

蒡

盛

姓
三
木
、
號

一
光
齋
叉

さ
く
ら
坊
と
號
す
。
國
芳
の
門
人
た
り
。
竇
風
師

の
風
を
能
學

び
得
た

り
。
草
双
紙
、
錦
竇
多
く
出

也
り
。
居
下
谷
贋
小
路

、
後
池

の
端
茅

町
等

た
り
・

歌

川

蒡

虎
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冖

號

】
猛
齋
叉
錦
朝
樓

と
竜
號
す
、
國
芳
門
人

に
で
、
草

双
紙
錦
聲
等
多
く
あ
り
。
俗
稱
辰

二
郎

、

居
長
谷
川
町
後
松
川
町
。

　

　

　

國
　
　
員

浪
花

の
人
、
元
祺
豐
國

の
門
人
鰍
。
俳
優
似
貌
繪

、
錦
總
等
多
く
露
け
り

。

　

　

　

五

葉

亭

廣

信

京
師

の
人
、
俳
優
似
貞
繪
錦
竇
等

多
く
有
り
。

　

　

　

南

粹

芳

雪

大

坂
の
人
、
國
芳
門
人
な
り
、
俳
優
似
貌
繪
等
多
し
。

　

　

　

芳
　

　
瀧

申
川
氏
、
俗
稱
恒
家
郎
と

い
ふ
。
大
坂

の
人
。
父
を
源

兵
衞

と
云
。
霆

を
中
島
芳
梅

に
學
び
た

　

ー
ー
ー
L
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
嘩
ー
ー…
奪;
…

:
ー
ー

ー
ー
ー
…
…
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り

。
現
住
京
都
市
下
京
區
高
宮

町
。

　
　

　

梅

之

本

鶯

齋

國
芳
門
人
な
る
歟
、
江
戸

の
人
、
鶯
齋
梅
見

と
記

せ
る
も
有
、
此
人
な
る
べ
し
、
拙
き
方
也

。

　
　

　

歌

川

芳

梅

浪
花

の
入
な
り
、
號

一
鶯
齋
、
國
芳
門
人
な
り
、
中
島

氏
、
名
藤
助
。

　
　
復
讐
岩
見
英
勇
録
　
四

七
册

　
　

　

獸

川

國

輝

號

一
雄
齋
叉

一
曜
齋
、
山
田
氏
、
三
代

目
豐
國
の
門
人

な
り
、
初
め
獨
醇

舍
貞
霊

と
云
。
本
所

御
藏
前

に
住
す
、
草
双
紙
錦
竇
多
く
有
。

　
　

　

歡

川

芳

員

〆



一　一　一　一　'　『冖

一
川

氏

、

多

し

.

一
春
齋
と
號

す
、
國
芳
門
人
な
り
。
霄
嬲

に
住

し
、..
武
者
繪

を
能
し
、
草

双
紙
錦
豊

　
　

　

歌

川

芳

勝

歌
川
國
芳
門
人
な
り

。
俗
穩
庄
助

と
云
。
號

一
郵

齎
叉

一
雰
齋
共
號

せ
り
。
初

め
幕
府
の
醤
蕕

用
逹

を
勤

め
し
が
、
後

に
淨
世
繪
師

と
成
。
清
元
を
好

み
て
語
り
下
手
太
夫
と

い
ふ
。

郵

　

　
　

昇

齋

醐

景

明
治
の
初

め
繪
書
あ
り
。

㍉

【新
】
喜

多

川

北

麕

兆

齋

月

事
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補

遺
宮

川

春

水

　

享
保
之
頃

芳
町

勝

川

春

水

宮
川
門
弟

、俗
名
藤
四
郎

　
寛
保
頃
渉
、
深
川
後
ま
芳
町
ま
住

勝

薪

水
　

　
宮
川
門
弟

　
舞

明
和
の頃
迄

本
銀
町
四
丁
目
住

(鶴
岡
蘆
水
)　
　
俗
名
ム
平
次

　

隅
田
川
爾
岸

一
覽
筆

者

屋
げ
ん
堀
不
動
前
通
り



鬼

.【曳
】階
録
　
古
今
大
和
繪
淨
世
繪

の
始
系

江

戸

古

代

一　
流

　
　
　
　

公
家

元

組
　
　
仙
人

　
　
　
　

女
官

大
和
淨
世
繪
の
始
り

生
國
房
州
保
田
出
生

奧 鳥 武方 獸 家

農
人
　
　
職
人

草
花
　

山
水

傾
城
　

町
風

江
戸
大
傳
馬
町
二
丁
目
住
居

　
　
　
　
　

ぜ

同
板
兀
鱗
形
屋
一二
左
衞
門

　
　
　

孫

兵

衞

　 か鴨 帥肌　哩κ馬野r喞　踊卸

♂
鰹鰍 編'瀕 韈騨声.噸氏嚇 如鱒襟 燉 綱 崢

堋

　
貞
享
元
祿
之
頃
古
代
名
人

土
佐
流

菱
川
師
宣
ー
虚

聟

飜

薙

　
元
祿
享
保
ノ
比

初

代

鳥
居
溝
信

囃
鮟
齣
齷
離
ー

L

ご
代
目
　

ー
鳥
居
清
信
-俐
調
刈
副
獨
剛
ー
ー
、

　

　

　

蛎

コ
ー

ー

邑.戸簍
h鬼ηジ耳
匸蠧

ー
撃
甕}'彳.
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三
代
目

四
代
目

五
代
且

1

清

倍

兄
、.喪

ー
清
信
欝

鋸

「
群

靆

味
線
所

　
　

　

＼

　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
レ

ー

ー

、
　

-ー

け
…

U

　

ぼ
隔

目
一

一

口
日

凵
目
肖目
==「
目

ー

…
ー
…

,〕

厂
糞

門
弟
講

騎

薯

板
書

ー↓
溝
信

市
川
海
老
藏
ノ
叢
名
人

　

門
弟

ーー
瀋
們
脇膀

山鬲
砂
町

ー

清

実

同

ー

清

久

小
松
町

i
-清

宀疋

花
房
町

i

清

廣

堺
町

ー

清

時



一

4

清
政

幸
四
郎

ー
清
之

冨
十
郎
　
宗
十
郎
似
顏
名
人

瓢

三
代
目

鳥居清鳶

鑽
騾難

元
詛
清
信
門
弟
i

　
　
　
享
保
之
頃

【三
】
三
馬
按

に
、

の
書
颪

を
慕
し
も

の
也

。
既

に
北
尾
重
政
も
批
年
の
頃

の
竇
は
鳥
居
流
也
。

1
・輿

村

政
信

夊
角
、
邇
油
町
佳

一　
　

B
本
畫
師
　
・ー3
印
書

　
　

鍾
植
ノ
名
人
、
目
二
金
鱗
ヲ
置
井
二
浮
憲
紅
掴
ノ
始
也
又
憲
道
軒
繪
上
手

ー
西
村
重
長

灘
黼
緲
雛
人
仗
者
竜
書
ー

i
近
藤
助
五
郎
清
春

此
三
入

ハ
清
信

門
人

に
非
ず
各

獨
流
な
り
。

此
時
代

の
淨
世
竇

は
す
べ
て
鳥
居
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を
以

て
知
る
べ
し
。
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び
耋

4

苳
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挙
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宮
川
長
春

正
讐

之
人
菱
川
ノ
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
{　

宮
川
長
冖龜

元
祿
門
人

-
宮
隈

灰
和
鬣晦
蒡
.騰

藤

政
驚
覊

齷

蘿
鼕

劇
　
　

川
春
水

藤
四
郎

深
川
後

芳
町
住
ー

　
勝

ー
虫
耕
水

本
銀
町
四
丁
冐

璽
翻

早
當
代
似
顏
名
人
、
人
形
町

　

勝
川
春
好

長
谷
川
町
、
皐
世

「i
春
朗

今
改
宗
理

-
春
英
-
春
徳

【三
】
三
馬

云
、
春
好
早
世

に
あ
ら
ず
四
十

五
六
歳

の
頃
申
風
を
患

て
業

を
止
、

後

年
麻
布
善
輻

寺
に
遁

世
し
て
在
し
が
、
焉
馬

の
需

に
應
じ
て
市
川
自
猿
の
像

を
左
筆
に
寳
く

こ
と
有
。
、其
圖
今

日
彁
白
猿

帰

首

に
見
ゆ
。

菱
川
師
宣

卿

麌

衞
曁

本
姓
古
山

古
山
新
九
郎
師
轟

鰹

ノ
人

宮
川
ノ
鬥
人
笛
ア
ラ
ズ

寛
保
の
頃



囎

　
　
　
　
　
　
西
村
重
長
門
人

石
川
豐
信

役
者
畫
女
書
名
人

き
れ

い
也

　
　
　
　
　
　
小
傅
馬
町
地
主

蝉晦・ザ 騨購鞭 鱒 帥嬲轡

寛
政

歌
川
爨
謔
默
議
髏
筑

寛
政
蔽

川
豐
璽
難
役
耄
名
粋

齷

同

「
歌
川
豐
廣
健
舞
齧

一
流
　
湖
龍
齋

米
澤
町
角

鱒 雌 鵜嚇

馨

信

西
村
重
長
門
人

鵡繋
癖 嬾嚇 陣一曁 鎌囎

北
尾
護

輛
韆

豐
亂

塰

言

　

,政

演

.京
傅
歯

i　 i

糶
　　　歪
　　　だ

1
窪
俊
滿
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畷磯'施
ボ

黛

丿
袤
嘸

羣
耄
§
書
耋
讙

ー

辜
藝
蔓
蓁
琴ピー
弓撃
、.…
、毫

箏
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「n
繍舞

鰯蘿
鰍
謙
攤
鏘
職
鶴
鵬
地

寛
政

歌

麿

久
右
衞
門
町

當
時
女
繪
名
人
、
此
右
に
出
る
者
な
し

右
江
戸
惣
大
和
聲
郎
也

】
、
諜

驟

瓣

似
顏
上
手

一霧

文

調

爨

町

一
、
蘇

蟹

譱

鯲

擣

僻
璽

手

柳
文

朝

南
爵

一
、

【
三
】
三
馬
按

に
、
丈
調
門
人
に
文
康
あ
り
、
俗
稱
安

五
郎
。

人
呼

て
丈
康
安

と
云
。
.老
人
に
て
今

爾
存
在
燻

實
二
正
似
顏
書
書

　
　

女
書

淨
世
鬣

京大
阪

珠
雀
齋

武
者

鳥
獸

山
水
　
役
者

何
レ
モ
宜
數
名
人
也

享
保
ノ
頃

　　纛
西冒

　　鑓
土　　i蝨

佐川 婚

也

本
鷺

後

素

軒

橘

信

守

國

　轡

陣



　 一　一　　一 一

同 同 同 同

幽

板

　
元

士
農

工
商
名
人

天
萌
の
頃

當
時

澁
規
清
左
衞
弓

柏
屋
清
右
衞
騨

　
　
　
　
　
ド

長

谷
川

光

信

橘

守

國

虫
城
名
勝
圖
會
大
和
伊
勢

銘
人
　

　

竹

原

春

朝

　
　
　
門三
】
三
.馬
按
に
、
伊
勢
名
驂
鬮
會
ハ
月
岡
丹
下
門
人
紘
橋
闘
月
が
筆
也
。
關
月
ハ
高
手
の
霞
工
也
、
山
滌

　
　
　
名
淡
圖
會
と
此
本
と
を
甕
き
壯
年
に
し
て
歿
す
、
借
べ
し
。

　
　
　
春
朝
齋
の
男
に
春
泉
齋
あ
り
繼
て
名
所
鬪
會
を
甕
く
.妙

右
の
始
系
は
本
銀
町
後
箔
屋
圭
入
雅
惟
所
書
な
り
寫
し
て
類
考
の
後
に
附
記
す
、
參
考
し
て
其
轡界
を
訂
す
べ
し
,

獵
後
考
を
ま
つ
。　
　

庚
申
夏

五
晦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杏
　
　
花
　
　
園

凶追
】
菱
川
氏
系
圓

藩
.七
右
爾

ー

ー

鞴
爨

懿
轡

蕘

竹
釀
匳
鱒
驩

眇皆

ー

]
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鑼
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鑾
勤
獣
鰯
難
孫
瀏
貔
鷙
鸛
翻
耐

　

　

霧
・
隔
　
一
鮒
肋
二
堺
町
横
町
野ス
亠く
傳

町
二
丁
}ト
幽調
蹴
《赦守
轄
.宅
ノ
』處
譲
ノ
ル
ベ
シ

ド

、
.'

ー

靈
、ー

.ー
乳
羣
蚕ー
霧…
ー
…
ー{、
`
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r
辮

正
塞

㌦
鋸

　

門
人

…1
菱
川
政
信

籌

鬣

食
ク
堕

似
タ
リ

亠 　

門
人

…

菱

川

友

房

繋
風
似
テ
筆
下
レ
リ

　

門
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
,
鬪
鐙
井
一(三
合
集
覽

二
菱
川
太
郎
兵
衞

⊥
畠

太
郎
兵
衞
師
重

潭
難

僧
塾

欝

リ
古
山
陰
撃

医

.

口

凵

.

　
　
　
1

古

山

新

九
郎

師
政

享
保
申
人

稱
文
志

　
　
　
　
江
戸
爾
國
米
灑
町
住
此
人
二
至
リ
テ
菱
川
ノ
書
風
ヲ
失
フ
,
世
事
談
二
見
ユ

　

實
子口麓

蕪
舗
讌
諜
輾
蟻
製難
籠
肇
饗
鐸
劉
]

　
實
子
　
　
　
　
　
イ
、
重
嘉

i

菱

川

佐
家

兵

衞

家
業
紺
屋

　

二
男

ー

菱

川

彌

右

衞

門

　

郎
宣
ノ
血
賑
六
代
目
二
至
テ
繦
タ
リ
、
今
養
子
以
家
ヲ
續
グ
、

　

二
嫁
シ
テ
生
ル
血
脈
ノ
者
今
二
同
所
他
家

ニ
ハ
有
ト
イ
フ

房
州
保
田
町

ニ
ア
リ
、
是
七
代

昌
也
、
女

子
他

§

元
蕪

信
鏘
雛
鞴

齢

一1

　
　
　

清
信
門
人

-↓

栴
重

小
綱
町

市
川
海
老
藏
似
顴
建
ノ
上
手

ーi
清

忠

米
澤
町
角
　
彩
色
濘
燈
蜜
師
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清
信
男
【灘

瞠

贋

臻

聾

鸚

清
信
二
男
或
ハ
清
倍
ノ
男
ト
・
廊

羅

三

ミ
靉

邏

囓i清峯
鑷

識

静

橢
齲

人
也
寛
警
り

i
清
滿
實
子

纏
蠏
騾
飾
鱇
町
二住
ス

{
　

　

　

長
共
清
脅
金

、
嫡

【逼
】
英
氏
系
鬪
之
略

矯

英

藤

靨

七
+
三
ド
隱

元
窒

ル
享
保
髏

　ス

,⊥
覊

靜

　

下
清

実

伺

　

ヨi
窟
們
久

小
松
町

　

丁
清

定

花
房
町

　
　
ー
清
廣

ハ新
】堺
町
二
住
ス

　

「1
隻清
時

【薪
】
和
泉
町
二
住
ス

　

ド

清
政

　i
清
之

「

清
元
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譁
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鬱
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簟
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妻

零
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.丁玄
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ー
、
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門
人
、
養
子
續
師
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【堀
】
一
舟
男

-

一
舟

名
信
種
號
東
窓
翕
俗
稱
彌
ヨ
郎
　

　

　

一
川

【新
】
名
宗
灘
號
松
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
三
【新
】

　
　
　
　

明
和
五
年
正
月
十目七
B
歿

【新
】
二
本
糲仮承
・…敏
寺
申

【追
】顯
乖
小院
二
葬
ル

　
一
蝶
晩
龕
、門
人

ー

一
水

撰
嵩
之
と
改
本
姓
謝

名
道
攀

子
岳

笊琶

頚
瀏

鱒

菓

蠱

吋

!門
一一人

蜂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
州栽
】

號
中
岳
堂
又
東
宿

吋肇
齋
竺
V之
號
ア
リ
俗
稱
甚
藏
　
　明
和
九
年
七
月

三
【薪
】

六
日
歿
、
年
六
十
六

【新
】
誓
願
寺
申
稱
名
院

二
葬
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
説
二
云
、
一
蝶
ノ
子
、
多
賀
長
八
郎
信

【壜
冒
追
}號
春
窓
公翅
門壌
】

勝
號

で
蜂

【新
】寳
暦
十
年
四
月
廿
八
日
卒
、
深
川
法
濾
寺
申
南
龍
院

二
葬
ス

ー

鵬離

谷
難

鸛

】名
覊

i
嵩
溪
宜
信

假
餅
融
信

【遒

堤
等
琳

鸚
鞠
鏘
隴
聯
二

棄

琳

二
代
蠱

竺

・

…
戮
鰹
覊
欄
辞
定

!
目
吉

ー
秋
月

本
姓
月
岡聾

鱧
簍

1
等
琳

篠

翻

覦
鰯

」
ー
秋
琳
.春
扇
也

等
舟

囓
如
畑
沐
礪
淋
樋
劃
蟷
嫡
穩
飆

ー
等

川

i
等
け

い
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山

覊

霞
谷
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i
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明

i
等
楊

麹
町

i
秋
月

謹
挽

ー
雪

仙

本
町

一
丁
目

ー
等
榮

茅
堪
町

ー

泉

山

松
貝

　
　
　
　

月
瞭
氏
俗
稱
庄
五
跳
世
二
本
庄
ト
云
、
本
町
二
佳
ス
、
又
天
保
四
年
・春
川
島
專
、

　

ハ　
　

…
翳

蠣

勢

ナ
リ
蠶

ト
改
ム
、
久
世
侯
譱

よ

ル
、
後
金
吹
要

隻

嘉
、羅

宮
川
容
本
難

鑼

,
一.芳
.
唯
由.
保
陣
.粋

春
本
驤

縮

隆
跨
町降

皺

水

!
春
童
醂
嬢

齧

鑄
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門
人

春
英
f

春
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
屬

1
春
玉
　
　
　

春
青

二
代
目

ー
春
紅
懃

撃

り
春
和

-
春
陽
ー

i
l
春
久

-
謇
琳

il
癌
呪徳

俗
稱
千
太
郎
十
軒
店
武
鬆
給
ア
リ

ii
春

洞

俗
稱
政
藏
大
政
ト
云
左
筆
共

二
叢
ク

ー

春

畧

後
蓬
山
米
雫

云
武
者
繪
ア
リ
麹
町
二
隻

、

ー

春

山

後
赤
坂
へ
移
ル

陶 残」

【暫

鳥
山
石
燕

ー
戀
川
春
町

f
子
興

-
石
鳥

ー
月
沙

毒

多
川
歌
麿
凵

-
霾
藁
麿
議
鄙
麗
聽
秘

鑷
搬
か
馬
喰
町
委

表

麿
鷂

鑼
鵜

牌
驀
鰭
斃
小
石
崇
巍

胴委

!
秀
麿
霽
蝴鑵

齶
講

撃
リ

ニ
代
目

工

暫

雲
麿

【璽

鱸
魂

メ
作
者
ト
ナ

ー
【新
】
美
麿

嘱
骸
貅
縄
礪
鰍
秘
廾
晒

　
　
　
　
　
　

北
尾
ト
改
ム

ー
歌
麿
谿
攣
鐔
獸
燈
廊
露
熊
鏘
弥鹸
書
ヲ
簍
酸
辱
鬢

入鼕

髢
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「
行
麿

憲

】
葛
飾
爲

一

靉

参

頃
ノ
門
↑

霽

雷

斗
罎

糲網
暴

蘓

襄

・
ヨク・

北
齋
と
號
し
て
の
門
人

踏
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
代
目
門
人

　
　
　
　
　
　

二
代
臼

-

　
　
　
北
齋
ー
　
　
　戴
斗

ー

女

ツナ

門

人
柳
川
重
信
雷
斗
ノ
妻
、
皐
世
..
男
ア
リ
爲

一
實

孫
也
。

1

あ
久
ウナ

【
無
】
他

へ
岫豚
ス
、
鍵
鳳
工

ニ
ア
ラ
ズ
、
見
・世
、
御
鏡
御
用
ノ
家

ユ
柚豚
ス

ー
垂客

秦

女

龜

糲

蜑

嫁
シ
テ
鸚

ス
、
蕪

養

ヲ
羮

、
父
蠡

テ
衾

譱

ヲ
亥

名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ミ
本
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
!

重
山

　
　
　
　
　
　
　
汽新
】有
坂
氏
俗
稱
五
郎
八

賊堀
】
狂
歌
摺
物
多
シ
、
別
記
ア
リ
、
婁
入
ヨ
ミ
本
數
十
紛
ヲ

　

ー
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
草
【新
】

豼

馬

考

・
綴
豪

ノ
鬣

ヲ
ナ
ス
・
擘

云
・
下
谷
三
ス
董

隻

1
ー
北

由譯

爾
國
ヤ
ゲ
ン
溝
リ

ニ
佳

ス
、
錦
繪
山
水
ノ
逡
景
多
シ

拱
齋

ー

北

溪

刷
記
ア
リ
赤

坂

二
住

ス
、

ス
リ
物

ヨ
・
、本
多

シ
ー

i

丘

山

漏

年
史
】

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ヘ

ー

北

岱

淺
草

二
住

ス
、
ス
リ
物

欝
ミ
本
多

シ

【新

】
盈
齋
ト
號

ス

ー
ー
北

鵞

ス
リ
物

ヨ
ミ
本
ア
リ
、
【
新
韆
抱
亭
ト
號

ス

儷

嵩

綴

鉱

髓

戯

毳

蘇

轡
函隻

、
ヨ
ミ
本
草
双
紙
多
シ
、

東
南
西

ー
i北

雲

大
工
久
五
郎
ト
ァ
リ
、
ス
リ
物
錦
繪
ア
リ
、
婁
本
ア
リ

後
唐
鬟
廓

峯
ー

ー

袤

邵董

マ

垂王
・戛
.、罪

.雲
豪
・%、罫

享
・石・
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欝

戴
岳

　

北

泉

圃
記
ス
、
ヨ
.、本
、
鬣
本
多
シ
、
二
代
圏
戴
斗

編

年
史
】

　
　

廣
【編
年
史
】

～

北

□

,天
坂
ノ
人
、
別
記
ア
リ
、
後
靈
狂
人

【編
年
史
】

斗
鬮
齷

ー

墨

標
幽
名
古
屋
ノ
産
畫
本
ヲ
出
ス

ー

北

洲

大
坂
ノ
産
、
錦
繪
ヨ
.、本
ア
リ

溪

齋
曲央
泉

-

繭央
春

俗
稱
大
木
氏
、
小
石
川
二
住
ス
、
春
鬣
錦
盡
多
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝶
蝋薪
】

　
　
　
　
　
　

ー
紳央
笑
∵初
め
春
川
玉
七
門
人
、
京
の
人
也
在
江
戸
歿
す
、
草
双
紙
錦
畫
あ
り

ー

鮴
花

英
之

俗
稱
源
次
郎
、
麹
町
二
佳
ス
、
申
本
讀
本
に
多
く
出
せ
り

i
麒
泉
壽

纂

伊
三
郎
、
錦
盡
果

よ
み
本
多
島

り
、
浪
花
毳

佳
し
て
名
叢

む

ー

鑚

鸛

俗
稱
士.藏
、
驪凪岸
島
霍

ス
、
草
双
紙
錦
鬣
多
,、
あ
り
、

纛

領
泉

橘

俗
稱
勢

、、
向
壘

隻

、
果

多
蠱

作
盈

嘗

、
筆
墾

業
と
す
,

'
ー

山泉
一隣
囚
俗
澪
井
村
氏
、
櫻
田

二
住
ス
、
申
本

さ
し
ゑ
あ
り

【
新
】
號
山
齋

纛

暈

俗
稱
靆

新響

隻

・
果

さ
し
ゑ
旁

!
窰

欝

氏
名
信
養

肥
前
長
崎
委

萇

崎
土
垂

册
ア
墨
筰
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川
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霧
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世
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罌

清
靉
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1

女

子

他

二
嫁
ス
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双
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ア
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世
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覇

器

驪

暗
ハ寥

孫
ナ
リ

歔

昌
鸚

爨
貘

岼
.新
】
屋
【堰
】
其

⊥
廣
重

蹴
蹴
矧
幽
麟
維
朗
文
嫩
謝
靺
翻

獄
褓
ノ
今
譽
フ
嬢
"

-
廣
恒

「
靉

【貍

初
代
豐
國

　
　
　
　
　
　
　

五
十
三

　
【遒

一
陽
齋
豐

図

1
肇
驫
磯

厂

蟻

』
噸
謄轗
鑷
國
鑿

雜
灘舗
黯淋貍
黔

h
髓

國
陣
18

稱
罰
窿

贍

露
礎
枠
一目

　
】
翁
齋

i

図
滿

酪
瀰
嚥
覊
點

繖
覇
鸚
症

器
丁
檜
物
丁
遊
口
鴫子
。。

ー

國
長

俗
爾
別
記
ニ
ユ
ヅ
ル

!
國
丸

俗
稱
別
謬

;

ヅ
ル

【無
名
】
一
齋

ー
國
家

俗
穩
幸
藏
、
銀
座
四
丁
塁
遅

、
錦
繪
草
双
紙
ア
耀
.

　
二
代
罠
豐
國
門
弟

ー
國

富

錦
書
ア
リ

i

國
兼

錦
畫
双
緬
ア
リ
、
二
三
狸
二
遏
ギ
ズ

ー

國
景

i

國

蕪

名
】誌
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【新
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代
鼠
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俗
稱
別
記
ニ
ュ
リ
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國

安

　

國

安
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ド

!
國

貞

俗
稱
周
記
一一
ユ
ヅ
ル

(三
代
豐
國
)

醺

轣

匙
ッ、

丁
國
信

誹
橘
痣
鞴
痴
鰍
射
転

「
國
芳

纂

別
記
ニ
モ
ツ
ル

ー

國

周

口
繪
ア
リ
日+
世

画

虎
灘
鑰
繪
ア
リ
多
ク
婁

「
國
驫

襲

響

i
國
照
鸚

鑿

蠣

リ

ー

國

房

錦
霙

三

種

ヨ
凄
、本
.モ
ア
リ

r
鑒
蝿
錦讐
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【類
】
三
代

目
豐
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
追
】　
　
　
　
　
　
　
同
實
子

　

【堰
㎏
一
雄

齋

國

貞

i

ー
ー
1
實

子
1

…
…

、女

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
レ疂
～鑑

聡
態
顱
亭
雛

鑽

鋤
ク
出
セ
リ

!

貞

繁

双
紙
ヲ
出
セ
リ

【新
　】
早
世

ー
貞
秀

谿
驪
鎌
繿
鰯
鋳
押
蹠
妹
眠
名
玉
蘭
五
雲
亭
叉
玉
蘭
齋
ト
號

ー

貞

幸

錦
繪
ア
リ

【
新
】
五
丁
亭
ト
號
ス
、
横
川
瓦
師
男

ー

貞

房

草
紙
出
セ
リ

【新
】
五
龜
亭
ト
號
ス
、
夊
橘
蝶
樓
ト
號
ス

ー

貞

景

錦
繪
草
紙
ヲ
毘
セ
リ

了
占
漸
】
國

貞

初
名
國
政

】
壽
齋
ト
號
ス
師
ノ
鋒

†
.
ナ
リ
龜
戸
ノ
古
菴
二
住
梅
蝶
縷
ト
號
ス

i

國

得

本
所
松
倉
町
二
住
ス

～

國

壽

!

國
富

i

國
孝

柳
島
二
佳
ス

!

國
朝

四
ツ
谷
二
佳
ス

【編
年
史
】
新
宿
に
住
し
酒
屋
を
業
と
す

学
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毒i
國
明

噸猫

礬

嬖

二
代
目
ト
ナ
リ
編

纒

踏

鯲

毯

螂
詁

蠣

糶

秣

灘
莠

二男
、
攀
、蜂
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【編
襲,史
】又
雄
齋
と
の
み
飃
せ
り
、龜
井
戸
に
佳
す
、蜀
紅
錦
七
寶
續
(此
君
園
跳

ー

國
輝

一
雄
齋
ト
號
ス
草
双
紙
ア
リ

槧
作
朱

下
闇
線
林
(+
返
舍

一
九
作
)等
の
草
双
紙
皆
其
書
く
所
、
俳
人
百
氛
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(緑
亭
川
柳
輯
)
の
省
子像
竜
亦
冖其
篷
に「係
る

-ー
國
綱

號

一
蘭
齋
四
ツ
谷
ユ
佳
ス

ー

國
久

【編
年
史
】柳
島
に
住
す
、
鑾
國
の
一女

お
榮
を
妻
、もす

-

國

清

本
所
石
原

【編
年
史
】
俗
稱
は
和
田
安
藏

ー

國

周

號

一鶯
齋
荒
川
八
+
八

-

國

麿

兩
國
二
住
ス

!

國
郷

尾
張
町
二
佳
ス

i

國

盛

號

一
寳
齋
本
郷
四
丁
目
二住

ス

ー

國

房

馬
道
二
佳
ス

毳

年
史
】
大
竹
政
直
舊
不
所
、
今
四
谷
に
住
す

ー

貞

升

後
國
升
ト
改
ム
、
浪
花
ノ
人

ー

貞

重

號
獨
醜
舍

歌
川
國
芳

ー
芳

房

一
寳
齋
ト
號
ス
、
萬
延
元
申
年
六
月
+
日
歿
ス

ー

芳

、兼

　
一
好
齋
ト
號
後
田
蝶
又
梅
月

ー

ーー

暮ー塾
ーー

鬚
賀童
事

・繋
罫
讃

襲
難

自　尋
宀蕁

聾

郵

ー

艦　
・野
ねー
擁
い!
韆
臻
饕

霹
憂　
免　
・寄
雲
ゴ蓍
き
{　
　
　
'ー



嵐

,

嬲

1
芳
秀

ー
芳
年

-

芳
滿

ー
芳
廣霧

…ー

芳

綱

{↑
、芳
員

丁
芳
英

}丁
芳
雪

　
　

響
　

:

一
旭
齋
ト
號
ス

俗
稱
月
岡
米
次
郎

一
魁
齋
ト
號
ス

叫
散
齋
ト
號
ス

一
張
齋
ト
號
ス

一
燕
齋
ト
號
ス

一
松
齋
ト
號
ス

醐
孟
齋
ト
號
ス
、
俗
稱
辰
次
郎
、
長
釡
贋
町
二
佳
ス

一
圓
齋
ト
號
ス

一
莫
齋
ト
號
ス
、
堀
江
町
淺
草
橋
場
、
后
本
町
二
丁
霞

網鵬
齋
ト
號
ス
、
居
春
木
町

一
登
齋
ト
號
ス
、
居
下
纔
町

輔
壽
齋
ト
號
ス
、
書
須
二
居

一
春
齋
ト
號
ス

叫
嶺
齋
ト
號
ス

幽

尋
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i
芳
爲

ー
芳
梅

-
芳
豐

ー

芳
基

1

芳
榮

i
芳
貞

-
芳
近

-
芳
鷹

ー
芳
盛

ー
芳
直

-芳
富

-
芳
晴

1
芳
勝

i

芳
幾

號

一薫
齋
夊
朝
霞
縷
後
薫
齋
、
紛耨

落
合
幾
次
郵
、
后
諏
訪
町
又
米
灘
瓢
今
瀧
山
町

　
㎜

}
集
齋
ト
號
ス

一
鶯
齋
ト
號
ス

唱
龍
齋
ト
號
ス

硝
停
齋
ト
號
ズ

叫
猫
齋
ト
號
ス

一
素
齋
ト
號
ス

一
蓮
齋
ト
號
ス

一
峰
齋
ト
號
ス

一
光
齋
ト
號
ス
、
居
下
谷
廣
小
路
、
后
池
ノ
端
茅
町
櫻
坊
ト
曩

麟
成
齋
ト
號
ス

煽
蘂
齋
ト
號
ス

一
物
齋
ト
號
ス
、
淺
草
茅
町
後
淺
草
並
木
、
莠
春
ト
改

輔
褻
齋
ト
號
ス
、
始
冪
府
ノ
醤
油
用
達

ニ
テ
勅
石
渡
庄
助
ト
云
、
藪
ノ
下
清
元
千
年
太
夫

ー

ー

雲
～

ー
鋳

麭
緊

無
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・ー
芳
延

-

芳
鶴

・ー
芳

里

ー
芳
政

r

芳
照

一
族
齋

一
聲
齋

一葉
齋

一
天
齋

一
容
齋

購
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ア330311號

(
署
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部
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編

赫

者

發

行

者

印

麟

者

浮
世

繪

類
考
　
★
★

定

價

四

十

錢

な
か
　
　
　
だ
　
　
　
か
つ
　
　
　
の
　
　
　
す
け

仲
　
田
　
勝
　
之
　
助

棄
京
市
瀰
田
匳

一
ツ
橋
二
了
陽
三
番
地

　
岩
　
　波
　

茂
　

雄

東
京
市
脚
田
匳
錦
町
三
丁
黶
十
}
番
地

　

白

　

井

　

赫

　

太

　

郎

發

行

所

東

京

市

齢

田

属

一
ツ
概

ご
丁

租
三
番
地

肖
石

剛 印 尉:興 精

　 (一 四東東)

波

　

書

'

店

電
額
九
段
〇

一
八
七
番
(代
表
)

擬
替
口
座
東
京
二
六
二
四
〇
番

魯
員

番
號

}
○

こ
○

ミ
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儲

配

給

元

案

京

市

紳

無

躡

淡
路
岡
二
丁
騒
九
番
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日
本
出
版
配
給
株
式
會
就
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郭
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婁
選
鬢

璽

転、
・　

　
　

己ー

内

》き

　　　　　　　 ず

錚

談

書

子
　
に
　
寄

す

岩

波

茂

雄

ー

岩

波
夊

蔵
發

刊

に
驟

し
て
ー

　
澱
理
欧
萬
人
に
よ
つ
て
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
自
ら
欲
し
、
蒭
術
ぱ
萬

人
に
よ

つ
て
愛
さ
れ

る
ζ
と
な
自
ら
墓

む
。
竄

て
は
民
を
愚
味
な
ら
、

め

る
夜
め
に
興
褻
が
最
嬉
狹
老
堂
{掌
・に
開
饋
さ
れ
距
こ
と
が
あ
つ
糞
。
今
や
知
識
と
美
と
を
特
纏
階
蔽

の
獨
占
よ
h
・奪

ひ
返
す
こ
と
は

」つ
ね
に

邁
取
的
な
る
、民
衆

の
刧
鸞
〔な
る
要
求

で
あ

る
。
岩
波
文
庫
は
此
要
求
に
應
じ
そ
れ
に
勵
ま
さ
れ
て
生
ま
れ
弛
。
そ
れ
は
生
命
あ
る
不
朽

の
書
・を

少
數
咎

の
書
齋

と
研
究
室
と
よ
り
解
放

し
て
街
頭
に
隈

な
く
立
允
し
め
民
衆
に
伍
せ
し
あ
る
で
あ
ら
う
。
近
時
大
量
生
産
豫
約
出
版
の
流
行
を

見

る
。
そ
の
廣
岱
宣
傳

の
狂
態
は
姑
く
措

く
竜
後
代

に
貽
す
と
誇
稱
す

る
全
集

が
其
編
輯
に
萬
全

の
用
意
を
な
し
た
る
か
。
千
古
の
典
籍

の
飜

認
企
鬪
に
敬
虔
の
態
度
を
缺
か
ざ
り
し
か
。
更

に
分
賈
を
欝
さ
参
讃
者
を
繋
縛
し
て
數
十
册
…を
強
ふ
る
が
如
き
、
果
し
て
冖其
揚
言
す
る
墨
薮
㎝解

放

の
所
以
な
り
や
。
善
人
は
天
下

の
名
士
の
聲

に
和
し
て
之
を
推

擧
す

る
に
購
躇
す

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
秋

に
あ
た

つ
て
岩
波
書
店

は
自
己

の
責
務
の
愈
窺
大
な
る
を
愚
ひ
、
從
麥

方
針
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
既
に
+
數
年
以
前
よ
り
憲
し
て
來
た
計
鬟
盡

靈
審
議
こ
の
際
斷
然
蜜
.

行
す
る
こ
と
に
し
弛
。
苔
人
は
範

を
か

の
レ
ク
ラ
ム
交
庫
に
と
り
、
古
今
東
西
に
亙
つ
で
突
藝
哲
錣
豼
會
科
趨
自
然
科
墨
等
種
類

の
如
何
・を
問

ほ
参
、
馮
竜
萬
人
の
必
讀
す

べ
き
眞

に
古
典
的
價
値
あ
る
書
を
極
め
て
簡
易
な
る
形
式
に
於
て
逐
次
刊
行
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
須
要
な
る
生

蓿
晦
上
の
資
科
、
生
活
批
剣

の
原

理
を
提
供
せ
ん
と
欲
す
る
。

こ
の
交
庫
は
豫
約
出
版

の
方
法
を
排

し
弛

る
が
故
に
、
讀

者
は
自
己
の
欲
す

る

時
に
自
己

の
欲
す
る
書
物
を
各
儷

に
白
H
由
に
選
綴
一す
る
ζ
と
が
出
來

る
。
携
帯
に
便

に
し

て
價
格
の
低
き
・を
最
主
と
す

る
が
故

に
、
外
觀

を
顧

み
ざ
る
竜
内
容
に
至
つ
て
は
嚴
選
最
婚
力
を
鑑

し
從
來
の
岩
波
出
版
物

の
特
色
を
盒
發
揮
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。

ζ
の
計
靈
た
る
零

慢
間

の

一

時

の
投
機
的
な
る
も
の
と
異
り
、
永
蓬

の
事
粲

と
し
て
吾
人
ぱ
微
力
を
傾
倒
し
あ
ら
ゆ
る
掻
牲
を
怨
ん
で
今
後
永
久
に
繼
續
發
展
せ
し
め
、
も

つ
て
交
魔

の
使
命
を
潰
憾
な
く
果
さ

し
め
る
こ
と
を
期

す
る
。
褻
術
を
愛

し
知
識
を
求
む

る
士
の
肖

ら
進
ん
で
此
擧
に
參
加

し
.
希
墓

と
忠
言

と
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
吾
人
の
熱
墓
す

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
性
質
上
經
濟
的
に
は
長

も
困
纛
多
老
此
事
莱
に
致

て
雷
ら
ん
と
す
る
吾
人

の
憲
を
諒
と
し
て
其
遽
成
の
た
め
盤

の
醜
.書

子
と

の
5
る
幃
し
き
共
同
捷
期
特
す
る
.

　

駅

潮
　
二

年

七

月
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